









































螺旋のプリンセス




① ぼくと自転車の騎士
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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　高校一年の春、ぼくはひとりの騎き士しに会った。

　その頃ころのぼくは、毎日を恐おそる恐る過ごしていた。生まれた時に親から居場所を与あたえてもらっているのに、立ち位置はいつも不安定だった。一生懸けん命めい立とうとしているものの、足に力を入れすぎて、その場所から一歩も動けない。足は凍こおりついているくせに、誰だれかが近づいてきた時だけは、大おお慌あわてで物もの陰かげへ逃にげこむ。そんな日々を送っていた。

　ぼくはここにいるんだと、大きな声で叫さけべたらどんなに気持ちいいだろう。時々考えていた。けれど十五年間生きていて、そんな快挙は一度も実現したことがなかった。

　あいつは、常に叫んでいた。

　確実な立ち位置があって、そこから走って、跳とんで、また戻もどってきて。強気で偉えらそうで口と態度が悪くて、怖こわいものなんてきっとない。あったとしても掃そう除じとか数学の方程式とか、そんなもの程度だろう。まわりの目も全く気にしない粗そ暴ぼう者だけれど、自分で決めた信念を一ミリも揺ゆらさずに、いつも戦っていた。世間に気き後おくれするぼくを、新しい世界へ引っ張り出した。

　そんなわけで、高校一年の春、ぼくはひとりの騎士に会ったのだ。

　剣けんを持って。

　ビニール傘がさを振ふり回す。

　悪と対たい峙じし。

　ハムスターと喧けん嘩かする。

　白馬を駆かって。

　自転車をかっ飛ばす。

　それは、風のようなスピードで。
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　洗面所の窓から、風に吹ふかれて桜の花びらが一枚、舞まいこんできた。鏡の前で歯は磨みがきをしていた吉よし乃の聖ひじりは、「あ」と短く声を上げて反応した。四月十四日、火曜日。よく晴れた午前七時四十五分のことだった。

　薄うす紅べに色いろの花びらが洗面台に落ち、水の流れに乗っていく。その軌き跡せきを、聖は歯磨き粉の味がする息をのみこんで、呟つぶやく。

「春なんだなあ……」

　桜を見ると、聖は軽度の緊きん張ちようを感じてしまう。桜の季節、すなわち春が、聖にとっては「油断できない季節」だからだ。年度が改まり、クラス替がえなども実じつ施しされる四月は、これまでの人間関係が一いつ旦たんリセットされる月。新たな環かん境きように取り囲まれる時季。幼よう稚ち園えんや小中学校でも幾いく度どとなく繰くり返された、聖の中で「年間冷や汗あせ発はつ汗かん量、堂々第一位」の季節であるが、高校入学を果たした年の四月となれば、緊張感は例年の倍強まる。

　花びらが排はい水すい溝こうへ消えた。深く息を吐はき出し、聖は口をゆすいだ。顔を上げ、鏡の中の自分と目が合うと、髪かみの毛がやや伸のびていることに気がつく。聖はいつも自宅で髪を切っている。だがこの春は、受験を終えた気のゆるみ、あるいは入学への覚かく悟ごや手続きなどに追われているうちに、散さん髪ぱつのタイミングをつい逸いつしてしまっていた。

　髪の件を思い出したついでに、昨日の放課後、同じクラスの入いり江えという女子生徒が、「吉乃君ってすごくおとなしいけど、女の子みたいで可愛かわいいよね。髪を長くしたら、絶対もっと美少女風になるよね」と、下げ駄た箱ばこのところで言っていたことも思い出してしまった。入江と一いつ緒しよにいた大おお竹たけという女子も「確かに可愛いけど、本物の女子としては闘とう争そう心しんが燃えたぎるよね」と、語気を荒あらくしていた様子も脳のう裏りに蘇よみがえり、鳥とり肌はだが立った。

「『女の子みたい』って、言われても……」

　鏡の中にいる軽く青ざめた自分に向かい、聖は力なく眉まゆを下げる。

　身長百五十八センチ、ブレザーとズボンに包まれた華きや奢しやな体格、大きめの瞳ひとみに、しっかり長い睫まつ毛げ。声は意識して出しても、ちっとも低くない。

「……でも戸こ籍せきを見れば、『男』って書いてあるんだから」

　聖は息を吸いこみ、いつも以上に入念に襟えりを正す。ネクタイをしっかり結び、学校指定の懐かい中ちゆう時計のチェーンを、胸ポケットからきちんと覗のぞかせる。最後にブレザーの上から胸に手を当てて、頷うなずく。髪は夜にでも切ることにして、洗面所を出た。

　無人のリビングでは、つけっぱなしにしていたテレビが朗ほがらかな天気予報を告げていた。テーブルの上で、一枚のメモ用紙が朝日に照らされている。今日の早朝、勤務先の社員旅行のため、隣りん県けんの温泉へ出発した母親からの置き手紙だった。

　一度目を通してある文面を、聖は苦く笑しようとともに再読する。内容は、戸と締じまりには充じゆう分ぶん気をつけろという指示がひとつ。本当は聖をひとり置いて旅行なんて行けないのだが、キャバクラ経営者にとって団体行動を乱すことは経営不ふ振しんにも繫つながりかねない、という事情説明がひとつ。でも聖ももう高校生だしこの街は治安がいいし、お母さん温泉好きだし、ちょっとくらいいいかなって思っちゃったの許してね、えへ、というハートマークつきの弁明がひとつ。帰宅予定は三日後、お土産みやげに温泉街中の銘めい菓かを揃そろえる、名物の砂すな風ぶ呂ろエステでこれまでの二・五倍ほど美しくなってみせるという宣せん誓せいが、文末になるに従ってどんどん浮うかれる文字で記されていた。

　追つい伸しんの「変な人には絶対気をつけること、変な人について行ってその人のこどもになっちゃったりしたら駄だ目めだからね」まで読み終えたところで、聖はリビングの時計が八時過ぎを指していることに気づく。テレビの中で「今日の降水確率は完かん璧ぺきなゼロパーセント。傘を持っている人は笑われちゃいますよ」とすでに笑っている気象予報士に別れを告げ、スイッチを切る。母親の宿しゆく泊はく先の電話番号を念のため手帳に控ひかえ、指示通りしっかりと戸締まりをし、自宅マンションを出る。羽根の形をしたキーホルダーがブレザーの袖そでに引っかかり、一階へ降りるエレベーターの中で、少し手間取った。

　マンションの前の道を曲がると、満開の桜並木が聖を待ち構えていた。この大通りを直進すれば、十分もしないうちに県立風かざ戸と里り高校の正門に至る。

　華はなやいだ色の通学路は、今朝も登校中の生徒たちで賑にぎわっていた。かん高い声を上げ何かの話題で盛り上がっている、女子生徒のグループ。自転車を併へい走そうさせ、大声で騒さわいでいる男子生徒の集団。聖はそっと深呼吸し、生徒の波に合流する。登校ピークを避さけるため、早めに家を出ようと決意したこともあるが、生まれつきの低血圧を治さない限りは実行に移せない。

　校門をくぐり、騒がしい昇しよう降こう口を抜ぬけて、もっと騒そう々ぞうしい一年七組の教室に入る。進行方向にいたクラスメイトの栗くり田た露つゆ美みが、いつものように素す晴ばらしい笑顔えがおで朝の挨あい拶さつをしてきた。栗田は誰だれに対しても、常に愛あい想そがよい。同級生の挙きよ措そに今朝も感かん嘆たんしつつ、聖は自分の席を目指す。席順は入学式の三日後に、くじ引きによって決め直されていた。聖は窓まど際ぎわの席を当てた時、心の中で万ばん歳ざい三唱をしたものだった。

　椅い子すに座り、あとは朝のホームルームが始まるまで眠ねむそうな顔で窓の外を眺ながめていれば、目立つことはない。休み時間もそうして、放課後を待てばいい。小学生の頃ころは、空いた時間は本を読んで過ごすようにしていた。しかし読書好きのクラスメイトに関心を持たれてしまい、盛さかんに話しかけられて困ったことがあった。中学の一時期は、次の授業の予習をするふりをして「ぼくは今勉強中なので、どうか誰も話しかけないで下さい」という雰ふん囲い気きを作りあげたが、「吉乃聖は超ちようガリ勉、さぞかし成績がいいに違ちがいない」とまわりに印象づけて、かえって注目を浴びてしまったこともあった。

　試行錯さく誤ごの末、ようやく楽な姿勢に辿たどり着いた聖は、窓の向こうの青空を見上げる。空を斜ななめに横切る鳥の軽快さに、何となく憧あこがれる。チャイムが鳴り、担任の初老教師本ほん田だが教室に入ってくると、全すべての生徒が着席して出席確かく認にんが始まった。

　聖の隣となりの席には、誰も座っていない。隣席に座るはずの男子生徒は、入学式からずっと欠席している。席順のくじ引きも、学級委員が代わりにやったほどだった。その生徒について、クラスの誰かが「留年生で学がく籍せきは一応あるけれど、前の年もずっと欠席していたらしい」と噂うわさしていたのを、聖は耳にしたことがある。隣席は今日も無人のままにホームルームが終わり、その日の授業が始まった。

　午前十時四十分、入学式から一週間目にして初めて行われた体育の授業を、聖は予定通り見学した。体育教師には中学までと同じように、医師からの診しん断だん書しよを提出した。

　体育教師は「大変だなあ」と同情をこめた声で今年一年間の見学を許可してくれたが、聖よりも大変なのは、診断書を書いた医師の方だ。聖の自宅近くで個人病院を経営するその医師は、聖の母親から「うちの子が学校に出す噓うそっぱちの診断書を書いて。書かないと、あんたが私のお店の子に手を出したことを奥さんに言ってやる。あんたが他ほかにも手を出している愛人の看護師にも言ってやる。風かざ戸と里り市中に漏もれなく言ってやる」と毎年命じられて泣かされているのだから。

　午後十二時三十分、昼休み、「吉乃君、一緒にお昼食べない？」とクラスメイトに声をかけられ、聖は口から心臓が飛び出しそうになった。昨日の放課後、聖の容姿を噂していた入江と大竹だ。聖は内心恐きよう々きようとしながらも全力で呼吸を整え、「ぼくは喉のどが狭せまいみたいで、人と喋しやべりながら食事をしていたら酸欠になって倒たおれた過去があって、だからつまりごめんなさい」と丁てい重ちように断った。女子生徒たちは「か弱い女の子みたいで可愛かわいいよね」「そうだけど、やっぱり闘争心が燃えたぎるよね」と言いつつも、納なつ得とくして去ってくれた。聖はそそくさと人の少ない屋上に移動して、持参した弁当を食べた。今日の卵焼きはいつもより綺き麗れいに焼けていて嬉うれしかったが、我ながらこういうところが女の子っぽいのだろうと自覚し、少しだけ肩かたを落とした。

　午後の授業も問題なく過ぎ、放課後が訪おとずれた。聖は部活や委員会には入っていないが、その日から掃そう除じ当番に当たっていたので、すぐに下校はできなかった。当番は三人一組、与あたえられた場所は裏庭で、同じ当番の中には例の長期欠席者も含ふくまれている。その生徒がいないということは、要するに他の一名とふたりきりで掃除を行う事実を意味しており、聖は大いに緊きん張ちようした。

　もうひとりの当番は、高たか畑はたという名の男子生徒だった。席は聖の斜め前方で、高畑は体育を除く今日の全ての授業中、教科書の間に別の本を隠かくして読みふけっていた。明らかに日本ではない地図や、どう見ても地球上には棲せい息そくしていない怪かい物ぶつのイラストが満まん載さいされたそれは、ゲームの攻こう略りやく本ぼんのようだった。

　そんな高畑は、終業のチャイムが鳴ると同時にものすごい速さで荷物をまとめ、聖に「自分には今どうしても立ち向かわねばならない敵がいる。じゃあ」とだけ言い、帰ってしまった。聖の網もう膜まくには、攻略本に載のっていた怪物のイラストが何となく残った。巨きよ大だいで獰どう猛もうそうなドラゴン。あんなものと戦わないとならないなんて大変だなあと、ぼんやりと思った。掃除が終わったらそのまま帰れるように、鞄かばんを持って裏庭へ移動していると、渡わたり廊ろう下かでクラスメイトの栗田と行き会った。栗田は朝と同じく素晴らしい笑顔で「また明日ね」と手を振ふり、数名の友人と一いつ緒しよに下校していった。

　清掃場所の裏庭は「庭」とは名ばかりで、裏門側の塀へいと今は使われていない部室棟とうに挟はさまれた、狭いだけの空間だ。ひとけがなく、人目も届かない場所に来て、聖は背せ伸のびをする。敷地しきちの隅すみに桜の木が一本だけ、立っていた。花は満開で、どこか誇ほこらしげに見える太い幹が、西からの斜しや陽ようを受けて深い色に染まっていた。

　地面に散った花びらを、聖はほうきで集め始める。作業にも、周囲の気配にも、特に意識を配っていなかった。

　今日も何度か同級生や教師との接せつ触しよくはあったが、難なくかわすことができた。そう安あん堵どしていた。入学式から一週間が経たったが、これといった問題は起きていない。今年もとりあえず、うまくスタートが切れた気がする。一日の終わりを告げる夕日の柔やわらかさに、聖の気は少しだけゆるんでいた。だがゆるんだ胸の奥で、何度こんな春を繰くり返せばいいのだろうと、慣れた息苦しさを感じているのもまた事実だった。

　ふと、斜陽が赤みを増した気がした。風が吹ふき、耳元をどことなく不ふ穏おんな音が横切った。風の中に金属に似た音を聞き、聖は掃除の手を止める。足あし下もとに、自分以外の影かげが赤黒く伸びていた。

　そして午後四時五十分。吉乃聖の平へい穏おんな春は、突とつ然ぜん途と絶だえた。







　肩を強く押されたことは理解できた。目に映る景色が乱れ、落としたほうきが地面を打った。体が揺ゆらいで脳が疑問を生じるよりも先に、聖の後頭部は硬かたいものとぶつかり合う。鈍にぶい痛みは頭から背骨へと走った。

「な……」

　言葉を発しようとした聖の喉に、冷たく重い物質が巻きつく。同じものが肘ひじと腰こしにも絡からみつき、視線を下げて自分の体を確認した聖は目を剝むく。体の二箇か所しよに太い鎖くさりが何重にも巻きついて、聖の体を桜の幹に固定させていた。

「やったね母ちゃん、今日も見事に乱暴な手て際ぎわだね。だてに中年太りはしていないね」

「うるさいね、ばか息子むすこ、年のことは言うんじゃないよ。地球人が弱すぎるんだ」

　騒さわがしい声とともに、聖の視界の中に他人の足が割りこんでくる。数はふたり分、くたびれた運動靴ぐつとつっかけサンダルが、それぞれ地面の上を忙せわしなく動いている。聖の落としたほうきが蹴け飛とばされ、聖が集めた桜の花びらが散り散りになる。空いた地面の上に、ブラウン管型のテレビらしき物体が、荒あらっぽい手つきで置かれた。工具箱が放ほうり投げられ、カッターナイフが転がり出た。雀すずめが一匹ぴき、のんきな仕し種ぐさで聖の足下に近づいてきて、首を傾かしげる。何が起きてるの？　雀にそう尋たずねられた気がしたが、そんな問いは聖の方が投げかけたい。

　顎あごの辺りに震ふるえを感じながら、聖は顔を上げた。見知らぬ中年女と若い男が、何やら話しながら工具箱の中を確かく認にんしていた。女は小太りな体に白い割かつ烹ぽう着ぎをまとい、男の方は安そうなトレーナーとジーンズを着けていた。駅前商店街にでも行けば、いくらでも似たタイプを見つけられそうなおばさんと若者だ。だが彼らの手の中には、聖を拘こう束そくする不ふ吉きつな鎖の端はしがある。

「何……の、ご用でしょうか……」

　相手の目的がまるでわからず、聖は乾かわききった声で尋ねた。中年女と若者が、同時にこちらを見た。つり目気味な顔立ちが共通していて、親子を感じさせた。どこかの町内会で、高校生を桜の木に縛しばりつけてびっくりさせるとその年は家庭円満になるだとか、風変わりなイベントでもあるのだろうか。聖は必死になって頭を働かせようとするが、動くのはひきつる頰ほおの筋だけだ。

「君、可愛い顔してるねえ。一年生？」

　若者が聖に近寄ってきた。右手には聖に繫つながる鎖の一いつ端たんが、左手にはカッターナイフが握にぎられていた。どちらも明らかに脅きよう迫はく的な光を放っている。そんな怖こわい町内会なんて知らない。聖は一層頰をひきつらせたが、若者は明るい声こわ色いろで話し続ける。

「そうだよなあ、制服、ぴっかぴかだもんなあ。夢と希望でいっぱいの真新しい高校生かあ。ねえ母ちゃん、この子、いくらくらいになりそう？」

　若者が中年女を振り返る。中年女は地面にしゃがみこんでテレビのボタンをいじりながら、「安いだろうね」と、妙みようにきっぱりとした口調で返した。

「風かざ戸と里り高は普ふ通つう科かがあるだけの平へい凡ぼんな高校だよ。学校指定の懐かい中ちゆう時計なんかがあって、公立にしちゃあ頑がん張ばってる方だけど、制服は十何年も前から変わらない地味なデザインだ。それに何よりいくら女顔の美少年でも、その子は男。今は男よりも女の命めい壇だんの方が高く売れるんだよ」

「何だー。だったらここじゃなくて、あっちの金持ちそうな女子校に行けばよかったじゃないか」

「風戸里女学園なら値上げ五万は確実だけどね、あそこは先月どこかの業者が仕入れに行って捕つかまったばかりだから、しばらくは騎き士しの警けい戒かいが解けないよ。あんたも新聞くらい読んでおきな。ああ、それにしても……」

　中年女が大きなため息をつく。割烹着の手は、鎖の先をテレビの裏側に繫ごうとしていた。

「『水すい晶しよう』の接続って、本当に毎回面めん倒どうだねえ。最新式ならコードレスだっていうのに」

「仕方ないよ母ちゃん。だってそれ、ごみ捨て場で拾った中古だもん。もっと金持ちになったらさ、新品買って楽に仕事させてあげるから」

「ばかな子だね、もっと金持ちになったら仕事なんかしないに決まってるだろうが。さっさと始めるよ」

「はいはーい」とトレーナーの息子が答え、「『はい』は一回でいいっ」と割烹着の母親が叱しかる。それは夕食時の雑談じみた気軽さを漂ただよわせながらも、聖にとっては果てしなく意味不明な会話だった。

「属性は安くても、せめて命壇は高そうな感じで頼たのむよー」

　若者が聖に向き直り、聖のつま先から一センチほど先の地面に、鎖の端を突き刺した。その瞬しゆん間かん、地中から不気味な閃せん光こうが噴ふき出して裏庭中に溢あふれ返った。雀が鳴き、空気の中を白と黒の光が交差した。爆ばく薬やくか何かが弾はじけたのだと思い、聖は逃にげ出そうとしたが、巻きつけられた桜の幹は揺れようともしてくれなかった。

「うわあ、これまた安そうな色だなあ」

　若者が嫌いやそうな声を発する。聖が視線を向けると、聖の足下に直径一メートルくらいの光の輪が滲にじんでいた。色は全体的にくすんだ琥こ珀はく色いろで、輪は聖の足を軸じくにして、時計回りの方向にゆっくりと回転していた。

「何、これ……」

　突とつ然ぜん現れた奇き妙みような物体に、聖は呻うめく。輪の表面には、日本語でも外国語でもない、理解不能な文字が多数浮うかんでいた。文字のひとつひとつは赤や青や、それぞれ異なる色に彩いろどられ、統一感なく点てん滅めつを繰くり返しているが、輪全体と同様に、華はなやかさよりも寂さびしげな印象が強い。円周からは色や太さの違ちがう波は紋もんのような影かげが無数に漂っており、様々な方向を示しては宙に溶とけこんでいた。

「属性文字も寒色ばかりだし、波もずいぶん弱いなあ」

　若者は聖の足あし下もとに視線を定めたまま、すり切れたジーンズの膝ひざをさすった。

「買い換かえの形けい跡せきも文字変へん更こうの痕こん跡せきもないから、天然でこうなのかあ。平凡な高校生にしても、普ふ通つうはもうちょっと活いき活きしてるもんだけどなあ。こんな枯かれた色した命壇、俺、初めて見たかも」

「色なんかこの際どうだっていいんだよ。その子がきちんとした居場所のある地球人ならさ」

　若者の言葉に中年女が返す。割かつ烹ぽう着ぎの背中は、地面に置いたブラウン管型テレビに注目していた。

「どれどれ……ふん、わりといい家に住んでるじゃないか。保護者はキャバクラ経営者で……生活レベルもなかなかだね」

　コンセントに当たる部分に鎖くさりが一本突つっこまれているテレビの画面には、何かの映像がちらついていた。風戸里市内にあるマンション、その一室、台所に立つ人影、人影が作る料理と笑顔えがおなどの映像が、細切れに続いている。
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「それ、ぼくの……」

　聖は唇くちびるを震ふるわせた。映像によって画質は鮮せん明めいだったり色いろ褪あせていたり、粗あらすぎていて不鮮明だったりと、安定しない。だがマンションは間違いなく聖の自宅、頻ひん繁ぱんに登場する人影は聖の母親であり、それら全すべてが聖の私生活や、これまでに立ち会ったことのある状じよう況きようばかりを映しているものだとわかった。

「ええと、氏名は吉乃聖。現在の年ねん齢れいは十五歳で、風戸里高校一年生。母親とふたり暮らし。家庭環かん境きようは良、でいいかね。住所は風戸里市東七丁目三番地の……」

　中年女が割烹着のポケットからメモ帳を取り出す。女の右耳にはイヤホンがさしてあり、コードの先はテレビに繫つながっていた。テレビから音声が聞こえるのか、中年女はしきりに頷うなずきながら、メモ帳にボールペンを走らせた。

「縛しばりつけたままで悪いけど、あと五分くらいで履り歴れきの閲えつ覧らんは済むからね」

　聖の視線を意識しているのか、中年女はこちらを見ないままに言った。

「命壇を直接読めればいいんだけど、あたしらには半はん端ぱな力しかないから、映像化するしかないんだよ。本当はあたしらだって、常識ある人間としてプライバシーの侵しん害がいなんかやりたくないんだけどね。これもまあ仕入れの手順のうちだから、終わるまで我が慢まんしておくれよ」

「……し、いれ？」

　無意識に問い返す聖に、中年女は「そう」と無造作に頷く。

「あんたの居場所を売り物にするために、必要な作業なのさ」

　若者がテレビの方へ駆かけ寄り、「いいなあ、今の誕生日のケーキ、すごいでかかったぜー。親に愛されてるなあ」と感想を述べる。謎なぞの親子とテレビの周囲を、雀すずめは素知らぬ顔で動き回る。聖は何もかもが一向に理解できなかった。ただ、学校の裏庭で不ふ審しん者しやに縛られて財さい布ふを奪うばわれるだとか、そういう事件では済まされない何かに巻きこまれていることだけは、直感が確実に告げていた。

　逃げないと──。身を捩ねじったが、やはり鎖はびくともせずに聖を拘こう束そくし続ける。靴くつの裏で地面を蹴けっても、くすんだ色の光の輪は黙もく々もくと回転している。聖の抵てい抗こうを加害者は気にした様子もなく、「でも安心しな」とメモ帳を捲めくった。

「命まで盗とるつもりはないし、痛い思いも特にさせないよ。それからあんたが憎にくくて獲え物ものに選んだわけじゃないから、恨うらまないでおくれよ。さっき、ひとりで浮かない顔をして掃そう除じしていただろう？　あの顔を見て、その場で決めただけなんだから」

　ボールペンを止め、中年女は肩かたを一度、ぐるりと回した。

「あたしらの世界にはね、地球人のそういう何げない営みを、大喜びでやりたがるやつがいるんだよ。履歴によると、あんたは他人に接せつ触しよくされることをずいぶん警けい戒かいしているみたいだけど、大勢の地球人と仲よくなりたがってるやつもいる。そういう連中にあんたの居場所を売ってあげたら、喜ばれると思わないかい？」

「母ちゃん、今の履歴、巻き戻もどして止めて！」

　テレビの前で胡座あぐらをかいていた若者が、突とつ然ぜん声を上げて割りこんできた。中年女は「何だい」とため息をつきながらも、割烹着の腕うでをテレビへ伸のばした。映像が逆戻りをし、若者が「そこ、今のところ！」と大声で言う。中年女がもう一度スイッチを押すと、映像は一時停止の状態になった。

　やや色褪せた画質の中に、聖の母親ではない女性がひとり、映っていた。年は二十代半ばほど、黒くろ髪かみを綺き麗れいにまとめた人だった。染しみだらけの壁かべに囲まれた薄うす暗ぐらい部屋の中、美女は眉び目もくを翳かげらせて、視線を画面側に固定させていた。部屋にも女にも、聖は全く見覚えがなかった。

「何だいこれは」

　中年女が若者を押しのけて、テレビにかじりつく。若者も押された分だけ割烹着の肩に寄りかかり、画面の方へ顔を突き出した。

「母ちゃん、これって若い頃ころの若わか葉ば様だよね？　俺、この間の追つい悼とう番組で観みた覚えがあるよ」

「ふうん、あんたも真面目まじめな番組を観るようになったのかい。少しは大人になったじゃないか。……そうじゃなくて、どうして地球人の履歴に、あのお方が映ってるんだよ？」

　中年女は何やら慌あわてた様子で、テレビのスイッチを調整した。若者も工具箱からイヤホンを持ち出してきて、自分の耳とテレビを繫ぐ。親子による乱暴な手つきでブラウン管が揺ゆれ、鎖が震えて、聖にも震しん動どうが伝わってきた。

　静止画像が動き出し、美女の姿が遠ざかり始めた。美女が画面から去ろうとしているのではなくて、彼女を映している視点の持ち主の方が徐じよ々じよに離はなれているようだった。美女がこちらに向かって手を伸ばし、何かを叫さけぶ。その声は聖の耳には届かなかったが、テレビの前に陣じん取どった親子は「えー」と、揃そろって喚かん声せいを上げた。

「そんなばかな」

　中年女がイヤホンを投げ捨てて立ち上がった。

「この地球人が、若葉様の娘むすめだっていうのかい？　だってその子は平へい凡ぼんな地球人で、そもそも男子高校生で……でも女みたいな顔で……まさか、まさか……」

　中年女が息子むすこの手からカッターナイフをもぎ取り、大おお股またで聖の方へ詰つめ寄ってきた。急接近してくる呼吸音の中に、カッターの刃はがきりきりと伸ばされる軋きしみが混ざる。つっかけサンダルが、聖の足あし下もとで回り続ける光の輪を踏ふみつける。喉のどを鳴らした聖の前で、中年女はぴたりと立ち止まる。勢いよく振ふり上げられた割かつ烹ぽう着ぎの手の中で、輪よりも強い光がきらめいた。

「母ちゃん、死なせちゃったら売り物にならないよ」

　若者の叫びと同時に、カッターナイフが強く振り下ろされる。胸の辺りで何かが断たたれる音と衝しよう撃げきを、聖は体の深い位置で感じた。




　風が吹ふき、小さな布の断だん片ぺんが宙に舞まった。

「……う」

　歪ゆがんだ聖の口からは、言葉になりきれない声が漏もれた。

　自分の白い肌はだの色が、まず目に入った。続いてシャツの襟えり、ネクタイの結び目、スクールセーター、ブレザーの合わせ目へと視線を流した。聖の首まわりから、太い鎖くさりで固定された腰こしの上まで、全すべての衣類が縦一直線にぱっくりと切り裂さかれてた。シャツの下、聖がいつも胸に巻いている薄うす手での布も、綺麗に断たれている。幸いなことにカッターナイフの脅きよう威いはそこで止まっており、布が覆おおっていた皮ひ膚ふの方には傷はない。しかし最悪なことに、傷ひとつない聖の胸は、夕暮れの冷気と他人の視線へ完かん璧ぺきに晒さらされていた。

「……そ」

　噓うそだと、聖は思いたかった。だが現実として、毎朝の登校前に聖が入念に確かく認にんしている胸の形は、布を失って完全に本来の有様に戻っていた。どう見ても男子生徒のものではない、ふたつの膨ふくらみを示してしまっている。地面に落ちたブレザーのボタンを、雀すずめが無む邪じや気きについばむ様子を、聖はずいぶん遠くに見た気がした。

「男装なんかしていたとはね」

　カッターナイフを腕ごと下げ、中年女が大きな鼻息を出した。

「女顔の美少年だなんて決めつけて悪かったよ。服装に惑まどわされるなんて、あたしもまだまだだね」

「すごいよ母ちゃん、大スクープだよ」

　若者が興奮気味に言い、テレビの前から立ち上がった。

「若葉様の噂うわさの娘が、地球で男装して生きていたなんてさ。命めい壇だんを奪うばうよりも、こいつごとマスコミに売るとか、父親のところへ連れて行って礼金でも要求すれば、俺たちはもっと大金持ちに……」

　若者は最後まで言葉を発せなかった。それよりも先に聖が上げた絶ぜつ叫きように、目を丸くしたからだった。

　ぎゃああああああああと、聖は自分の耳すらをも痛ませる悲鳴を放った。親子の会話は依い然ぜんとして理解できなかったが、他人に胸を見られたこと、十五年間隠かくし続けてきた性別を初めて知られたこと、胸に直接空気が触ふれて寒いことなど、とにかく胸を中心にして広がるあらゆる現状を拒きよ否ひしたくて、聖は叫び続けた。わあああ、ぎょああ、ひぎゃあ。これほどの大声を出したのは生まれて初めての経験だったが、加害者親子もこんな絶叫を聞いたのは初めてなのか、ひどく迷めい惑わくそうな顔で耳を覆った。

「騒さわぎに気づいて誰だれか来ちまったら面めん倒どうだ、一いつ旦たん移動するよ」

　中年女は聖の口にメモ帳を突つっこんできたが、それでも聖が黙だまらないので、手のひらで聖の口を覆った。ぶ厚い手によって鼻の穴も楽々塞ふさがれ、聖はあっという間に酸欠になる。若者が地面から鎖を引き抜ぬき、回る光こう輪りんが消える。朦もう朧ろうとしてきた聖の頭の中には、幼い頃の記き憶おくが唐とう突とつに巡めぐり始める。

　母親に「聖は女の子だけど、みんなには男の子だって思わせないといけないの。そうしないと悪い人にさらわれちゃうの」と言われた日のこと。一いち人にん称しようを「わたし」ではなく「ぼく」と言わなければならないのに、幼よう稚ち園えんで間ま違ちがえそうになって焦あせりすぎて目眩めまいがし、口から泡あわを噴ふいて失神した日のこと。

　性別を知られないように、体育の授業は全て仮病で見学、修学旅行などの行事も片っ端ぱしから欠席し続けたこと。体だけでなく心も絶対に隠し通さないとならない、だからいつもひとりだったこと。──これって死ぬ前に見る走そう馬ま灯とうかなと、聖は考えた。自分の人生は一体何だったのだろう。あまりにも空むなしすぎる。こんな結末で終わるのはいやだ、死ぬのはいやだと、聖はこれまた生まれて初めて強く願い、首を捻ひねって加害者の手を逃のがれ、メモ帳を吐はき出した。

　だができたことはたったそれだけで、聖の体は中年女の小こ脇わきに、荷物と近い扱あつかい方で抱かかえ上げられてしまう。足が地面から浮ういてつま先が宙を泳ぐ。桜は他人事のように淡たん々たんと花びらを散らす。この街の治安はいいなどと置き手紙を残した母親に、聖は心の中で反論と救いを求めたが、当然答えはない。

「やったね母ちゃん、大金持ちー！」

　はしゃいだ若者が中年女の先に立ち、テレビと工具箱を抱えて裏門の方へ駆かけ出す。しかしその足が唐突に止まり、若者は悲鳴に近い声で口走る。

「きっ、騎き士し……！」

　日にち没ぼつ寸前、赤すぎて血を思わせる色に染められた道の上。加害者たちの行く先に人の形をしたシルエットが立ちふさがっているのを、聖は見た。

　人ひと影かげは、右手に長く鋭えい利りな形をしたものを握にぎりしめていた。──剣けんだ。歴史の資料集で見た、中世ヨーロッパ辺りの戦場で使われていたような長い剣が、銀色の光を放っていた。

　風が吹くと、人影の背後に鎮ちん座ざする大きな輪りん郭かくが鳴いた。馬がいなないた。聖は目を見開いて、昔読んだ外国の物語を思い出す。弱き者の窮きゆう地ちに駿しゆん馬めを駆って現れる、誇ほこり高き英えい雄ゆうの伝説を。

　桜色の吹雪ふぶきの中、長剣を手にした騎士が佇たたずんでいた。




「……あれ？　でも、何か違う」

　聖は呟つぶやいた。実際目を凝こらすと、裏門の前に立っているのは騎士でも何でもない。そこにいるのは聖と同じ高校の制服を着た、聖とそれほど年も変わらなそうな少年だった。わりと端たん整せいなつくりの顔、すらりとした体つきや姿勢のよさには目を惹ひかれるが、甲かつ冑ちゆうをまとっているわけでもない、やはり普ふ通つうの男子生徒だ。

　剣に見えたものはくたびれたビニール傘がさで、骨組みの部分が夕日を受けて金属的な光を発しているだけ。馬と錯さつ覚かくしたものは、塀へいの前でスタンドを立てた赤い自転車。夕日の角度のせいで、塀に映る影が自転車本体よりもふた回りほど大きく歪ゆがんでいる。ゆえにいななきの正体は、錆さびかけたハンドルが風で軋きしんだ音。それだけだった。

　使いこまれた感じの自転車の前で、男子生徒は左手にコンビニエンスストアの袋ふくろを提さげていた。菓か子しでも買いこんだのか、袋は見事に膨れ上がり、ずいぶん平和そうな形を成している。弱き者の窮地に駆けつけたのではなく、部活か委員会の買い出し帰りに偶ぐう然ぜん通りかかっただけだろう。聖は悲しく落らく胆たんした。

　だが単なる通りすがりの生徒であっても、この状じよう況きように誰だれかが来てくれたのは非常にありがたい。警察を呼んでと聖は訴うつたえようとしたが、改めて相手を見て口を閉じてしまう。風の中、男子生徒は無造作に伸のばした前まえ髪がみを揺ゆらし、加害者親子を真っ直すぐに見つめていた。瞳ひとみには、スタート直前の短たん距きよ離り走者のような強い光が宿っている。不ふ審しん者しやを前にして戸と惑まどったり怯おびえたりしている顔とは程ほど遠い。そして親子の方は完全に腰こしが引けている。聖の方が訝いぶかしさを感じてしまい、眉まゆを寄せてしまった。

「ち、違うんだよ」

　中年女が聖を抱えたまま、後あと退ずさる。平へい凡ぼんな公立校の男子生徒の何がそんなに怖こわいのか、つっかけサンダルの底は地面をしきりに削けずっていた。

「あたしらは何もしてないよ。この子は……そう、別の業者に襲おそわれていたんだ。それを助けてやって、それで今からあんたらの、騎士さんたちの『要よう塞さい』に、連れて行ってあげようとしていたところなんだ。ねえ、そうだよね？」

「も、もももちろんだよ母ちゃん」と、若者が膝ひざと唇くちびるを盛せい大だいに震ふるわせて答えた。

「お、俺たち何も悪いことなんかしてないよ。ここは平凡な学校で値上げはゼロだもん、でもこいつは履り歴れきが大スクープで、すごい金になるから俺たちは悪者じゃなくて大金持ちだもん、ねえ母ちゃん」

　中年女が「ばか息子むすこ」と唾つばを飛ばし、ばか息子が腕うでから荷物を滑すべらせる。足の上にテレビを落とし、若者の悲鳴が裏庭に響ひびき渡わたる。至近距離からの絶ぜつ叫きように身を縮める聖の目の高さには、男子生徒の提げたコンビニ袋がちょうどあった。

　その膨ふくれた袋が何やら蠢うごめいているのを見て、聖は眉み間けんの皺しわを深くする。表面がもう一度大きく波打った時、袋の内部から丸い塊かたまりが出てきた。

「一大事だよ直なお哉や！　このレシート、値段が間違ってる！」

　丸い塊が、切せつ羽ぱ詰つまった声でそう言った。

　白と薄うす茶ちや色いろの毛に覆おおわれた全身、ふたつの耳とつぶらな瞳、細長いヒゲ。レシートらしき紙し片へんを握る小さな前まえ脚あし。聖の知識が正しければ、その塊の外見はハムスターと呼ばれる動物によく似ていた。ただしその体は普通のハムスターの何倍も大きく、猫ねこくらいのサイズがある。首にはおしゃれなスカーフまで巻いている。そして普通のハムスターは恐おそらく喋しやべらないものであるが、その巨きよ大だいハムスターは口を忙せわしなく開閉させ、人間の言語を人間的な口調で吐き出していた。

「あのコンビニ、今日から春のうきうきスイーツフェア開かい催さい・デザート全品定価より二十パーセントオフ（一部店てん舗ぽを除きます）って予告していたくせに、定価のままでレシートが打ってあるよ。葉は村むらの愛するキラメキ抹まつ茶ちやプリンが二百九十八円のままだよ。これってどういうこと？　あの店は除かれた一部店舗だったってこと？　そんなわけないよね、だったら店のドアに『除かれました、かたじけない』って書くよね、葉村ならそうするよ、それがスイーツに心を寄せる人々への礼れい儀ぎだよ。どうする直哉、この一大事。文句言いに行く？　摘てき発はつする討うち入りする栄光を勝ち取って雄お叫たけびをあげる？」

「やかましい、この雑食特とく殊しゆ生物！」

　男子生徒が怒ど鳴なり、コンビニの袋ごと、巨大ハムスターを自転車の前カゴに放ほうりこんだ。喋る動物が「はむん」という鳴き声を発し、古びた赤い自転車は大きく揺れる。驚おどろいた若者が再度叫さけんで中年女に抱だきつき、親子の間で押し潰つぶされた聖は、また窒ちつ息そくしそうになった。

「おい葉村、お前、おれの人生目標を知ってるよな。大きな声で言ってみろ！」

「はいっ、『一日四食、仕事は五つ星』ですっ！」

「そしてできれば昇しよう給きゆうは年に六回！」

　歪んだ聖の視界の向こう、男子生徒は自転車の前カゴを揺らして、ハムスターと叫び合っていた。
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「先月の女子高の時、葉村が『若くて可愛かわいい女の子がいっぱいいるよひゃっほー』とか騒さわいで足を引っ張ったせいで、おれがひとつも手て柄がらをたてられなかったこと、忘れたとは言わせないからな。佐さ藤とうに全部業績持っていかれて、帰り道、ちょっと落ちこんだんだぞ。空き缶かん蹴けって夕立に濡ぬれながら『要塞』まで帰ったんだぞ」

「そうだったね、あの日の直哉は試合に敗れた野球部レフトで夢はメジャーリーグ入りだけど英検五級にも苦戦中って感じだったよね」

「そんな細かいイメージはいいんだよ。いいか、目の前に悪徳業者がいるんだぞ、今日こそは捕つかまえる、先月の分もまとめて成敗する、今月いっぱい幸せな気分が続くくらい思う存分ぶっ倒たおしてやる」

　男子生徒は力いっぱいビニール傘がさを振ふり回していた。怯え続ける親子に挟はさまれて、聖は今朝のニュースで気象予報士が言っていた台詞せりふを思い出す。「今日の降水確率は完かん璧ぺきなゼロパーセント。傘を持っている人は笑われちゃいますよ」──笑えばいいのかなと、聖は頰ほおを二、三回、無理にひきつらせてみた。変な人が助けに来てしまったという困こん惑わくの方が、大きかった。

「……あいつらが揉もめてるうちに、逃にげるよ」

　中年女が若者に小さく囁ささやいた。「失敗したら一生飯抜ぬきだからね」の言葉に若者は顎あごが外れそうなほど頷うなずき、何の意味があるのか、履はいていた運動靴ぐつを脱ぬいだ。靴を握にぎりしめ、若者は素す早ばやく左右を見回すと、男子生徒に背を向けて低い姿勢で走り出した。

　裸足はだしで走る若者の向かう先では、雀すずめが相変わらず地面をつついていた。若者は雀に向かって靴を放ると、声を裏返して何かを叫んだ。声が裏返りすぎて、聖には何を言ったのか聞き取れなかったが、投げられた靴が地面を打ったその瞬しゆん間かん。雀を中心にして、灰色の光が破は裂れつした。

　光は天に向かって伸び、鋭するどい二本の筋と化して宙を裂さいた。複雑に枝分かれする筋は、翼つばさに似た形を築いて大きく羽ばたいた。煤すすのような灰色の粒りゆう子しが無数に飛び散り、空と大地が鈍にび色いろに染まる。巻き起こった爆ばく風ふうが、聖の目ま蓋ぶたを打った。

　程ほどなくして風と光がやんだ時、地面に雀の姿はなくなっていた。その代わり、聖の前には雀の万倍以上巨大な生物がいた。

　校舎二階分ほどありそうな高さ、硬かたそうな鱗うろこ、牙きば、四つ脚あし、尻尾しつぽ、背中の翼。こんな大きさのそんな生物を、聖は今まで見たことがない。だが今日掃そう除じ当番をサボったクラスメイトの私物、ゲームの攻こう略りやく本ぼんには載のっていた。聖が今対面させられているのは、獰どう猛もうそうなドラゴンだ。聖の頰は完全にひきつった。

　ハムスターと喧けん嘩か中の男子生徒が、こちらに気づいて何か怒鳴った。聖を抱かかえた中年女は、外見からは想像がつきにくい素早さで竜りゆうの背によじ上った。若者は地面に落としたテレビを拾おうとしていたが、中年女に「ぐずぐずしてると置いてくよ、商売道具より命の方が大事だ」と叱しかられ、大急ぎで竜の尻尾にしがみつく。

「よし、逃げるよ！」

　中年女が空いた手で竜の鱗を引っぱたくと、空想世界にしかいないはずの生物は、翼を広げて大きく咆ほう吼こうした。竦すくみ上がった聖の全身に、震しん動どうと突とつ風ぷう、重力と混乱がまとめて押し寄せて、耳の横を轟ごう音おんが駆かけ抜けた。

　数秒後、全すべてが唐とう突とつにおさまり、聖は顔を上げた。頭上に広がる茜あかね色いろの空。その天を横切る飛行機の姿がやたらと大きく見えて、聖は慌あわてて周囲に視線を巡めぐらせる。足あし下もとは一面硬い鱗、後方へ長く伸のびた尻尾には、若者が青い顔でしがみついている。そしてその下──竜の真下を、航空写真のような景色が流れていた。

　米こめ粒つぶほどに群がる住宅地、パセリを彷ほう彿ふつさせる緑の塊かたまりは緑地、あちこちに点在する薄うす紅べに色いろのアクセントは桜の木か。川はちっぽけな水色の線、幹線道路は車の赤いテールランプが密集し、血管のようだ。それら全てが風かざ戸と里り市の街並みであることを、聖はいくらかの時間をかけて理解した。ここは空の中なんだと知り、「空ー！」と絶ぜつ叫きようを上げた。単語だけを叫ぶ自分は、錯さく乱らんしているのかそれとも冷静なのか、判断できなかった。

「よく叫ぶ子だねえ」

　聖の胴どうに腕うでを回した姿勢で、中年女が鼻の穴を広げる。疲ひ労ろうの滲にじんだ加害者の顔を、真正面から落陽が濃こく照りつけていた。

「大おお騒さわぎしなくても落ちやしないよ。あたしらの商売はいざという時の逃げ足が肝かん心じんなんだ。この竜は高い変へん換かん補助材を買い込んで徹てつ底ていさせた、自じ慢まんの備品だよ。よほどのことがない限り、分解しないでちゃんと目的地まで運んでくれるよ」

　中年女がまた竜の背を叩たたくと、空飛ぶ猛もう獣じゆうは答えるようにして吠ほえた。竜は日にち没ぼつの方角を目指して飛んでおり、聖のいる位置は、間ま違ちがいなく太陽よりも上だった。額に吹ふき寄せる風が、地表のものより明らかに強くて冷たい。高所恐きよう怖ふ症しようであるかどうかなど関係なく、聖は著いちじるしい目眩めまいに襲おそわれた。

「全く、こんなんでいちいち驚いてどうするんだよ。あんた、若葉様の娘むすめだろう？」

　聖の体を抱え直しながら、中年女がうんざりとした表情で言った。

「マスコミに売るにしろ、父親の方に金を請せい求きゆうするにしろ、あんたにそれらしい感じがないと疑われるじゃないか。しっかりしておくれよ。その下手な男装は、身分を隠かくしていますって感じが出て、悪くないとは思うけどね」

「ちょ、ちょっと、待って下さい」

　聖は頭を振って貧ひん血けつを打ち払はらい、意識を強ごう引いんに集中させた。

「ぼくを誰だれかと間違えて誘ゆう拐かいしていませんか？　ぼくの母は吉よし乃の恵え理りといって、経営しているキャバクラでの源氏名だってエリーで、子供の頃のあだ名は女王様らしいけどなんとか様とかいう名前じゃありません。父親もぼくが生まれる前に亡なくなっていて……」

「要するに、あんた、物心ついた時にはもうその恵理って人に育てられていたってことかい。あんたがいつどうやってこの街に来たのか、詳くわしい履り歴れきは読み取れなかったからあたしにもわからないけど、何だかいろいろ大変そうだね」

「大変って……」

　何のことかと聖が問い返そうとした時、竜の真横に一台のヘリコプターが並んだ。激しく回るプロペラの強風で、聖の質問は吹き飛ばされてしまったが、はっとなる。聖は声を振り絞しぼり、透とう明めいガラスの向こうにいる操縦士へ助けを求めた。

　だが操縦士の方は、聖に全く気づいていない様子だった。すぐ真横にドラゴンが飛んでいるというのに、のほほんとした顔で鼻の穴をほじっていた。やがて着陸地点が近づいたらしく、操縦士は機体をあっさり傾かたむけて下降を開始する。救きゆう援えんの可能性は、またたく間に聖の視界から消えてしまった。

「言っておくけど、通りかかった地球人に助けを求めたって無む駄だだからね」

　操縦士同様、平然と竜の背に座る中年女が聖に冷たく言った。

「いくら泣いても喚わめいても、あんたの声は誰にも届かない。今あたしらが通っている『多た翼よく道みち』は、大昔に先人が開いてくれた永久非分解現象なんだよ。地球で育ったあんたには、そうだね、空の中にいくつかある、地球人以外の専用空路とでも言えばわかりやすいかね。だからこの道を飛んでいる限り、地球人に見られることもないし、追われることもなく……」

　竜の尻尾の方で、若者が悲鳴を放った。中年女が苛いら立だたしげに「落っこちても拾いに行ってやらないよ。全く、最近の若いもんは体力がないんだから」と言い、聖を抱えたまま体を後ろに捻ひねる。途と端たん、中年女が息子むすことそっくりな悲鳴を上げるのを聖は聞いた。

　竜の尻尾に若者はまだしがみついていた。だが竜の後方に、ものすごい速さで追いついてくる飛行物体があった。鳥ではない。飛行機でもない。赤い自転車だった。さっきの男子生徒が、自転車を空中で猛もう然ぜんと立ち漕こぎしていた。

「噓うそ……」

　竜りゆうとの距きよ離りをぐんぐん詰つめてくる自転車の前カゴの中で、巨きよ大だいなハムスターが「飛べ飛べ空飛ぶバイスクール、クールな葉村はナイスガーイ」と自作っぽい歌を歌っていた。自転車の前輪部分には、玩具おもちやかぬいぐるみにでもついていそうな、ちっぽけで可愛かわいらしい白い羽がついている。羽は懸けん命めいに上下していたが、自転車を動かしている原動力は羽でもハムスターの変な歌でもなく、どう見ても強風の中でネクタイを暴れさせている漕ぎ手の脚きやく力りよくだ。ペダルとタイヤは男子生徒によって、凄すさまじいほどの回転を起こしていた。

　中年女が「ひいい」と叫さけび、竜の背を十回ほど連打した。竜が加速し、聖の体は拡散されそうな風を受け、目に映る空の赤や雲が全て無機質な流線と化していった。そんな景色の中でも、空飛ぶ自転車だけは唯ゆい一いつ輪りん郭かくを失わずに一直線に追いかけてくる。

　自転車が竜の横に並んだ。男子生徒の真っ直すぐな視線が、こちらに定められた。巨大ハムスターがカゴから身を乗り出し、竜の鱗うろこに向かってヒゲを動かした。

「まあまあイカしたドラゴンじゃん。でも犯罪者が逃にげ足に使う猛獣系を見るたびに葉村は思うんだけど、そんなおっかない顔してたら、悪者ですから倒たおした方がいいですって宣言してるようなもんだよね。葉村みたく愛くるしい外見だったら、正義の味方も倒さないで頭撫なでて帰ると思うんだけど、おばちゃんはどう思う？」

　中年女がまた「ひいい」と暴れて竜を叩いたが、もうそれ以上竜と自転車の距離は開かない。首のスカーフをなびかせながら、ハムスターはカゴの縁ふちで器用に頰ほお杖づえをついた。

「というわけでおばちゃん、罪は重いよ。地球人脅きよう迫はくでしょ、命めい壇だん強ごう奪だつ未み遂すいでしょ、それから『多翼道』の速度超ちよう過か。罰ばつ金きん七億くらいとっちゃおうかな。まあ、強制送そう還かんは確実だけどね。でも最後に見た地球の夕焼けが綺き麗れいでよかったよね。何なら記念に、夕日をバックに写真を撮とってあげようか？　一枚八億だけど」

「この煉れん魂ごん受じゆ皿べい器きがあ！」と中年女が叫び、空いた手を割かつ烹ぽう着ぎのポケットに突つっこむ。取り出されたものは先ほどのカッターナイフで、中年女は刃物を天に掲かかげて目を血走らせた。

「あたしら親子は地球で一花咲さかせるって決めたんだよ。この次元のカリスマ犯罪者になるって、ときめいてるんだよ。金かね蔓づるも見つかってこれからだっていう時に、騎き士しごときに邪じや魔まされてたまるもんか」

「ごときって、何かいやな感じの表現だね。ちなみに直哉は、騎士養成学校の通信簿ぼの備考欄らんに、いつも強気って書かれてたけどね」

「こうなったら、騎士の首を討うち取った強つわ者ものとして次元中に名を馳はせてやろうじゃないか。あんたらに、この獲え物ものに最初に血を吸わせる栄えい誉よを与あたえてやるさ」

「おばちゃん、言い回しがちょっぴりレトロだね。そういうの葉村は嫌きらいじゃないけど、反省の態度が見られないからやっぱり送還決定ね」

「きいいい、なめるんじゃないよ！」

　その台詞せりふの後に中年女は何かの言葉を怒ど鳴なったが、息子の時と同様に、やはり聖には聞き取れない。怒鳴り声が終わるやいなや、赤い空に黒い雷らい光こうが生じ、稲いな妻ずまが中年女を打つ。正確には、中年女が天に突き出したカッターナイフの先へ命中した。

　衝しよう撃げきは聖の身にも伝わり、聖は強制的に半分目を閉じさせられながらも確かく認にんする。加害者のカッターナイフはいつの間にか、腕うでほどの長さがある鉄製の武器に変わっていた。熊くま手でに似た鋭するどい先せん端たんを備える武器は、聖に悪魔の持ち物を連想させた。

「食くらえええええ！」

　赤に戻もどった空の下、中年女が凶きよう器きを振ふるって自転車の漕ぎ手を貫つらぬこうとする。逃げて、と、聖は無意識のうちに叫んでいた。聖の声に男子生徒が返した反応は、不敵な笑えみだった。

　男子生徒が右手を伸のばし、サドルの後ろにさしたビニール傘がさを勢いよく引き抜ぬいた。傘を握にぎった腕を遥はるか下方の大地と平行に振り、男子生徒は唇くちびるを開く。不思議な言葉の羅ら列れつが、聖の耳に今度はきちんと届いた。

「天てん使し列れつ『宝ほう剣けん』、螺ら旋せん回帰」

　空一面が、真っ白に輝かがやいた。

　光の粒つぶを織りまぜた風が渦うずを巻き、男子生徒のビニール傘を包みこんでいった。白く輝く螺旋にのまれ、くたびれたビニールや錆さびの浮ういた骨組みは急速に輪郭を滲にじませる。粒りゆう子しがぶつかり合い、和音のような不思議な響ひびきを奏かなでる中、傘は全く別の物質に変わっていく。男子生徒が握っているのは、銀色の刀身が美しいひと振りの西洋風長ちよう剣けん。聖は目をしばたたき、今度こそ見み間ま違ちがえではないことを改めて確認した。

「おれに勝とうなんて百兆年早い！」

　男子生徒が自転車から飛び、中年女へ真正面から切りかかってきた。どんな疾しつ風ぷうよりも勢いのある空気が、聖へまともに吹ふきつけてくる。聖は息をのんだが中年女も怖おじ気づいたらしく、「噓うそ、やっぱり噓、降参するよ、お縄なわを頂ちよう戴だいするよ」と喚わめいて武器と聖から手を放すが、男子生徒は止まらない。

　剣が唸うなり、中年女の武器が薙ながれた。その一いち撃げきだけで凶器は真ん中から粉ふん砕さいされ、光の粉と火花が空中を飛び散った。男子生徒は手首を返し、剣の軌き跡せきがまだ残像を刻んでいる宙へ再度武器を走らせる。攻こう撃げき方向にあるものは竜の翼つばさ。左の翼が両断され、聖がまばたきをするよりも早く、右の翼も黒い粉ふん塵じんと化す。竜が吠ほえ、体を大きく傾かたむかせた。

「ひゃっ……！」

　激しい揺ゆれに足を取られ、聖は後方に転てん倒とうした。しかし身構えても、聖の体は硬かたい鱗に叩たたきつけられない。足あし下もとにあったはずの竜の背が、なくなっている。あれだけ頑がん丈じようそうだった竜の全身は、今や儚はかない色の粒子に変わり、四方八方へ飛び散っていた。光の中、一匹ぴきの雀すずめが平和そうな鳴き声を放って遠くへ飛んでいく様子を、聖は啞あ然ぜんとして見送る。見送りながら、体が落下を開始したことを自覚した。

　ぎゃああああああああと、聖は本日何度目になるのか、もはや測定不明な悲鳴を放った。近くで中年女や若者のものらしき悲鳴も聞こえたが、他人の姿を確認している余よ裕ゆうは全くなかった。猛もうスピードで落下しながら、全身を風にもみくちゃにされる。脳と内臓が浮ふ遊ゆう感にもてあそばれる。最終的には頭部が下という逆さまの姿勢に定まったが、これから激げき突とつする場所の風景がどんどん倍率されて網もう膜まくに飛びこんでくるさまは、恐きよう怖ふをすでに通り越こしていた。米粒サイズだった建物が消しゴムの大きさになり、豆とう腐ふほどに広がる。屋根の形と赤茶色の塗と装そうから、急接近しているものは風戸里高校の体育館と予想された。今度は走そう馬ま灯とうの巡めぐる暇ひまもない。古く硬そうな屋根が、聖の目前に迫せまった。

　頭から激突するはずだったのに、聖の中で最初に痛みが走ったのは右の手首だった。痛みはそれ以上広がらず、いつの間にか落下も急停止していた。聖はゆっくりと自分の腕に視線をやった。体育館の屋根の上、一メートル程度の上空に自転車が浮いていて、サドルにまたがった男子生徒が聖の腕を摑つかみ止めていた。

「大だい丈じよう夫ぶか」

　平然とした表情で、男子生徒は言った。長剣はビニール傘に戻り、前カゴのハムスターはもう空での事件など済んだことのように、コンビニ袋ぶくろに頭を突っこんでいた。

　男子生徒がペダルから足を離はなすと、自転車はふわりと屋根の上に着地した。同時に着地をさせられた聖は足に力が入らず、自転車の横にへたりこんだ。すぐ目の前で、前輪部分に生えていた可愛かわいらしい羽が、細かく分解されていく様子が見えた。羽う毛もうは白い粒に形を変え、やがて風に紛まぎれて消失してしまった。

　体育館の屋根の下から、球技の音や運動部員の活気のよい声が聞こえてきた。校舎の方でチャイムが鳴り、生徒の笑い声がかすかに響いた。聖が見上げる位置に夕日の姿はもうなく、空は紺こん色いろに染まっている。学校の隣となりにある林の上でカラスが迷めい惑わくそうに喚いていて、木の天てつ辺ぺんに人間らしき影かげがふたつひっかかっていることを、聖はぼんやりと確認する。暖かい風が吹き、桜の花びらが幾いく枚か視界を横切った。

「一大事だよ直哉。中身が全部ぐちゃぐちゃになってる」

　猫ねこサイズのハムスターがコンビニ袋から顔を出し、悲しげな顔で言った。

「葉村の愛するキラメキ抹まつ茶ちやプリンも、腐くさったヘドロ温泉って感じになっちゃってるよ。レシートが打ち間違ってても、こんなんじゃ新品と交こう換かんしてもらえないよね」

「見た目が崩くずれたって味は変わらないんだろう。食っちまえば、どうせ胃の中でぐちゃぐちゃになるんだし」

「うわ、何、そのがさつな発言。直哉さあ、騎き士しなんだからもうちょっとエレガントに振る舞まってもいいと葉村は思うよ」

「充じゆう分ぶんエレガントだろうが、事故死者ゼロにおさえたんだぞ」

　林の方から「早く下ろしてくれー」という親子の悲鳴が聞こえてきて、男子生徒がサドルの上で伸びをしながら視線を巡らす。そして聖と目が合う。真っ直すぐな瞳ひとみに、聖の心しん拍ぱくは早はや鐘がねを打ったように高鳴った。

「あ、あの……」

　助けてもらった礼か、それとも非礼は承知で疑問を投げるのが先か、聖は迷った。あの加害者親子は、光る輪は竜りゆうや剣やハムスター似の生命体は、そもそもあなたは一体何者なのか。日常を維い持じするのに、聖はただでさえ人一倍の労力を要する。こんな非日常を抱かかえたまま、普ふ段だん通りの生活に戻もどることなどできそうになく、脳の許容量はとっくに飽ほう和わ状じよう態たいに達していた。一刻も早く全すべての謎なぞを解明させ、「今日はいろいろあったけれど、結局のところあなたは無関係。明日からまた平へい穏おんな日々が来ますよ」と、誰だれかに言ってもらいたい。そしてその誰かとは、今目の前にいる少年以外に思いつかなかった。

「お前さ」

　しかし聖よりも先に、男子生徒が口を開いた。男子生徒は、訝いぶかしげな表情で尋たずねてきた。

「さっきからずっと胸丸出しだけど、何か感想でも言った方がいいのか」

「中ちゆうの上じよう！」と、特大ハムスターが根こん拠きよ不明な評価を述べ、聖は凍こおりつき、そして二秒後に絶ぜつ叫きようする。

　あらゆる感情が限界を迎むかえ、仰あおいだ空が色を失い、聖は気絶した。
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　最初の記き憶おくは、幼よう稚ち園えんに入る少し前。

　幼い聖ひじりは母親に手を引かれ、道を歩いていた。十代で聖を産んだ母親は、当たり前ではあるが今よりも更さらに若かった。当時の聖は幼いなりに、自分の家には他ほかの家と違ちがって父親がいないことや、祖父母などとの親しん戚せきづきあいが全くないこと、自分は母親とふたりきりなんだという事実を、漠ばく然ぜんとだが理解していた。寂さびしいだとか不安だとかいった気持ちを母親の前で態度に出すのはよくないのだろうとも、一応わきまえていた。その日も聖は、歩きながら母親の手を強く握にぎり返した。

　記憶はそこから、混雑したデパートの中に繫つながる。母親がバーゲン中の婦人服売り場で戦っている様子を、聖は売り場の隅すみにあるお子様広場からぼんやりと眺ながめていた。お子様広場とは、買い物中の親に放置され取り残された子供が時間を潰つぶせる狭せまいスペースであり、緑色のシートの上に玩具おもちややちょっとした室内遊具が置かれていた。広場では何人かの子供が駆かけ回っていたが、人見知りをする聖はその輪に入ることができず、ただ口を開けて突つっ立っていた。

　聖の傍かたわらにあるすべり台では、女の子がひとりで遊んでいた。長く伸のばした髪かみにリボンを結び、裾すそにレースがついたスカートを穿はいていた。女児であることをストレートに押し出した外見を見て、聖は単純に「いいな」と思った。その時聖が着ていた服は、一応ブランド物ではあるがロゴマーク以外に飾かざり気のない上着と膝ひざ丈たけズボンだった。

「聖は女の子だけど、みんなには男の子だって思わせないといけないの。そうしないと、悪い人にさらわれちゃうの」──いつだったか、母親に真しん剣けんな顔で言われた台詞せりふを、幼い聖は思い返す。どうして、と聖が問い返すと、母親は大おお真面目まじめな表情のまま答えた。

「悪い女の人が聖のことを狙ねらっているの。聖が生まれた日、お母さんの病室に知らない女の人が来て、『その赤ちゃんは本当は私の娘むすめなんです』ってあほなことを言ってきたの。聖を産んだのってかかりつけの病院じゃなくて、三丁目の川沿いにある薄うす汚ぎたない診しん療りよう所じよだったの。仕事帰りに産気づいちゃって、通行人に適当に運びこまれたのがそこでね。あの診療所、安全管理がなってないわよね、あんな変質者が堂々と入って来られるなんて。それでお母さん、そんなわけないでしょうこの見事な臍へその緒おを見ろって反はん撃げきしてやったのに、その変質者、ちっとも引き下がらなくてね。聖を連れて猛もうダッシュで病院から逃にげ出したんだけど、何日かは街をうろついていたみたい。警察に言っても全然捕つかまらないし、すごく不気味だったわ。できれば外国ぐらいまで逃げたかったんだけど、その頃ころは引っ越こしをする余よ裕ゆうもなかったし、それで一生懸けん命めい考えて、お母さんは聖を男の子として育てることにしたの。そうしたらもしあの変質者に家を突きとめられても、『あの時の娘はいません、この子は別の子です』って追い返すことができるでしょう。そう決めて、出生届も男の子としてばしっと提出しちゃったの」

　聖は今でも思うが、それは母親にしては守りに徹てつした弱気な策だった。母親は普段は前向きなくせに、へそくりをしたり、家出をしてきた友人ホステスを匿かくまう時などは、人が変わって腰こしの引けた態度になったりしてしまう。何かを失うことがとても怖こわいのだと、聞かされたこともある。だから聖も母親の言う通りに、男装することに同意した。不満を抱いだいたことも、特になかった。

　だがその日は、女児服に身を包む同年ねん齢れいの子供を見て、少しだけ羨うらやましく思ってしまった。少しだけ、自分の男装に疑問を持ってしまった。

　母親の言う「変質者」が聖の前に現れたことは、出産日以降一度もない。「気を抜ぬいた頃にやって来るかもしれない」と母親は言うが、変質者は聖のことなどもう忘れている可能性もある。全すべては母親の被ひ害がい妄もう想そうだったという可能性だってある。お子様広場のすべり台を見上げ、聖はひとり頷うなずいた。母親がバーゲンから戻ってきたら、言ってみようと思った。男の子の格好をそろそろやめてもいいかな、と。

「ご無ぶ沙さ汰たしております」

　ふと、頭上から人の声と甘いにおいが降ってきて、聖は顔を上げた。いつからそこにいるのか、聖の傍らには女の人が立っていた。母親ではなく近所の人でもなく、デパートの店員でもない、知らない人だった。髪が短くて背が高く、薄うす紫むらさき色の上品そうなスーツを着た女性だったことを、聖は今でも覚えている。社長秘書という肩かた書がきが似合いそうな大人だった。

　聖は当時「ご無沙汰しております」の意味がわからなかったので、まばたきだけをした。秘書風女性は穏おだやかに微笑ほほえんだ。

「吉よし乃の恵理さんは、お買い物中ですか？」

　女性がその場で膝ひざを折り、聖に目の高さを合わせて言った。「吉乃恵理」は母親の名前だったので、聖は頷いた。女性は相あい槌づちを返した後、聖の肩かたに手を置いた。

「可哀かわい相そうに、こんな格好をさせられて。あなた様も吉乃さんにも、余計な苦労をさせてしまいましたね」

　香こう水すいと思われる甘いにおいが、濃こさを増した。聖の傍らを、すべり台にいた女の子が喚かん声せいを上げて駆け去っていった。気がつくと、お子様広場にいるのは聖と女性のふたりだけになっていた。

「帰りましょう」

　秘書風女性が、冷たい指で聖の手を取った。

「あのお方は、もうご自分でおいでになることはできませんが、ずっとあなた様を待っていらっしゃいます。帰りましょう。あなた様が本来の自分でいられる、本当の居場所へ」

　聴ちよう覚かくに母親の悲鳴が割りこんできて、そこから聖の記憶は、デパートの守衛室らしき場所へ移る。狭い部屋の中で、泣きじゃくる母親に聖は抱きしめられていた。秘書風女性の姿はなく、警備員の制服を着た男の人が「買い物中は子供から目を離はなしちゃ駄だ目めだよ、これだから若い母親は」とため息をついていた。母親が大量の買い物袋ぶくろを投げつけ、警備員は倒たおされた。洟はなをすする母親と手を繫ぎ、聖は家に帰った。

　その後、聖があの秘書風女性に遭そう遇ぐうすることはなかった。別の変質者が現れることもなく、端はたから見ればとても平へい穏おんな日々が流れて十数年が経たった。だが気がつけば、男装をやめたいと言い出すタイミングはなくなっていた。

　ある程度成長してからは、一度男として戸こ籍せき登録した者が「やっぱり女なんです」と今いま更さら本当の性別を公表しても、役所や学校への事情説明などを含ふくめ、いろいろと面めん倒どうごとが発生して大変かもしれないと思うようにもなった。たとえそういった困難は生じないとしても、まわりが本当の自分を受け入れてくれるかどうかはわからない。「噓うそつき」と世界中から糾きゆう弾だんされたらどうしたらいいのか。ひとたび新たな人生を想像すれば、そこには必ず不安がつきまとう。現状を維い持じし、毎日を消化するだけで精せい一いつ杯ぱいになってしまう。

　記き憶おくの中の見知らぬ女性へ、聖は尋たずねてみる。

　本当の居場所って、どこ？










　目が覚めた時、世界が違ちがうと、聖ひじりはまず思った。

　宿しゆく泊はくを含む学校行事は全て不参加、親しん戚せきや友人の家に泊とまった経験もない聖にとって、目が覚める場所とは必ず自宅であると決まっていた。目ま蓋ぶたを開いて最初に目に入るものは、自室の薄うすい桃もも色いろの壁かべ紙がみと限られる。それは聖の中では変わることのない世界のルールであり、揺ゆらいではならない法則でもある。しかし今視界一面に広がっているものは、ところどころが黄ばんだ天てん井じよう。背骨に当たる硬かたい感かん触しよくにも馴な染じみがない。聖は上半身を起こした。

「ここ、どこ……」

　正方形の室内を見回し、聖は呟つぶやく。四方の壁は天井と色を統一したかのように、全て古びて無数の傷が走っている。聖の正面には玄げん関かんらしき大きな鉄の扉とびらが見えたが、その扉もあちこちが窪くぼんでいた。

　床ゆかのほとんどは、学校の職員室で見かけるものと同様な、事務机や棚たなで埋うめつくされていた。六つ寄せられた机の上は多量の書類に覆おおわれ、棚には本やファイルらしきものがぎっしりと並んでいる。

　聖がいるのは、壁かべ際ぎわに押しやられた古いソファの上だった。他ほかの壁にも冷蔵庫や電子レンジや応接セットや、骨こつ董とう品ひんじみたダイヤル型の黒電話、最新式っぽい小型ファックスなどが、所ところ狭せましと置かれている。棚の隙すき間まに設置された小さなテレビが、控ひかえめな音量でニュースらしき映像を流している。それ以外に人の声や姿はなく、見知らぬ部屋の中で聖はひとりきりだった。

　かなり古くて雑多、そして窮きゆう屈くつな印象のある部屋だった。なぜ自分がここにいるのかわからないが、どこかの会社か事務所だろうか。会社だとしても何を営む場所なんだろう、そもそもどうして自分はここで寝ねていたのだろうと、聖は首を捻ひねる。直後、頭上から低くて重い音が響ひびいた。肩を震ふるわせて見上げると、振ふり子のついた古めかしい時計があった。時計の針はちょうど六時を指している。朝か、夜か。戸と惑まどった聖へ、テレビの中にいるキャスターらしき男性が「こんばんは、六時のニュースです」と告げてくれた。

　夕方と認にん識しきした瞬しゆん間かん、聖の脳のう裏りに、夕焼け空の下で起きた出来事が蘇よみがえった。聖は慌あわてて自分の身を確かめたが、手足を拘こう束そくするものは何もなく、胸むな元もとはスクールセーターとシャツとネクタイにきちんと覆われていた。床の上には起きた時に体の上から落ちたのか、ブレザーがあった。

「……夢、だったのかな……」

　ソファから足を下ろし、聖はブレザーを拾い上げる。取れたはずのボタンは全て無事で、他にも裂さかれた痕あとは見当たらない。が、なぜか生き地じがいつもよりくたびれて見えて、サイズも大きく感じられた。胸ポケットから垂らした懐かい中ちゆう時計のチェーンも、新品なはずなのに少しくすんで見える。疑問を抱いだきつつも袖そでを通してみると、やはりその制服は聖の体に合わない。ブレザーを脱ぬいで聖が眉まゆを寄せた時、物音がした。

　ロッカーと本棚の間に、薄い木の扉が見えた。別室かトイレにでも続いているのか、その扉が開いて、人が出てくるところだった。

　姿を見せたのは、聖と同年ねん齢れいほどの少女だった。教会のシスターが着ていそうな、地味な色と形のワンピースに身を包んでいるが、スタイルは呆あつ気けにとられるほどよかった。扉を閉める少女の動きに合わせ、細い腰こしの辺りまで真っ直すぐ伸のびた黒くろ髪かみが、音もなく揺れる。くっきりした二ふた重え目蓋が印象的な顔立ちは、化け粧しようの気配もないのに、いちぶの隙もないほど美しい。少女に見とれ、聖は無意識のうちに手の中のブレザーを丸めていた。完かん璧ぺきな「女の子」が目の前にいる。幼い日にデパートで見た女児のことを、何となく思い出した。

「ブレザー」

　と、人形的な外見をした少女が、口を開いた。少女が爪つめの形までよい指先を伸ばしてきたので、聖は反射的に身を引き、ソファを軋きしませた。耳障りな音に少女はぴくりとも表情を変えず、静かな口調で続ける。

「ブレザーが、皺しわになる」

「へ」

「そのブレザー、直なお哉やのものなの。気絶しているあなたに直哉が掛かけた。シャツやセーターはとりあえず私が縫ぬったけれど、ブレザーは生地が厚いから、備品の針ではできなかった」

　少女は声まで綺き麗れいだったが、その口調に起き伏ふくや感情はほとんど含まれていなかった。反応を返せない聖の手から、少女が無言でブレザーを取り上げる。どこかからハンガーを持ってきて、丁てい寧ねいにブレザーを掛けてカーテンレールへ下げる。その動作を聖は黙だまって見つめるしかなかったが、少女の言った「直哉」という言葉に、ふと意識が集中を始めた。夢か現実かわからないが、自転車を漕こいで空を飛び、ビニール傘がさを剣けんに変えた妙みように強気な男子生徒のことを、喋しやべる巨きよ大だいハムスターが確かそう呼んでいた気がした。

「…………あっ！」

　あの男子生徒に胸を見られたことも思い出し、聖は再度自分の衣服をあたふたと引っ張った。そして改めて見れば、セーターやシャツの一部に、先ほどは気づかなかった細かい縫い目めが確認できた。他人には秘密であるが裁さい縫ほうが好きな聖は、その見事な縫い目に思わず感かん嘆たんの息を吐ついてしまう。ミシン並みに正確で丁寧な糸の軌き跡せきは、生地から一度切断された痕を綺麗に隠かくしてくれていた。

　それではあの出来事はやはり夢ではなく、今は現実の続きなのだろうか。聖は左右を見回し、最後に少女の方に目を向けた。少女の方も、聖を見下ろしていた。

「みんな出で払はらっているから、今は私とあなた以外、誰だれもいない」

「みんな……」

「直哉は別の事件の通報を受けて、ちょっと前にすっ飛んでいった」

「あ、あのう、直哉って……」

「ところであなた、もう大だい丈じよう夫ぶなの」

　少女が語ご尾びをわずかに上げて、質問をしてきた。聖がまばたきを返すと、少女は浅く首を右へ傾かたむけた。

「精神や体力が回復しているかどうか、聞いたの。私たちは規則で、保護した被ひ害がい者しやを帰す前に、事情説明をしなくてはならないから。大丈夫？」

「あ……ええと、はい……」

「そう。じゃあ、こっちに来て」

　長い髪とスカートの裾すそを翻ひるがえし、少女は応接セットの方へ歩いていった。少女の態度全ぜん般ぱんが素っ気ないのは、聖のことが気に食わないというよりも、もともとそういう性格であるような感じがした。聖は数秒躊躇ためらった後、ひとつ深呼吸をして、ソファから立ち上がった。

　少女が先に腰かけた応接セットの横には、窓があった。少し汚よごれた窓ガラス越ごしに、軽い騒そう音おんが聞こえてくる。見上げる位置に電車の高こう架かがあり、聖も見覚えのある私鉄の車両が、ちょうど速度を落としながら通り過ぎていくところが見えた。

　高架下には、看板に明かりを灯ともしたラーメン屋や弁当屋、クリーニング屋や薬局が軒のきを並べていた。薬局の店名に付加された『風かざ戸と里り駅前店』の文字に、聖は今いる場所が地元駅の付近だと知り、椅い子すに座りながらほっと息を吐いた。

「被害者、吉乃聖さん」

　聖の正面に座った少女が、名乗ってもいないのに聖の氏名を口にする。見ればテーブルの上に何枚かの書類と聖の鞄かばんが並べられており、少女が手にしているのは聖の生徒手帳だった。聖はつい「あー！」と声を上げてしまったが、無愛想な修道女、もしくは無感動な事務員に見える少女は、躊躇う様子もなく生徒手帳を広げて言った。

「県立風戸里高等学校一年七組、出席番号十五番」

「は、はい、あ、ええと……」

「シャツを着せた時に私も少し見てしまったけれど、女なのになぜか男の格好をしていると、直哉が言っていた。正確な性別は、女性でいいのかしら」

「ああああの、そのことは……」

「報告書類に書くだけで、口外も口出しも一いつ切さいしない。それと自己紹しよう介かいが遅おくれたけれど、私の名前は台だい城しろ湖こ子こ。天てん箱そう園えん王家認にん定てい一級騎士で、現在の所属は宮きゆう廷てい騎士団『空くう明めい祈き覇は』第五部隊『護ご彗すい星せい』地球派は遣けん騎士。あなたを助けた果か月づき直哉も肩かた書がきは同じ。この場が済んだら恐おそらく会うこともないと思うけれど、一応、よろしく」

「…………は、はあ……」

「この部屋は派遣騎士の詰つめ所兼けん、取り調べ室兼、仮住まいといった感じのところ。騎士の多くは天箱園にいた頃ころの習慣で、『要よう塞さい』と呼んでいる。こういった詰め所はこの街だけでなく、次元の道が多く通る場所にはよくあるものだけれど、別に覚えておかなくてもいい。現在地が不明だとあなたが不安になると思ったから、言っただけ」

　言いながら、台城湖子という名の少女は淡たん々たんとボールペンを動かし、書類に何かを書きこんでいった。不可解な言葉の連続に、聖は数十秒間呼吸とまばたきを忘れる。事務員に見えるくせに「騎士」と名乗る少女は、肩に流れた髪を背中に払はらい、書きこみを続けた。

「被害者は今日四月十四日火曜日、午後五時頃、風戸里高校敷地しきち内で、互ご助じよ組織非ひ承しよう認にんの命めい壇だん売買業者二名に襲しゆう撃げきを受けた。業者により空中へ拉ら致ちされたが、『多た翼よく道みち』十六号線内にて派遣騎士に救出される──」

「……あのう」

「何か訂てい正せい部分があったら、言って」

「訂正っていうか、何ていうか……」

　意味が全然わかりません、聖はそう返したかったが、口ごもってしまう。聖の反応に、台城湖子はボールペンを置いて目を上げた。瞳ひとみの色は心の中身を一グラムも映し出していなかったが、湖子は整いすぎた顔を静かに頷うなずかせた。

「今から説明しようとしていたところ。信じるか信じないかは、あなたの自由。私も別に、信じてもらうつもりはない。でもさっきも言った通り、被害者への説明義務は派遣騎士の規則で定められている。だから話すけれど、聞くのが面めん倒どうになったらその時点で遠えん慮りよなく申し出て。説明を中止するから」
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　聖は「はあ」としか答えようがなかったが、湖子も頷き返すだけで、落ち着いた表情のまま手元の書類を取り上げた。

「まずあなたを襲おそったふたり組は、あなたの住んでいる世界、要するに地球を含ふくむこの次元の外に存在する別世界の出身。天てん箱そう園えんと呼ばれる次元の人間よ。人間といっても、地球で定義されている『人間』と全く同一の生物ではないけれど、九割九分は同じもの」

　静かな声で、湖子は言った。テレビの音声が、出演者のかすかな笑い声を届けた。

「天箱園と地球の間には七百九十一年前、天箱園側から次元の道が五十四本、開かれた。そのせいで、地球には大勢の人が移住するようになった。もちろん流る民みんは、地球側の誰だれかに許可されて来ているわけではないわ。天箱園を治める王家も、民たみの次元外逃とう亡ぼうまで手が回らずに黙もく認にんしているだけで、法律では認めていない。それでも流民があとを絶たないのは、常に戦火にまみれている天箱園から逃亡し、新たな次元で新しい生活を始めたいという望みが一番の理由と思われるわ。地球に来ている天箱園人は、一いつ般ぱん的に逃とう箱そう者しやと呼ばれている」

　天てん井じようで、寿じゆ命みようの近そうな蛍けい光こう灯とうが点てん滅めつをした。湖子は「角の電器屋、『春の新生活応おう援えんセール』まだやっているかしら」と呟つぶやいてから続けた。

「逃箱者は昔から大勢いて、地球には彼らが独自に作った互助組織も機能している。ちなみにこの建物の一階に、その本部があるわ。けれど基本的に、逃箱者は地球での生活を自力で組み立てていかなければならない。地球人に迷めい惑わくをかけないことが第一条件。うまく馴な染じんで幸せに暮らす人がいる一方で、地球人といざこざを起こす逃箱者もいる。単に悪事を働きたいがために、地球人を襲う者もいる。いろいろな逃箱者が、この次元で生活している」

　窓の外を、また電車の通り過ぎる音が聞こえた。テレビでは激安ランチの特集をやっていて、レポーターが味の感想を喚わめいていた。

「王家は民の移住を黙認しているものの、別次元での悪事までは放任できないと判断し、一部の宮廷騎士を地球に滞たい在ざいさせるようになった。それが第五部隊『護ご彗すい星せい』、私たち派遣騎士。目的はもちろん違い法ほう逃箱者の取り締しまり。取り締まりの基準は天箱園で定められた法律に基づくけれど、ほぼこの次元の決まりと変わらない。法の他ほかにも、ものや人の名前や肉体構造、言語や考え方等、天箱園と地球──特にこの国とは、似通った部分がいくつもある」

　電話が鳴った。昔の黒電話が発する古びた呼び出し音だったが、音は二度鳴っただけで切れた。

「天箱園から地球に出てきた逃箱者には、互助組織が仮住居や当面の食料を世話してくれることになっている。でもその扱あつかいでは一時的な旅行や駐ちゆう在ざいと変わりがなく、長く生活していくうちに、大たい抵ていは不自由に出くわす。だから逃箱者の中には、地球上での更さらなる自由や、存在意義を求める者が少なくない。だけどこの次元に存在する以上のこと、たとえば通学や就職のような、地球人と同等の暮らしを望むとなると、自分が誰であるかを証明する必要に迫せまられる。最近では、互助組織が発行する簡易偽ぎ造ぞう身分証が通用しない場合も多いわ」

　道路の方から、豆とう腐ふ売りと街宣車の声が平へい穏おんそうに入り混じって、遠ざかった。

「そこでより確かな身分や居場所を欲ほつする逃とう箱そう者しやが利用するものが、地球人の中古命めい壇だん。命壇とはあなたも見たと思うけれど、全すべての生物が足あし下もとに持つ発光型の円状物体のこと。その者の立ち位置や具体的な戸こ籍せき、あるいは個性、特技、親族および人間関係、職業など、あらゆる要素が記録されている。かなり昔のことだけれど、逃箱者が一部の地球人の協力を得て、命壇を売買する事業を興おこした。地球人の中には時々失しつ踪そうしたがったり、今の人生を放ほう棄きしたがったりする人がいて、業者はそういう人たちから命壇を買い取り、逃箱者に売る。このビルの三階も、互ご助じよ組織が正式承認した命壇売買業者が、事業所を構えている」

　湖子が指差した天井で、また蛍光灯が瞬またたいた。湖子は「つけ替かえは佐藤さんにさせよう、無む駄だに背が高いから」と、小声で言った。

「だけど命壇の購こう入にゆうには、それなりの金額がかかる。業者側にしても毎回の仕入れに資金が必要だし、互助組織へも相当の承認料を支払わないとならない。それで最近、組織を通さずに売買を始める者が増えているの。承認を受けていない者は、その地球人に提供の意思があろうとなかろうと個人情報を盗ぬすみ見て、売れると判断すれば、命壇を強ごう奪だつして商品ルートにのせる。あるいは自分のものにする。今日あなたを襲ったふたり組も、典型的な非承認タイプ。彼らのような逃箱者は捕つかまると、『襲った地球人は日々をつまらなそうに送っていた。自分の命壇に愛着を持っておらず、不満を抱いだいているようだった。だから助けるつもりで奪うばってやった』と言う。もちろんそんなのは罪の軽減を目的とした建て前で、無差別に地球人を狙ねらう者がほとんど。逃箱者による犯罪の割合も、今では命壇強奪がほとんど」

　湖子は書類をテーブルに置き、聖の生徒手帳も鞄かばんに戻もどして、短く息を吐はいた。

「天てん箱そう園えんの人間の約二割は、地球人にはない特とく殊しゆな力を持っている。その二割の中には、力を悪用して地球人に危害を与あたえる逃箱者もいる。地球人のあなたには迷惑な話だと思う。私たち派は遣けん騎き士しも日々全力で取り締まりをしているけれど、地球人ひとりひとりの人生を守りきることは、さすがに難しい。あなたもこの話を信じるなら、今後はできれば違法逃箱者に気をつけるようにして。ひとけのない場所は避さけて歩くとか、そういう注意をするだけでもだいぶ違ちがうはず。説明は以上。帰っていいわ」

　湖子が聖の方へ鞄を押し出し、書類とボールペンを持って立ち上がる。自じ称しよう騎士の少女はテレビに視線を移し、何事もなかったような顔でテレビの電源を切った。

『火曜特番・地球一周感動の旅！』というコマーシャルが、画面から消えた。




「ま、まま待って下さい！」

　聖は大おお慌あわてで全身の硬こう直ちよくを解ほどき、冷蔵庫の方へ歩き出した湖子へ呼びかけた。

　椅い子すから立とうとした途と端たん、膝ひざを思いきりテーブルにぶつけてしまった。聖が唸うなって悶もだえて座りこみ、ひとしきり膝をさすってから立ち上がると、湖子は冷蔵庫の扉とびらを開け、野菜ジュースのパックを持ち、冷静な顔で賞味期限を確認しているところだった。聖は息を吸いこんで言った。

「あ、あの、急に言われてもわかりません、別の次元とか、そんな」

「私の説明は事務的すぎてわかりにくいと、『要よう塞さい』領りよう長ちようにも言われたことがある」

　湖子は野菜ジュースを冷蔵庫に戻し、次に牛乳パックを取り出した。

「だけど佐藤さん──同どう僚りようの騎士のことだけれど、あの人みたく『気をつけよう、みんなのとなりの異次元人』とかいう低てい年ねん齢れい向けな紙かみ芝しば居いを作ってまで、わかりやすい説明をする趣しゆ味みはないの」

　湖子は聖の方も見ずに、持っていた書類を差し出してきた。薄うすい冊子の表紙には、『地球人被ひ害がい者しや説明用マニュアル（改かい訂てい版）』と書いてある。聖は首を横に振ふった。

「もう一回読ませてほしいとか、そういう意味じゃなくてですね……」

「信じなくても別にいいと、最初に言ったわ」

　書類を冷れい淡たんに引っこめ、湖子は耳の上へ髪かみをかき上げる。

「さっき私はマニュアル通り、今後は気をつけろと一応言った。だけど普ふ通つうの地球人が、一生のうち天箱園の人間と知りあう回数は、統計的にはそれほど高くない。あなたも逃とう箱そう者しやの被害に遭あったのは、今日が初めてでしょう。今後、地球人の生活に溶とけこんでいる逃箱者や、直哉のように地球人の服装を意識して働く派遣騎士の存在に気がついても、あなたには何の関係もないのだから気にしなければいい」

「あの、でも……」

「特殊な力を持つ天箱園人は、約二割だと話したわ。逆を言えば残り八割は、ほとんど普通の地球人と変わらない。命めい壇だんを狙われないための注意はしておいても損はないと思うけれど、別の次元の人間に怯おびえて暮らさなくても、今まで通りに過ごして大だい丈じよう夫ぶ」

　湖子が冷蔵庫の扉をきっぱりと閉める。聖は頭の中がまとまらず、まだ聞きたいことがあるような気がしたが、湖子の態度は聖の退出を望んでいるようだった。視界の中に自分の鞄が入り、聖は仕方なく手を伸のばす。

　地球以外の次元。そこから地球に移って暮らす流る民みん。その犯罪。狙われた自分の居場所。そして助けてくれた少年は、異次元から派遣されている騎士だという。聖は信じられなかったが、信じなければ起きた出来事にひとつも説明がつかない。冗じよう談だんか詐さ欺ぎだったとしても、人ひとりを騙だますために作り物の竜りゆうや空飛ぶ自転車を持ち出すなんて、細工が大がかりすぎるのではないかとも思った。

「……すみません、帰る前に、ひとつだけいいですか」

　聖は玄げん関かんの方へ一歩踏ふみ出したが、一連の事件の中で解明されていないことが一点思い当たり、湖子へ尋たずねた。

「『若葉様』って、誰だれのことだかわかりますか？　ぼく、その人の娘むすめだとか勘かん違ちがいされたんですけど……」

「今、何て言ったの」

　聖の言葉を遮さえぎって、湖子が顔を上げる。湖子の口調と瞳ひとみの色は、先ほどまでの無む味み乾かん燥そうぶりが噓うそだったかのように、険しさを急増していた。聖はつい言葉の続きをのみこみ、一歩後あと退ずさって、今度は椅子にふくらはぎをぶつけた。

　痛すぎて、聖がもう一度悶もん絶ぜつしそうになった時。玄関のドアが外側から蹴け破やぶられるように開き、聖と同じスクールセーターを着た少年が現れた。ビニール傘がさを握にぎりしめた少年は、道場破り的な声と表情で「ただいまー」と怒ど鳴なった。その肩かたの上にいる大きなハムスターは、「今週は『夕飯前に事件解決推進週間』！」と万ばん歳ざいのポーズを取っていた。

「……直哉」

　湖子が長い髪を揺ゆらしてドアの方を振り返る。湖子の頰ほおがわずかに綻ほころぶ瞬しゆん間かんを、近きん距きよ離りにいた聖は見てしまった。

「お帰りなさい」

　湖子がぽつりと言った。

　初対面の人間の、恐おそらくは本人が秘ひめようとしている感情を察してしまい、聖は何となく気き恥はずかしくなって俯うつむいた。







　湖子の説明では、少年の名前は確か、果か月づき直哉。少年はビニール傘を傘立てに突つきさすと、スクールセーターの袖そでをまくり、鼻息荒あらく玄関の外へ戻もどっていった。こんな非日常な場所で同じ制服を着た人間に会えたせいか、聖は果月直哉の顔を見た途端、安あん堵ど感のようなものが湧わき上がるのを感じた。

　だが相手に自分の胸を見られたことをまた思い出し、激しく狼ろう狽ばいして、これまた再びテーブルに足をぶつけた。「みぎゃっ」と短く叫さけんだ聖を湖子は乾かわいた瞳で一いち瞥べつしたが、特に何も言ってこなかった。

　聖が唸うなっている間に、直哉は玄関の外から山積みの段ボール箱を運びこんできた。喋しやべるハムスターは箱の上に移動し、「押おう収しゆう、押収、押収品、葉村は押収品が好きー」という意味不明な歌を歌っていたが、聖と目が合うと「あっ、本日の被害者！」と気さくに右前まえ脚あしを振ってきた。聖は困こん惑わくしつつも小さく手を振り返してみた。

　次に直哉は、縄なわでぐるぐる巻きにした三人の人間を引きずってきた。そのうちふたりは強こわ面もての顔にパンチパーマ、服装は揃そろって極ごく悪あくな色のスーツといういかにも怪あやしげな雰ふん囲い気きの男で、「いい加減に放せ、このガキ騎き士し」「ワイらのバックには逃とう箱そう者しや第四連合鈴すず木き組がついとるんじゃ」などと恐ろしい声で喚わめいていた。

「あれー、聖くんじゃない？」

　縛しばられた最後のひとりは、派手な服に身を包んだ女であり、女は聖に気づくと笑顔えがおで声をかけてきた。

「どうして堅かた気ぎの地球人が『要よう塞さい』なんかにいるのー？　あ、逃箱者に何かされたとか？　高校生になったってお母さんから聞いてたけど、相変わらず女の子みたいな顔してるからじゃーん？」

　きゃっはっは、と明るく笑う女は、聖の母親の知人かつ同業者だった。最近この街に越こしてきて、母親の経営するキャバクラ近くに店を開いた人だということは、聖も知っている。もちろん聖は彼女の店には行ったことがないが、母親曰いわく「何だか変わった経営方針」で、なかなか繁はん盛じようしているとのことだった。

　そんな彼女こそ、なぜこんなところに縛られて連行されたのだろう。聖は訝いぶかったが、直哉が縛った人間をひとりずつ抱かかえ上げ、「うりゃっ」と叫んで聖のいる方へ立て続けに投げつけてきたので、疑問どころではなくなった。

　聖は悲鳴を三連発した。しかし三人は聖の頭上を越えて、一いつ旦たん壁かべや窓にぶち当たりながらも、応接用の椅い子すの上へきちんと落ちて見事に重なった。三人が失神して黙だまり、室内に振ふり子時計の音が静かに戻ってきた。

　直哉が大おお股またに床ゆかを歩き、乱暴に段ボール箱をテーブルの上へ置いた。テーブルのそばに立ち尽つくす聖は、直哉に声をかけるかどうか迷ったが、相手は聖のことは眼中に入っていない様子で勢いよく段ボールの蓋ふたを開けていた。つい一時間ほど前に起きた事件など、とっくに片づけ終えた過去になっているような横顔だった。

　箱の中からは、ポケットティッシュや酒さか瓶びんが大量に出てきた。椅子の上で目を回している女の職業を考えれば、ポケットティッシュは店の宣伝媒ばい体たい、酒は商品の一部だろうと聖は予想した。だがティッシュに入った「キャバクラ・ＩＪＩＧＥＮイジゲン」という派手な広告や、酒瓶に貼はられた「異次元大だい吟ぎん醸じよう」というラベルを見て、聖は思わず頰をひきつらせる。

「わかりやすい違い法ほうだわ」

　聖の傍かたわらで、湖子が無表情に口を開いた。

「逃箱者規約で、己おのれの素す性じようを私的な金かね儲もうけに使うことは禁じられているのに」

「異次元から来た美女が異次元の酒を飲ませるとかいうふれこみで、営業してたんだと。ストレートすぎるよな」

　直哉が箱の底からナイフを取り出し、真新しそうな刃は先さきに向かって目を細めた。

「もちろん客は面おも白しろ半分で来ているだけで、本気で信じるやつなんかいない。でも店の女にフラれた地球人が、嫌いやがらせに、この店のやつらは本当に異次元人だとか言いふらして騒さわぎ出したんだと。従業員は全員逃箱者だし、酒も全部天てん箱そう園えんからの持ちこみだから、まあそいつの言い分は正しいんだけどな」

「い、異次元人って、この人がですか？」

　聖が声を裏返して尋たずねると、ようやく直哉は聖に気づき、「まだいたのか」とまばたきをした。段ボールのそばから猫ねこサイズのハムスターが、「いたよー、直哉って超ちよう鈍どん感かん」と生意気そうな口調で言った。聖の知っているハムスターとはひまわりの種などを食べる愛あい玩がん動物であったはずだが、今目の前にいる生物は、普ふ通つうの顔をして酒瓶を齧かじっていた。

「男装していても、可愛かわいらしさがスイーツにおけるバニラエッセンスのごとく滲にじみ出ている女の子が隣となりにいるってのにさ。いくら犯罪者を見つけ出す目が優すぐれていても、それじゃ人生に対する潤うるおいが足りないよ。合コンとかで気がつくと会話の輪から外されてるタイプだね」

「勝手に分ぶん析せきするな、毛皮の塊かたまりめ。何の話してたんだっけ、ああ押収品だよ。湖子、報告用の書類ってどこだっけ」

　湖子が黙って動き、棚たなからファイルを一冊抜ぬき出し、直哉の方へ戻もどった。直哉が箱から出したものに文句を言い、ハムスターが機き嫌げんよさげに歯を鳴らし、湖子が黙もく々もくと書類に記入をする間、聖はただ直立していた。椅子の上に重なった異次元人たちは意識を戻し始めたらしく、呻うめき声の三重奏を上げていた。

　最後に帳ちよう簿ぼのようなノートを床へ放ほうって、直哉がうんざりとした表情で言った。

「何だこれ、この店の売り上げ、二千万だと。お前ら派は遣けん騎士の月給がいくらか知ってるのか。あまりのボーナスの安さに、佐藤の嫁よめなんか怒おこって離り婚こん届を台所の壁に包丁で刺さしたんだぞ」

　直哉が地じ団だん駄だを踏ふみ、更さらにその足で男たちを椅子から蹴けり落とした。強面二名が本格的に目を覚まし、「いい加減にしろ、このガキ騎士」「地球人に夢を与あたえたんじゃい、何が悪いんじゃ」と喚き出し、事業主の女は「バレちゃったんだからしょうがないじゃん」とけらけらと笑った。

「地球でいい夢見させてもらったって感じ。地球のお客さんは穏おん便びんで払はらいもいいから楽しかったわ。天箱園だったら会計前に店内が爆ばく破はとか撃げき破はとか大破とか当たり前だったもの。聖くん、お母さんによろしくねー」

　屈くつ託たくなく笑う女に、聖がひきつった笑顔えがおしか返せずに一歩引いた時。床に落ちていたナイフをうっかり蹴ってしまった。刃物が床を滑すべり出し、直哉とハムスターが同時に「あ」と言った。




　ナイフは床の上にいる異次元人のひとりへ、一直線に向かっていった。パンチパーマの男は飛びつくようにして口でナイフの柄えをくわえ、勢いよく頭部を振ると、器用にも近場にいた仲間の縄なわを切り裂さいた。全身の自由を取り戻した男が、ナイフを受け取って獣けものに近い速さで走り出す。男が襲おそいかかろうとしているのは、一番弱そうに見えたのか、聖だった。

「聖くん、逃にげた方がいいかもー」

　と、母親の同業者が呼びかけてきた。

「その人、天箱園にいた頃ころに傷害罪で指名手配されて、地球まで逃げて流れ着いてうちの店で用心棒をするようになったっていう経歴の持ち主だから、結構強いのよ」

　そんなプロフィールを教わっても聖にはどうしようもなく、その場で凍こおりつくしかない。

　暴漢の影かげが急接近してきた。盾たて代わりに突つき出そうとした鞄かばんは、震ふるえた手がすぐに落としてしまう。悲鳴を上げる以外何もできない聖の視界に、スクールセーターの後ろ姿が不意に割りこんだ。真っ直すぐ伸のびた背筋を見て聖は絶ぜつ叫きようを中断したが、その直哉を突き飛ばす細い手があった。

　台だい城しろ湖子はボールペンだけを手にして聖の前に立つと、冷静な声で言った。

「天使列『伐ばつ倒とう』、螺ら旋せん回帰」

　湖子の手元から白い光が無数に弾はじけ飛び、部屋の黄ばんだ壁かべを染め変えた。ボールペンが光にのまれて消え、代わりに湖子の手の中には別の物体が現れる。太さはボールペンの数倍、長さは数十倍、そして威い圧あつ感は数万倍。それは一本の槍やりだった。柄えを縁ふち取どる優ゆう雅がな模様は美しい湖子に似合っている気がしたが、穂ほ先さきで輝かがやく凶きよう悪あくな光は、人形じみた少女にはどこまでも似つかわしくなかった。

　聖の感想に対する肯こう定ていか否定か、湖子が槍をバトンのような勢いで回し始めた。湖子を中心にして途と轍てつもない切れ味を含ふくんだ風が吹ふき、壁や床ゆかに切り傷が走る。壁紙が抉えぐれ、段ボール箱は粉ふん砕さいし、聖の硬こう直ちよく度合いは急増する。鬼き神しんでも乗りうつってしまったのか、湖子の動きと破は壊かい力は、ついさっきまでの冷静な事務員の印象がどこにもなかった。

「こっ、小こ娘むすめの騎き士しが怖こわくて、違法ができるかあ！」

　しかし愚おろかな犯罪者は、口と手足を忙せわしなく動かして美少女騎士に飛びかかっていく。湖子は一歩も引かず、凶暴な嵐あらしの目を引き連れて、男に歩み寄っていった。男とぶつかり合う直前、湖子が突とつ然ぜん槍を止める。しかし止まっていたのはほんの一いつ瞬しゆん、湖子は柄を持ちかえると、男に向かって猛もうスピードの突きを繰くり出した。

　男のナイフがばらばらに破壊された。ミキサーに入れられた野菜のようだった。槍の穂先は更に男の頭とう髪はつも削そぎ、パンチパーマはきっちりとした角かく刈がりへと変えられてしまった。「ぎゃあ」と床にへたりこんだ男に湖子はそれ以上関心を払わず、髪かみとスカートを翻ひるがえすと、穂先を体ごとテーブルの方へ向ける。そこには犯罪者残り二名がいて、事業主の女もさすがに余よ裕ゆうを失ったのか「うぎょっ」と飛び上がった。湖子は全くの無表情のまま、槍を回して歩き始めた。槍がかすめた天てん井じようで、蛍けい光こう灯とうにヒビが生まれ、空気に焦こげ臭くささが滲み、殺気の滴したたる風が聖の頰ほおを打つ。

　縄で縛られた残り二名は、芋いも虫むしに似た動きで床を這はい、逃げようとしていた。湖子は敵の背中を踏みつけて止まらせると、上半身を倒たおしながら槍を八の字に振ふり、空気を裂き、縄を裂き、派手な衣服を裂き、敵が下着一枚の間ま抜ぬけな姿になるまで、男も女も平等に容よう赦しやなく、目の前にあるものを裂き続けた。全自動裂きまくり機械という言葉が、聖の頭の中を過よぎった。

　そんな時だった。乱れて顔を覆おおう長い髪の間から、湖子の温度のない視線が聖を捉とらえた。湖子はやけに醒さめた動作で、体と槍をゆっくりと立て直し──床の酒さか瓶びんを蹴け散ちらして聖に向かって突進してきた。そして聖はようやく気がついた。この少女は表情にこそ変化はないが、恐おそらく極度の錯さく乱らん状態に陥おちいっていて、敵味方の判断がつかなくなっているのだと。

「きっ……」

　湖子の武器が動いた。聖の喉のど元もとを高速の風が通り過ぎた。腰こしが抜けて尻しり餅もちをついたことで、ぎりぎり槍をかわすことができたが、間髪かんはつをいれずに聖の真上へ破は滅めつ的な風と音が降ってくる。目の前に恐ろしい鋭えい角かくが迫せまる。

「きゃあああああ！」

　聖は女子らしさ全開で叫さけび、目についたテーブルの下に逃げこんだ。頭上の板が激しく震しん動どうし、ぎががががが、という、今まさに板が槍に削けずり取られているに違ちがいない緊きん迫ぱく感と恐きよう怖ふとが聖の体を揺ゆるがした。聖は頭を抱かかえた。何だこれ。やっぱりこの街の治安はよくないよと、目ま蓋ぶたの裏の母親に訴うつたえた。

「湖子やめろ、そいつは敵じゃない」

　破壊への轟ごう音おんの中、誰だれかの叫ぶ声が聞こえた。そして聖に降り注ぐ震動が、唐とう突とつにやんだ。

　壮そう絶ぜつな攻こう撃げき音も消え、振り子時計の素そ朴ぼくなリズムが鼓こ膜まくに戻もどってきていた。テーブルの下から見える床の上には、大人三名が悲しげに伸びているだけで、誰も動いている気配はない。聖は恐る恐るテーブルの下から顔を出してみた。

「……あ」

　点てん滅めつしている蛍光灯の下で、直哉と湖子が静かに抱だき合っていた。すらりとした体型の少年と、しなやかで女性的な輪りん郭かくを持つ少女の姿が重なっている様子は、聖にはやたらと似合って美しく見えた。湖子は直哉の胸に顔を埋うずめて、両りよう腕うでを力なく垂らしていた。白い右手の先に物ぶつ騒そうな武器が引っかかっているが、動きは完全に止まっていた。

「もう大だい丈じよう夫ぶだ」

　直哉が湖子の背中に腕を回し、言った。

「敵はいない、危険はない、だから落ち着け」

　湖子がぴくりと頭部を揺らすと、沈ちん黙もくしていた槍が動き、穂先が床を突き刺さした。竦すくみ上がった聖は脳天をテーブル板と激突させたが、頭をさすっていると、湖子のくぐもって弱々しい声が耳に届いた。

「私、直哉が死ぬのは絶対にいや」

「死ぬもんか。おれの実力、知ってるだろうが」

「前もそう言った。そう言ったのにあんな目に遭あった。私はあんな思い二度としたくない。私は直哉がいなくなったら生きていけない。直哉を傷つけるものは全部許さない。みんな壊こわす」

「だから、お前がみんな倒してくれたからもう大丈夫だ。おれは死なないし、どこにも行かない。わかったら、もう武器はしまえ」

　湖子の背中を直哉がさすった。労いたわるような手つきであったが、恋こい人びと同士にしては少しぎこちない動作だと、聖は何となく思った。

　直哉の腕の中で、湖子が小さく頷うなずく。途と端たん、槍やりは淡あわい光を伴って輪郭を崩くずして消滅し、何の変へん哲てつもないボールペンへと姿を変えた。ボールペンは湖子の指先から滑すべり、床ゆかに落ちている書類の上を通過した。書類の表面には、『地球人被ひ害がい者しや説明用マニュアル（改かい訂てい版）』の文字が並んでいた。

　よくわかった、この人たちは地球人じゃない。半ば強ごう引いんに納なつ得とくさせられた聖の頰に、汗あせが伝った。







「湖子の天てん使し列れつは、変へん換かんから分解までがクールっていうかスマートっていうか、相変わらずいい感じだね」

　聖の前を、猫ねこサイズのハムスターが丸い体を揺すりながら通りすぎた。書類を拾ったハムスターは、テーブルの下にいる聖に気づくと、何やら得意気な笑えみを見せた。

「本日の被害者、天使列って何だか知りたい？」

「……は」

「大昔ね、神様の住む国で大戦争があった時に、天てん箱そう園えんの人が七人、ある神様に味方して戦って勝ったんだって」

　ハムスターが後ろ脚あしで立ち上がり、勝手に説明を始める。聖としては、なぜこの動物が普ふ通つうに人間の言葉を喋しやべっているのか、まずそちらの方を説明してほしかった。

「で、そのお礼として、神様が七人に『人間以上、その神様未満』の力を与あたえてくれたんだって。神様と同等じゃないってところが、ちょっとケチだよね。それにどうして力なんかくれたんだろうね。葉村はお礼なら菓か子し折おりとか金きん塊かいとかの方が好きだよ」

　直哉と湖子が離はなれ、湖子はロッカーの脇わきにある扉とびらを開けて、別室へと消えた。中に洗面所があるらしく、水の流れる音が聞こえてくる。直哉は少し疲つかれた顔をして、床の上のごみを蹴けり避よけていた。

「んでその力の源は、人の魂たましいの部分に刻みつけられて現れるんだよ。見た目は三本の線が螺ら旋せんになって、くるくるって絡からまりあってる感じ。葉村は一回生で見たことがあるけど、虹にじみたいな色をしていてすごく綺き麗れいだったよ。地球人の細さい胞ぼうにもＤＮＡってのがあるでしょ、あれとちょっと似てるかな。神様から遣つかわされたもの、奇き跡せきの並ぶ筋って意味で、力は『天使列』って呼ばれ始めたんだけど、葉村だったらもうちょっと可愛かわいく、くるくるみょーんパワーとでも呼びたいな」

　湖子が別室から戻ってきた。表情も指先の動きも、聖が最初に見た時と変わらない冷静さを取り戻していた。湖子は聖を見たが、黙だまって視線を逸そらし、床掃そう除じを始めた。

「そんでそのくるくるみょーんは遺伝で子供に伝わるけど、血統配合をうまくやらないと、ちゃんと伝わらずに消えちゃうんだって。天使列をくれた神様が、全ての天箱園人には広まらないように細工したのかな。やっぱりちょっとケチだね。でも天使列を持って生まれた人は、万ばん物ぶつを構成する要素に働きかけて、いろんな現象を起こすことができるんだよ。血筋によって現象の規模や得意分野は違ちがうけど、小さめの力なら物質の変形、大きい現象なら世界を丸ごと造り変えるね」

　聖はまじまじと、巨きよ大だいハムスターを観察してみた。外見を見る限りでは、電源スイッチやスピーカーの類たぐいはついていない。ハムスターは聖の視線を気にする様子もなく、喋り続けた。

「力が全く使えない人は、先祖を辿たどっても神しん軍ぐん七なな援えん者じやに行き当たらない人。もしくはうまくない血統配合が続いて、能力が薄うすれちゃってるタイプ。夕方の悪徳業者は威い力りよくがいまいちだったから、多分遺伝下手くそタイプだろうね。血統がきちんとしていて、先祖の天使列をがっちり受け継ついでるのは、名門。そういう一族は、神様と天箱園のために力を惜おしまず働けって決められてるんだよ。魂たましい上じようの職務責任ってやつ。生まれる前から就職先も決まってて、ひとりでも拒きよ否ひしたら一族全員罰ばつせられちゃうの。中でも宮きゆう廷てい騎き士しは大変なんだよ。地位のわりに待たい遇ぐう悪いし、部隊長クラスじゃないと給料安いし」

「さっきから何ぺらぺら喋ってんだ、この雑談特とく殊しゆ生物」

　直哉がハムスターに向かって、段ボール箱の破は片へんを投げつけてきた。ハムスターは器用に破片をくわえてキャッチし、ぱくりとのみこんだ。

「葉村だってたまには派は遣けん騎士みたく、地球人被害者に知識を披ひ露ろうしたかったんだよ。せっかく人間言語の発声が可能なんだからさ。あ、そうそう、喋ったついでに教えると、葉村の正式名めい称しようは、天箱園産の准じゆん哺ほ乳にゆう類るい型がた煉れん魂ごん受じゆ皿べい器き０３０１葉は村むら崎ざき開発タイプ、略して葉村ね。外見構造はハムスターと似てるけど、全く違う生き物だよ。だからぺらぺら喋るし、ひまわりの種以外の物ももりもり食べるよ。特にプリンが好きだよ。よろしい？」

　首もとのスカーフの結び目を整えながら、ハムスター似の生物は誇ほこらしげに語る。聖は「はあ」と返した後、気のない返事だったかなと少し後こう悔かいしたが、案の定、煉魂受皿器とかいう生物はやや不服そうにヒゲを動かして言った。

「ところで本日の被害者、いつまでテーブルの下に潜もぐってるの？　もしそこに住みたいなら、葉村は快く家賃を請せい求きゆうするけど」

「あ、ごめん……」

　聖はテーブルの下から這はい出し、立ち上がった。一日に何度も精神的な瀕ひん死し体験をしたせいか、腰こしに力が入らず、膝ひざが震ふるえていた。

　一歩踏ふみ出そうとした時、床に倒たおれている母親の同業者に躓つまずいて、聖は思いきり転てん倒とうした。聖の下した敷じきになった女が、「べひゃ」という声を発した。立ち上がろうとしてまた転びかけた聖の手が誰かに摑つかまれ、一気に引っ張り起こされる。見上げると、派遣騎士の少年がやや呆あきれた表情でこちらを見ていた。

「絵に描かいたようなコケっぷりだな。葉村とどっちが小動物だか、わからなくなりそうだ」

「葉村は小動物じゃないよ」と葉村が前まえ脚あしを振ふり上げたが、直哉は巨大ハムスターを無視し、聖を窓まど際ぎわの椅い子すへ突つき飛ばすようにして座らせた。

「しっかり歩けるようになるまで、そこで休んでろ。その間に床ゆかの上の連中を片づけちまう」

　顎あごで足あし下もとを示し、直哉は頭を乱雑に搔かいて髪かみを揺ゆらす。

「部屋が少し狭せまくなるから、動かない方がいいぞ」

　何を言っているのか聖はよくわからなかったが、異次元人に、しかも異次元人の中でも特殊な力を持って生まれてきたという騎士に逆らう勇気はないので、とりあえず頷うなずいておいた。頷きながら、ふと手を顔の前に持ってくる。指に残った体温に、聖はひっそりと息をのみこむ。

　母親以外の他人と手を繫つなぐなんて、もしかしたら今が初めてだったのではないか。妙みような緊きん張ちよう感かんが意識に滲にじんできた。指が長くて骨や関節の硬かたさがよくわかる手だった。柔やわらかい母親の手とも聖自身との手とも、感かん触しよくが全然違う。異次元人とはいえ、本物の男子はこうなのかと聖は小さく唸うなる。なぜか心しん拍ぱくも高鳴ってしまい、葉村が「顔が赤いよ」と指し摘てきしてきたので、慌あわてて自分の頰ほおを叩たたく。何がおかしいのか葉村が腹を叩いて笑い出すと、いつの間にかそばに来ていた湖子が言った。

「静かにして。直哉が次元の道を開くわ」

　葉村が聖のズボンに口を押しつけて黙り、聖も顔を叩くのをやめた。

　湖子の傍かたわらでは、直哉が床に片方の膝をついて屈かがんでいた。地球の高校の制服を着た派遣騎士は、伸のばした指を床に触ふれさせ、どことなく真しん剣けんな眼まな差ざしで指先を見つめていた。葉村が断りもなく聖の腹部までよじ上ってきて、「次元の道は列れつ式しき唱しよう合ごうをしただけじゃ開かないんだよ」と小声で言ってきた。

「簡単な天使列現象だったら、列式唱合を省略しても起こせるよ。でも反対に高度な力を使いたかったら、唱合と同時に、自分の呼吸と物質と空間の脈動を計らないと駄だ目めなんだよ」

「難しいことをいっぱい知ってるんだね、ハムスターさん……」

「だからハムスターじゃなくて葉村だってば」

　葉村が鋭するどく訂てい正せいした時、直哉も口を開いた。

「天使列『羇き旅りよ』、旧きゆう約やく路ろ開港」

　人とごみが散らばった床の上へ、横に一筋、太く輝かがやく金色の帯が走った。

　帯が広がり、床から天てん井じようへ垂直に、次々と光の柱がそそり立つ。途と轍てつもない圧あつ迫ぱく感が聖の鼻先にも押し寄せてきて、聖はすがるように手元の葉村を抱かかえこむ。柱はやがてひとつに溶とけあい、巨大な一枚板へと化す。板の中央に縦へと亀き裂れつが生じ、白い煙けむりが上がる。目に見えない彫ちよう刻こく家かでもいるのか、亀裂の左右には、ひとりでに複雑で美び麗れいな蔦つた模様が刻まれてゆく。

　そしてやがて完成したのは、大きなドア。高級という言葉を通り越こした、豪ごう奢しやかつ巨大な黄金色の扉とびらが現れた。




「あー、細かい作業は肩かたにくる……」

　直哉が首を回しながら立ち上がると、両開きの扉が、物々しい音を立てて開き始めた。内部から吹ふき寄せる柔かな風を受け、聖は目を見開く。扉の向こうに、見知らぬ野外の風景が広がっていた。明らかに、聖が見慣れた風かざ戸と里り市とは異なる世界だった。

　高く、青黒い空があった。恐おそらくは夜間なのだろうが、空の高い位置には月と同じ色形をした天体が、十数個も点在していた。都会の夜に似た明るい空を、多数の物体が浮ふ遊ゆうしている。鳥でも飛行機でもなく、夕方聖をさらったドラゴンをはじめとし、不思議な生物ばかりが何種類も飛んでいた。

　大地はどんな仕組みがあるのか、群ぐん青じよう色に発光していた。石いし畳だたみの道以外は何も存在せず、閑かん散さんとした丘おかの上に、西洋風の大きな建物が鎮ちん座ざしていた。聖が子供の頃ころに読んだ童話のお姫ひめ様さまは、誰もがあんな感じのところに住んでいた。城と呼ぶべき輪りん郭かくをしたものが、天と地から押し寄せる大量の光を浴びて、景色の中央に堂々と居座っていた。

　綺き麗れいだと思って立ち上がった途と端たん、聖はうっかり腕うでの力をゆるめてしまった。葉村が床に落ちて「はむぎゃん」と鳴いた。

「……惚ほれたあたしが悪いのかぁー、罪なもんだよ天てん箱そう園えんの男はぁよぉー」

　のんきな鼻歌が聞こえて、聖は葉村を拾うのを忘れて視線を上げる。黄金色の扉を抜ぬけたすぐ先に、まっ黒なローブを着た青年が立っていた。

　青年は身長よりも長い鎌かまを持っていて、その姿から率そつ直ちよくに死神を連想させた。しかし死神風の人物は手に化け粧しよう用のコンパクトを持ち、目元へ濃こいアイシャドーを施ほどこしながら、口からは演歌的なメロディを漂ただよわせていた。

　死神はひとりで調子よさげにこぶしを回していたが、全開になっている扉に気づくと、ものすごい速さでコンパクトと口を閉じた。だが扉の近くに立っている直哉を見て、あからさまに気の抜けたため息をついた。

「何だあ、直哉じゃない。化粧直しの最中に驚おどろかさないでよ。さっき会ったばかりなのにどうしたの？　またあたしの顔を見に来てくれたの？」

「んなわけないだろうが。また違法逃とう箱そう者しやが出て、強制送そう還かんするだけだ」

　直哉が床に転がる三名を引っ張り上げて、扉の先へ放ほうり投げる。押おう収しゆう品を詰つめた新しい段ボール箱も放りながら、直哉が「どうでもいいけどお前、さっきよりヒゲが目立ってるぞ」と言うと、門番らしき女言葉の青年は「夕方過ぎるとどうしても濃くなってきちゃうのよ、毎朝鎌でお手入れしてるのにねえ」と、真剣な顔で言っていた。

「強制送還……」と呟つぶやいた聖に、隣となりの湖子が視線だけ向けて答える。

「私たち派は遣けん騎き士しの間では、地球で違法行こう為いをした逃箱者を天箱園へ戻もどすという意味で使っているわ。夕方あなたを襲おそった非ひ承しよう認にん業者も、あなたが気を失っている間に直哉が送還した。今いま頃ごろは審しん判ぱん館かんの地下牢ろうで、反省文でも書かされていると思う」

　湖子は聖の感想など求めていないようで、言い終えると、扉の方に視線を戻してしまった。扉の手前では葉村が「みんなもとの次元でも元気でね」と前まえ脚あしを振ふっており、目を覚ました男二名が「送還はいやだ」と部屋の方へ戻ってこようとしていた。ダミ声の門番は「はいはい、騒さわがないの」と鎌と足を振り、犯罪者の逃にげ道をあっさりと遮しや断だんした。

「今回も雑魚ざこっぽい逃箱者ねえ」

　門番が扉の縁ふちに寄りかかり、直哉が差し出したファイルを受け取った。

「一日二件も強制送還させるなら、もうちょっと大物を捕つかまえてきなさいよ」

「犯罪者に雑魚も大物もない」

　直哉が力強く言い返し、足あし下もとのごみを蹴けっ飛ばす。ごみは扉を越えて、異次元側の淡あわい大地へ転がった。逃箱者はこちらへ戻ろうとしては門番に踏ふまれていたが、それ以外に扉の向こうからやって来ようとする者はなく、直哉もその場で腕うで組ぐみをするだけで、金色の境界を越えようとはしなかった。風だけが往来し、聖の前まえ髪がみを揺ゆらした。

「報告書に不備はないようね。審判館に引き渡わたしておくわ。お疲つかれさま」

　門番は鎌をゴルフクラブのように振って違法逃箱者を扉の死角へ移動させた後、扉の先から首を突つき出し、部屋の中へ無ぶ遠えん慮りよな視線を巡めぐらせた。

「一日二回も見て改めて思うけど、やっぱり狭せまい『要よう塞さい』だわ。直哉、よくそんなところに住んでられるわねえ。あら湖子ちゃん、今日も若くて綺麗ね。羨うらやましいわ」

　湖子が無言で会え釈しやくをした。門番の視線は次に聖へ移ったが、聖を見ると門番はつけ睫まつ毛げを忙せわしなく動かし、床ゆかの上へ勢いよく右足を踏み出してきた。気き魄はくに圧おされ、聖は壁かべに背骨をぶつけた。

「そこの可愛かわいい子、名前は？　いくつ？」

　門番が目を輝かがやかせて尋たずねてくる。聖が反射的に「吉乃聖、十五歳です」と答えると、門番は「あらまあ声も可愛い」と目を見開いた。

「新人の騎士？　騎士にしてはずいぶんか弱そうだけど、女の子みたいなところがいいかも。あたし的ランク５『毎日眺ながめたい』って感じ。もっとよく顔を見せてちょうだい。いっそのこと抱だきしめさせなさい」

「こいつは保護した地球人被ひ害がい者しや、それにれっきとした女。これ以上脅おどかすな、鼻息荒あらくするな、許可なく次元を超こえるな」

　直哉に両肩を押し返され、門番は「何だ、美少年だと思ったのに」と唇くちびるを尖とがらせる。聖が安あん堵どの息を吐はき出していると、葉村が足下へ移動してきて「異次元人にモテモテだね」と笑ってきたが、聖はあまり喜べなかった。

「それにしても直哉って本当によく働くけど、そんなに頑がん張ばって疲れない？」

　扉とびらの先に戻った門番が、鎌を肩に担かつぎながら言った。

「いつ見てもこの『要塞』、遊びがなくて殺風景だし、服だって何よそれ。せっかく地球に派遣されたんだから、そっちなりのおしゃれをしようとか思わないの？」

「服なんか何だっていいだろう。それに学生の格好は、街に溶とけこむから仕事がしやすいんだ」

「ほら、また仕事優先。まあ、そういうところがあたし的ランク２『結けつ婚こんを前提につきあってもいい』なんだけど。でもさっきみたいな違法逃箱者をちょっとくらい見み逃のがしたって、別に地球は滅ほろびやしないわよ。門番のあたしが言っていい台詞せりふじゃないと思うけど、もうちょっと適当に仕事して人生を満まん喫きつしたっていいんじゃない？」

「……昔、約束したんだ」

　直哉が低く返した。

「この次元を守るって。だから死ぬまで全力で派遣騎士を続ける。おれがしたいことはそれだけだ」

　それだけ言って直哉は床に視線を落とし、葉村が無言で直哉の肩かたへよじ上っていく。直哉が目を伏ふせた、たったそれだけのことで部屋中に何だか重い沈ちん黙もくが漂い、聖は落ち着かなくなる。門番も「あたし、何か変なこと言っちゃった？」と狼ろう狽ばいしたが、葉村が「葉村は毎日プリンを十七個くらい食べると人生を満喫した気になるよ」と言うと、苦く笑しようを浮うかべた。

「あ、そうだわ。うっかりしてたけど、今こっちは大おお騒さわぎなのよね。のんきにおしゃべりしてる場合じゃなかったのよ」

「大騒ぎって、何かあったのか」

　目を上げた直哉の問いに、門番は色つきの目ま蓋ぶたを開閉させる。

「まだニュースで伝わってないの？　大ごと過ぎて、報道規制が敷しかれてるのかしら。こっちは第一王子がぎゃあぎゃあ騒ぎ出して大変よ。家臣連中もぴりぴりしてるし、扉を長く開けているのを知られたら、何か言われるかもしれないから、もう閉めるわね。じゃあ直哉、またね。今度地球出張申しん請せい書しよを出して、そっちに行って、あたしが思いっきり癒いやしてあげるから」

　門番が不気味な投げキッスをすると、それを合図にしたように、黄金色の扉が軋きしみながら閉まり始めた。風が逆流を起こし、部屋の空気が異次元の方へ吸いこまれていく。強制送そう還かんされた逃とう箱そう者しやの「地球がいいよー」という泣き言が、小さく聞こえた気がした。

　聖は風に煽あおられるネクタイを押さえながら、遠ざかる不思議な景色を凝ぎよう視しした。複数の月光に照らされて、地面が優やさしく発光している。初めて見た風景のはずなのに、なぜか胸の奥に切ない痛みが駆かけ抜ぬけた。

　理由がわからず視線を彷徨さまよわせた聖の目に、直哉の横顔が留まる。扉の先を見つめる派は遣けん騎き士しの瞳ひとみに、どことなく寂さびしそうな光が差していた。湖子の表情は聖の位置からは確認できなかったが、白い指先が直哉の袖そでを控ひかえめに握にぎっているのが見えた。異次元人も生まれ故郷を前にすれば、それなりに何か思ったりするものなのだろうか。そんなことを考える聖の前で、扉が音を立てて完全に閉とざされる。

　白い蒸気が上がり、扉は光の柱に戻もどり、床の割れ目へと沈しずんでいく。割れ目が塞ふさがり、光は消え去り、床にはごみだけが残った。

「腹へった」

　直哉と葉村が揃そろって腹部を押さえる。湖子が「夕飯にしましょう」と告げる。それを見る聖は、家族みたいだなあと感想を抱く。

　振ふり子時計がひとつ鳴り、六時三十分を告げた。
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「聖ひじりも一いつ緒しよに夕飯を食べようよ、食前用のキラメキ抹まつ茶ちやプリンもあげるよ、ぐちゃぐちゃだけどね」と葉は村むらに誘さそわれたが、聖は丁てい重ちように断った。これまで友人と食事をした経験すらろくにないのに、今日会ったばかりの人と、しかも異次元人と夕飯なんて、想像しただけで目眩めまいがした。足あし腰こしも回復したので家に帰ることを告げた聖を、台だい城しろ湖こ子こは特に引き留めず、果か月づき直なお哉やもただ「気をつけて帰れよ」と言っただけだった。

「……異次元人、かあ」

　出てきたばかりの『要よう塞さい』を振り返り、聖は呟つぶやく。私鉄高こう架か沿いの、細長い土地に立つ雑居ビル。何の変へん哲てつもない三階建て。それなりの建築年数を経ているのか、灰色の外がい壁へきは周辺の景色と馴な染じむように褪あせ、聖が下りてきた外階段は、軽く錆さびついていた。

　湖子の説明では、確か一階には逃とう箱そう者しやの互ご助じよ組織本部があり、三階にはその組織が正式承認した、命めい壇だん売買業者の事業所がある。そんなことを思い返しながら各階を見上げてみても、エアコンの室外機や窓明かりが平へい穏おんに確認できるだけで、異様な雰ふん囲い気きはどこにもない。二階の茶色い扉とびらの前には赤い自転車が置かれており、雑居ビルの上空には、昇のぼりたての大きな満月が浮いていた。

「……帰ろう」

　聖は『要塞』に背を向けて歩き出した。この辺りはあまり馴染みのない通りだが、駅が近いおかげで自宅の方向はすぐに見当がつく。歩きながら、夕食は自分ひとりだから手を抜いて作ろう、その後はゆっくりお風ふ呂ろに入って早めに寝ねる、ああその前に髪かみを少し切らないと、などと、聖は頭の中で今夜の予定をとりとめもなく巡めぐらせていた。早く自分のいるべき場所に戻り、日常に浸つかり直したいと思った。

　頭上の高架を、電車の通過音が往来した。舗ほ道どうのない道路を、前方から風かざ戸と里り高校の制服を着た男子生徒のグループがやって来た。聖とは違ちがうクラスの生徒たちは、聖とは無む縁えんな話題で何やら盛り上がっていた。

　高架の下をくぐり、砂利じやりの敷かれた月つき極ぎめ駐ちゆう車しや場を横切る。この先を抜けて路地を曲がれば、聖の住むマンションはすぐそこだ。広めの駐車場には聖の他ほかに、犬をのんびりと散歩させている老人がいるだけで、どこか遠くの方から救急車のサイレンが響ひびいていた。

　聖は砂利を踏ふみながら、先ほどすれ違った生徒の服装から連想し、同じ制服を着た派は遣けん騎き士しのことを早くも思い返していた。「学生の格好は街に溶とけこむので仕事がしやすい」と本人は言っていたが、なぜ風戸里高の制服を選んだのだろうと、少し気になった。

　大した意味はなく、私立校などの凝こった制服よりも、平凡で目立ちにくい部分を利点としたのかもしれない。自分自身のスクールセーターに目をやって、聖はそこでようやく気がつく。ブレザーを『要塞』に忘れてきてしまった。

　来た道を引き返そうとした時、不意に強い風が吹ふき荒あれた。電柱が震ふるえ、犬が抗こう議ぎじみた声で吠ほえる。砂すな埃ぼこりに細められた狭せまい視界へ、奇き妙みような光景が飛びこんできて聖を硬こう直ちよくさせる。聖の前方に、空から馬車が突つっこんできていた。

　それは異様なまでに輝かがやいている馬車だった。車部分は全すべて金色。牽けん引いんするのも毛並みが金色の獅し子し四頭。獅子が牽ひいては「馬車」と呼べないのかもしれないが、四頭が揃って剝むき出している牙きばも金に輝いていて、何か文句を言えば即そく座ざに嚙かみついてきそうな空気を色いろ濃こく漂ただよわせている。馭ぎよ者しや台で手た綱づなを握る人物も金。全身を西洋風の甲かつ冑ちゆうで覆おおっているのだが、兜かぶとも鎧よろいも曇くもりのない金色だ。鎧の肩かた口ぐちから垂れる長いマントだけは純白だが、それがまた余計に金を際きわ立だたせている。

　更さらに馬車の周囲には、自動車並みに大きな鳥が十数羽、馬車を護衛するように飛んでいた。鳥の外見は大きさを抜ぬきにすれば鷲わしと似ているが、どの鳥も色はくちばしから翼つばさまで徹てつ底ていされた金一色。背には金色鎧の人間が乗っていた。

　そんな派手派手しい集団が、堂々と存在感を主張しながら、聖の目前に猛もうスピードで駆かけ降りてくる。混乱と恐きよう怖ふと色しき彩さいの飽ほう和わに意識が溺おぼれ、聖は中度の貧ひん血けつに襲おそわれる。地響きが走り、散歩中の老人が犬と一緒にひっくり返った。

　騒そう々ぞうしい音を立て、馬車が停とまった。獅子は聖に大きな鼻の穴を見せつけた位置で停まり、金の鷲軍団は馬車の左右に土つち煙けむりを上げて着陸した。また変なのが出てきた。聖は口を半開きにし、傍かたわらでは老人と犬が抱き合あって震えた。高架を走る電車は地上の非常事態に気づくこともなく、素っ気なく通り過ぎて行った。

　猛もう煙えんがおさまると、馭者台の人物が兜を外した。日本人風の壮そう年ねん男性が顔を現し、偉えらそうな目つきで駐車場を見回す。馭者は台から降りると、鎧のつなぎ目を鳴らしながら馬車後方の客室へと走っていった。馭者が手をかけた客室側面の扉には、太陽らしき紋もん章しようが大きく刻まれていた。

「こちらにおわしますのは、天てん箱そう園えん第百五代国王万ばん緑りよく陛下の第一王子、荒あら星ぼし様である」

　扉の取っ手を摑つかみ、馭者が高らかに言った。

「下げ賤せんの一生で、まみえる機会を得た幸運に心より感謝を示し、天に頭こうべを下げよ」

　鷲に乗っていた鎧たちが一いつ斉せいに地面へ降り、片方の膝ひざをつく。四頭の獅子も地面に腹をつけ、つられたのか、老人と犬も時代劇で殿との様さまを前にした庶しよ民みんのようにその場にひれ伏ふす。頭を上げているのは状じよう況きようがのみこめずに棒立ちになっている聖だけで、馭者は聖を数秒睨にらんだが、それ以上何も言わずに扉を引き開けた。

　客室の中からまず出てきたのは、白いズボンに包まれたやたらと長い脚きやく部ぶだった。馭者が地面に屈かがみこむと、白ズボンの主は馭者の背を踏み台にして地面へと降りてきた。

　三十代前半ほどの男が全身を披ひ露ろうした。切れ長の瞳ひとみ、微び笑しようをたたえた口元、肩まで伸のばした黒くろ髪かみの先は縦ロールを描えがいている。着ているものは真っ白な詰つめ襟えりで、襟や肩、袖そでの部分に、金色の装そう飾しよくがうるさいほどに揺ゆれている。右手には赤い薔薇ばらの花束を抱かかえており、高級感を前面に押し出そうとしている雰囲気を、聖は臭におうほどに感じさせられた。露ろ骨こつに鮮あざやかな男は背が高く、脚あしもずいぶん長く見えたが、よくよく注視すれば、かなり踵かかとの高いブーツを履はいていた。

　男は薄うす笑わらいのまま周囲を見回していたが、聖の方に視線を留めると、不気味なまでに明るい眼光を発してきた。

「おお、我が妹よ！」

　男が両手を広げ、こちらに向かって駆け出してくる。逃にげようと決意した時はすでに遅おそく、聖の視界に真っ赤な薔薇の花びらが散った。

「妹よ、ああ会いたかったぞ妹よ。よくぞ生きてくれていた、異い母ぼ妹まいよ」

　男がやたらと熱い口調で言い、抱きしめた人物に頰ほおずりをした。

「そちが死んだと聞かされて十五年、宮きゆう廷ていは私が流した涙なみだの海でカビだらけになっておったのだぞ。それなのに何という奇き跡せき、何という幸こう甚じん。やはり在あ琉る架か神しんは、我ら神しん軍ぐん七なな援えん者じやの子孫を見守っておるのだな。それにしても趣しゆ味みで男装をしているとは耳に挟はさんでいたが、ずいぶん上手に化けたものだ。さすがは我が妹、器用だぞ」

　聖は頰をひきつらせ、犬は唸うなった。縦ロールヘアの男に抱きしめられているのは聖の隣となりにいた老人で、老人は完かん璧ぺきに呼吸困難に陥おちいっていた。

「殿でん下か」

　鷲軍団の鎧がひとり歩み寄ってきて、男の耳元で低く言った。兜の下から覗のぞく目鼻立ちが理知的に整っており、聖はこちらには優ゆう秀しゆうな銀行員という感想を持った。

「違ちがいます。隣です。それは無関係な地球人です」

「おうっ」と派手な男が叫さけび、老人を突き放す。砂利じやりの上に転がった老人が「うえー」と叫んで盛せい大だいに咳せきこみ、男は忌いま々いましそうに白い詰め襟の乱れを直した。

「ううむ、私としたことが再会の喜びに興奮しすぎたようだ。十五の娘むすめがこんなに巧こう妙みように老ろう爺やに化けられるものかと、抱きしめながら実は少し不ふ審しんに思っていたのだ。そうかそうか、それもそうか。我が妹はそちの方だな。改めて、再会を喜びあおうではないか」

　男が花束の先せん端たんで聖を指すと、跪ひざまずいていた鎧よろいたちが一斉に立ち上がり、盛大な拍はく手しゆをした。男は花束の位置を聖の顔からつま先まで辿たどるように下げ、鼻の下を伸ばした。

「ほうほうほう……顔はそれほどそっくりでもないが、肩の線やら腰こしの線やら、じっくり見れば亡なき若葉殿どのを思わせる部分も多々ある。こんな可か憐れんな妹を長らく放置していた私を、快く許すがいい」
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「すみません、どちら様ですか」

　状況に理解が及およばず聖が尋たずねると、男は「なうっ」と喚わめいて眉まゆをつり上げ、薔薇を乱暴に握にぎり潰つぶした。

「私がわからぬというのか？　十五年間別の次元で離はなれて暮らしていたとはいえ、我らは父を同じくする兄きよう妹だい。たとえ言葉や証しよう拠こがなくとも、熱き血潮の高波が、自おのずと家族であることを知らせてくれるというものだろうが。それなのにわからないとは、情けない、情けないぞ妹よ」

「殿下もさっき、間違えましたけどね」と先ほどの銀行員系の鎧が言い、男が「頭ずが高い」と花束で兜かぶとを叩たたこうとする。銀行員系が素す早ばやく攻こう撃げきをかわしたので、隣にいた背が低くて子供っぽい容姿の鎧が代わりに叩かれた。

「ひどいですよ、二に隊たい長ちよう」と子供っぽい鎧が銀行員系に摑みかかり、他ほかの鎧たちがそれを止めようと動き、ぼこぼこぼこと、金属のぶつかり合う音が駐ちゆう車しや場に響ひびき渡わたる。何だか知らないが喧けん嘩かが始まった。聖は今のうちに逃げようとしたが、縦ロールヘアの男が聖の手首を強く摑み、巻いた髪ごと顔を接近させてきた。

「失敬失敬、家臣の見苦しいところを見せてしまった。宮廷騎き士し団『空くう明めい祈き覇は』第二部隊『四し海かい神しん曲きよく』ともあろう連中が、こんな有様では情けないな」

「宮廷……？」

　呟つぶやき返した聖に、しつこそうな男は「おおそうだ」と大きく頷うなずき、薔薇の花束を天に掲かかげる。

「宮廷──そこはこの私、天箱園現国王の第一王子荒星が、いずれ主あるじとなるべき場所。そして十五年前、そちの生まれた場所でもある。そちは現国王と亡き第三王おう妃ひ若葉の間に生まれた、第三王女夕ゆう凪なぎなのだ」

　異次元の王子が聖に花束を向けて、びしりと言い切った。ひくり、と痙けい攣れんを起こした聖の頰を、冷たい何かが通り過ぎて行った。







　聖の足あし下もとには呼吸困難から回復した老人が犬と並んで座り、興味深そうにこちらを眺ながめていた。獅し子しの馬車や派手派手しい男と甲かつ冑ちゆう一行をわりと普ふ通つうに見ていることから、サーカス団にでも勘かん違ちがいされているのだろう。聖は茫ぼう然ぜんとそんなことを推測し、そんなことを考えている場合じゃなかったと、慌あわてて頭かぶりを振ふった。

「どうした妹よ。頭に蠅はえでもついたかね」

　長い巻き毛をかき上げて、荒星という名の男が尋ねる。聖は頭を振る速度を上げて言い返した。

「い、妹って、そんなわけ、ないじゃないですか」

「まあさっきも言った通り、正確には異母兄妹ではあるがな」

　聖の困こん惑わくを無視し、荒星は薔薇の花を愛いとおしげに撫なでながら答えた。

「天箱園では国王にのみ、一夫多妻が許されている。私の母は第一王妃、そちを生んだ若葉殿は三番目の妃きさきだ。我らの父には最多時で十三人の王妃がいたというが、私としてはそれほど多くはなく四、五人にみっちり囲まれるのが好みだ」

「そうじゃなくて……どうしてぼくが王女だなんて勘違いが起きるんですか」

　聖は必死に喉のどを上下させて、荒星に訴うつたえた。

「さっき、今日、夕方……ええととにかく、逃とう箱そう者しや、だっけ、そういう人たちにも若葉様とかいう人の娘だって言われたんです。どうしてみんな間違うんですか」

「間違い？」

　荒星が瞳ひとみから鋭するどい光を発する。途と端たんに聖の中で汗あせの量が増したが、聖は懸けん命めいに顎あごを引き、言葉を絞しぼり出す。

「そ、そうです。だってぼくは、正真正しよう銘めいの地球人なんです。母親は第三王妃なんかじゃなくて、吉よし乃の恵理三十二歳キャバクラ経営者で今いま頃ごろ温泉で飲んだくれています。父親には会ったことがないけど、普通の人だったって母が言ってました。異次元の王様だなんてありえません」

「やれやれ、悲しいぞ妹よ。天箱園にいた頃ころは生まれたての赤ん坊ぼうであったがゆえ、当時の記き憶おくが皆かい無むなのは仕方がないとしても……たった十五年ですっかり地球人になりきってしまったようだな」

　荒星が額に手を当てて、長いため息をつく。あわせたわけではないだろうが、四頭の獅子も鋭い鼻息を吐はき出して、聖の髪かみを強く煽あおった。

「しかし悲しくとも、全すべてを語るのは私の役目。今となってはたったふたりきりの兄妹であるのだからな。──説明してやれ」

　荒星が額から手を外し、芝しば居いがかった動作で指先を鳴らす。先ほど二隊長と呼ばれていた銀行員系の鎧が「全てを語るのは自分の役目だって今仰おつしやったくせに」と言いながらも、金属に包まれた腕うでを斜ななめ上空に突つき出した。

　宮きゆう廷てい騎士の手のひらを中心にして、黄昏たそがれ色の空気が大きく波打った。歪ゆがみが飛沫ひまつ状に弾はじけ飛び、空間の一部に、横長の長方形をした闇やみが現れる。闇の周辺は淡あわく輝かがやく光の輪りん郭かくで縁ふち取どられており、宙に大きな額縁が現れたかのようだった。

　二隊長が、隣となりの子供っぽい騎士に目で何か合図をした。小こ柄がらな宮廷騎士はげんなりとした顔で頷き、額縁の前に小走りにやって来て、「気をつけ」の姿勢を取った。

「えー、本日、天箱園時間で輝き石せきの刻こく十五進しん頃ごろ、次じ元げん衛えい生せい館かんから宮廷に連れん絡らくがありました。次元衛生館というのは、天箱園にある宮廷付属機関でありまして……」

　小柄な宮廷騎士が、じゃんけんで負けて課題の発表をさせられている学生のような口調で話し始める。荒星は他の家臣に馬車の中から椅い子すを持ってこさせ、聖の隣に悠ゆう々ゆうと腰こしを下ろした。椅子にも、鬱うつ陶とうしいくらいに高級な装そう飾しよくが施ほどこされていた。

「……えー、定期的に別次元へ出張し、逃箱者が落としたり遺のこしたりした天箱園関連の物質等を、回収する役割を担になっています。宮廷では別次元の雑務は、派は遣けん騎き士しにほぼ一任しておりますが、人数の都合もあり、派遣騎士だけでは手が回りきらないところも多いため、こういった専門職があります」

「要するに、辺へん鄙ぴな別次元に派遣されているような騎士は、その程度の能力しかないという意味だな」

　荒星が脚を組み替かえ、鼻を鳴らす。そんな態度に聖はなぜか、かすかな苛いら立だちを覚える。説明係の宮廷騎士は誰だれの反応も気に留める様子はなく、発言を続けた。

「えー、それで次元衛生館からの連絡内容とは、『本日地球で回収した遺留品の中に、不ふ審しんなものが見つかった』というものでした。不審な遺留品とは、これです」

　宙に浮ういた額縁の中に、ぱっと、写真的な画像が浮かんだ。ブラウン管型のテレビが一台、写っている。観客になりきっている老人が「テレビがどうした」と言い、聖は「あ」と声を上げてしまったが、宮廷騎士はやはり自分のペースで口を動かした。

「天てん使し列れつ変へん換かん補助材『水すい晶しよう』丙へい番、容量八の旧型です。命めい壇だん売買の際に、主に利用されます。この機具は地球時間で午後五時三十分頃、風かざ戸と里り市内、県立風戸里高校裏庭付近で発見されたそうです」

「そしてこれを、次元衛生館の担当者が廃はい棄き前の規則としてチェックしたところ、内部に妙みような映像が残っていることに気がついた」

　自分で喋しやべりたくなったらしく、荒星が椅子から立ち上がった。まわりの騎士がすぐさま派手な椅子を片づけて、馬車の獅し子しは欠伸あくびをした。

「『水晶』は捕ほ獲かくした人間の命壇に接続し、その履り歴れきを映像化する機具であるが、回収されたものには、天箱園現国王の第三王おう妃ひ若葉殿どのの姿が映されていた。履歴所有者の視点で、第三王妃から産まれる映像や、王妃や侍じ女じよにあやされている映像などが残っていた。これは王家、いや天箱園全体にとって奇き妙みようすぎる事態であった。なぜなら──」

「なぜなら、そんな履歴を持つにふさわしい夕凪姫ひめは、十五年前に起きた宮廷内乱の際に亡なくなられたはずだからです」

　荒星の台詞せりふを奪うばい、子供っぽい宮廷騎士が言った。説明に乗り気になってきたのか、宮廷騎士は第一王子の前に立ち、金の胸当てに手を添そえて口を開いた。

「大臣派の反乱で始まった戦いくさは、王族派が大臣派を鎮ちん圧あつし、平へい穏おんを取り戻もどすことで終局を迎むかえました。しかし戦火の犠ぎ牲せいは大きく、国王と十三人の王妃の間にいた十男五女のお世よ継つぎ様たちは、たったひとりを除き、みなお命を落とされてしまったのです。ちなみに生き残ったひとりとは荒星様で、この運のよさは冥めい土どの神に嫌きらわれているとしか思えないと、当時騎士団内で囁ささやかれていました」

「無礼者、現げん世せの神に愛されていると言いたまえ」と、荒星が宮廷騎士の口を背後から塞ふさぎ、代わって話し出した。

「そんなわけで、第三王妃との思い出を含ふくんだ履歴が、生きた者の命壇から見つかるのはおかしい。次元衛生館の担当者が『水晶』の持ち主を調べてみると、その逃とう箱そう者しやはちょうど地球から強制送そう還かんされ、投とう獄ごくされたばかりであった。早さつ速そく呼び寄せて事情を聴きいてみると……」

　荒星が指を弾はじくと、額縁内の画像が、顔をモザイクで隠かくされた二名の写真に切り替わった。モザイクで顔は不明だが、首から下はそれぞれ割かつ烹ぽう着ぎと安そうなトレーナー姿であり、聖は「ああ」と呻うめくしかなかった。

『ええ、そうですよ。偶ぐう然ぜん捕つかまえた地球人なんですけどねえ、あれは間ま違ちがいなく、王族の顔をしていましたねえ』

　プライバシーの保護のためか、音声を変えられた声が額縁から聞こえてきた。

『よく見ると気品があるっていうか、何ていうか。ほら、先月若葉様が亡くなって、ちょうど日記の噂うわさが流れたところでしょう。あたしらもまさかとは思ったんですけど、やっぱり第三王女は生きていたんですねえ。え、その吉乃聖とかいう王女らしき高校生はどこに行ったかって？　派遣騎士に保護されたみたいだけど、あのがさつな感じの騎士に被ひ害がい者しやが姫君かどうかなんて、繊せん細さいな予感は働かないと思いますけどねえ。気づかないで家に帰しちゃったんじゃないですか。え、もういい？　まだ喋るけど？　は、インタビュー料は出ない？　ちょっと、ふざけるんじゃないよ、あたしゃ命壇売買で名をあげるのは諦あきらめたけど、夕凪姫を見つけたお手て柄がら逃箱者として栄光を』

　ぶちっ、という音がして、音声が切れた。画像も消え、額縁の中は暗くら闇やみに戻る。言葉の出ない聖へ、荒星は不気味に微笑ほほえみかけてきた。

「今の逃箱者も言っていたように、第三王妃は先月離り宮きゆうで亡くなっている。内乱後の心労から、長い間病に臥ふしておられてな。そして葬そう儀ぎの後、若葉殿がつけていた日記が公開されたのだが、その内容が天箱園中を驚おどろかせたのだ。その日記の中で若葉殿は──」

「自分の娘むすめである第三王女は地球で生きている、と告白されていたのです」

　子供っぽい騎士が、荒星の手を振ふり解ほどいて目を輝かがやかせた。

「『私はずっと噓うそをついていた。十五年前の宮きゆう廷てい内乱の時、赤ん坊ぼうだった娘は戦火にのまれて遺体も残らなかったと王に報告したが、それは噓だ。第三王女は地球で生きている』、そう記されていました。若葉様は第三王女を宮廷から逃のがすため、地球の知人に預けられたというのです。ご自身の病のため、その後会いに行くことが二度と叶かなわなかったと、涙なみだで日記の紙面が濡ぬれているのを僕も見ました。更さらに若葉様は、『現王家唯ゆい一いつの後こう継けい者しやである第一王子は、私欲まみれの自己中心主義、派手好きな浪ろう費ひ家かで、家臣も民たみも不安を抱いだいている。しかし地球で生きている第三王女も、れっきとした王の血を引く子。天箱園を継ぐ権利はある。この次元の未来は決して暗くはない』と素す晴ばらしいご見解を遺していらっしゃいました」

「私のどこが私欲まみれの自己中心主義だと言うのかね」

　荒星が叫さけび、宮廷騎き士しと摑み合いを始める。他ほかの騎士もその周囲に群がる。老人は犬に「難しい芝しば居いだのう、言いたいことがわからん」と言って立ち上がり、駐ちゆう車しや場を歩き出した。

「要するに、まとめると！」

　鎧よろいの群れから荒星が飛び出してきて、老人をはね飛ばし、聖の手を強く握にぎる。ハンドクリームを塗ぬりすぎているのか、妙につややかな手だった。

「日記だけでは証しよう拠こ不ふじ充ゆう分ぶん、若葉殿の妄もう言げんとも言われていた第三王女生存説が、今日はっきりと確証されたわけだ。あのような履歴を所有しているそちは、間違いなく第三王女夕凪なのだ」

「そんなわけ、ありません」

　第一王子の手の感かん触しよくに鳥とり肌はだを立てつつ、聖は言い返す。

「何度も言いますけど、何かの間違いです。ぼくは異次元の生まれなんかじゃありません。母だって出身は東北の農家だって言っていたし……」

「わからない妹だな」と、荒星が機き嫌げん悪そうに聖の言葉を遮さえぎる。

「そちが十五年間母親と思いこんできた地球人女性とそちの間に、血の繫つながりはない。そやつは内乱以降、第三王おう妃ひに代わってそちを育てただけの養い手。赤の他人だぞ」

「い、いい加減なこと言わないで下さい」

　すっぱり「他人」と言い切られ、体温が上がる。聖は荒星の手を振り払はらった。

「母はいつだってぼくのことを、たったひとりの肉親だと大切にしてくれています。母は噓がものすごく下手なんです。へそくりなんか隠した三秒後にバレます。そんな人が、十五年間も噓をつき通せるわけないじゃないですか」

「それは当然であろう。その地球人女性は、そちに噓をついているという自覚はない。彼女はこれまでそちのことを、自分が産んだ子供だと疑いもせずに過ごしてきたのだからな」

　払われた手で縦ロールの毛先を撫なで、荒星はどうでもよさそうな口調で続けた。

「例の『水すい晶しよう』は故障寸前の年代もので、そちの履り歴れきをくまなく残しているわけではなかった。しかし要所要所、重要かつ興味深い映像を記録してくれていたぞ。十五年前、まだ生後数週間のそちは、第三王妃に連れられて宮廷内乱を避さけ、次元の道を通り、初めて地球に来た。映像が途と切ぎれがちで細かな事情はわからなかったが、あのか弱い若葉殿どのひとりでよくもまあ、そちに怪け我がひとつ負わせずに戦火をくぐり抜ぬけたものだ。天箱園に戻もどったら、ぜひ墓前で礼を言うとよい」

「だから、ぼくは……」

「そちは地球に来るとすぐに、この街にある診しん療りよう所じよに連れてこられている。川っぺりに建つ、薄うす汚ぎたないところだったな」

　荒星は聖を無視し、宙に浮うかぶ額がく縁ぶちを見た。そこにはもう何も映されていないが、荒星は観みたばかりの映画を思い出すように、目を細めた。

「診療所を開いていたのは、天箱園の元宮廷医だ。個人的な事情から内乱が起きる数年前に地球に移住した、要は逃とう箱そう者しやだな。以前から若葉殿とは親交があったようで、若葉殿はそやつを頼たよって地球に来たらしい。普ふ段だんその診療所は、逃箱者や地球で働く天箱園人だけを診みていたようだが、十五年前に若葉殿が訪おとずれたその日だけは、たまたま近くの道みち端ばたで産気づいた地球人女性を保護し、分ぶん娩べんを手伝っていた。だが妊婦の子供は胎たい内ないですでに衰すい弱じやくしていたらしく、出産数分後には死亡してしまった。地球人女性は産後の疲ひ労ろうから意識が混こん濁だくしており、そのことには気づいていなかったらしい」

　荒星の傍かたわらで老人と犬が起き上がり、また散歩を再開する。犬はのんきに尻尾しつぽを振っていた。

「若葉殿は当初、自分も地球へ移り住む覚かく悟ごでいたようだが、体の弱い第三王妃が逃箱者になれるわけがないと、医師に止められた。若葉殿は仕方なく、信しん頼らいできる元宮廷医にそちを託たくそうとした。しかし元宮廷医は高こう齢れいであり、仕事と寿じゆ命みように追われる自分のもとで王女を匿かくまうよりも、今目の前にいる愛情深そうな若い地球人に育ててもらう方がよいと判断した。その患かん者じやに、本当の赤ん坊がどうなったのかを告げるのも酷こくだという思いも、少しはあったようだな。意識の戻った地球人女性に、医師はそちを、今生まれたばかりの子供だと差し出した。彼女は疑いもせずに、大喜びでそちを受けとった」

　高こう架かをまた、電車が通り過ぎた。地上の宮廷騎士はいつの間にか喧けん嘩かをやめて、全員が聖の方を見ていた。

「もうわかるな？　十五年前診療所に保護された地球人女性とは、そちの育ての親。そちは死亡した地球人の赤ん坊とすり替かえられ、吉乃聖と名づけられた天箱園人だ」

　荒星が勝ち誇ほこったように息を吐はき出し、大きく髪かみをかき上げた。

「そちは十五年間、無意識にも赤の他人を騙だまし、養育させ続けた。その男装の原因となったのは、そちを自分の娘むすめだと訴うつたえる変質者や、どこかへ連れ去ろうとした不ふ審しんな女のようだが、彼女たちは王女を手放すことに踏ふん切りがつかなかった若葉殿本人や侍じ女じよなのだ。そちが己おのれを偽いつわってでも騙そうとしていたのは実の母。いやはや、なんとも滑こつ稽けいな話ではないか」

　聖の手から、鞄かばんが勝手に地面へ落ちる。足あし下もとに飛び散った文具や自宅の鍵かぎを凝ぎよう視しし、聖は何度か唾つばをのみこんでから、言う。

「……そんなの、信じられません。証しよう拠こもないのに、そんなの……」

「命めい壇だんが映す履歴は、百パーセント真実であるぞ」

　花束に鼻を寄せ、荒星は悠ゆう然ぜんと言い返す。

「そちの命壇は過去に他人のものと交こう換かんされた形けい跡せきもなく、履歴偽ぎ造ぞうの細工もなかったという。覚えがなくてもこれは間ま違ちがいのない事実なのだ。──おや、その飾かざりはどこで手に入れたのだね？」

　必死に否定の言葉を吐こうとする聖の足下を、荒星が指さす。薄うす笑わらいの王子が示しているのは、自宅の鍵につけた飾りだ。聖は手早く荷物を拾い上げ、鍵を握にぎりしめる。

「……家の押し入れの中から見つけて、キーホルダーにしただけです。母が何でもかんでもためこむ性格で、だからこれもきっと、昔どこかで買ったもので……」

「見た目だけではわかりにくいかもしれんがな、それは天箱園でしか採れない金属で作られておるぞ」

　すでに口元を笑わせながら、荒星は言った。

「そのデザインも十五年ほど前に天箱園で流行し、身分の高い者の間でよく装そう飾しよく品に使われていたな。若葉殿が持っていたとしてもおかしくないが、普通の地球人の家庭にはないものだと思うぞ。そちの産うぶ着ぎにでも紛まぎれていた飾りを、何でもかんでもためこむ地球人が、ついでに保管しておいたのではないか？」

　聖の目はキーホルダーに吸い寄せられた。手のひらにすっぽりおさまる羽根形の飾り。全体を覆おおう鈍にぶい瑠る璃り色いろは、光の加減で微び妙みように色を変える。ところどころに、藍あい色いろをしたビーズほどの粒つぶがちりばめられている部分も、綺き麗れいで気に入っている。

　使い始めたのは小学一年の頃ころ。確かめたことはなかったが、母親の若い頃の私物だと聖は何の疑いもなく信じていた。もしかしたら父親から贈おくられた物かもしれないと勝手に想像したら、何となく幸せな気分にもなれた。鼓こ動どうの速まりを感じ、聖は急いで鍵を鞄の中へ戻す。

「さて妹よ、積もる話は宮きゆう廷ていで続けるとし、天箱園に戻ろうではないか。今こ宵よいは兄きよう妹だい水いらずの晩ばん餐さんを楽しもう」

　荒星が聖の手首を摑つかみ、その派手な胸むな元もとへ聖を引き寄せようとした。

「若葉殿はもういないが、国王は興味があれば、そちの顔くらいは見に来てくれるかもしれないな。そちの家族と居場所は次元の道の向こうにある。これ以上地球人を騙して母親役を押しつけるのも、心苦しかろう。そうだ、その地球人女性には、後で謝礼として何かくれてやるとしよう。確か以前宮廷で製造させた私のオリジナルグッズがまだいくつか……ごげふっ」

　荒星がくぐもった声を上げた。聖が振ふった鞄の角が、荒星の腹部に激げき突とつしたからだった。聖は異次元人の集団に背を向けて走り出した。背後からすぐに荒星の怒ど鳴なり声と、鎧よろいや馬車の動き出す金属音が聞こえてきたが、聖は全速力で地面を蹴けった。足下で砂利じやりが跳はね、鼓こ膜まくを電車の音がかすめ、視界を自動車のライトが炙あぶる。人通りの多い道で通行人の視線がいくつも体に突つき刺さったが、それでも聖は足を止めずに走った。

　家に帰ろう、早く帰らないと。唇くちびるを嚙かみしめてそう思った。自分を偽いつわりまわりを騙していても、家の中でならいつも安らげた。親しい友だちはつくれなくても、母親とは良好な人間関係が築けていると思っていた。だがそれは、自分の欺あざむきによって成立しているだけの繫つながりだと、今告げられた。

「う……！」

　痛いほどの強風が、聖の背中を打つ。背後から通行人の「馬車だ」「鷲わしだ」「変人だ」という悲鳴が聞こえる。圧あつ倒とう的な気配が真後ろまで迫せまっていることを全身で感じながら、聖は滲にじみ始める世界の中を走る。

　誰だれか──。

　出ない声で、懇こん願がんした。

　こんなの噓うそだって言って。名前を呼んで。教えて。

　王女なんかじゃなくて、ぼくが本当は誰なのか──。




「あ、聖だ」




　聖の聴ちよう覚かくが、気の抜ぬけた呼びかけを受け取った。




「ねえ直哉、本日の被ひ害がい者しやがものすごい速さで走ってるよ。オリンピックでも目指すつもりになったのかな。葉村は一度でいいから、金メダルを齧かじってみたいんだ。結構おいしいんじゃないかって、地球に来てから四年に一度は思うんだよ」

「お前、そういえば、天箱園の騎き馬ば試合でおれが獲とった金きん杯ぱいも食おうとしてたっけな。魂たましいまるごと雑食なんだな」

　平へい穏おんそうな会話が聞こえた。自宅に向かって走っていたはずなのに、聖の前方には灰色の雑居ビルが見えていた。外階段を赤い自転車を運びながら下りてくる、スクールセーターの少年がいた。少年の肩かたの上にはスカーフを巻いた巨きよ大だいハムスターが乗っていて、葉村は聖に気づくと前まえ脚あしを振ってきた。

「聖ー、どこまで走るの？　葉村と直哉は夕飯前に、夜食用の買いものに行くところだよ。夕飯の後に満腹状態でコンビニに行って素す晴ばらしい品々を目にしても、『別にいいか、菓か子しに命かけてる年でもないし』ってクールに帰ってきちゃって、一、二時間後に結局お腹なかが空すいて、激しい後こう悔かいに苛さいなまれることってたまにあるよね。だから賢かしこく今のうちに行っておくんだよ。葉村の夜食は、どすこい濃のう厚こうカスタードプリンっていつも決まってるんだ……はむん」

　葉村が言葉を切り、前のめりになる。果か月づき直哉がサドルの後ろからビニール傘がさを引き抜き、自転車を放して、十段ほど残っていた階段を一気に駆かけ下りたからだった。

　聖の方へ走ってくる派は遣けん騎士の背後で、自転車が階段を派手に滑すべり落ちていく。それなのに、聖の耳には何の音も届いてこない。果月直哉の足音も聞こえない。派遣騎士の手の中で、ビニール傘が光を伴ともない長ちよう剣けんへと形を変えていったが、粒りゆう子しの奏かなでるあの不思議な音色も聞こえない。聖の真後ろには、あらゆる音を搔かき消す猛もう獣じゆうの咆ほう吼こうと突とつ風ぷうが押し寄せていた。肩越ごしに振り返ると、獅し子しの大きな牙きばがはっきりと見えた。

　直哉が聖の腕うでを摑んだ。直哉は聖を引いて道沿いの薬局の前へ横転し、獅子の直ちよく撃げきを回かい避ひした。狭せまい店頭に並べられた安売りシャンプーとリンスが、激しく飛び散る。馬車の方は道みち端ばたに立てられた『盗とう難なん・置き引き・痴ち漢かんに注意！　風かざ戸と里り駅前商店街』という看板に激突し、通り中にけたたましい音と人の悲鳴を引き起こした。

「第一王子の悪あく趣しゆ味み自家用車じゃねえか。地球に何しに来たんだよ」

　直哉が素早く起き上がり、瞳ひとみの光を強めて言った。天てん井じようのスピーカーから流れる薬局のテーマソングが、妙みように浮うき足だって響ひびく。

「お前、聖とか言ったっけ。あの変人王子に何かしたか？」

　尋たずねながら、直哉は聖の腕を引っ張って立ち上がらせてくれる。床ゆかにいる葉村が手早く商品を片づけながら、「荒星王子の馬車を指さして笑ったとか、顔を指さして笑ったとか、ブーツの踵かかとを指さして笑ったとか」と補足をする。聖は急いで首を左右に振った。

「な、何もしてない、あの人がいきなり現れて、それで一方的に……」

「だよな。あいつの災害級自己中心主義は、どうせ一生なおらないんだろうし」

　言いながら、直哉は前方を睨にらむ。聖たちが転がりこんだ薬局の入り口に、方向転てん換かんしてきた馬車と金色の鷲が十数羽、砂すな埃ぼこりを上げて殺さつ到とうしてきていた。妙な客の行列に、レジから駆けつけた店員が腰こしを抜かし、薬やく剤ざい師しは泡あわを噴ふいて気絶する。

「ほうほうほう、これはこれは久方ぶりではないか。『凜りん馬まの系けい譜ふ』、果月直哉」

　馬車の窓から上半身を乗り出した荒星は、派遣騎士を見ると、切れ長の目を意味ありげに笑わせた。客室の屋根の上には砕くだけた看板の破は片へんが載のっており、荒星の頭上に『痴漢』という文字だけを残していた。

「別件で訪おとずれた地球で天てん箱そう園えんの名門騎士殿どのに会えるとは、よい土産みやげ話になるぞ。派遣騎士の仕事は順調かね？　狭せま苦くるしい次元でレベルの低い逃とう箱そう者しやどものおもりをし、さぞかし大変な職務であろうが、貴公はいつ見ても変わらず元気で結構なことだ。ついでに言えば、地位も給料も変わらないと見たが」

「黙だまれ派手王子。性しよう懲こりもなく自己顕けん示じ欲よく丸出しの馬車に乗りやがって」

　直哉が即そく答とうし、葉村はシュプレヒコール気味に「民たみの血税をださい自家用車に使うなー」と小さな拳こぶしを振ふり上げる。荒星は「私のどこが派手好きの目立ちたがりな破は滅めつ的浪ろう費ひ家かだというのかね」と怒ど鳴なり、近場にいた宮きゆう廷てい騎士の兜かぶとをもぎ取ろうとした。銀行員系の騎士が避よけたので、子供っぽい騎士が兜を奪うばわれて「またですか、二隊長」と嘆なげいた。

「いやはや、久しぶりの対面だというのに、態度がささくれ立って刺とげ々とげしいぞ、果月一級騎士。少し働き過ぎではないのかね？」

　奪った兜に爪つめを立て、荒星は口の端はしを嫌いやみな角度につり上げる。

「噂うわさによれば風戸里『要よう塞さい』の領りよう長ちよう殿は、本職を放ほう棄きして地球で相変わらずの道楽三ざん昧まいだと聞く。部下の負担が増え、休みも取れずに天箱園への帰郷もままならないらしく、実に気の毒なことだ。これはもう、過労死するまで帰れないのではなかろうか」

「やかましい、金粉野や郎ろう。お前こそ見合い相手にことごとく逃にげられて、妃きさきがちっとも決まらないってニュースで聞いたぞ」

　葉村が直哉の肩に飛び乗って「『結けつ婚こんしたくない男』ナンバーワンなんだよね」と言った。荒星は「きー、よくも言ったな」と叫さけんで兜を直哉の方へ投げつけたが、兜は全く違ちがう方向へ飛んでいく。聖は直哉の傍かたわらで身を縮こまらせていた。異次元人同士の口論は、野良のら猫ねこによる白熱した威い嚇かく合戦みたいだと思った。

「おお、我が麗うるわしの姫ひめよ。怖こわがらせてすまないな」

　荒星が馬車から一層体を乗り出させ、聖の方へ腕と猫ねこ撫なで声を差し伸のべた。

「果月一級騎き士しは腕がたつせいか、昔からやたらと態度がでかいがな、騎士など所しよ詮せん、頂点に立つ者に雇やとわれるだけの身。異なる次元に派は遣けんされていたとしても、それは変わらぬ法則なのだ。天箱園の中で最も偉えらいのは国王であり、そして私は唯ゆい一いつの王位継けい承しよう者しや。その真理を再会ついでにこの無礼騎士に教えてやったら、すぐに天箱園へ帰ろう」

「読めてきたぞ、この極ごく彩さい色しき魔ま」

　直哉が聖の代わりに荒星の手を叩たたき払はらい、異次元の王子に剣けんを突つきつけた。

「天箱園で嫁よめが見つからないからって、地球に来たのか。理由は何であれ地球人に手を出す異次元人は、王子も逃箱者も関係なく、平等にぶっ倒たおすからな」

「むきー、私のどこが色彩センス最悪のあほ王子だ！　もう怒おこったぞ、ものども、この生意気な騎士を這はい蹲つくばらせて男装少女を確保せよ！」

　荒星が怒鳴り、馬車の屋根から『痴漢』の看板が落ちる。その音を合図に四頭の獅子が吠ほえ、鷲わし軍団が一いつ斉せいに店の中へと飛びこんできた。天井の蛍けい光こう灯とうが砕け、商品が次々と棚たなごと吹ふき飛ばされ、店員が裏口の方へ逃げ出す。聖も当然その後を追おうとした、が。

　直哉の指が、また聖の手首に触ふれた。聖の腕を引き、直哉は鷲が起こした逆風に向かって走り出した。どうして、と叫んだ聖の視界が、鷲の巨きよ体たいで埋うめつくされる。

「逃げるが勝ちって言葉は、天箱園にもあるけどね」

　派遣騎士の肩かたの上で、葉村がつぶらな瞳を輝かがやかせた。

「直哉は逃げずに勝つのが好きなんだよ」

　直哉が右手の長剣を振った。刀身が鷲の尾おへ叩きつけられ、硬こう質しつな音が聖の鼓こ膜まくを打った。そこが巨大な鳥の急所なのか、鷲は苦く悶もんの声を上げて背から宮廷騎士を振り落とし、床ゆかに崩くずれて激しい揺ゆれを生じさせる。

　揺れる床と鷲の狭せまい隙すき間まを、直哉は聖の手を引っ張って走り抜ぬける。次々に行く手を塞ふさぐ猛もう禽きんは、剣の一いち撃げきで続々と倒されていく。荒星は馬車の窓から「突っこめー」と拳こぶしを振り上げていたが、獅子は鷲の山を前に、立ち往生しているようだった。

　薬局から外へ出た途と端たん、聖を先導した直哉が足を止めた。表通りは集まった野次馬のせいで、走り抜ける隙間が全くない状態だった。「人と羊は群れたがるよねえ」と言った葉村の頭上に影かげが差し、聖は顔を上げる。十メートルほど真上に最後の鷲が回りこみ、大きな翼つばさを広げていた。

　鷲の羽ばたきによって突とつ風ぷうが生じ、発生した竜たつ巻まきの中を、桜の花びらと野次馬のものらしき買い物袋ぶくろが、いくつも舞まい上がっていく。鷲の背で白いマントを揺らしているのは二隊長と呼ばれていた騎士で、理知的な瞳ひとみと手にした槍やりがこちらを見下ろしていた。槍は台だい城しろ湖こ子この武器よりも太くて長く、月光を跳はね返す鋭するどい切っ先に、聖の膝ひざは自おのずと凍こおりつく。

「同どう胞ほう討うちは趣しゆ味みではないが、殿でん下かのご意向だ。許せ」

　二隊長が槍を残ざん酷こくな角度で構え、直哉に狙ねらいをつけた。異次元の宮廷騎士には、人ごみの中で武器を使ったらどうなるかという気配りはないらしい。周辺の野次馬から金切り声が上がり、聖も迷わず参加する。と──。

「跳とぶぞ」

　直哉が言い、足で地面を押し返すように強く踏ふみこんだ。靴くつの裏とアスファルトの間に白い光が滲にじみ、爆はぜると同時に直哉は地面を蹴ける。聖のつま先がふっと宙に浮うき、派は遣けん騎士は聖の手を引いたまま、鷲に向かって高く跳ちよう躍やくした。二隊長が放った槍が剣によって空中で弾はじき返され、「駐ちゆう車しや禁止」の道路標識に突き刺ささる。直哉はその標識を蹴って更さらに上へ跳び、次に街灯を足場にし、その次はビルの屋上を蹴り、あっという間に鷲の高さへと追いついた。直哉の剣と鷲のくちばしが真正面からぶつかりあい、火花が散る。目ま蓋ぶたの辺りに熱が飛び、聖は更に叫んだ。

　鷲は二隊長の手た綱づなで巧たくみに旋せん回かいし、弱点を直哉の前に晒さらそうとしない。剣けん戟げきが数度も続くと直哉は舌打ちをし、近場の電柱の先せん端たんを蹴って、一いつ旦たん敵との距きよ離りを開けた。巨大な鳥の姿や、建設中の高層ビルの鉄筋が、聖の視界を上から下へと通り過ぎる。やがて一いつ切さいの景色が開けて、聖の上にあるものは黒い夜空と満月だけになった。冴さえた光を全身に浴び、聖は今更ながら自分がとんでもない上空にいることを知った。

「いっ……」

　竜りゆうの時と比べれば高度は低いが、あの時と違って足の下には何もない。しかも聖の命いのち綱づなである少年は、桁けた外はずれの跳躍力を有していても背中に翼があるわけではなく、自ら宙を浮ふ遊ゆうする能力も持ちあわせていないらしい。次に足場となるものがなければ、これ以上の上じよう昇しようは望めない。上昇が無理なら当然──自らの予想に怯おびえて聖は「いやあああ」と悲鳴を上げた。無意識に直哉にしがみつくと、指先が無む駄だなく引き締しまった体の感かん触しよくをまともにとらえてしまい、聖は立て続けに悲鳴を放った。

「おい、絶ぜつ叫きよう人間」

　満月だけが待つ夜空の中で、異次元の騎士が呼びかけてきた。

「手を放すな。そのまましっかり摑つかまってろ」

「……絶叫人間……」

　呟つぶやく聖を気にした様子もなく、直哉は剣の柄つかを握にぎり直し、「口は閉じてろ、舌嚙かむぞ」と口早に命じた。

　言った時にはすでに、直哉は空中で身を捻ひねり、月に背を向けていた。己おのれの軌き道どうを天から地へと急転させる。すなわち空を見み据すえて上昇する姿勢から、地面に頭を向けて下降する構えへ。直哉の肩の上で逆さまになった葉村が、何が嬉うれしいのか「ひゃっほー」と言った。

　必然的に同じ体勢になるしかない聖は、ひっくり返った脳のう味み噌そに容よう赦しやのない引力を感じた。当然ひゃっほーどころの騒さわぎではなかったが、それ以上の感想を抱いだく暇ひまもなく、気流を裂さいて猛もうスピードの落下が始まる。指示など受けなくても、聖は直哉の体に全力でしがみつくしかなかった。強気な派遣騎き士しは何を考えているのか、高層ビルから突き出したクレーンの側面を蹴り、その勢いを使って更に落下の速度を上げる。街の夜景がものすごい速さで近づいてきて、聖の脊せき髄ずいは丸ごと凍りついた。

　まばたきもできなくなった目に、先ほど追い越こした金色の鷲わしが迫せまった。鷲は聖たちに追いつくべく、高度を上げているところだった。しかしこちらの急降下は予想していなかったらしく、二隊長は見開いた目で聖たちを出で迎むかえた。直哉が両手で剣を突き出し、言う。

「がら空きなんだよ、二隊長」

　剣が鷲の尾おを削けずった瞬しゆん間かんだけ、摩ま擦さつで落下速度が減少した。しかしそれもほんのつかの間、鷲と二隊長の叫さけびが遠ざかり、すぐに恐きよう怖ふの墜つい落らくが再開する。聖は体中の力をかき集めて指先に全すべてをこめた。直哉のスクールセーターに顔を押しつけると、規則正しい心音が頰ほおに伝わった。他人にも心臓があり、鼓こ動どうを打って生きているという当たり前すぎる事実を、聖は初めて知った気がした。しかしこんな場面で知った命への思いも、頭ず蓋がい骨こつの内側を冷たい汗あせと一いつ緒しよに流れて消える。

　一気に行くぞ、と言った直哉の声が、聖の体に響ひびく。地上の明かりが拡大し、ビルの窓明かりが過ぎ、街灯の光とすれ違ちがう。込みあった道路、こちらを指さす多数の野次馬、薬局の看板、そして金色の馬車。馭ぎよ者しやと獅子がそれぞれ馬車から逃にげ出そうとし、壁かべに激げき突とつしてひっくり返った。

「く、来るなー！」

　客室の窓から荒星が身を乗り出し、聖たちを見上げて縦ロールの髪かみを振ふり乱した。

「私の馬車の上へ落ちるな、違うところに行け、遠いところへ行け！　十万、いや、百万やるから」

「いやだね」

　直哉が不敵に笑い、馬車に向かって剣を振る。屋根と刃やいばが激突し、震しん動どうが聖の体を走り抜ぬける。皮ひ膚ふに浮いた汗と涙なみだが全て飛び散る。

　荒星が馬車から飛び降りた。それを待ってやったかのように、直哉の剣は馬車の天てん井じようを破り、床ゆかまで一気に届いて客室を真っぷたつに割った。両断された客室から黒い煙けむりが噴ふき上がり、直哉は着地するなり床を蹴って後方へ退たい避ひする。同時に馬車が爆ばく発はつし、爆風の中を煤すすまみれの車輪が吹ふき飛んでいった。

　荒星がへなへなと床にへたりこんだ。どこもかしこも商品と鷲と宮きゆう廷てい騎士とで見事に散乱していたが、聖の足はきちんと床を踏んでいた。聖の隣となりでは、直哉と葉村が満足げに鼻息を吐はいていた。直哉が手にした長剣は、折れるどころか刃はこぼれひとつ起こしていない。

　風がやみ、聖の髪がぱさりと頰に戻もどる。また助けてくれたと、真っ白な意識で聖は思った。







「おい、薬局の人。電話借りるぞ」

　剣を下げた直哉は、床で失神中の薬やく剤ざい師しをまたぎ、獅し子しが突つっこんで脳のう震しん盪とうを起こしている会計カウンターの方へ歩き出した。

　自然と、聖の腕うでは直哉の体と離はなれた。遠ざかる他人の温ぬくもりに、聖は腕を垂らして息を吐く。自分でも種類のよくわからないため息だった。店の中を見回すと、壁や天井は全面見事に焦こげついており、商品棚だなもほとんどが損そん壊かいしていた。ほぼ全壊した照明の影えい響きようで、店内は薄うす暗ぐらい。しかし幸いなことに、倒たおれている宮廷騎士や地球人のほとんどは気絶しているだけのようで、重傷者の姿は見当たらなかった。

　レジの横に転がっていた電話の子機を、直哉が取り上げた。派は遣けん騎士の少年は制服ズボンのポケットから百円玉を取り出すと、カウンターの上へ置いた。葉村が「天箱園への電話代って、昔に比べると安くなったよね」と、カウンターに移動し、百円玉を転がして遊び始める。その横で直哉は子機のボタンを手早く押し、受話器に耳を当てた。聖が見た限り、７の数字から始まるその電話番号は、二十桁けたほどもあるようだった。

　やがて電話が繫つながったらしく、直哉が口を開いた。

「もしもし、次元衛生館？　地球風戸里『要よう塞さい』の果か月づきだけど、回収に来てくれないか。今日の定期回収はもう終わった？　んなことは知ってるよ、知ってるけど緊きん急きゆうだから電話したんだろうが。おれとしては地球への物品持ちこみ罪で全員強制送そう還かんにしてやりたいところなんだけど、王族と騎士は特例で許されちまうから、お前のところで処理してくれ。『要塞』近くの薬局に、第二部隊の鷲が十四羽と騎士が十四人、ぶっ壊こわれた馬車一式と派手王子が一匹ぴき。こいつらを片づけてもらわないと街の復元ができないから、十分以内に頼たのむ。は？　これから春の新人歓かん迎げいコンパがあるから明日にしろ？　めちゃくちゃ可愛かわいい新人がいる……ふうん、そりゃ大変だな。別にいいけど、明日がお前のお別れ会になっても知らねえぞ。わかったよ、わかったから泣くな。じゃあよろしく」

　直哉が電話を切り、「春は出会いの季節だねえ」と言った葉村が、カウンターから直哉の肩かたへ軽快に飛び移った。

　通路を聖の方へ引き返しながら、直哉が剣を軽く振った。時代劇の武士が刀から汚よごれを払はらう動きに近かったが、それだけで銀色の長剣はビニール傘がさへと戻る。

　顔を上げた直哉と目が合い、聖は反射的に口を開いた。礼を言うつもりで身構えていたのだが、出てきた言葉はなぜか別の問いだった。

「お店、こんなに壊しちゃったら大変なんじゃ……」

「大変に決まってるだろうが」

　と、直哉は葉村がいない方の肩を傘で打ち、あっさり返した。

「天箱園の人間が地球のものを壊すのは絶対禁止で、壊したら責任を持って直すのがルール。だから全部元に戻す」

「元にって……」

「『複ふく写しや復ふく元げん』っていう天使列を使えばできるよ」

　葉村が傘の上を渡わたり、直哉の肩を右から左へ移動しながら言った。

「時間の流れを『休きゆう符ふ』で一いつ旦たん止めて、壊れる前の世界の景色を、今の世界の上に貼はりつけるんだよ。そうすれば、破壊された建物とか人の状態とか記き憶おくとか、全部自動的に前の状態に置き換かわるよ。壊れる前の景色は唱しよう合ごう者しやの頭の中にあるものを使うけど、複写に使える景色は過去三十分以内が限度。復元できるものは地球の生物や存在物に限るから、今その辺に転がってる天箱園の馬車や宮廷騎き士しなんかは、誰だれかが手動で片づけないとなくならないわけ。せっかく景色を直しても、この山積みの鷲わしを通行人が見たら、またパニックに逆ぎやく戻もどりでしょ。だから手順的に、次元衛生館には早く来てほしいんだよ」

「へえ……」

「それから直哉は『休符』とか『復元』とか、丁てい寧ねいさや繊せん細さいさを要求される仕事が苦手なんだよ。料理とか裁さい縫ほうとかもまるで駄だ目めだよね。大おお雑ざつ把ぱにできてる人間は大変だよね」

「弱点を言いふらすな、喋しやべり過ぎ及および食い過ぎ生物め」

　直哉が葉村の頰ほおを両手で摑つかみ、左右へ伸のばす。顔を伸ばされた葉村は、「街の復元をしたら聖の記憶も三十分前に戻っちゃうんだからいいじゃんかー」と言い返していた。こんな強い人にも弱点があるのかと、聖は少し意外に思った。

　そこでふと、聖は違い和わ感を覚えた。足首の辺りに異変も感じ、見れば、鼻水を流した荒あら星ぼしが聖の足にしがみついていた。

「あうう、私の素す敵てきな馬車が廃はい品ひんに、ぽんこつに、次元の藻もくずになってしまった。慰なぐさめてくれ妹よ」

　荒星が訴うつたえ、聖は絶ぜつ叫きようを上げる。直哉が大おお股またで歩み寄ってきて、荒星の手を傘の側面で打った。

「いい加減にしろ、はなたれ王子。馬車なんか天箱園に戻もどったら、どうせど派手に修理するんだろう。地球人を捕つかまえて、何が妹だ」

「愚おろか者め、さっきから勘かん違ちがいをしおって。こやつは地球人ではないぞ」

　荒星が涙なみだと鼻水をぴたりと止めて立ち上がり、聖に人差し指を突つきつけてくる。聖は全力で首を横に振ふったが、荒星は言ってしまった。

「聞いて驚おどろけ。鄙ひなびた地球に派は遣けんされた騎士とて、第三王おう妃ひが遺のこした日記の噂うわさは聞いておるだろう。この男装少女こそ、十五年前に天箱園中を悲劇の涙に濡ぬらした薄はつ幸こうの姫ひめ君ぎみ。今は亡なき第三王妃の忘れ形見。現国王の正統なる息女にして栄えある私の異い母ぼ妹まい。第三王女夕凪は、若葉殿どのの日記の通り、地球で生きていたのだ！」

「第三王女……」

　直哉が乾かわいた声で呟つぶやき、聖を見る。

「……お前が？」

　これまで聖に強い視線しか見せなかった派は遣けん騎士が、瞳ひとみをわずかにだが揺ゆらしていた。聖は否定も肯こう定ていも何もできず、俯うつむくしかなかった。

　そんな時、店の外からサイレンの音が聞こえてきた。鷲と瓦が礫れきの山やま間あいへ聖が視線をやると、野次馬だらけの通りをパトカーが進んできて、薬局の前に停車するところだった。パトカーから降りてきた警官が拡声器を通して、「中にいる変人ども、とっとと出てきなさい」と告げる。

「おのれ地球人め。天箱園一の貴人かつ常識人たる私を変人呼ばわりしおって」

　荒星は憎にく々にくしげに吐はき捨てたが、何か思いついたのか、唇くちびるの端はしをつり上げた。

「目立つのは正直嫌きらいではないが、重要な会話を邪じや魔まされるのは好かないぞ。地球人は黙っておれ。──天使列『全ぜん休きゆう符ふ』、螺ら旋せん回帰！」

　荒星が手のひらを天てん井じようへ向けて叫さけぶ。一秒後、激しい光が弾はじけて、真夏の真昼が訪おとずれたかのように宙が真っ白に染まる。しかし輝かがやきは一瞬で、すぐにまた薬局の薄うす暗ぐらい闇やみが戻ってきた。

「え……」

　何が起きたのかと啞あ然ぜんとしていた聖は、辺りから一いつ切さいの音が消えていることに気づいた。あれだけ騒さわがしかった喧けん噪そうや警官の呼びかけが、全すべてやんでいる。

　表通りに目をやれば、あらゆる人々がマネキン人形のごとく硬こう直ちよくしていた。野次馬は薬局を見つめた姿勢で、警官は拡声器に向かって口を開いた状態で、主婦数名は口元に手を当てた噂うわさ話ばなしの体勢で、全ての人が表情と動作を凍こおりつかせている。パトカーの赤ランプも回転を停とめ、空気すらもぴたりと停てい滞たいしていた。

「ふう、私としたことが激情にまかせて、ついパワー全開の『全休符』を使ってしまった。派遣騎士殿の仕事を横取りして、失礼したな」

　荒星が意味ありげな流し目を直哉に送る。直哉は不ふ愉ゆ快かいそうな舌打ちをしたが、第一王子は「ああ、力の使いすぎで疲つかれたなあ」とわざとらしげによろめき、聖の肩かたに無断で手を置いてきた。

「通常派遣騎士は時の流れを止める際、次元干かん渉しよう力に敏びん感かんな一部の地球人に悟さとられないよう、力を抑おさえ気味にした『休符』を使うらしい。しかし私のモットーは全力全勝全額一いつ括かつ払ばらい、ゆえに『休符』も『全休符』なのだ。我が妹ならば、そちもぜひ見習うがよいぞ」

「だ、だから妹なんかじゃ……」

「いい加減に認めたらどうだね。少々の現実拒きよ否ひと心の揺れは、か弱げかつ可愛かわいげもあって儚はかなき姫君としてプラスだが、意固地すぎる抵てい抗こうは減点対象だぞ」

　荒星は自信に満ちた笑顔えがおで聖の否定を遮さえぎり、大きく首を振った。

「よいか、『休符』状態に置かれた空間の中では、この次元の生きものや現象は、全て動きを止めさせられる。逆にこの次元の産物でなければ、影えい響きようは受けない。要するに『休符』の中で動くことができるのは、異次元のものだけだ。妹よ、そちが今まばたきをし、喉のどを鳴らしていることが、地球人ではないことの何よりの証しよう拠こではないかね？」

　肩を震ふるわせた聖の傍かたわらで、壁かべが一面、突とつ然ぜん輝かがやいた。

　光は大きな穴へと変わり、穴の中からトナカイに似た動物が、店内へ飛びこんできた。トナカイは粗そ大だいごみの回収に使われるような大型トラックを牽ひいており、トラックの運転席には真っ赤なスーツを着た男が座っていた。トナカイとともに店の中へ割りこんできた車は、聖の前でのんびりと停車した。

「次元衛生館です。回収に来ましたよ……」

　トラックから赤いスーツの男が降りてきて、やる気に乏とぼしい声で言った。男は背中を丸め、店の中をとぼとぼと歩き出した。

　男はごく標準的な体型をしていたが、鷲わしや甲かつ冑ちゆう、獅し子しと馬車の残ざん骸がいなどを、自分の腕うでだけでひょいひょいと持ち上げては、トラックの荷台へ投げこんでいった。次元衛生館員が行動するごとに「新しん歓かんコンパ……」とため息をつき、数秒おきに「隣となりの席になりたかったのに……」と腕うで時ど計けいをしきりに気にするせいか、途中から直なお哉やが手を貸した。

　やがて荒星を除いた全てが荷台に収まった。荒星が館員に「私は妹に話があるのでまだ帰らないぞ」と言うと、館員は第一王子へ適当な感じに頭を下げ、トラックへ戻った。

「果月さん、来週の月曜は天箱園の祭日で、衛生館は休みですからね」

　館員が運転席に乗りこみながら、直哉に言った。

「電話しても繫つながりませんからね。何が何でも休みですからね。そういう時は回収品があっても『要よう塞さい』で保管して下さいね。それから果月さんはお仕事大好き騎き士しで、なおかつ台城さんみたいな超ちよう絶ぜつ美人がいつもそばにいるから感覚が麻ま痺ひしちゃってるのかもしれませんけど、一いつ般ぱん的な天箱園の若者は、恋れん愛あい対象との遭そう遇ぐうに常時情熱を傾かたむけているんですからね。めちゃくちゃ可愛い新人が入ってきたら、仕事なんかより親交を優先させるべきなんです。誰だれかにとられちゃったら、責任取って可愛い地球人でも紹しよう介かいして下さいよ」

　館員が大おお真面目まじめな顔で運転席のドアを閉め、トナカイが走り出す。壁の穴に荷台満まん載さいのトラックが吸いこまれると、穴は何事もなかったように消えた。見送る直哉は聖の方に背を向けていて、表情は見えなかった。直哉は無言で、館員に対しても最初から最後までなぜか何も言い返さなかった。

「直哉、『複写復元』を済ませてこの『全ぜん休きゆう符ふ』、さっさと解除させちゃいな」

　葉村が言い、直哉が「ああ」と短く頷うなずく。ずいぶんと気力のない声が聖は気になったが、直哉は手の甲こうを自分の額の辺りに掲かかげ、列れつ式しき唱しよう合ごうを小さく口にした。

　店の壁やそこら中の空気が、セピア色に染まった。損そん壊かいの起きている箇か所しよで白い光が弾け、そして次の瞬しゆん間かん、全てのものが平へい凡ぼんで無傷な景色に変わった。元通りになったスピーカーから薬局のテーマソングが流れ出し、正常に点ともる照明の下、気絶していたはずの薬やく剤ざい師しが平然と起き上がって商品棚だなのチェックをし、裏口から戻もどってきた店員はレジ打ちを始める。表通りからパトカーが去り、群がっていた見物人はそれぞれの方向へ歩き出した。

「ふん、まあまあの手並みだな」

　鼻を鳴らす荒星の横よこを、買い物カゴを提さげた客が通り過ぎる。客は荒星の奇き抜ばつな服装を胡う散さん臭くさげに見たが、通路の先に知りあいを見つけたらしく、明るい声を上げて移動していく。当たり前の日常風景が戻っていた。

　しかし一変した景色の中で、聖の立っている場所や記き憶おくは、何も変わっていない。荒星の言う通り、これが異次元人の証あかしなのか。聖はすがるように、近くに立つ派は遣けん騎士の姿を見ようとした。

　その直哉が、不意に体を揺ゆらした。

　夜空を風のように駆かけていた騎士が、床ゆかに片方の膝ひざをついて蹲うずくまった。




「おやおや、どうしたのかね果月一級騎士」

　荒星が楽しげに言った。ビニール傘がさにすがりついて俯うつむく直哉の横顔は、ひどく血色が悪かった。浮ういた汗あせの雫しずくを、葉村がせっせと舐なめている。聖はぎょっとなり、荒星を押しのけて直哉のもとへ駆け寄った。

「だ、大だい丈じよう夫ぶ？」

「何でもない、復元範はん囲いが細かくて目眩めまいがしただけだ。それよりもお前……」

　直哉が苦しげにひとつ息を吐はき、黒い瞳ひとみを聖に向ける。

「第三王女って、本当なのか」

「り、履り歴れきとかいうのがあって、王おう妃ひって人が映っていたって……。でもぼくはそんなの、何も覚えてなくて……」

「ふうん。王女にしてはあまりに庶しよ民みんじみていて、ちっともわからなかった」

　直哉が口元を無理な形に笑わせ、立ち上がる。その肩かたがまた少し揺れ、聖は手を伸のばして支えようとしたが、触ふれるのをつい躊躇ためらってしまった。荒星は聖たちを薄うす気き味み悪い笑みで眺ながめていた。

　その荒星が、急に表情を固まらせた。荒星が凝ぎよう視ししている方向、聖と直哉の後方にある店の入り口から、小走りな足音が聞こえてくる。聖の傍らへ現れたのは、服の裾すそと長い髪かみを揺らして走る、美しい少女騎士だった。

「直哉、今『全休符』の気配を感じたわ。何か……」

　何かあったのと、恐おそらく台だい城しろ湖こ子こは尋たずねたかったのだろう。だがまだ顔色の優すぐれない直哉を見た湖子は、復元したばかりの蛍けい光こう灯とうの下で、唇くちびると足をぴたりと止めてしまった。湖子は聖に視線を移し、次に荒星を見ると、すっと瞳の色を濃こくした。

「……荒星殿でん下か。今の『全休符』は、殿下が使われたのですか」

「こっ、こここ湖子君！」

　荒星が素すっ頓とん狂きような声を発し、湖子の問いかけを無視して言った。

「おお湖子君、ああ湖子君、いつも変わらぬその美び貌ぼう、天箱園の華はな、宮きゆう廷てい騎士団の宝、っていうか私の永遠のアイドル。わざわざ地球に来るからには貴君にひと目でも会えないかと、実は胸を弾はずませていたのだよ。この間お父上とお会いしたが、さすがは『誉よ腕わんの系けい譜ふ』台城家。貴君の家系がある限り、我が王家も安あん泰たいであるな」

　頰ほおを赤らめ、白目の部分も桃もも色いろに染めた荒星が、足あし下もとに落ちていた薔薇ばらの花束を急いで拾い上げる。湖子は無言で聖を押しのけて通路に立つと、商品棚の中から激安の歯ブラシを一本、手て荒あらく摑つかみ取った。まさか、と聖は全身に鳥とり肌はだが立ったが、湖子は押し殺した声で、予想通りの言葉を口にした。

「──天使列『伐ばつ倒とう』、螺ら旋せん回帰」

　一本の歯ブラシが、湖子の手の中で槍やりに急変した。荒星が差し出そうとした花束が一秒で粉ふん塵じんと化し、近くにいた薬剤師がまた気絶して倒たおれた。荒星が幼児じみた悲鳴を放ち、店中の視線が集まる。第一王子は床にべしゃりと伏ふせ、完かん璧ぺきに裏返った声で言った。

「ゆ、許してくれ湖子君。私が悪かった、出過ぎた真ま似ねをしてしまった。他意はなかったのだ、地球人に会話の邪じや魔まをされないように、時間を止めただけなのだ。話が国家レベルの最重要事じ項こうであったから、仕方がなかったのだ。そこの男装少女が王女であったがために……」

「誰だれが、何ですって」と、槍を構えた湖子が恐ろしく冷えきった声で問う。荒星は平たい姿勢のまま、責任転てん嫁かをするように聖を指さした。

「そやつだ、そやつは天箱園の第三王女夕凪なのだ。若葉殿どのの日記の通り、夕凪姫ひめは地球で生きていたのだよ。私は妹を生まれ故郷へ連れ帰ろうとしていただけなのだが、そこの無礼騎き士しが邪魔して苛いじめて虐しいたげて……」

　床を鳴らして方向転てん換かんした湖子の踵かかとが、偶ぐう然ぜんに荒星の額を打つ。悶もだえ苦しむ第一王子を無視し、湖子が見み据すえたのは聖だった。

『要よう塞さい』で無表情のまま制せい御ぎよ不能となった時とは違ちがい、湖子の瞳には炎ほのおに似た強い色が揺らめいていた。聖は慌あわてて後退し、商品棚に背を押しつける。天箱園の王女であると、なぜこの少女騎士から睨にらまれないとならないのか。理由はわからなかったが、湖子が聖に対して何らかの感情を爆ばく発はつさせようとしているのは、間違いなかった。

「……あなたなんて！」

　湖子が武器を振ふり上げ、聖は叫さけびそうになった。だが槍の穂ほ先さきが聖に届く前に、直哉が柄えを摑み止める。湖子を見る直哉の表情には、ようやくもとの強さが戻もどっていた。

「やめろ湖子。こいつだって急に王女だと知らされて困ってる」

「でも……！」

「いいから落ち着け。こんなことで台城の名前に傷をつけるな」

　湖子は血が滲にじむほど唇を嚙かんでいたが、やがて無言で頷うなずいた。

　槍が白い粒りゆう子しを散らして歯ブラシへ戻り、こちらに注目していた客のざわつきは何秒か残ったが、それも次し第だいに拡散していった。物ぶつ騒そうな武器が消えてしまえば錯さつ覚かくだったと思うしかなく、そこにあるのは変わった服装の男と、見た目は普ふ通つうの少年少女が立ち話をしているだけの光景だ。

「殿下、申し訳ございませんでした」

　湖子が腰こしを折り、荒星へ深く頭を下げた。荒星は床ゆかに伏せた状態で「一向に構わんよ」とひきつった笑えみを返した。

　頭を上げた湖子は、次に聖を凝視した。感情がまだ昂たかぶっているのか、湖子の眉み間けんには濃い影かげが刻まれていた。その表情を隠かくすように、湖子が聖に対しても頭こうべを垂れる。聖は「や、やめて下さい」と慌てて制したが、湖子が頭を上げたのは、直哉に手首を引かれて後方へ下がらされてからだった。

「それでお前、どうするつもりだ」

　直哉が荒星と聖の中間辺りに視線を投げ、尋ねる。先ほどの妙みような体調不良はもうおさまったらしく、声も張りを取り戻していた。

「身に覚えがなくても確かな履歴があるなら、お前はやっぱり第三王女なんだろうな。派手王子と一いつ緒しよに、天箱園に帰るのか」

「当然であろう」

　荒星が靴くつ底ぞこを鳴らして立ち上がる。その物音で気絶していた薬やく剤ざい師しが目を覚まし、首を捻ひねりながら別の棚へ移動していく。荒星は服の汚よごれを払はらい、巻き毛を整えながら言った。

「政治の中ちゆう枢すうから外れた派は遣けん騎士でも、現在の宮きゆう廷てい事情は知っているはず。王位後こう継けい者しやが私ひとりのみでは、何かと不都合な点もあるのだ。我が妹には国のため民たみのため私のために、王女として生まれた責務を立派に果たしてもらわんとな」

「待って下さい、そんなこと急に言われても……」

　聖は眉まゆを下げたが、荒星は上着のポケットから手帳を取り出し、金色の表紙を機き嫌げんよさげに捲めくる。

「王女が生きていたことで盛り上がる宮廷行事は、結構あるのだぞ。各種式典、舞ぶ踏とう会かい、叙じよ任にん式に国王誕生祭。四季折々の国民祭に、あとは騎馬試合と……」

「二年後の、贄にえか」

　直哉が口を挟はさむと、荒星は忌いま々いましそうに唇くちびるを歪ゆがめた。睨みあう王子と騎士の間で、聖は「にえ」の意味がわからず視線を漂ただよわす。直哉の肩かたの上で、葉村がヒゲを揺ゆらした。

「天箱園の王家ではね、天使列をくれた在あ琉る架か神しんへの感謝のために、数百年に一度、王族を供く物もつとして捧ささげるんだよ」

「な、何それ」

　声を震ふるわせる聖に、直哉は「宮廷にはそういう行事があるんだ」と不機嫌そうに言った。

「次の儀ぎ式しきは、予定では再さ来らい年ねんに行われる。十五年前の宮廷内乱で、王子王女がことごとく消された今の王家に、贄の選せん択たく肢しは第一王子以外になかった。だから……」

「だ、だから役割を押しつける王族がほしくて、ぼくを連れて行くってこと？」

　聖の言葉に荒星がものすごい速さで両手を振り、「違うぞ、私は贄問題はとりあえず置いておいて、純じゆん粋すいに妹とまた一緒に宮廷で暮らしたいだけなんだぞ」と言ったが、聖はほとんど聞いていなかった。脳の温度が急低下し、直後に急上じよう昇しようする。聖は思わず声を上げていた。

「そんなことのために、ぼくの今までの生活を壊こわすんですか。ひどいじゃないですか」

「そんなこととは何事だ、贄は王家にとって重要事じ項こうであるのだぞ」

　聖を吹ふき飛ばすほどの勢いで、荒星が怒ど鳴なり返してきた。

「王族として儀式を大切にすることの何が悪い。その恐おそろしい儀式をうまくクリアして次期国王になるために、私以外の王族を犠ぎ牲せいにすることの一体どこが悪いのだね」

「開き直った」と、直哉と葉村が同時に呟つぶやく。聖は怒鳴られたことで感情が一気に萎しなびてしまったが、荒星に上品とは言い難がたい笑みで顔を覗のぞきこまれ、肩を震わせた。

「では妹よ、ひとつ尋たずねたいのだが、私に壊されて困るそちの『今までの生活』とは一体どんなものであるのかね？」

　身を縮こまらせる聖へ、荒星はブーツの踵を鳴らして更さらに近づいてくる。

「履り歴れきによれば、そちはその男装のせいで、ずいぶんふさぎがちに生きていたようだな。友人もいなければ将来の展望もない。逃とう箱そう者しやが地球人の命めい壇だんを買うような、面めん倒どうで高額な手続きを踏ふまずとも、そちは地球上での居場所を手に入れている。それなのに、そちには胸を張っていられる立ち位置がないように思えるのは、気のせいかね？　そんな生活が壊れると、一体どう困るのであろうか。是ぜ非ひとも教えてほしいものだ。私と天箱園に戻もどり、豪ごう華か絢けん爛らんな宮廷で権力と財産を使いまくり、贄までの二年間を派手に遊び暮らす方が、よほど有意義で楽しい人生になるはずだがなあ」

「お前なあ……！」

　口を開こうとした直哉の顔に、荒星がびしゃりと指を突つきつけた。

「悪いがな、果月一級騎き士し。これは王家の後継者問題に係かかわる、つまりは天箱園の未来に直結する王族同士の非常に重要な会談だ。いくら名門家の騎士でも、意見をさし挟はさむ権利はないぞ。一族ごと罰ばつされたくなければ、傘かさでもくわえて黙だまっておれ」

　直哉と葉村が悔くやしげに歯は軋ぎしりをし、荒星が「湖子君も大変すまないのだが、ちょっと黙っていてくれたまえね」と頰ほおを染める。湖子は床を無言で見つめているだけだった。

「しかしまあ、この場で決断を迫せまるのも少々酷こくではある」

　荒星が聖に向き直り、巻き髪がみを大きく揺らした。

「先ほどそこの生意気薄はつ給きゆう騎士が言っていたように、そちも急に王女と知らされて困こん惑わくしているようだしな。心の整理もせねばならないだろう。そうだな、明日一日、時間をくれてやる。私は一いつ旦たん宮きゆう廷ていに帰り、明後日あさつての朝に迎むかえに来る。その間に荷造りや、いるのかどうかはわからんが、地球の親しき人々との別れを済ませるがいい。どうだ、私は優やさしい異母兄だろう」

　葉村が「馬車の修理に一日かかるんでしょ」と言い、荒星が「あっさり見み抜ぬくな」と怒鳴る。異次元の王子は聖に視線を戻し、もはや邪じや悪あくという表現しか似合わない表情で告げた。

「一応言っておくが、私から逃にげたり、私を撃げき退たいするための戦力を集めたり、はたまた己おのれの運命を嘆なげいて自ら人生を中断させたり、そんなことに時間を使わないようにするのだぞ。まあ、そちにはそんな行動力もなさそうだがな。念のために風戸里『要よう塞さい』の派遣騎士に協力を願い、期日まで第三王女の護衛に当たってもらおうか。湖子君、通常任務に加えて忙いそがしくなってしまうが、構わんかね？」

　ころりと声こわ色いろを変えて問う荒星に、湖子は暗さの残る無表情で「王族命令でも、正式な書類を送って下さい」とだけ答えた。直哉はずっと歯軋りをしていた。

「では妹よ、地球での最後の日を、せめて楽しく過ごすがいい」

　勝手に話をまとめた荒星は、揚よう々ようとした足取りで店の外に歩き出した。荒星が下手くそな指笛を吹いた瞬しゆん間かん、出入り口の前に、空から巨きよ大だいな金色の鷲わしが降りてくる。鷲に乗っている騎士は、鎧よろいの上に「宮廷騎士団第二部隊・補欠」というゼッケンをつけていた。

　荒星が補欠の鷲に飛び乗り、異次元の鳥が空へと舞まい上がり、通りがまたざわめく。直哉が店の外へ駆かけ出して何かを叫さけぶ様子を、聖はぼんやりと見つめていた。

「……噓うそだあ……」

　薬局ののんきすぎるテーマソングが、遠ざかった。
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『第三王女生存　地球にて第一王子を撃退！』

　新聞の一面にでかでかと掲けい載さいされた見出しを見て、吉よし乃の聖ひじりは寝ね起おきの体にひたすら冷や汗あせを流した。

『亡なき若葉王おう妃ひの日記は真実だった。第三王女は風かざ戸と里り市（天てん箱そう園えん外次元・地球内、日本国）で、平へい凡ぼんな高校生として暮らしていたことがついに発覚。身分を隠かくすために男装をし、強ごう引いんで有名な荒あら星ぼし王子の面会に派は遣けん騎士を伴ともなって応じるなど、すでに王族としての貫かん禄ろくを備えている模様。王女帰き還かん後は、次期国王、そして贄にえの座を巡めぐる今世紀最大の争いが勃ぼつ発ぱつすることは確実』

「……今世紀最大、って……」

　聖を呻うめかせる記事の下には、二枚のカラー写真が掲けい載さいされている。どちらにも明らかに自分と思われる人物が写っている事実に、聖は唸うなるしかない。

　一枚目の写真は、荒星に手を取られて腰こしの引けている聖で、「生き別れの兄・荒星殿でん下かと感動のご再会中の夕ゆう凪なぎ姫ひめ」というキャプションがついていた。二枚目の、荒星の馬車に向かって直哉と落下している写真には、「派遣騎士に命じて荒星殿下を懲こらしめている夕凪姫」という説明がなされており、「未来の豪ごう腕わん女王の片へん鱗りんが垣かい間ま見みえる」とまとめられている。

「……異次元にもマスコミって、あるんだね……」

　呟つぶやいて、聖はがっくりと項うな垂だれた。

　手の中で潰つぶれた新聞の名めい称しようは、『日刊天てん箱そうスポーツ』。並ぶ文字は日本語とそっくり、見出しの派手な色合いや紙のざらつく感かん触しよくまでも、日本によくあるスポーツ新聞とほとんどが共通している。しかし発行元の新聞社の住所は、「天箱園平民居住区百三街がい・天空中ちゆう盤ばん七丁目二番砦とりで三十三戦場（町内対たい抗こう竜りゆう合戦シーズン中は危険ですので近づかないで下さい）」というものすごい場所になっている。

　その『日刊天箱スポーツ』と重ねられて、聖の自宅にも毎朝届く新聞も──地球の日本で発行されている普ふ通つうの全国紙もあった。そちらの一面記事は選挙がどうのこうのというもので、隅すみ々ずみまで目を通しても、昨日風戸里市で起きた異次元人の騒そう動どうについては何ひとつ載のっておらず、「第三王女」という単語もどこにも見当たらなかった。その点に関してだけは安あん堵どを抱いだき、聖はシャツの袖そでで額の汗を拭ぬぐった。

　妙みような組み合わせの新聞が届いている場所は、もちろん聖の住み慣れたマンションではない。振ふり子時計、窓から差しこむ朝日、高こう架かを走る軽快な電車の音。古びたソファの上で、聖は力なく視線を巡らせる。風戸里『要塞』で、聖はその日の朝を迎えていた。

　昨日の夕方、荒星が去った後の記き憶おくが全くない。恐おそらくは疲ひ労ろうと苦く悩のうが限界に達し、また気絶をして『要塞』に保護され、気絶から眠ねむりに移行してそのまま夜を明かしてしまったのだろう。聖は頭を抱かかえて呻いた。人生初の外がい泊はくが、異次元人の変な事務所。しかも自分はその異次元の国の王女だという。

「夢だったら、ぼくの中では今世紀最大なんだけどなあ……」

　振り子時計が鳴った。見上げると、時計の針はちょうど七時を指していた。窓の外からは、電車の通過音が頻ひん繁ぱんに続いている。晴天を称たたえるような雀すずめの鳴き声も、軽かろやかに聞こえてくる。外だけはどうにもこうにも平和で賑にぎやかだった。

　今『要塞』の中には、聖以外誰だれもいない。聖が十五分ほど前に目を覚ました時、机の上に今朝の日付の新聞が放ほうり投げられていた以外、気の強い少年も無表情な少女もよく喋しやべるハムスターも、どこにもいなかった。まだ派遣騎き士しの出勤時間ではないのか、騎士の自宅とは一体どんなところなのか、聖はとりとめもなく考えてみる。

　ぼうっと視線を投げた床ゆかの上に、積み上げた古雑誌を台に見立てて、ブレザーと聖の鞄かばんが置いてあった。聖は勝手に読んでいた新聞を戻もどし、その手で鞄を引き寄せた。

　鞄を開くと、まず自宅の鍵かぎが目に入った。羽根の形をしたキーホルダー。目に馴な染じんだ形が心に沁しみ入る一方で、昨日押しつけられた事実が次々と後頭部の辺りでざわめき出す。命めい壇だん。履り歴れき。すり替かえられた赤ん坊ぼう。宮きゆう廷てい。王族。明後日あさつての朝には──今朝の時点では明朝にはもう、異母兄が迎むかえに来てしまう。聖はなるべく何も考えないようにしながら、鞄を漁あさった。予備に持ち歩いている布を取り出し、制服のシャツを開いて素す肌はだの胸に巻く。

　外階段を何者かが、勢いよく駆かけ上がってくる足音が聞こえた。聖が急いでシャツのボタンをかけ終えると同時に、ドアノブが回される。『要よう塞さい』の扉とびらは遠えん慮りよなく開かれた。

「へい毎度。朝飯の出前、持ってきてやったでよ」

　出現したのは大おお柄がらな体にひらひらした白いエプロンをつけた、顔中ヒゲだらけの中年男だった。見知らぬ大男の登場に聖はとりあえず驚おどろき、鞄を床に落として古雑誌の山を派手に崩ほう壊かいさせた。ヒゲの大男は目をかっと見開くと、持っていた銀色の物体を振り回して聖の方へ突とつ進しんしてきた。ぶ厚い胸むな板いた、太い手足、剛ごう毛もう。その時聖には、相手がヒグマに見えていた。

「どうしたんでい、王女様！」

　ヒグマが吠ほえた。ぎゃあああと聖は叫さけび、危機感から手近なクッションを摑つかんで、大男へ投げつけようとした。しかし大男の背後に現れた涼すずしげな気配に、手を止める。

「津つ島しま領りよう長ちよう、朝から熊くまみたいな声で喚わめかないで。外まで聞こえている」

　長い黒くろ髪かみを修道服的なワンピースの肩かたへ流した台だい城しろ湖こ子こが、自分よりも三十センチは背の高い大男を見上げて言った。大男は銀色の物体を更さらに振り回し、どう見ても三十歳は年下の湖子へ、狼ろう狽ばい気味に訴うつたえる。

「だってよう湖子、王女様がよう、朝刊に載ってた写真と同じ子がよう、何かに怯おびえていたんでい。きっとネズミかシロアリが出たに違ちがいねえ、王女様ってのはそういうのが苦手な生きものなんでい。宮廷騎士の端はしくれとして、命を投げ捨ててでも何とかしねえとならねえべや」

「朝食用の出前はお願いしたけれど、本職に戻って命を投げろとまでは頼たのんでいないわ」

　湖子が静かに言い、つややかな髪を耳の上にかけた。

「怯えた理由は十中八九、領長の外見。ヒゲを伸のばすのは個人の自由だと思うけれど、不ふ審しんな外見を改善すれば、地球の警察から職務質問を受ける回数は九割程度減るだろうし、ラーメン屋のお客さんは四割くらい増えると思う」

「いやあ、湖子はいつも冷静だあな。脳のう味み噌そが冷やし中ちゆう華かでできてるんじゃねえべか。だけどどっかの誰かに対してだけは担たん々たん麵めんみたいな熱っぽさになるのは、やっぱ恋こいってやつのせいかいな」

　大男がひとりで盛せい大だいに笑い、銀色の物体をまた振り回した。

　聖が呼吸を整えながら目を凝こらすと、大男が持っている物体は出前などに使われる岡おか持もちであり、側面には「天てん風ふう軒けん」という店名らしき文字が記されていた。振り回された反動で半分開いた蓋ふたの内側に、丼どんぶりがいくつか並んで見える。

　湖子が大男と岡持をまとめて押しのけて、『要塞』の中へ入ってきた。昨日の薬局での件を思い出して聖は緊きん張ちようしたが、湖子の色白な顔は、綺き麗れいな布で拭ふき取ったような無表情に落ち着いていた。

　湖子は壁かべ際ぎわに設置されたファックスから紙を一枚取り上げ、ソファの前まで歩いてきた。床に散らばる聖の鞄と古雑誌を一いち瞥べつした後、愛あい想そや友好的と呼べる要素は一いつ切さい含ふくまれていない瞳ひとみで、湖子は話しかけてくる。

「おはようございます」

「お、おはようございます……」

「体の調子は、どうですか」

「え、ええと、普通、です」

「昨日は取り乱して、申し訳ございませんでした。個人的な事情で、王族に思うことがあっただけですから」

「そう、ですか……」

「荒星殿でん下かから、第三王女の護衛命令書が届きました」

　湖子が先ほどのファックス用紙を、聖の鼻先へ突つき出した。下手くそな文字とばかでかいサインが、余白を一ミリでも残すのはプライドに係かかわるとでも言いたげな窮きゆう屈くつさで、紙面を埋うめつくしていた。

「本来ならば、王族であるあなたには相応の礼れい儀ぎをもって接しなくてはなりませんが、この次元にいる間は、敢あえて一いつ般ぱん人向けの態度を取らせてもらっても構いませんか」

　敬語ではあるが、敬意というより感情そのものを滲にじませない口調で、湖子が言い続ける。

「すでに一部の新聞には載のってしまったようですが、あなたの素す性じようを不用意に吹ふい聴ちようして余計な問題を起こさないようにと、荒星殿下も命令書に記していらっしゃいます。正式に天箱園に戻るまでは敬語は省略、名前も夕凪殿下ではなく吉乃聖と呼ばせてもらいたいのですが、いいでしょうか」

「は、はあ、ぼくもそうして頂いた方が、気が楽ですので……」

「じゃあ、明日の朝までよろしく。護衛の詳くわしい打ち合わせは、朝食の後で」

　湖子が素っ気なくファックス用紙を下げ、聖から視線を外す。聖は落ちた鞄を拾いながら、「護衛」という言葉を頭の中で繰くり返してみた。昨日荒星も言っていた、聖が逃にげたり、荒星を撃げき退たいしようとしたり、自害したりしないように──。それは護衛というより、見張りといった方が正しいのではないか。肩を落とす聖に、湖子が声の固さを若じやつ干かん変えて尋たずねてきた。

「直なお哉やは、どこ」

「は」

「昨夜はあなたにソファを譲ゆずったから、床ゆかで寝ねると言っていたの。その辺に転がっていない？　『要塞』に人を泊とめるなんてこの先もそうないと思うけれど、ベッドを置く場所はないし、寝ね袋ぶくろでも買っておくべきかしら。葉村は……そこで寝てるわね」

　ソファの下を覗のぞきこむ湖子に、聖は慌あわてて立ち上がる。湖子の視線を辿たどると、今まで全く気がつかなかったが、確かにソファの下では猫ねこサイズのハムスターが丸まっていて、「はむん……はむん……葉村は寝てないよ、直哉がコンビニに行っている間、ちゃんと聖を見てろって言われたからちっとも寝てないよ、はむむむ……」とひたすら平和そうな寝息を立てていた。

「こ、このソファ、あの人の寝ね床どこなんですか」

　再び冷や汗あせを噴ふき上がらせる聖に、湖子があっさりと顎あごを引く。

「ええ。直哉は『要よう塞さい』で寝ね起おきをしているから。保護した地球人被ひ害がい者しやに何か問題があって一昼夜以上預かる場合は、互ご助じよ組織の簡易宿を使わせるようにしているけれど、今回は事情が特とく殊しゆだからって『要塞』を使うことにしたの」

「じゃ、じゃあぼくが寝ている間、あの人もその辺にいたってことですか……」

「心配しなくても、直哉は意識のない相手に手なんか出さない。自分だって、同じことをされたらいやだろうから」

　そう言う湖子に向かって、机のそばに移動した大男は、岡持からラーメンやチャーハンの丼を取り出しながらにやにやと笑いかけた。

「湖子よう、そういう時こそおめえのマンションに泊まれって誘さそうチャンスだろうがや。それとも誘ったけんど、あの仕事ばかにあっさり断られちまったんかい？」

「吉乃さん、このうるさくて品がない人は、風戸里『要塞』領長の津島さん」

　大男の言葉や部屋中に漂ただよい始めた出前のにおいに、眉まゆも鼻も動かさずに湖子が言う。

「領長というのは『要塞』の責任者という意味。だけど何年も前から派は遣けん騎き士しの任務をほぼ放ほう棄きして、近所でラーメン屋を開いている」

「その言い方は、ちっと素っ気ないんでねえか」

　津島と呼ばれた大男が、唇くちびるを尖とがらせて割り箸ばしを熱っぽく握にぎりしめた。

「地球に派遣されて最初に出会ったうまいラーメンに感動し、心を奪うばわれ、そして経営に目覚めた。本職をなげうったこの行こう為いは、本来なら退職か強制送そう還かん扱あつかいのはずだけんど、うちのラーメンは地球の逃とう箱そう者しやたちにも評判がよく、『派遣騎士とは別の意味で地球に貢こう献けんしている』と互助組織の意見も受けて、宮きゆう廷てい騎士団内での黙もく認にんを勝ち取った。ラーメン屋こそが俺の真の居場所なんだと、きちんと王女様に説明してくれや」

「領長が別の職に励はげむことは、必然的に他ほかの派遣騎士の負担増加に繫つながるけれど、『領長の楽しそうな顔を見ると、文句を言う気が失うせる』という部下たちの温かい意見により、反乱が奇き跡せき的に起きずにいる、とも説明してあげて」

　湖子が言い、塩ラーメンの丼を取って机につく。その机は埃ほこりひとつなく書類や小物が綺麗に整えられていて、いかにも湖子の仕事場という感じだった。

「王女様も召めし上がってくだせえな。チャーハンでいいですかい？」

　津島がにこやかにヒゲ面づらを笑わせて、聖に皿とスプーンを差し出す。

「朝っぱらからこってりしたものは、若いおなごの胃には重いかもしれませんけんど、今日は荷造りや何やで忙いそがしいんでしょう？　スタミナつけておいた方がいいですぜ。それにほら、宮廷に戻もどったら、こういう地球の庶しよ民みんの味も食えなくなりますから」

　聖の手のひらに、ずっしりとしたチャーハンが渡わたされた。湖子は聖のことなど構わずに、レンゲを使って音も立てずにスープをすすっていた。

　聖がソファに腰こしを下ろそうとし、一秒後、ソファの持ち主を思い出して跳はね上がった時。開いたままの玄げん関かんから、スクールセーターを着た派遣騎士が入ってきた。

「あ、領長のラーメンのにおいがする、『領長のラーメン』って言い回しに部下として少しでも疑問を抱いだいていた日々が懐なつかしい、まあいいか、腹へった」

　葉村がソファの下から転がり出て、「直哉直哉、葉村の愛する卵らん黄おう張り切り特とく濃のうプリン買ってきてくれた？」と突とつ風ぷうのように玄関へ駆かけていった。果か月づき直哉は持っていたコンビニ袋を葉村に渡し、部屋の中に歩いてきた。

　直哉は湖子の向かい側にある、恐おそろしいくらいに整せい頓とんがされていない机の方へ移動していった。が、聖の前を通る時、ふと足を止めて床に屈かがみこむ。

「ほらよ」

　体を起こした直哉が聖へ差し出してきたのは、拾い忘れていた自宅の鍵かぎだった。羽根形のキーホルダーが、朝日を浴びて清潔に輝かがやく。「天箱園でしか採れない金属」という荒星の言葉を思い出してつい眉を下げる聖に、直哉が尋たずねてきた。

「ちゃんと眠ねむれたか」

「は、はい……」

「寝言でも絶ぜつ叫きようするんじゃないかと思ってたけど、大だい丈じよう夫ぶだったな」

「す、すみません……」

「別に敬語じゃなくてもいい、肩かたが凝こる。どうでもいいけどお前、何で突つっ立ってるんだ」

「だ、男子の寝床にその、いつまでも居座るのは、やっぱりふしだらというか、はれんちというか……」

「何ぶつぶつ言ってるんだ？」

「……何でもないです……」

　聖は鍵をズボンのポケットに入れ、ソファに浅く腰を下ろした。直哉は自分の椅い子すに座り、チャーシューメンの丼どんぶりにばしっと手を合わせて「いただきます」と言った直後、ものすごい勢いでラーメンを食べ始めた。昨日聖を青ざめさせた体調不良、あれだけは夢だったのかと思うほど、豪ごう快かいな食べっぷりだった。

「聖にも一個あげるね、血糖値上げてね、元気出してね」

　葉村が聖の膝ひざにプリンの容器とプラスチックのスプーンを置いて、直哉の机に飛び乗る。葉村は出前の餃子ぎようざとコンビニのプリンへ同時に食くらいつき、頰ほおを本物のハムスターのごとく膨ふくらませていた。湖子は淡たん々たんと箸はしを運び、壁かべに寄り掛かかってそれらの様子を眺ながめている津島は、やけに満足そうだった。
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　聖は恐る恐るチャーハンを口に運んだ。一口食べてみると、異次元人の料理はおいしかった。母親が月に何度か連れて行ってくれる市内の有名中ちゆう華か料理屋と同じくらい、よい味がした。

　母親の顔を思い出したら米こめ粒つぶが喉のどに詰つまった。噎むせる聖に「どうしたんでい、王女様！」と、津島が床ゆかの備品を蹴けっ飛ばして駆け寄ってきた。

「や、やっぱり庶民の味は王女様に合わないんですかいね。水、水飲んで、とりあえず落ち着いて！」

　津島が冷蔵庫を引きずってこようとして、直哉が「あんたが落ち着け」と領長に顔を顰しかめる。聖が急いで「噎せただけです、すごくおいしいです」と言うと、津島は「王女様に褒ほめられたー」と冷蔵庫を抱かかえ上げて喜び、葉村が拍はく手しゆをした。

「直哉、荒星殿でん下かから命令書がきていた」

　湖子が首筋の髪かみを背中へ払はらい、直哉にファックス用紙を差し出した。机越ごしに用紙を受け取った直哉は、紙面に対して苦々しく眉を寄せる。

「あの派手王子、『字が下手くそ全次元大会』とかに出たら、間ま違ちがいなく上位に食いこむだろうな。何て書いてあるんだ、これ。……『出発までに第三王女が済ませておく大事なことリスト、済んだものにはバッテン印をつけて楽しく片づけていこう』……あいつは小学生か」

「帰き還かん用手形の発行と次元健けん康こう診しん断だんは、事情を話せば特別対応してくれるはずだから、すぐ終わると思う。あとで電話をしておくわ」

　直哉の返した用紙を受け取り、湖子が言った。

「命めい壇だんがらみの方は、少し手間取るかもしれない。四月は逃とう箱そう者しやが多いから寝ねる暇ひまもないって、この季節はよく業者が愚ぐ痴ちっているもの。でも明日の朝までには済ませないとならないから、こっちも話をつけておく。あとは……荷造り、地球での思い出作り、知りあいとのお別れ会、異母兄をお兄様と呼ばせる訓練……」

　湖子が浅いため息をついてリストの読み上げを中断し、聖の方に視線を寄こしてきた。

「吉乃さん、別れを告げておきたい人は、どのくらいいるの」

「え？」

「あなたが地球を去る事情を、あなたが親しくしている人全員に打ち明けるわけにはいかないの。情報を公開する相手はごく少数に絞しぼりこみ、一いつ箇か所しよに集めて私たちから説明をしろと殿下は命じている。家族や親しん戚せき、友人をあわせたら、全部で何人くらいになるのかしら」

「え、ええと……」

　聖は口ごもり、スプーンの表面に映る自分の顔に視線を落とし、答えた。

「家族は母親──育ててくれた人だけで、今はちょうど旅行中で、明後日あさつてまで帰ってきません。つき合いのある親戚も昔からいなくて、友だちも、その……」

　直哉が勢いよくラーメンのスープを飲み干して、聖の小さな声を搔かき消す。葉村はぱんぱんになった頰を揺ゆらして「聖、落ちこまないでよ」と、励はげますように言ってきた。

「世の中には孤こ独どくな思いをしている人が他ほかにもいるよ。夜勤明けでもう帰っちゃったけど、直哉たちの同どう僚りようの佐藤さんは、綺き麗れいな地球人の奥さんと可愛かわいい三つ子の娘むすめさんと素す敵てきな一いつ軒けん家やに暮らしていて、一見賑にぎやかで楽しそうなのに、本当は毎日妻子に扱こき使われて虐しいたげられて仲間外れにされて、ペットのメス犬にも嚙かみつかれているんだよ。他人の温かみって、数や血の濃こさで決まるものじゃないと葉村は思うよ」

「佐藤さん、最近娘が口をきいてくれないって昨夜も泣いていたわね」と湖子が言い、直哉が「酒が涙なみだで薄うすまってたよな」と頷うなずいて箸を置く。佐藤さんとやらを知らない聖も何となく寂さびしげな気分になっていると、冷蔵庫を元の位置に戻もどしていた津島が、派は遣けん騎き士したちに鋭するどい眼光を投げてきた。

「おいおめえら、王女様に暗い顔させんなや。地球にいる間は一秒でも幸せが続くように、気を遣つかえ。今この世界にいる人を次元間の様々な問題から守ることこそが、派遣騎士の本分なんだかんよ」

「あんたが言うな」と、直哉と葉村と湖子が同時に返す。津島は「じゃあ王女様、あたしゃ仕こみがありますんで失礼しますね」と言い、巨きよ体たいをスキップさせて『要よう塞さい』から出て行った。

「領長はいつも気楽だな……」

　直哉が大きなため息を吐はき出し、余白のないファックス用紙を摘つまみ上げた。

「お前、本当に荒星と天箱園に戻るってことでいいのか」

　机に肘ひじをつけ、直哉があまり気乗りしなそうな視線を聖に投げてくる。丁てい寧ねいさや繊せん細さいさを要求される仕事が苦手な騎士にとっては、護衛の任務も不得手な部類に入るのかもしれない。聖は直哉から視線を逸そらし、答えた。

「いやだって言ったって、あの王子様、絶対聞いてくれないじゃないですか。それにいやだから逃にげようとしても、あなたたちが見張ってるんじゃどうしようもないし……」

　後半の方は、ほとんど口の中でこぼした。聞いていたのか聞こえなかったのか、直哉は「だから敬語じゃなくていいって」と用紙を机の上へ放ほうる。湖子が「領長、また腕うでを上げたわね」と言ってレンゲを丼どんぶりに置き、小さな音が固く響ひびいた。

「グッドモーニング、派遣騎士のみなさんども」

　玄げん関かんからやけに陽気な声が、『要塞』の中へ流れこんできた。扉とびらの隙すき間まから半身を乗り出させているのは、金きん髪ぱつをアフロヘアにした異様に鼻が高い男だった。

　ぴしっとした背広姿の男は青い目の前に黒くろ縁ぶち眼鏡めがねをかけ、右手にマイク、左手に大きなカメラを担かついでいた。それぞれの機具から延びたコードの先は、男の背後で宙に溶とけこみ、手品のように見えなくなっている。お笑いタレントなのかニュースキャスターなのか、そもそも芸能人なのかカメラマンなのかも不明だが、聖の知らない顔だった。

「あ、『おはよう天箱園』の富とみ岡おかトミーだ」

　葉村が餃子ぎようざのタレまみれの顔を上げて、つぶらな目をしばたたく。

「天使列を使った特別波で、天箱園と地球の両次元で放送してるんだよ。真しん剣けんに聞いてないとちっともわからないニュースってことで、一部の視し聴ちよう者しやに人気らしいよ」

　金髪男は「人気」という評価に口元をゆるめ、自分で持っているカメラへ顔をぐっと寄せた。

「視聴者のみなさんども、アイアムは今なんと、噂うわさの第三王女がいる地球に来ていますです。翻ほん訳やくするとダイサンプリンセス・イン・ザ・チキュウ。本当に生きていたんですますね、ダイサンプリンセス」

　金髪男は勝手に玄関を通ってくると、芝しば居いがかった身み振ぶりで話し続けていった。

「十五年前の宮きゆう廷てい内乱は、相当ひどかったらしいでござる。当時十代半ばだった荒星プリンスは、大臣派に金を積んで命拾いをしたって噂ですしよ。そんな中を生き抜ぬいたんですから、実にワンダホーな生命力です、ダイサンプリンセス。プリンセスプリンセスって、アイアムちょっと面めん倒どうになってきたです。いっそのことプリンでいいか。とにかく地球で平へい凡ぼんな高校生として生きていたそのプリンがですよ、この『要塞』で保護されているという情報があったんですます。それにしてもサプライズですね、この『要塞』の小こ汚ぎたなさ。住んでる騎士の品性が知れちゃいますです」

　直哉が無言で立ち上がり、傘かさ立たてからビニール傘を抜いて、葉村がその肩かたに飛び乗る。「オーノー」と響き渡わたった悲鳴やその他の物音を湖子は平然とした顔で無視し、食べ終えた丼を直哉の物と重ねた。

「吉乃さん、学校はサボらない方針かしら」

　湖子が聖のネクタイに視線を寄こした。唐とう突とつな質問に聖が曖あい昧まいに頷くと、湖子は静かに頷き返す。

「地球の学校に通えるのは今日で最後なんだから、思い出作りになると思う。どの手続きも放課後の時間だけで間に合うはずだから、特に問題もないわ」

「あの……手続きって、何をするんですか」

　聖はおずおずと、用紙を確かく認にんしている湖子に質問した。

「さっき言ってましたよね、ぼくが済ませておく手続きとか処理とか……。どんなことをするんでしょうか」

「全すべて事務的な作業。あなたが骨を折るようなことは何もない」

　富岡トミーとかいう金髪男が直哉を指さし、「あっ、果月一級騎士でありますです、『凜りん馬まの豆とう腐ふ』」と言い、「『系けい譜ふ』だボケー」と訂てい正せいした葉村からキックを受けた。

「天箱園への帰き還かん用手形は、あなたが必要書類に記入をすれば、すぐに発行してもらえる」

　湖子が聖の方も見ずに、唇くちびるを動かした。

「法を犯おかして強制送還されるような事態は別として、一度地球に移り住んだ逃とう箱そう者しやは、規則で天箱園には戻もどれないことになっているの。どうしても帰りたい人は、厳しい審しん査さを受けなければならないけれど、あなたは正確には逃箱者ではないし、何よりも王族だから即そつ決けつで許可されるはず。万が一却きやつ下かしたら、互ご助じよ組織が荒星殿でん下かに潰つぶされる」

「はあ……じゃあ、健康診しん断だんってのは？」

「そのままの意味。地球でいうところの保健所のような施し設せつで、天箱園に戻る前に肉体を検査する。吉乃さん、臓器移植をしたことはある？」

「ありませんけど……」

「じゃあ、問題なく次元の道をくぐれる。天箱園の人間が地球へ来ることはできても、逆に地球人が天箱園へ足を踏ふみ入れることは不可能なの。次元の道を一歩でもくぐると、地球人の肉体は大気環かん境きようを含ふくめた様々な変化に追いつかなくて、死に至るから」

　葉村の皿を片づけ、湖子が感情のこもらない声で続ける。その背後で金髪男はカメラに向かい、唾つばを飛ばしていた。

「アイアムの前にいるのは、あの有名騎き士しでございます。神しん軍ぐん七なな援えん者じや中、一、二を争う名門果月家の嫡ちやく子し、騎士養成学校在学中は過去最さい優ゆう秀しゆうの成績を修め、公式騎馬試合では五回連続ビクトリー記録保持の、栄光の宮廷騎士なのです。ですが血筋と腕うではよくても態度がバッドで、宮廷勤務から追っ払ぱらわれて地球に飛ばされたって噂です。確かに見ての通りの無礼なガキ騎士でござるです」

　直哉が「言いたいことはそれだけか」と傘で来客に切りかかり、ばぎばぎばぎ、というすごい音がした。

「あともうひとつ、命めい壇だんがどうのこうのって言ってましたよね」

　聖は問いながら、昨日の放課後、裏庭で自分の足あし下もとに浮ういた光の輪を思い出していた。

「あれを、どうかするんですか」

「それは後片づけ的な問題よ」

　玄げん関かんの扉とびらから舞まいこんできた春風が、ファックス用紙と湖子の髪かみを音もなく揺ゆらす。湖子は細い指先で用紙を押さえ、答えた。

「あなたが天箱園に戻った後、あなたの素す性じようを教えてもらった人なら、今後は『吉乃聖は異次元へ帰ってもういない』と納なつ得とくする。だけど知らされなかった人は、吉乃聖という人物が突とつ然ぜん行方ゆくえ不明になったと思ってしまう。真相を告げられていても、聞いた方が信じなければ同じ思いに陥おちいる。育ての親や学校が騒さわぎ出し、地球の警察にも通報されて事件にされる可能性もある」

　そうですよねと聖は呟つぶやき、旅行から帰ってきたばかりの母親が右往左往している姿を想像してしまった。湖子が頷うなずき、続ける。

「そういう事態に備えて、あらかじめあなたの命壇をコピーしておく。あなたが地球を去った後、必要があれば業者の担当者がそのコピーをつけて、あなたの家や高校にしばらく出入りする。あなたの命壇を持った人物は、姿形が本人と全く似ていなくても、まわりからは吉乃聖と認識される。偽にせの誰だれかが吉乃聖としての演技をしてくれるの。そうして不自然にならないように、自分の意志でどこかへ消えたという芝しば居いを打ってくれる。そうすればあなたは誰にも迷めい惑わくをかけずに、この次元から消えられる。コピーも含めて命壇の精密な扱あつかいは承認業者しかできないから、協力が必要なの」

「そう、ですか……」

「吉乃さんが学校に行っている間、私は各方面へ連れん絡らくをつけておく」

　湖子が椅い子すから立ち上がり、長い髪を揺らした。

「学校が終わったら、それぞれの施設で手続きを済ませる。最後の高校生活を邪じや魔まするつもりはないから、校舎の中までは私も入らないけれど、送り迎むかえはするわ」

「送り迎え、ですか」

「最初に言った通り、明朝までに何かあったら困るの。そうでなくても天箱園の一出身者として、王女には無事に宮きゆう廷ていへ帰ってほしい。贄にえの件は、一いつ介かいの騎士である私には口出しできない問題だから気の毒だけど……」

「湖子、そいつの件はおれが引き受ける。湖子はいつも通り、『要よう塞さい』で事務をしてろ」

　湖子の背後に、直哉がビニール傘がさを担かついで戻ってきた。金きん髪ぱつアナウンサーは撃げき退たいされたらしく、姿を消していた。湖子は直哉を見て、かすかに眉び目もくを翳かげらせた。

「護衛くらい、私でもできるわ」

「わかってる。湖子の力を疑ってるんじゃない」

　直哉は椅子に戻って腰こしを下ろすと、背もたれを大きく鳴らした。

「ただ、朝刊に載のってこいつの顔が知られたせいで、今みたいなマスコミに追われるかもしれない。暇ひまな逃箱者が身みの代しろ金きん目的の誘ゆう拐かいでも企くわだてたら厄やつ介かいだし、王女だと気づかれなかったとしても、こんな弱そうな顔してるんだ、また悪徳業者に命壇を狙ねらわれるかもしれない。最初からこれだけ面めん倒どうが予測されてるんだから、おれがやる」

「湖子には苦労させたくないんだって。愛されてるね」

　葉村が茶化すように笑ったが、湖子はあまり嬉うれしくなさそうに睫まつ毛げを伏ふせた。聖は自分に関する話が全く口を挟はさめないうちに進んでいくのを、不安とともに見守るしかなかった。

「……わかった。直哉がそう言うのなら、任せる」

　湖子は一分近く押し黙だまっていたが、やがてゆっくりと頷いた。

「だけど何か起きたらすぐに連絡して。危険なことは、絶対にしないで」

「外野がうるさいだけで、仕事自体は安全なもんだろう、役所回りだけだ。おい聖、お前毎朝何時に登校するんだ？」

　聖に顔を向けて、直哉が聞いてくる。聖が「八時くらい……」と答えると、直哉は振ふり子時計をちらりと見上げた。

「『多た翼よく道みち』を通っていくと、少し時間がかかるからな。そろそろ出るか」

　そう言って直哉は立ち上がり、ビニール傘を振って玄関の方へ歩き出す。理解できずに立ち尽つくしている聖へ、葉村が直哉の肩かたの上から「学校まで自転車で送ってあげるんだよ、しかもお空を飛んで」と楽しげに言ってきた。昨日の空飛ぶ自転車の大アクションを思い出し、聖は思いきり首を横に振る。

「い、いいよ、わざわざそんな、悪いから」

「いいとか悪いとかの問題じゃなくて、毎朝『多翼道』をパトロールするのが日課なんだよ。黙ってついて来い」

　直哉は日の差しこむ玄関で一いつ旦たん立ち止まり、聖をじろりと睨にらんできた。傘の骨組みと瞳ひとみが光を受けて、強く輝かがやいた。

「先に言っておく、おれの仕事を邪魔するな。王女だろうと何だろうと、邪魔したやつは酷ひどい目に遭あう。どのくらい酷いか知りたければ邪魔してみろ。勧すすめないけどな。ああそれにしてもいい天気だな」

　ビニール傘を持った騎き士しが一方的に会話を切り上げて、明るい屋外へ消える。取り残された聖の頭の上に、時計の振り子が無機質な音を降らせた。

　ふと視線を感じると、湖子が聖を見ていた。最初に会った時と同じく、乾かわいて色のない視線ではあったが、聖はじわじわとした恐きよう怖ふを感じ始める。もし少しでも嫉しつ妬とを感じているのなら全く意味がないのでやめて下さいと、聖は心の中で訴うつたえた。そんな目で見なくてもあなたの方が大切にされているみたいだし、髪かみも長くして綺き麗れいだし、スカートも穿はいて完かん璧ぺきな女の子だし、とぶつぶつと続けているうちに、何だか自分の方が湖子を羨うらやんでいるのではないかと思えてくる。

「聖、早く早く。飛行機雲が見えるよ」

　外から葉村が能天気に呼びかけてきた。聖は凍こおりかけた舌を酷こく使しして「学校に、行ってきます」と少女騎士に言い、ブレザーをひっ摑つかんで玄げん関かんへ走った。

　外に出て見上げた青空には、確かに、潔いさぎよいほど真っ直すぐで真っ白な雲が延びていた。







　聖が風かざ戸と里り高校一年七組の教室へ辿たどり着いた時刻は、朝のホームルームが始まる一分前だった。低血圧でどんなに朝が弱くても、始業の十分前には教室に着くようにしてきた聖の人生で、こんなぎりぎりの登校時間は初めてだった。

　足をふらつかせながら窓まど際ぎわの席へ向かう聖の前に、クラスメイトの入いり江えと大おお竹たけが「吉乃君、ものすごい疲つかれた顔してるよ。どうかしたの」と尋たずねてきた。恐おそらくは普ふ通つうの地球人でしかない同級生たちに、「実は昨日から異次元の王女だと言われていて、今朝は派は遣けん騎士に護衛されて空にある『多翼道』という異次元人専用空路を、自転車の荷台に乗せられて来てしまって、あ、その自転車っていうのも天使列とかいう現象を受けて飛行可能になっちゃっているわけで、要するに学校まで飛んできたんだけど、その途と中ちゆうで速度超ちよう過かをしている羽の生えたスクーターとチーターがいて、追いかけてとっ捕つかまえる騎士にとことんつき合わされ、何度も落下しそうになったりして、つまりはもうヘトヘトなんです」と話すわけにもいかなかった。

　聖が必死に愛あい想そ笑いを作り「寝ね坊ぼうして遅ち刻こくしそうになったから、走ってきたんだ」と答えると、入江は「疲れ方が貧ひん弱じやくな女の子みたいで、ますます可愛かわいいよね」と言い、その隣となりの大竹は「そうだけど、ますます闘とう争そう心しんが燃えたぎるよね」と返していた。聖が自分の席に崩くずれるように座りこむとチャイムが鳴って、担任教師の本ほん田だが教室に入ってきた。

　聖は懸けん命めいに上半身を立て直し、鞄かばんを開いた。昨日は家に帰れなかったので、鞄の中身は昨日と同じ。当然弁当箱も空で、昼は混雑する購こう買ばいに行くしかない。幸いなことに時間割の方は昨日と同じ科目が多く、手持ちの教材で何とかやっていけそうだった。──自分の正体は異次元人、地球を去れと言われた翌朝なのに、こんな日常を気にして安あん堵どできることが、聖は何だか不思議だった。

　教きよう壇だんに立った初老教師が、いつも通りの間延びした声で「出席を取りまーす」と言った。この声を聞くのも今日で最後。本来ならば様々な思いが過よぎるはずの聖の胸には、やたらと湿しめり気のない疲ひ労ろう感が溜たまっているだけだ。登校中は袖そでを通す暇ひまもなかったブレザーを広げ、聖は羽織る。ほんの数分前まで命がけで自転車に乗っていたせいで、腕うでが軽く痺しびれていた。

「……あれ？」

　隣りん席せきはいつものごとく無人だったので、呟つぶやいた聖の声に反応する者は誰だれもいない。しかし軽く赤面しつつ、聖は着たばかりの制服を見つめる。ブレザーのサイズが大きい。脱ぬぎながら脳が既き視し感に包まれ、昨日の夕方、自分の制服が辿った運命を回想する。そして『要よう塞さい』から持ってきたブレザーの本来の持ち主の顔を思い浮うかべ、聖は机に突つっ伏ぷした。

　風を切って空を飛び、逃にげる相手に怒ど鳴なって追いつき、武力による抵てい抗こうを力ずくで鎮ちん圧あつし、葉村と手を叩たたき合わせていた。あれだけ能力全開で思い通りに生きられたら気持ちいいだろうなと、聖は息を漏もらす。だがあれは派遣騎士。魂たましいに天使列と呼ばれる螺ら旋せんを刻み、今は地球に住んでいても、聖とは文字通り別の世界で育ってきた人なのだから、強くて当たり前。自分とは違ちがう。聖はゆるく首を振ふる。

　痺れた腕に、しがみついた時に触ふれ続けた感かん触しよくが蘇よみがえる。派遣騎士の背中から腰こしにかけての輪りん郭かくが思い出される。本物の男子というのは、どうしてスリムに見えてもきちんと筋肉の感触があるのだろう。自分はやはり服装で性別を誤ご魔ま化かしているだけの偽にせ物もの、ぼくは女の子なんだと改めて思う。いろいろ考えていたら頰ほおが熱くなってきて、聖は「ひい」と叫さけんで自分の頰をぺしぺしと叩く。普段おとなしい生徒が奇き矯きような行動を取ったからか、教師の本田が「吉乃君、気分でも悪いのかー」と尋ねてくる。周辺の生徒の視線が集まり、聖は大おお慌あわてで首を横に振った。

　本田が眼鏡めがねを上げ、出席簿ぼを持ち直した。

「はい、じゃあ出席の続きを取ります。ええと、大おお谷たに剛ごう君」

「先生、僕の名前は『ごう』じゃなくて、『つよし』と読みます」と本人が答えると、本田は「あーそうだった、すまないね、昨日も間違えた」と頭を搔かき、生徒の間に小さな笑いが起きた。

「大谷『つよし』君は出席……と。明日は間違えない……と。はい、じゃあ次。果月直哉君。あー、果月君は今日も欠席、昨日もそうだった……と。明日は来るといいんだが……と。次は──」

　聖は口を半開きにして教壇を見つめた。担任教師が今、何かとんでもないことを言った気がした。聖は落ち着きなく教室内に視線を巡めぐらせ、空いている席を探す。今日の欠席者はひとりだけ、今日も無人の隣席を、聖は戦せん慄りつに近い感情をもって凝ぎよう視しする。

　隣の長期欠席者の顔は一度も見たことがないが、毎日の出席確かく認にんの際に、氏名は耳にしていた。だがもし隣人が登校してきたとしても、人間関係に制限をかけている聖が友だちになれるわけもない。自分には無関係な人だと決めて聞き流し、聖はずっと気に留めずにいた。果月直哉というその名前を。

　聖は手の中で丸めたブレザーを見た。スクールセーターの真っ直すぐ伸のびた背中を思い出した。

「噓うそだああ」と叫んだ聖に、今度こそ教室中の視線が集まった。







　担任に質問しようと決意し、実行に移すのに約四時間を要した。午前の授業が終わった昼休み、聖は賑にぎわう校舎を抜ぬけて職員室へ向かった。本田は職員室の隅すみの席で、出前のラーメンをのんびりと食べているところだった。

　出席確認以外で聖が教師と個人的に会話をするのは、入学以来初めての試みだった。そして恐らくこれが最後になるのだろう。だからといって性別がバレてもいいとは、さすがに聖もそこまでは開き直れない。本田の眼鏡が鼻の上でずれていることから、こちらの姿はそれほど見えていないはずと自分自身に言い聞かす。何回も唾つばを飲み、何ミリリットルも冷や汗あせをかきつつ、長期欠席中の果月直哉とはどんな生徒なのか、聖は尋ねてみた。

「よくわからないんだよねー」というのが、本田の第一声だった。春でもエアコンの効いている職員室は空気が軽かろやかに乾かわいていて、窓の外に立つ満開の桜が、景色をただ一色に染め上げていた。

「前の受け持ちだった先生からは、とにかく一度も登校してこない生徒だって聞いてるよ。普ふ通つうに受験をして合格して、入学金も授業料も普通に納めてくれているようだから、退学にはされてないみたいだけど」

　本田は眼鏡と首を傾かしげ、丼どんぶりの上に箸はしを渡わたした。脂あぶらの多そうなスープには、薄いなるととメンマが浮いているだけで、カップラーメンよりも味気がなさそうだ。

「私も今年の入学式の後、学年主任に言われて、生徒名簿に載のっている住所を一度訪ねてみたことがあるんだよ。留守だったけどね。電話にも出ないから緊きん急きゆう連れん絡らく先の方へかけてみたら、変なところに繫つながっちゃってね。何だったっけなあ、説明書を読んでるみたいな喋しやべり方の女が出て、地球なんとか派は遣けんとか……『よう』とか、なんとか……」

「もしかして……『要塞』、ですか」

「お、吉乃君は知ってるの？　怖こわくなって切っちゃったけど、あれって何かの会社なのかねえ。果月君とどんな関係があるんだろう」

「……変わった人なんでしょうね」と、聖は言った。「変わってるんだろうねえ」と、初老教師もしみじみとした口調で言った。

「でもまあ、ずっと休んでいたことで、もしかしたら単に学校へ来にくくなってるだけかもしれないねえ」

　本田が机の引き出しを開けた。奥の方から高校名の入った大きな茶ちや封ぶう筒とうを取り出すと、本田は聖に差し出してきた。封筒の中は、プリント類で満まん杯ぱいになっている。

「これね、一応、果月君が休んでいる間に配られたもの。前年度以上の分もたくさんあったんだけど、引き出しに入りきらないから古いのは捨てちゃった。吉乃君、もしよかったら彼に渡してあげて」

「ど、どうしてぼくがそんなことを」

　過か敏びんに肩かたを震ふるわせる聖に、本田は引き出しを閉めながら「だってクラスメイトだし、隣となりの席でしょ」と白々しい響ひびきをつけて言い、再び箸を取り上げる。

「重要なプリントは特にないし、教材の申込書にしても何かの集金にしても、とっくに期限の過ぎたものばかりだから、急いで渡さなくてもいいよ。でも何かきっかけを持っていた方が、吉乃君も訪ねやすいでしょう」

「あの先生、ぼくは別に、そんなつもりで聞いたんじゃなくてですね」

「教師が言う台詞せりふじゃないけど……」

　本田は聖の台詞を明らかに無視し、遠く桜の方を見て目を細めた。

「私も年のせいか、こういう生徒にどんな対処をしたらいいのか、ちょっとわからなくてねえ。最近の言葉では、引きこもりとかいうのかなあ……」

　この長期欠席者が本当にあの派遣騎き士しと同一人物ならば、果月直哉は全く引きこもっていません。聖は内心で呟つぶやき、茶封筒を抱かかえた。

『要よう塞さい』領長の津島は、地球に来て本職とは別に料理屋を開いたと言っていた。果月直哉はこの街で行動しやすいように学生の制服を着ているらしいが、ついでに何となく学がく籍せきも持ちたくなったのだろうか。今朝、裏門近くで聖を自転車から降ろした直哉は、この高校の制服を着ているくせに「昼間は市内パトロールがある」と言い、学校にあっさり背を向けて去っていった。

「出前のラーメン、もう少しおいしいところに変えようかねえ。どこかいい店はないものか……」

　担任教師が箸を動かし始め、独り言なのか、メンマに向かって呟いた。

　異次元人の店でよければ教えましょうかとは、聖は当然、言えなかった。







　職員室を出てから購こう買ばいに向かうと、買い物ラッシュはすでに解消し、売り場は閑かん散さんとしていた。込んでいない代わりにパン類は全すべて売り切れになっており、飲み物しか買えなかった。聖の「地球最後の昼食」は、非常に空むなしいものになってしまった。

　茶封筒を抱えてとぼとぼと教室に戻もどった聖だが、鞄かばんの中に食べ物が入っていることに気づいた。朝食の時に葉村がくれて、手をつけずにいたプリンだ。透とう明めい容器の内側でそれはとんでもなく甘そうな色をしていたが、腹持ちはよさそうだった。葉村は自身の正式名めい称しようを確か──煉れん魂ごん受じゆ皿べい器きだとか、話していた。あの生き物は一体何なんだろうと今いま更さら謎なぞに思いながら、聖は鞄を抱え、いつも通りに屋上に出て昼食にすることにした。常に人の少ない場所であるが、今日は聖以外、誰だれもいなかった。

　フェンスに寄りかかり、予想通りに甘いプリンを食べつつ、聖は鞄の中にあった雑誌を開いてみた。今朝『要塞』の床ゆかに鞄を落とした時に、教科書類と一いつ緒しよに間ま違ちがって入れてしまった古雑誌だ。見た目はその辺の喫きつ茶さ店てんに置いてありそうな一いつ般ぱん向け情報誌だが、タイトルは『週刊天てん箱そう園えん』というもので、どうやらこれも異次元の発行物であるようだった。発売日は今より数週間前の日付であり、表紙には「故・第三王おう妃ひの日記、真相に迫せまる！」の文字が躍おどっていた。

　表紙を開いて一ページ目には、頭部にティアラをつけた女性のモノクロ写真があった。聖が昨日の夕方『水すい晶しよう』とかいうテレビで見た姿よりも、いくらか年を重ねた様子の第三王妃だった。この人が実の母親だと言われても、聖はやはり、ぴんとこなかった。

　次のページには、問題の「日記」が掲けい載さいされていた。内容は昨日荒あら星ぼしたちから聞かされた話とほぼ同じ、「十五年前の宮きゆう廷てい内乱の際、第三王妃は当時まだ生後一週間の夕凪王女を地球へ逃にがして知人へ預けた、云うん々ぬんかんぬん」というもの。数週間前に発売されたこの週刊誌は、文中にある「地球の知人」が誰であるかが明確にされていない点などを指し摘てきし、日記は真実ではないとする立場を取っているようだった。

　三ページ目からは、十五年前に起きた宮廷内乱を振ふり返る記事が載のせられていた。王族に対する大臣派のクーデター。大臣派が敗れて降こう伏ふくするまでの七日間、血と戦火がひたすら宮廷を焦こがし続けたという。死者は約百三十人。犠ぎ牲せい者しやの多くは、侍じ女じよや下働きの者が大半であったようだが、十三人いた王妃のうち八人が、十五人いた王の子供は、第一王子を除く全ての王子王女が死亡。内乱後に心身を病やんで故郷へ帰った王妃も多く、現在城に残っている王族は、国王、第一王妃、第七王妃、第一王子の四人のみ。

　二年後の宮廷儀ぎ式しき・第七百八十一回贄にえに第一王子荒星が選ばれれば、後こう継けい者しやは事実上不在となり、王家の血筋断絶は免まぬかれない。このままでは王家を滅ほろぼそうとした大臣派の陰いん謀ぼうが、結果的には成じよう就じゆすることになってしまうのではないかと、記事は警けい鐘しようを鳴らしていた。

「そんな時に『実は王女がもうひとり生きています』って言われたら、まあ、騒さわぎたくもなるよね……」

　プラスチックのスプーンをくわえ、聖はつい他人ひと事ごとのように呟いてしまう。実際、記事になっている宮廷内乱には全く身に覚えがないので、当事者意識は一向に湧わき上がらなかった。

　そもそもこの戦火を生き延びた王女ならば、わかりやすく肉体に外傷でも残っていそうなものだが、聖に心あたりは全くない。あるいはいくら赤ん坊ぼうだったとはいえ、当時感じた大きな恐きよう怖ふや悲しみが多少心にとどまるのではないかと思われるが、トラウマの気配もない気がする。

「……あんまり泣かない鈍どん感かんな赤ん坊だったって、昔、お母さんに言われたことがあったっけ……」

　聖は空を見上げて呟いた。空の高い位置を鳥が数羽、群れて飛んでいくのが見える。今朝はあの青よりも更さらに上を通って登校してきたことが、信じられない。そこでふと思った。そういえば、自分には直哉のような力がない。直哉や湖子や、異次元人が持つ力、天使列が。

　天箱園に生まれた一部の人間に備わる力で、神が授さずけたとか何とか、聖は昨日得たばかりの知識を脳から引っ張り出す。遺伝するとも言っていた気がするし、無む秩ちつ序じよな結けつ婚こんが続くと力は消えてしまうとも聞いた。昨日第一王子荒星は、『全ぜん休きゆう符ふ』という天使列現象を起こしていた。王族にも伝わる力ならば、第三王女である自分も使える可能性はある。

「何だっけ、あの列式唱合とかいうの」

　聖は左右を見回し、誰だれもいないことを改めて確認した。そして食べ終えて空になったプリンの容器に、躊躇ためらいながらも手をかざしてみた。

「ええと、天使……列、『宝ほう剣けん』……だっけ？　螺ら旋せん、回帰……」

　何も起こらなかった。容器はただ日光を跳はね返し、透明に輝かがやくだけだった。意味のないことをしてしまったと、聖は止めていた息を吐はき出す。何らかの力が使えれば、自分はやっぱり異次元人なのだと認められる気がしたが、納なつ得とくできたからといって潔いさぎよく地球を去れるとも思えない。風が吹ふき、プリンの空容器がコンクリートの上を転がり始める。腰こしを浮うかせた聖の前で、屋上の扉とびらが校舎側から不意に開かれた。

　現れたのは聖と同じクラスの生徒、いつも友好的な女子生徒栗くり田たと、掃そう除じ当番が一緒の男子生徒高たか畑はただった。高畑は聖を見るとなぜか一歩下がろうとしたが、栗田に肩かたを押されて聖の方へ緊きん張ちよう顔で進んできた。そして何を思ったのか、勢いよく頭を下げて「すみませんでしたっ」と謝ってきた。

「昨日は掃除をサボって誠に申し訳ございませんでしたっ。俺、昨日まで吉乃の正体を全然知らなくて、吉乃のことを顔も性格も女っぽい弱っちい男だと本気で思っていて……あっ、うわっ、すみません、呼び捨てにしてすみません第三王女様っ」

　春の穏おだやかな日差しの下で、高畑は青ざめ、額から滝たきのような汗あせを流していた。態度も言葉遣づかいも高畑の全すべてがおかしかったが、最も聖を震ふるえ上がらせたのは、「第三王女様」の響ひびきだ。聖も同様に汗を流しつつ、高畑に両方の手のひらを突つき出す。

「ちょ、ちょっと待って。何でそんなに謝るのかわからないよ」

「だから、昨日の掃除ですっ」

　高畑は汗を増量させつつ、口早に答える。

「昨日俺はゲームをやりたいがために、第三王女様に掃除を押しつけてしまったんです。今日の朝刊を見て吉乃の……あわわ、吉乃様の正体知って、ぶったまげました。お袋ふくろに話したらお袋もぶったまげて、謝ってこいって。学校に来て栗田に相談したら、栗田もそうしろって。せっかく地球の生活にうまく溶とけこんでるのに、王族の機き嫌げんを損そこねたら強制送そう還かんどころか、一家全員処しよ刑けいだって」

「私はそこまで言ってないからね、高畑君」

　栗田が苦く笑しようし、肩まで届く髪かみを払はらう。毛先にゆるいパーマをかけた髪は厳密に指し摘てきすれば校則違い反はんだろうが、優等生でも柔じゆう軟なんさを備えたタイプの栗田には、よく似合っていた。

「吉乃君……じゃなくて、第三王女様が将来もし王様になった時、地球の高校で同級生から意地悪されたことを思い出して、地球なんか壊こわしちゃえって決めたら、逃とう箱そう者しやの私たちも困るでしょう。だから謝った方がいいって言ったの」

「同じことじゃんか」と言った高畑の眉まゆの上を、更なる汗が流れる。

「天箱園の偉えらい人を不機嫌にさせたら、俺らなんか木こっ端ぱ微み塵じんにされるんだ。地球に移住したって、結局身分階級からは解放されないってお袋もよく言ってるよ。王族にタメぐち叩たたいて平然としてるのは、うちの高校の制服を着たあの変な派は遣けん騎き士しくらいじゃん」

「あの騎士さんは、名門『凜りん馬まの系けい譜ふ』の出身だもん。よほどのことがなければ王族だって怖こわくて罰ばつせられないって、誰かに聞いたことがあるわ」

「えー、いつもぼろっちい自転車にふらふら乗って、商店街で三十九円のコロッケを値切ってるような騎士なのに？」

　世間話的に会話を交かわす栗田と高畑の背後、半開きの扉の向こうからは、校舎を満たす昼休みの喧けん噪そうが伝わってきていた。どこかの生徒の笑い声を遠くに聞きつつ、聖は近くにいるクラスメイトを半ば放心して見つめる。

「君たちも、地球の人じゃなかったんだ……」

　聖の声で高畑は今一度顔面を蒼そう白はくさせ、ぴしっと姿勢を正した。

「は、はいっ。五歳の頃ころ、家族で地球に移住してきた逃箱者です。高畑ってのは、家族用にセットで買った命めい壇だんについていた名字です」

　栗田が「私は二歳の時に」とにこやかに答えた。

「俺、学校に通ったり受験したりして、もう十年も普ふ通つうの地球人みたく暮らしてますけど……」

　制服の袖そでで顔の汗を拭ぬぐってから、高畑が言った。

「学校には大体二、三人くらい、逃箱者が紛まぎれこんでるものでした。栗田とも中学で一いつ緒しよになったんです。逃箱者同士って空気が似てるっていうのかな、何となくお互たがいわかっちゃうもんなんですけど、吉乃、じゃない、第三王女様のことは全然気づかなくて、本当にすみませんでしたっ」

　高畑が再び垂直に腰を折る。栗田は聖に向かっていつものように愛あい想そよく微笑ほほえみ、「悪気はなかったの、許してあげて」と目で言っているようだった。悪気も何も、昨日高畑が掃除をサボった時点では、聖ですら自分のことを地球人だと信じ切っていた。

「全然気にしてないから、いいよ」

　聖が言うと、高畑はがばっと上半身を起こし、敬礼をしてきた。

「身に余る光栄ですっ。第三王女様がかけて下さった優やさしきお言葉は、地球全域逃箱者ならびにその子孫の代まで伝え、異次元移住者の心の支えにしますっ」

　栗田が噴ふき出し、「高畑君、許してもらえたらそういうふうにお礼を返せって、お母さんに言われたんでしょう」と笑った。高畑は気まずそうに後頭部を搔かいたが、表情はゆるみ、肩の荷が下りたような顔をしていた。

　聖ひとりが反応に窮きゆうしていると、昼休みの終わりを告げるチャイムが鳴った。高畑は本格的に安あん堵どした顔つきで、扉の方へ足を向けた。

「じゃあ俺たちは失礼しますっ。吉乃、じゃない、第三王女様のことは、クラスのやつには絶対口外しませんから、安心して天箱園にお帰り下さい。会えなくなるのは寂さびしいですけど、逃箱者でもない天箱園の王族が、目的もなくこっちに住んでるのは不自然ですもんね」

　高畑はもう一度勢いよく頭を下げて、校舎に駆かけ戻もどっていった。数秒後、階段で足でも滑すべらせたのか悲鳴が轟とどろき、栗田が「落ち着きがないんだから」と苦笑をして後を追った。

　風が吹き、聖の足あし下もとを桜の花びらとプリンの空容器が転がっていく。半開きの扉が、音を立てて閉じた。







「……というわけで、休んでいる間に配られたプリント。先生に、頼たのまれたから」

　聖が茶ちや封ぶう筒とうを差し出した時の果月直哉は、夕日の中で驚おどろきと困こん惑わくと呆あきれが入り混じったような、非常に複雑な表情を返してきた。

　五分前、今日一日の授業が終わった後、クラスメイトの高畑に「王族に掃そう除じなんてさせられませんっ」と背中を押されて、聖は強ごう引いんに昇しよう降こう口から出された。事情を知らないまわりの生徒は「王族って何だよ、ゲームのやりすぎなんじゃないの」と笑っていた。

　笑えない聖が向かった正門前では、朝に「放課後迎むかえに行く、先に帰ったら許さない、逃にげたい時はおれに一言断ってから逃げろ、ただし逃げられるもんならな」と言っていた派遣騎士が、体と自転車を門に堂々と寄りかからせて、聖を待っていた。荒星からの逃とう走そう計画を聖は本格的に検討していたわけではなかったが、これでは逃げる前から「この騎士から逃げ出すのは絶対不可能です」と示されたようなものだ。聖は力なく肩かたを落とす。

　直哉が着ているのはこの高校の制服であり、今は自転車の前輪部分に羽も現れていないので、さして目立つところはないはずだった。強しいて言うならば、直哉がそれなりに端たん整せいな顔立ちをしているため、黙だまって立っていれば人目を惹ひかないこともなく、下校中の女子の中にはちらほらと視線を投げている生徒もいた。強いて言わなくても、直哉の目の光や全身から放つオーラのようなものが強すぎるため、下校中の不良生徒の中には、ぎらぎらと視線を投げつけている者もいた。だが自転車の前カゴの中で「女子高生だ、女子高生がたくさんいるね、嬉うれしいね楽しいね喜ばしいね」と大おお騒さわぎしている猫ねこサイズのハムスターは、あらゆる一いつ般ぱん生徒の注目を集めていた。

「あ、聖が来たよ、聖だ聖、ひーじーりー」

　葉村が聖に気づいて大声で呼んでくれば、注目の対象は自おのずと呼ばれた方へと移る。近くを通った同じクラスの入江と大竹が、「吉乃君と待ちあわせしてる男子、わりといいね。どこのクラスの誰だれ？」「知らないけど吉乃君と怪あやしい関係だったらもっといい。でも結局のところ闘とう争そう心しんが燃えたぎるよね」と非常に無責任な意見を述べる。聖は人生最速の早口で「目立つのは苦手だからあっちに行って話ができると大変ありがたい」と懇こん願がんし、直哉と自転車に、校門横の電柱の陰かげへ移動してもらった。

「確かに一応、風戸里高に学がく籍せきはあるけど……おれの席ってお前の隣となりなのか。すごい偶ぐう然ぜんもあるもんだな」

　聖から受け取った茶封筒に、直哉はまばたきを繰くり返した。葉村が「席が隣だと、机をくっつけて一緒に給食を食べたりするんでしょ」と言ってきたので、聖は「それは小学校。でも掃除当番は一緒」と答えた。途と端たんに直哉が頭を抱かかえて「掃除はいやだ、退学しようか、でもそれはよくない」と、何やら苦く悩のうを始めた。

　すぐそばを同じ制服を着た生徒が何人も通り過ぎているせいか、聖は目の前にいる派は遣けん騎き士しが普通の高校生に見えてきた。留年しているらしいので、年は聖よりいくつか上なのだろうが、性格のせいか仕し種ぐさのせいか、全く大人びては見えない。無造作な髪かみ型がたを更さらに搔き乱してぎゃあぎゃあ言っている直哉は、入学早々宿題がいやで困っている新入生として、充じゆう分ぶん通りそうだった。

「せっかく学校に入ったのに、来ないの？」

　聖が何となく尋たずねると、苦悩を続けている直哉の代わりに、葉村が楽しげに前歯を見せた。

「残念だけど、派遣騎士はそんなに自由時間がないんだよ。それに直哉はこっちの次元の勉強があまり得意じゃないんだよね。受験の時なんか、数学の方程式を見て泣きそうになってたよ。ｘとかｙとか、せっかく隠かくしてるんだから暴あばいたら可哀かわい相そうじゃねえかって。毎日学校通ったら、多分頭が爆ばく発はつするかも」

「じゃあ、どうして君は……」

　入学したの、と尋ねようとして、聖は口を閉とざす。何だか普ふ通つうの友人同士の会話のように思えてきて、気き恥はずかしくなった。「君」という呼びかけも無意識に口にしてしまったが、馴なれ馴れしくなかったかと、少し後こう悔かいする。

　唇くちびるに手を当てて目を上げると、直哉は騒さわぐのをやめて質問の続きを待っていた。聖は鞄かばんを抱え直す仕種で、表情を隠した。

「な、何でもない」

「何だよ。言いたいことがあるなら言ってもいいんだぞ。聞いてやるとは限らないけどな」

　直哉の言葉に、葉村が「はいはい、言いたいことー」と前カゴの中で盛さかんに跳はねて挙手した。

「聖の用事でこれから駅の北口の方に行くんだよね。葉村は『パティスリー風戸里』の看板商品、悶もん絶ぜつなめらかミルクプリンが食べたいよ」

「却きやつ下か。あの店は高いから月に一回しか買わないって決めただろうが」

「直哉のケチ。雑ぞう巾きん一枚縫ぬえないくせに、そういうとこだけ細かいんだから」

「黙れ全身胃い袋ぶくろ生物、派遣騎士の給料をなめるなよ」

　直哉が自転車を押して、人通りがまばらになった道を歩き始めた。正門から延びる広い通学路には背を向けて、騎士は住宅地の間を抜ぬける細い道へ足を進める。放課後は聖の書類審しん査さやら健康診しん断だんやら、異次元の公的施し設せつをまわる予定だと決められている。それらの施設がどこにあるのか聖は知らないが、直哉について行かなければ「仕事の邪じや魔まをした」と恐おそらく酷ひどい目に遭あわされるので、仕方なく自転車の三歩ほど後方を歩き出す。

「そうだ。プリントの礼ってわけじゃないけどな、これ」

　直哉が自転車の前カゴから、白い封ふう筒とうを取り上げた。大きさは聖が渡わたした茶封筒とほぼ同じで、膨ふくらみ具合もいい勝負であったが、白い封筒の隅すみには「宮きゆう廷てい騎士団第五部隊・地球・風戸里『要よう塞さい』」と小さく印刷されていた。

　首を傾かしげた聖に、直哉が少し面めん倒どうくさげに頰ほおを搔かき、言った。

「昼間『要塞』に届いた、お前宛あてのファックス」

「……ぼくに？」

　直哉が頷うなずき、プリント入り茶封筒の方を前カゴへ放ほうる。

「全部、第三王女夕凪宛て。天箱園のやつや地球の逃とう箱そう者しやで、今朝のニュースを見てお前が『要塞』にいるって知った連中が勝手に送りつけてきた。おれは賛成しなかったんだけど、湖子が本人に渡さずに処分はできないって言うから、一応持ってきた」

「何が、書いてあるの？」

「王女様が生きていて嬉うれしいですとか、早く宮廷に帰って来て下さいとか、頑がん張ばって荒星王子を倒たおしちゃってくれとか、お前だけ天箱園に帰れるのはずるいとか」

「……ずるいって、そんな……」

「どこかの逃箱者が書いたんだろう、全員が望んで地球に来たとは限らないからな。読みたくないなら処分するけど」

「直哉は家電とかの説明書を読まずに捨てるタイプだよ」と、葉村が口を挟はさんだ。

「勘かんと本能だけで操作しようとするんだけど、三分後くらいにどうしようもなくなっちゃって結局壊こわしちゃって、同どう僚りようの佐藤さんにいつも笑われるんだよ。うちの子供だって玩具おもちやの説明書はちゃんと読んでるよって。要するに直哉は小学生以下なんだね」

　直哉が白い封筒も前カゴに投げ、葉村が口で鮮あざやかにキャッチする。特とく殊しゆ生物が紙類を盛せい大だいに咀そ嚼しやくし、どこかの家からは夕飯のにおいが漂ただよってきた。

　十字路を曲がると、小さな神社の前に、道をふさぐほどの人だかりができていた。大人や子供、老人など、数十集つどった人々の所持品は、一様に大きな旅行鞄とカメラ。旅行者然とした人たちの先頭に立ち、古い鳥居を指して何やら話している女性は、いかにもバスガイド風の制服を着ている。ガイド風の女性が掲かかげている小さな旗に「天箱園トラベル・春の地球、逃箱者うららか紀行」と記されているのを聖は見た。

「何、この人たち……」

　呟つぶやいた聖に、葉村が停車した自転車の前カゴの中から、「逃箱者向けのツアーだよ」と答えた。

「地球でいう旅行会社みたいなものが天箱園にもあって、逃箱者を団体で異次元へ連れ出すツアーが組まれてるんだよ。わりと人気があるみたい。天使列が使えなくて次元の道を開けられない人でも、専門のガイドさんと一いつ緒しよなら、安全に扉とびらをくぐって来られるからね。こっちの次元の名所を見学して、逃箱者互ご助じよ組織のホテルに泊とまるっていう日程らしいけど」

「そんなのがあるんだ……」

「ま、普通の旅行と違ちがって、出発地点に帰ることはないけどね。それに名所っていっても、逃箱者が一番知りたいのはこっちの次元の日常生活だから、風戸里のツアーなら、大体この辺りの住宅地とかスーパーとかをまわるみたいだよ。そこの神社もよく紹しよう介かいされてるよ。こうやって道みち端ばたにいろんな神様が祀まつられていて、誰だれでも簡単にお参りできちゃうのって、天箱園じゃ珍めずらしいことだからね」

　葉村の言う通り、ガイドはツアー客に向かって「地球の、特にこの日本という国では、神社と呼ばれる神様のスポットが数多く点在しておりまして、年中無休で営業しています。四六時中神様が守ってくれる街に、みなさんはこれから住めるわけです。幸せですよね」と笑顔えがおを振ふりまいていた。

　干ひからびた色の鳥居から聖がそっと視線を逸そらすと、直哉と目があった。直哉は聖の表情を見て、少しだけ眉まゆを寄せた。

「お前さ……」

「な、何？」

「……いや、観光の邪魔するのも何だしな、別の道を行くか」

　直哉が言い、自転車を迂う回かいさせようとした時だった。ガイドが直哉を見て「あっ」と叫さけび、手持ちの旗を振り回した。

「みなさーん、あちらをご覧下さい、地球派は遣けん騎き士しがいますよ。逃箱者が悪いことをしたらぼこぼこにしますけど、基本的には異次元でみなさんが安全に生活できるように頑張ってくれている騎士です。でも給料はものすごく安いそうです。パトロール中でしょうかね……あら？」

「給料のことはガイドするな」と叫ぶ直哉を無視し、ガイドは聖に視線を留めて目を見開いた。

「そっちの人……もしかして、今日の朝刊に載のっていた第三王女？」

　うっ、と呻うめいた聖も無視し、相手は「そうです、絶対そうですー」と街中に響ひびき渡わたりそうな大声で言った。

「みなさーん、更さらにあちらをご覧下さい、噂うわさの第三王女がいますよ。本当に男の子の制服を着てるんですね、本当に生きていたんですね。この王女様、みなさんと入れ違いで明日には天箱園に帰っちゃうそうです。帰き還かん直前の王女様を見られたなんて、みなさんすごくラッキーですよ。お写真を撮とるなら今しかありません。神社の前で地球人の格好をした第三王女の写真なんて、異次元写真愛好家からものすごい値がつくかもしれませんよー」

　異次元旅行会社の旗が振られ、旅行者たちが歓かん声せいを上げ、自転車のまわりに突とつ進しんしてくる。直哉が「押すな、騒さわぐな、勝手に撮さつ影えい会を開くな」と声を上げて制したが、逃箱者一行のテンションは上がる一方だった。

　女性客から「きゃあ煉れん魂ごん受じゆ皿べい器きよ、可愛かわいい」などと言われた葉村がヒゲや耳を引っ張られて「勝手に触さわらないで、葉村は高価なんだから、あっそこは駄だ目め、駄目だってば、はむぎゃあ」と鳴き、カメラのフラッシュが四方八方から聖の網もう膜まくを攻こう撃げきする。王女様、こっちを向いてお姫ひめ様さま。さようなら、お元気で。一方的すぎる他人の声せい援えんに負けて、聖は近場の電柱に張りつく。

「走るぞ、乗れ」

　直哉が顎あごで鋭するどく自転車を示した。「え」と返した聖の反応に、派遣騎士は顔を顰しかめて言う。

「そんな顔するな、『多た翼よく道みち』は通らない、普ふ通つうに地上を走るだけだ。さっさと乗れ」

　言いながら、直哉はもうサドルに跨またがっている。聖が慌あわてて荷台に乗った瞬しゆん間かん、自転車はエンジンもついていないのに、猛もうスピードで発進した。人ひと垣がきが割れ、観光客の声があっという間に遠ざかり、自転車は住宅地を抜ぬけて、青信号が点てん滅めつしているバス通りを一瞬で渡り終える。風力で頰ほおと肝きもが冷え、聖はあたふたと手を動かした。

　しかし横断歩道を越こえると、自転車は速度をゆるめ、ごく標準的なスピードに落ち着いた。今朝の登校時に比べれば、充じゆう分ぶん安全と表現できる速さだ。下校中の小学生や民家の軒のき先さきに咲さいた花が、視界の中を心地ここちよいテンポで通り過ぎていく。聖は目をしばたたかせた。

「聖、大だい丈じよう夫ぶ？」

　前カゴから葉村が振り返り、尋たずねてきた。首に巻かれたスカーフが、軽かろやかになびいている。

「聖、朝ものすごく疲つかれてたでしょ。だから放課後は歩いて移動って、直哉と決めてたんだ。大丈夫？　降りたい？」

「だ……大丈夫」

　聖は顎を引いて答える。普段は徒歩で移動することの多い聖の額を、風が涼すずしく撫なでた。

　やがて自転車は、見晴らしのよい広い道へ出た。橙だいだい色いろの空の下に、高速道路や電車の高こう架か、駅前に林立する高層マンションのシルエットが見える。建物の間に沈しずんでいく太陽を見て、葉村が「今日も夕日が綺き麗れいだねえ」と言った。そうだねと、聖も無意識のうちに同意していた。

「おい、しがみつき人間。少し痛い」

　直哉が言った。五秒ほどかかってから、聖は自分がまた直哉の腰こしに腕うでを回していると自覚し、大おお慌あわてで手を放した。空いた手でびしばしと己おのれの頰を叩たたいていると、直哉が肩かた越しに呆あきれたような表情を見せて、また前を向いた。

「お前、多分自分で思っているよりも力があるぞ」

「ご、ごめん」

「それだけ力があれば、大たい抵ていのことはできるんじゃないか」

「……え」

　葉村が「今の様子をある人に見られて槍やりで刻まれそうになったとしても、頑がん張ばればもしかしたらいい勝負になるんじゃないの？」と言ってくる。「ある人」の深い目つきが脳のう裏りに蘇よみがえり、ぎゃあと叫んだ聖に、直哉が声に出して短く笑った。

「か弱いドジ王女だと思って油断してたら、ぶっ飛ばされて逃にげられるかもしれないな。気をつけないと」

「……君に勝てるわけ、ないじゃないか」

　聖は行き場をなくした手を、迷った末に、サドルの後ろにささったビニール傘がさの柄えの上に置いた。

「君みたいな強い人、ぼくは初めて見たよ。天使列だっけ、ぼくは使えないけど、あんな魔ま法ほうみたいな力だってあるし」

「使えないって、試ためしてみたのか？」

「うん……何も起きなかった」

　聖が頷うなずくと、直哉は「ふうん」と気のない相あい槌づちを打ったが、軽やかにペダルを漕こいで言った。

「魔法ってのは、地球人が生み出した、神だとか精せい霊れいだとかが派手な力を貸してくれる便利なやつだろう。昔、近くの『要よう塞さい』の応援で、魔法を使う地球人とやりあったことがあるけど、筋肉痛が四日くらい続いたな。あいつら大したもんだよ」

「あの魔法使い、捨て台詞ぜりふで『覚えてろ』って叫さけんでたよね。だから覚えておいてあげないとね」と葉村がヒゲを揺ゆらす。直哉は自転車のベルをひとつ弾はじいた。

「天使列は、物質に働きかけて構成要素を操作するだけの力だ。他人の力は借りられない。自力で粒りゆう子しの数を増やしたり減らしたり、その都度いろいろ手は加えるけど、今目の前にあるものに変化を起こすだけで、それ以上のことはできない。何もない無の状態から、いきなり何かを作ることはできない。んなもん、料理でもガキの工作でも、普通の人間がいつもやってることと大して変わらないと思うぞ」

「……でもさ」

　充分変わると思うけど、と心の中で反論しつつ、聖は言う。

「朝の変なアナウンサーも言ってたし、同じクラスの逃とう箱そう者しやも、君のことを噂うわさしてたよ。『凜りん馬まの系けい譜ふ』だっけ、そういうすごい一族の出身だとか……」

「別に、すごかねえよ」

　どこか重い声で直哉が遮さえぎり、聖は思わず口を閉じる。会話が中断され、数秒だけ、何となく気き詰づまりな沈ちん黙もくが風に流された。

　困る聖をよそに、直哉は半分以上姿を隠かくした夕日を見て、元の口調で言った。

「ちんたら走ってたら日が暮れちまうな。スピード上げるぞ」

「へ」

「全速力ー」と葉村が両前まえ脚あしを上げ、直哉がペダルの回転数を上げ、自転車は急加速をする。

　突とつ風ぷうの中、一日の終わりを示す光が散ってゆき、直哉の背中に鼻をぶつけた聖の視界には星が散る。

　この騎き士しは弱みも悩なやみもないから強くて元気なんだと、聖は思っていた。その時は。







　数分後に直哉が自転車を止めたのは、狭せまい土地に砂場とすべり台があるだけの、児童公園の前だった。どう見てもそこは異次元の公的施し設せつではなかったが、直哉は「ちょっと寄ってくぞ」とだけ言い、自転車から降りた。葉村も前カゴから直哉の肩に飛び移った。

　声の雰ふん囲い気きについて来いという命令は含ふくまれていない気はしたが、聖も荷台から降りた。敷地しきち内へ足を踏ふみ入れた時になって、聖は公園の中から人の泣き声が聞こえることに気がつく。

　街灯が鈍にぶい光を投げる砂場の中で、幼よう稚ち園えん児じくらいの男の子が座りこんで泣いていた。玩具おもちや売り場で駄だ々だをこねているような号ごう泣きゆうが、ひっきりなしに宵よいの空へ吸いこまれていく。子供が身に着けているものは、色や形に特とく徴ちようのない野球帽ぼうとＴシャツ、半ズボン。シャツの胸には赤い名札がついていた。周囲に男の子以外の人ひと影かげはなく、当然保護者らしき大人の姿もない。

「迷子かな……」

「こっちの次元に来たばかりの、逃箱者の子供だろうね」

　呟つぶやいた聖に、葉村が後ろ脚を使って背中を搔かきながら答える。何でわかるのと尋たずねようとした聖だが、男の子の騒そう々ぞうしい泣き声の中には、「天箱園」「帰りたい」という言葉が頻ひん繁ぱんに交ざっていた。

「こんな小さな子が、ひとりで地球に移ってきたの？」

「親と一いつ緒しよに来て、はぐれたってところだろう。きっとさっき会ったツアー客だな」

　直哉が答え、男の子の前にしゃがみこむ。男の子は「ぶわあああ」と盛せい大だいに驚おどろき、「寄るな触さわるな地球人」と両手を振ふり回した。直哉は男の子の攻こう撃げきを容易に避よけ、シャツについている赤い名札をつまむ。名札には「天箱園トラベル」と、ガイドが振り回していた旗と同じ語句が並んでいた。

「地球人じゃない、派は遣けん騎士だ」

　直哉が名札から放した手で、乱暴に男の子の頭を撫なでる。「派遣騎士？」と繰くり返した男の子は、洟はなを垂らしつつもぴたりと泣きやんだ。

「派遣騎士って、異次元パンフレットに載のってた地球にいる宮きゆう廷てい騎士のこと？」

「まあな」と直哉が偉えらそうに胸を張り、「給料は安いけどね」と言った葉村は直哉の右手で引っぱたかれ、「天箱園の騎士と違ちがって鎧よろい着てないじゃん、格好よくないじゃん」と呟いた男の子は左手で引っぱたかれた。

「さっきのツアー、あの神社からはもう移動しちまっただろうな」

　直哉が街灯を見上げて息を吐はき、聖の方に視線を移してきた。

「悪いんだけど聖の用件、このガキを親元に帰してからでもいいか。ここら辺をまわるプランなら、大体夕食に風戸里デパートの展望レストランで焼き肉を食うから、多分追いつける。ったく、こっちは外食なんてもう何か月もしてないのに」

「そんな仕事もするんだ……」

　聖が呟くと、直哉は「そんな仕事もするんだよ、得意じゃないけど」と頭を搔く。聖は何となく肩の力を抜ぬいて言った。

「そっか。地球のお巡まわりさんには頼たのめない迷子でも、派遣騎士がいるから大だい丈じよう夫ぶなんだね。よかった。親とはぐれたままは、可哀かわい相そうだもの」

「あ、聖が今ちょっと笑ったよ」

　葉村がつぶらな瞳ひとみを輝かがやかせて、直哉の肩の上で跳はねた。

「笑った笑った、聖が笑った。いいじゃん、女の子は笑った方が可愛かわいいよ。もっと笑って葉村を悩のう殺さつして」

「や、やめてよ、だってそんな、ほら、湖子さんなんか、笑わなくても充じゆう分ぶん可愛いじゃないか」

　聖が両手で頰ほおを押さえて言うと、葉村は「湖子は別だよ」と口を尖とがらせる。

「湖子は家の方針で、感情をあまり出さないようにしつけられちゃってるからね。でも今朝は、何だか落ち着かない感じだったね。葉村が推理するところによると、『要よう塞さい』に現れた新たな登場人物が原因だと思うよ。葉村は地球のドラマは恋れん愛あいものと二時間くらいのミステリーが好きだよ。直哉は何が好き？」

「武士が刀を振り回して悪党をばっさばっさと斬きりまくる時代劇。無む駄だ話してないで、さっさと行くぞ」

　直哉が迷子の手を引っ張って立ち上がる。男の子は「地球なんかいやだ、こんな街には住まない、今すぐ天箱園に帰るんだあ」と足をばたつかせた。

「好きで来たんじゃないのに、いやだって言ったのに、パパが地球に引っ越こすって大人の都合で決めちゃったんだ。環かん境きようの犠ぎ牲せい者しやになるのは、いつだっていたいけな子供なんだ」

　直哉が片方の頰をぴくりと痙けい攣れんさせる。さりげなくすごいことを言う子だなあと、聖は半ば感心した。

「地球なんて地面の上ばっかりごみごみしていて、決まりが細かくて、そのくせ地域とか国によってまとまりがないみたいで、日本は天箱園みたく身分階級による支配はないって聞いてたのに、お昼ご飯で入った先進国名物ファーストフードってところでは、テンチョーってやつがバイトってのをいびっていて、こんな次元に移住したって、天箱園より戦争が少ないって以外に大したメリットはないよ」

「さりげなく客観的な分ぶん析せきをする子供だね」と葉村が呟き、直哉が唸うなった。

「お前なあ、人や状じよう況きようのせいにしたって人生は何も変わらないぞ。文句を言う前に、まず今いる場所に自分の足で立て」

「そんな薄うすっぺらな教訓じゃ、悲しい逃とう箱そう者しやは励はげまされないぞお」と暴れる男の子のつま先が、偶ぐう然ぜん聖の脛すねにぶつかる。悶もん絶ぜつする聖の鼓こ膜まくを、男の子の高い声が更さらに痛ませる。

「騎き士しのにいちゃんは、いつだって天箱園に戻もどれるじゃないか。任期が終わればこんな次元に二度と来ないでいいし、そうじゃなくても夏休みとかには宮廷に帰れるくせに。それで鎧を着て、絶対鏡の前でポーズとか決めてるんだ」

「夏休みなんかねえよ、派遣騎士の労働条件を甘く見るなよ。ほら行くぞ」

　喚わめく男の子を引きずって、直哉は公園の外へ出て行く。葉村に「聖、行くよー」と呼ばれ、脛をさすってあとを追おうとした聖のつま先に、風に乗って一枚の紙が飛んできた。

　──第三王女ばかりずるい。

　白いファックス用紙の中央に、整った手書きの文字で一行だけ記されていた。

「葉村の食べ残し……だよね」

　気管の辺りが何となくざわついたが、聖は紙を公園のくず入れへ捨て、古びた自転車を追った。







　その後の移動中、当初は膨ふくれっ面つらを続けていた迷子の異次元人も、直哉が話す「おれが選ぶこの次元のうまいもの屋ベスト１００」に興味を持ったらしく、次し第だいに機き嫌げんをよくしていった。「大変参考になったが、上位を占しめるのが串くしカツ屋とか立ち食い蕎麦そば屋やばかりなのは、ちょっとオヤジっぽいと思う」というコメントを述べるようにもなった。葉村は葉村で誰だれも頼んでいないのに、「葉村が選ぶこの次元のうまい洋よう菓が子し店ベスト１００・プリン編」を熱く発表していた。

　何も語れない聖が見上げた藍あい色いろの空には、白い満月が浮うかんでいた。
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「パパのばか、地球でひとりで寂さびしかったよお」

「ごめんよ、観光に夢中になってはぐれたことに気づかなくて。でもそのくらいこの次元は素す晴ばらしいよ、住もうよ」

　デパート一階の正面玄げん関かん前。首からカメラを下げた男性と、小さな男の子が抱だき合っている。その傍かたわらには旗を持った異次元旅行会社員と、県立高校のスクールセーターを着た派は遣けん騎士がいる。よかったねとぼんやり呟つぶやく聖ひじりは、彼らから十数メートル離はなれた位置、舗ほ道どうの電話ボックスの陰かげで自転車と並んで佇たたずんでいた。

　聖がデパートと距きよ離りを置いているのは、逃とう箱そう者しや親子の再会を邪じや魔ましないため、ガイドにまた顔を見られて騒さわがれたくないため、もうひとつ加えるならば、このデパートには幼少時にいやな思い出があるのであまり近づきたくないため、などの理由からだった。

　ガイドと直なお哉やは何か事務的な話をしているようだった。騎士の肩かたにいる葉は村むらは焼き肉が食べたいのか、小さな前まえ脚あしを展望レストランの方へ懸けん命めいに伸のばしている。舗道の先、デパート前の大通りは車が渋じゆう滞たいすることもなく流れ、今自分を見ている者はきっと誰もいないと、聖は確信していた。

　逃にげ出すには絶好のチャンスだった。だが勇気と行動力がなく、そもそも逃げ場所がひとつも思いつかない。ため息をつきながら、聖はちらりと傍らに立つ自転車を見つめる。宵よいの背景の中でも、サドルの後ろにささるビニール傘がさは透とう明めい感を損そこなっていなかった。

「そこで嘆たん息そくしている、地球人のあなた」

　背中の辺りから声が聞こえ、聖は振ふり返る。いつの間にそこへ現れたのか、電話ボックスと聖の間の狭せまい空間に、二匹ひきの犬がいた。

　毛色はそれぞれ白と黒、柴しば犬いぬらしき愛あい嬌きようのある顔立ちをしていたが、二匹の犬は後ろ脚で完かん璧ぺきに直立しており、目の高さは聖の脇わき腹ばらまで届いている。首に革かわの首輪をつけているのはわかるが、上半身に科学者風の白衣をまとっている理由はよくわからない。謎なぞの二足歩行犬は、聖を見上げて口を開いた。

「あなたの居場所を、売りませんかわん？」

　白い方の犬が、営業マンを彷ほう彿ふつさせる笑顔えがおで言った。

「我々の勤務先は今流行はやりの悪徳業者と違ちがい、互ご助じよ組織から正式に承しよう認にんされている事業所ですので、どうぞ安心して下さいわん」

「今なら春の命めい壇だん買い取りフェア実じつ施し中で──」
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　もう一匹の黒い犬が、滑かつ舌ぜつよく続けた。

「命壇を売って下さった地球人には、高価買い取り金と白紙の新品命壇の他ほか、売り主専用高級リゾートの居住権もおつけしていますわん。どうでしょう、あなたもここでひとつ、真っ白な気持ちで、新たな人生を送ってみませんかわん」

「犬が、喋しやべってる……」

　茫ぼう然ぜんと呟いた聖に、二匹の犬が同じタイミングで愛あい想そ笑いをやめる。

「犬じゃねえっつの。准じゆん哺ほ乳にゆう類るい型がた煉れん魂ごん受じゆ皿べい器き０７０７乾いぬい島じま開発タイプ、略して乾いぬい」

「同じく０７０８犬いぬ養かい田だ開発タイプ、略して犬いぬ養かい」

　白い犬と黒い犬が交こう互ごに名乗り、その後声を揃そろえて「この首輪は飼い犬の証あかしではなく『中身、入ってます』のしるし、犬とは全く別の生き物だっつーの」とびしゃりと宣言する。聖は茫然状態を続行するしかなく、それでも頭の隅すみでは、葉村も昨日似たようなことを言っていたなあと思い出していた。

「えー、説明が前後しましたがわん……」

　白い犬──乾とやらがまた営業スマイルと、丁てい寧ねいだが妙みような語ご尾びつきの口調を再開した。

「命壇とは、世界に存在するものならば、誰もが持っている円状物質のことですわん。視覚化すると、こんな感じですわん」

　革かわ靴ぐつに包まれた右の後ろ脚で、乾はノックするように地面を二度蹴ける。すると白い犬の足あし下もとには、直径一メートルほどの光の輪が浮かび上がった。ゆったりと回転する輪の構造は、聖が昨日見たものとほとんど同じであったが、色は聖の命壇と違い、鮮あざやかな水色に輝かがやいていた。

「綺き麗れいでしょうわん」

　黒い犬──犬養とやらが、肉球つきの前脚をもみ合わせる。

「色は常時変化しまして、持ち主の幸福度を表していますわん。表面の文字記号は、個人情報と他者へ与あたえる基本的な認識記録、円周の波は紋もんは人間関係を示していますわん。もしあなたがご自分の命壇を、この乾のものとつけ替かえたとしたら──」

「あなたはその日から、私としてまわりから認識されますわん」

　白い犬が白衣の胸をぽんと叩たたき、言った。

「私の家族も友人も、職場での地位も、全てあなたのもの。人生が一変しますわん。もっとも、命壇を替えても本体である肉体は同じまま、脳の方には自じ我がと記き憶おくが残りますから、あなたの身体能力や頭脳レベル、人格そのものが変わるわけではありませんわん。ですが命壇が替われば世界での立ち位置が変わる、それはすなわち人生の変化を示しているのですわん」

「よって、たとえば──」と、犬養が黒い尻尾しつぽを振って言葉を継つぐ。

「わけあってこの世界にやって来たものの、身分証明や人間関係の問題で、地球の日常生活に溶とけこめずにいる異次元人がいるとしますわん。彼らにとって、地球上での立ち位置を当たり前に持つ地球人の命壇は、大変羨うらやましい代物しろものなのですわん」

「そしてその逆として」

　白衣に包まれた両前まえ脚あしを空に掲かかげ、乾が言う。

「とあるひとりの地球人が、様々な事情から今の人間関係、もっと大きく言えば今の自分の居場所に悩なやんでいるとするですわん。そんな人でも、我々取とり扱あつかい業者の協力を得て命壇を手放せば、今までの人生からもすっきり解放されることができるのですわん」

「その後は、手に入れた買い取り金で、何不自由のない余生を送ってもよし。あるいは白紙の命壇で、新たな人生を一から始めるのもよし。もちろんアフターケアも業者にお任せ下さいわん」

「さあ、どうでしょう」と、二匹の犬が声を再び合わせて言った。

「無理にとは言いませんが、あなたの居場所、異次元人のために売りませんかわん？」

「すみません、ぼく、その……異次元人みたいなんです」

　聖がぼそりと小声で返すと、二匹の犬は無言で二度まばたきをした後、揃って長い鼻息を吐はき出した。

「何だよー、冴さえない顔でこんなところにいるから、てっきり人生に行き詰づまった地球人かと思ったのに。営業用に喋って損したわん」

「全くだよー。そんな顔で何見てたんだ？　おっ、風かざ戸と里り『要よう塞さい』の暴風騎き士しだわん」

　白衣を着た犬風生物二匹は、聖にはもう関心を失ったようで、電話ボックスの陰かげからデパートの方に鼻を突つき出した。入り口前で逃とう箱そう者しやの父親が派は遣けん騎士に頭を下げ、子供が手を振り、ハムスター似の特とく殊しゆ生物が前脚を振り返している。異次元人親子が手を繫つなぎ、ガイドとともにデパートの中へ消えると、乾と犬養はふんふんと鼻を鳴らした。

「あの騎士、本当によく働くよなー。昨日の夕方も何か大暴れしていたらしいし」

「ああ、今朝の新聞に何か載のってたわん。だけどあの暴風騎士、何年か前にせっかくうちの事業所が協力してやって高校受験できたのに、ちっとも学校行ってないみたいだな。受験校側に『受験資格を持った地球人』っていう偽認にん識しきを一時的に与えるために、命めい壇だんの属性文字を一文字追加するだけでも、結構金がかかったってのにわん」

「学校行かないくせに、制服だけはいつも着てるよなー。大して高そうな服には見えないけど、そんなにいいのかわん」

「詳くわしいことはわからないけど、噂うわさで聞いたことがあるわん。恩のある地球人が死んで、そいつがあの高校の生徒だったとかで、供く養ようの意味で制服を着てるとか何とか。それでどうせ供養するなら徹てつ底てい的にやろうっていうんで、命壇をいじって学がく籍せきも取ることにしたんだと。本当かどうかは知らないぜ。うちの所長が本人にしつこく聞こうとしたら、蹴っ飛ばされて隣となり町まちまで行かされたらしいわん」

「あんながさつな騎士でも、何かいろいろあるんだなー。生身の人間は大変だわん……あっ、俺らのアイドル台だい城しろさんだ」

　犬が唐とう突とつに話題を変え、盛さかんに尻尾を振ふる。二匹ひきが視線を据すえるデパートの入り口から、買い出しにでも来ていたのか、台城湖こ子こが大きな荷物を抱かかえて出てくるのが見えた。

「あー、今日も綺麗だわん、台城さんは」

「だわんなー。見ているだけで俺らみたいな煉れん魂ごん受じゆ皿べい器きの心も、たちどころに癒いやされるってもんよ。あれ、何抱えてるんだろうな」

　湖子は細い腕うでに、大きな筒つつ型の物体を抱えて歩いていた。直哉が気づいて声をかけると、湖子は表情こそ変えなかったが、多少は驚おどろいたらしく、荷物を地面に落としていた。

「寝袋だわんな。五月の連休にキャンプでも行くんじゃないのか。いいなあ、一いつ緒しよに行けたらなあ」

「いいや、あれはあの暴風騎士と『要塞』で一緒に暮らすための準備と見たわん。あの狭せまい部屋にベッドはおけない、寝袋が限度だもんな」

「うわあ、同どう棲せいだわん。羨ましすぎる心がすさむ、あの騎士と命壇取り替えてあいつになりたい」

　きゃんきゃんと白衣の犬が吠ほえ、デパートの入り口前では、直哉が湖子の寝袋を拾ってやっていた。聖がつい「あの寝袋は多分、『要塞』に夜間保護するよそ者用だと思います……」と教えてやると、犬二匹は濡ぬれた鼻を聖の方へ突きつけてきた。

「え、本当？　っていうかあんたも俺らと同じく、『台城さんと暴風騎士ができれば破局してくれたら嬉うれしいね委員会』なの？」

　白い犬が勢いよく尋たずね、聖が口を開くよりも先に黒い犬が首輪の金具を盛んに揺ゆらして、「だよなだよな、あんた女みたいな顔してるけど、やっぱり男だわん仲間だわん」と気安く聖の肩かたを叩たたいてきた。

「暴風騎士も台城さんも、実家は天てん箱そう園えんのものすごい名門だわん？　あんな名門騎士がふたりも宮きゆう廷ていじゃなくて地球勤務ってのも、妙みようだと思うだろう？　きっと天箱園でまわりに結けつ婚こんを許されなかったんだと思うんだよな。名門同士だからつりあうって簡単に言えないのが、天使列の血統配合の面めん倒どうくさいところでわん。それでいっそのことこっちの次元で結ばれちまおうって、ふたりして異動願いを出したんじゃないのかと俺らは予想してるんだけど、どうよ？」

「ど、どうよと言われましても、ぼくはあの人たちとは別に……」

「何赤い顔してそわそわしてるんだ？　あれ？　あんたの顔、どっかで見たような気がするわん」

　犬型営業マンがまたもや話題を変え、聖の顔を無ぶ遠えん慮りよに覗のぞきこんでくる。車道の方で誰だれかが急ブレーキをかけたらしく、タイヤと地面が派手に擦こすれる音が聞こえた。

「どこで見たんだっけなあ。雑誌かテレビか、あ、今朝の新聞の……」

　後あと退ずさろうとした聖の肘ひじに、突然背後から手がかかる。違い和わ感を感じた時には、聖の体は車道側に強く引っ張られて、よろけていた。

　自転車とビニール傘がさが遠ざかった。







　街灯の光が乱れた。白衣の犬が驚いて鳴き、直哉と湖子がこちらを向いたような気がした。

　腰こしに硬かたい感かん触しよくが当たり、鋭するどい音とともに目の前の景色が半減される。聖は自分が車の助手席に押しこめられ、扉とびらを閉められたのだと気がついた。車内には低いエンジン音と乾かわいた空気が充じゆう満まんしていた。

　運転席側の扉が開き、見知らぬ人ひと影かげが素す早ばやく座席へ乗りこんでくる。髪かみが短くて背が高く、薄うす紫むらさき色の上品なスーツを着た中年女性だった。女性がつけている香こう水すいのかおりが、閉とざされた空間に紛まぎれる。女性は聖を一いち瞥べつもせず、サイドブレーキを解除するとハンドルに指をかけた。

「な……」

　聖が口を開いたと同時に、車が急発進した。反動で背中が座席に押しつけられ、舌を嚙かみそうになる。猛もうスピードで車道に割りこんだ車に、後続車がけたたましくクラクションを鳴らす。車窓の外を相当な速さで街並みが流れていき、デパートも犬も派は遣けん騎き士しもどこにも見えなくなって、聖は運転席へ訴うつたえた。

「な、何するんですか」

「遅おそくなりまして、申し訳ございません」

　運転席の女性は、フロントガラスに視線を固定させたまま言った。

「遺品の日記をマスコミに報道されてから、ずっと対処と規制に追われておりました。私がもう少し早くこちらの次元に来ていれば、逃とう箱そう者しやに襲おそわれて命壇の履り歴れきを偶ぐう然ぜん見られることも、荒あら星ぼし殿でん下かとの接せつ触しよくも避さけられましたのに、お許し下さい」

　相手が連ねる言葉から、女性が天箱園の関係者であると、さすがに聖もすぐにわかった。そして相手の声や容姿を認にん識しきした脳が、ふと幼い日の記き憶おくを引きずり出してきた。

　デパート。香水のにおい。お子様広場。賢かしこそうな、秘書風女性。

「あ、あなた、もしかして……！」

「先月までは天箱園の離り宮きゆうで、第三王おう妃ひ若葉様づきの侍じ女じよをしておりました」

　窓から差さしたパチンコ屋の派手なネオンが、女性の微び笑しように濃こい陰いん影えいを刻む。しかし賑にぎやかな光も、すぐに景色とともに後方へ遠ざかる。

「こうして夕凪様と直接お話しするのは、十二年ぶりになります」

「何しに来たんですか……」

「もちろん、あなた様をお迎むかえにあがったのです。十二年前と同じく」

　優やさしく丁てい寧ねいな口調で、侍女は言葉を運んだ。

「明日の朝、荒星殿下と天箱園に戻もどられても、その後は第一王子勢力にいいように利用され、最終的には二年後の贄にえに選ばれるだけです。生き延びるために、私とともに帰りましょう。一いつ旦たん隣となり町まちまで移動し、次元の道を使います。そこの門番には、すでに話をつけてあります」

　赤信号の交差点を、車はスピードを一いつ切さいゆるめずに通過した。バスやタクシーを強ごう引いんに追い越こし、まわりに急ブレーキの音を連続させ、車は駅前通りを市境に向かって直進してゆく。聖が見た運転席のスピードメーターは、軽く百を超こえていた。

「ご安心下さい」

　聖の不安を勘かん違ちがいしたらしく、侍女は唇くちびるをきっぱりと動かした。

「若葉様はもういらっしゃいませんが、あなた様には私どもがお仕えいたします。あなた様は天箱園に戻り、玉座につくのです」

　前方を行く大型トラックを、侍女の車は対向車線にはみ出して追い抜ぬいた。正面衝しよう突とつしそうになった対向車がスピンしたが、侍女は何食わぬ顔で車を元の車線に戻す。

「夕凪様には天箱園に移った後、しばらくの間は荒星殿下や取り巻きの貴族に見つからないよう、潜せん伏ぷくして頂きます。第三王女は地球で悪徳逃箱者の事件に巻きこまれて行方知れずとなってしまったと、私どもが噓うその情報を流します。そして二年後の贄に荒星殿下が選ばれた後、後こう継けい者しや不在の宮廷へ名乗りをあげる。天箱園は、あなた様が治めるのです」

「む、無茶なこと、言わないで下さい」

　聖は全力で窓まど際ぎわに腰を引き、抗こう議ぎした。

「王様なんて、ぼくにできるわけないじゃないですか」

「では王の座は荒星殿下に譲ゆずり、ご自分は贄になるおつもりですか」

「そうじゃありません、そうじゃないけど……」

「では、目的も居場所もないのに地球に残ると仰おつしやりたいのですか」

　侍女の柔やわらかい声に、後方からのサイレンがかぶさる。バックミラーに、白バイの姿が急接近していた。

　白バイが侍女の車の真横に並んだ。侍女は動じた様子もなく、懐ふところからライターを取り出すと、運転席側の窓を少しだけ開けた。

「天使列『弊へい破は』、螺ら旋せん回帰」

　列式唱合するなり、侍女はライターを窓の外へ投げ捨てた。真っ白な炎ほのおと透とう明めいな爆ばく音おんが上がり、巻き起こった烈れつ風ぷうにこの次元の警察が下がらされる。風を受けて、聖たちの乗った車も一いつ瞬しゆんだけ地面から浮うき上がる。車が地表に戻る衝しよう撃げきが、聖の全身を貫つらぬいた。

「十二年前、私があなた様をお迎えにあがった日のことは、覚えていらっしゃいますね」

　侍女が窓を閉め、更さらにアクセルを踏ふみこんだ。

「宮きゆう廷てい内乱から三年が経たち、天箱園もようやく落ち着きを取り戻した頃ころでした。若葉様はやはり地球人女性を騙だましていることがおつらかったようで、夕凪様を天箱園へ連れ戻すため、私を地球へ向かわせました。しかし結果はご存じの通りです」

　赤信号の交差点で、侍女がハンドルを右に切る。対向車を再度無理やりはねのけて、勾こう配ばいのある道で車は一層の加速を始める。

「天箱園に戻り、夕凪様の男装や泣いて騒さわいだ養い手のことを報告すると、若葉様は大変悲しまれました。そして今王女を無理に連れ帰っても、養い手ともども苦しい思いをさせるだけだと、断念されたのです。そんな若葉様をお慰なぐさめしたくて、私は遠えん隔かく監かん視し用の天使列を度たび々たび使用し、あなた様の日常を若葉様へ報告しておりました。第三王女が日々、どんなお顔で過ごしているのかを」

　侍女が聖の方を横目で見た。彫ほりの深めな顔に、哀あわれみに似た影かげが差した。

「ですがあなた様がご自身の存在の不自然さに苦しまれるのは、今日で最後。私とともに天箱園に戻れば、必ず幸せになれます。若葉様はご存命中、死後公開されると承知で、夕凪様のことを日記に記されました。理由は次期国王の件ももちろんありますが、地球で生きづらそうにされているあなた様のことを、何よりも心配なさったからだと思うのです」

　ハンドルから左手を外し、侍女が優やさしい声で言う。道の勾配が増し、橋が見え始める。フロントガラスの隅すみに、夜空を映す黒い水面みなもがちらついた。

「若葉様のお気持ちに応こたえるためにも、夕凪様は王になるべきです。それ以外に道はないと思うのです」

「何度言われても、困ります」

　聖は首を左右に振ふり、膝ひざを握にぎる手に力をこめた。

「王妃が母親だなんて、全然覚えていないのに……。それにぼくは人の上に立てるタイプでもないし、天使列だって遺伝していない。王様になんか絶対なれません。ぼくが今まで地球でどうやって過ごしてきたか、見ていたならわかるんじゃないですか」

「でしたらこれまで地球で過ごしたその日々を、あなた様の中から抹まつ消しようすれば、王になれますか」

　そう言った侍じ女じよの左手には、いつの間にか植物の種らしき何かが握られていた。侍女が唇を短く動かすと、種は一瞬で長い蔦つたへと生長した。宙を蛇へびのように舞まった幾いく本ほんもの蔦は、網あみの目状になって即そく座ざに聖を取り囲んだ。

「私どもが国王にしたいのは、若葉様の血統を正統に受け継つぐお子様だけ。そのお方が気弱であろうが、天使列が遺伝していなかろうが、正直なところ、中身など重視していないのです」

　依い然ぜんとして声だけは優しく、侍女は告げた。

「ですが後々この次元のことを思い出し、玉座で泣かれるのも面めん倒どうですから、この場で中身を消しておくのもよいかもしれません」

　蔦から無数の葉や蕾つぼみが生えた。広がる大きな葉は聖の視界を埋うめつくそうとし、綻ほころぶ花は不思議な香かおりを漂ただよわせて聖の意識を鈍にぶらせていく。聖は蔦の囲いを破ろうとしたが、すでに全身の感覚が眠ねむり始めてしまい、指先に力が入らない。

「何も恐こわがることはございません」

　ひどく遠くから、侍女が言った。

「次に目が覚める場所は天箱園で、その時のあなた様には、この次元を思う気持ちは何も生じないようになっています。問題はありません。どうせ地球で送った日々など、あなた様にとっては無む駄だな時間だったのですから」

　車がまたスピードを上げた。急速に狭せばまる聖の視界の隅に、川岸に咲さく花が見えた気がした。最後に見る地球の景色だとすれば、その薄うす紅べに色いろはとても美しく、寂さびしい色をしていた。

「が」

　侍女が不意に妙みような声を上げた。侍女は聖越ごしに助手席側の窓を凝ぎよう視しし、頰ほおを大きくひきつらせていた。

　蔦の這はう窓の向こう、時速百キロメートルを超こす車と並へい行こうして走る影がある。麻ま痺ひしかけていた聖の意識が、驚おどろきで瞬時に覚かく醒せいする。

　自転車がいた。




　ものすごい速さで回転する自転車のタイヤと地面の間には、摩ま擦さつによる煙けむりが生じていた。白い煙が後方に流され、風に吹ふかれた雲のようにたなびく。漕こぎ手はスクールセーターを着た少年、その肩かたの上には猫ねこサイズの大型ハムスター。ペダルを漕ぐ騎き士しは、非常に不ふ機き嫌げんそうな目で車を睨にらんでいた。

　侍女が何やら叫さけび、両手でハンドルにかじりつく。車の速度がはね上がるが、聖が見つめる車窓から自転車は決して後退せず、加速を続けてついには車を追い抜ぬく。

　フロントガラスの向こう側に、人影が降ってきた。ボンネットの上で、直哉がビニール傘がさを構える。傘の周囲に螺ら旋せん状の白い光が発生し、騎士の武器は銀色の長ちよう剣けんへと変化する。直哉が剣を振る。フロントガラスを薙なぐ。右から左へ鮮あざやかな亀き裂れつが走り、ガラスが粉々に砕くだける。車内に突とつ風ぷうが吹きこんで、聖を覆おおう蔦の囲いも全すべてが流されて散る。

「聖！」

　割れたガラスの先から直哉が手を伸のばし、聖をボンネットの上へ引っ張り出す。同時に車は最高速度のまま、橋の手すりへ激げき突とつする。震しん動どうが襲おそい、手すりが破れる。十数メートル真下を流れる川に向かって、鉄の塊かたまりは墜つい落らくを始める。聖の視野も傾かたむき、水面が急接近する。

　聖の手を引き、直哉がボンネットから跳とぶ。川原までは遠く、他ほかに着地点はない。しかし騎士は剣の刀身を水面に叩たたきつけ、橋はし桁げたまで届く水柱を立ち上げた。水圧にうまく押されて、聖たちは川原へ運ばれる。車が川に落ち、仰ぎよう々ぎようしい水みず飛沫しぶきが上がり、橋の上で赤いテールランプがいくつも瞬またたいた。

　へたりこんだ聖の膝に、川原の小石が冷たく当たった。周囲には満開の桜が多数並んでいた。花は夜間用にライトアップされていたが、照明は樹木だけでなく、聖のすぐそばにある長剣をもまぶしく照らしている。

　顔を上げると、聖の傍かたわらには直哉が立っていた。聖の右の手首を握ったまま、直哉は真っ直すぐな眼まな差ざしで川の方を見つめていた。平日のせいか肌はだ寒ざむい気温のせいか、夜桜の名所には聖たち以外、人の姿は見当たらなかった。

　川の方からスーツを着た女性が、石を踏ふんでゆっくりと歩いてきた。異次元人の能力で窮きゆう地ちを抜けたのか、侍女の衣服に濡ぬれた様子はなく、怪け我がの気配も見当たらない。侍女は聖たちと数歩置いた距きよ離りで立ち止まると、直哉に向かって目を細めた。

「……果か月づき一級騎士。そういえばこの街の『要よう塞さい』は、あなたの配属先でした。驚いてはおかしいですよね」

　侍女が自じ嘲ちようめいた笑えみを漏もらし、その笑いを打ち消すように唇くちびるを嚙かんでから、言った。

「なぜ私の邪じや魔まをするのですか。荒星殿でん下かの命令通りにしていたら、第三王女がいずれどうなるかご存じでしょう」

「荒星なんか知るか。おれは自分の仕事をしているだけだ」

　直哉が強く言い返したが、侍女は「仕事？」と片方の眉まゆをつり上げる。

「天箱園に戻もどる準備を後回しにし、王女を連れてのんきな回り道をすることがですか？　私はおかげで夕凪様に接せつ触しよくする機会が得られましたが、王族の幸福のために時間も命も捧ささげることが、宮きゆう廷てい騎士の務めではありませんでしたか」

「あいにくおれは今、王族づきの第二部隊所属じゃない。地球派は遣けん騎士だ」

　直哉が剣の先で地面を突つき、傲ごう然ぜんと言い放った。

「異次元人の誘ゆう拐かい魔まがいたら、そいつを捕つかまえることを優先する。ましてやそいつがスピード違い反はんまでしていたら、地の果てまで追いかけてしめ上げる。だけど地上道路での暴走行こう為いに対して、派遣騎士が罰ばつ金きんを取ることはできない。壊こわした橋に地球の警察が来る前に、とっとと天箱園へ帰れ」

「王女を残しては行けません」

　侍じ女じよが一歩踏み出してきた。川原に車の破は片へんが波とともに打ち上げられ、鈍にぶい光を投げた。

「夕凪様は私とともに天箱園に戻り、王座につくしか生き残る方法がありません。幸せになれるよう、まわりが支えてさし上げなければならないお方なんです。若葉様と同じではありませんか。昨日、荒星王子に夕凪様を即そつ刻こく連れ帰らせなかった件に関しては、果月一級騎士の働きに感謝しております。若葉様もきっとお喜びでしょう。ですがこの次元から動けないあなたにできることは、もうありません。若葉様も恐おそらくあなたには……」

「第三王おう妃ひはもういない、お前が勝手に推測した気持ちを押しつけるな」

　直哉が怒ど鳴なり、侍女が黙だまった。指を通じて伝わってきた強い感情に、聖の心しん拍ぱくが反応した。

　風が吹き、川かわ面もがざわめいた。橋の上にパトカーのサイレンが響ひびき始めた。俯うつむいていた侍女が聖たちに背を向け、橋を見上げて腕うでを伸ばす。侍女が小声で何かを呟つぶやくと、夜空に白い光が弾はじけ、崩ほう壊かいしていた橋の一部が一いつ瞬しゆんで修復された。パトカーの赤ランプはそのまま橋を渡わたりきり、隣となり町まちの方へと去っていった。

　侍女はこちらを振ふり返らずに、静かな口調で言った。

「『複ふく写しや復ふく元げん』、この程度でよろしいでしょうか。『休きゆう符ふ』で時間を止めてから作業をするほどではないと、判断しましたが」

「ああ、気を遣つかわせたな」

　直哉が低く返す。侍女は「私の責任でもありますから」と答え、そのままの姿勢で肩かたを一度上下させた。

「報道のせいで、夕凪様がこの街にいることが知れ渡っています。荒星殿下以外にも、第三王女を利用してよからぬことを企たくらんでいる者が、現れるかもしれません」

「そんなことはわかってる」

「今夜は一度帰り、明朝、荒星殿下よりも先に『要塞』へ伺うかがいます。果月一級騎き士し、それまで夕凪様をよろしくお願いします」

　侍女が歩き始めた。固い足音が遠ざかり、香こう水すいのにおいが風に消されていく。侍女の気配が完全になくなると、直哉は小さく息を吐はき出した。

「ちょっと目を離はなした隙すきにいなくなっちまうんだもんな。お前の今日のランク、あの迷子並みに決定だからな」

　直哉が呆あきれ顔で聖を見下ろした。どことなく、強ごう引いんに切り替かえたような表情だった。

「次にはぐれたら、罰として葉村とふたりで菓か子し工場見学だぞ。他人から一秒たりとも目が離せない緊きん張ちよう感を、しっかり味わってこい」

「葉村を子供扱あつかいしないでよ」と、巨きよ大だいハムスターが直哉の肩の上で訴うつたえた。

「直哉だって犯罪者カップルを追いかけて宿しゆく泊はく先のラブホテルに飛びこんだら、係員のおっちゃんに子供は帰れって怒おこられて水と塩撒まかれたくせに。それで代わりに佐藤さんに行ってもらったら、それをたまたま近くを通りかかった奥さんに見られて、もうホテルが倒とう壊かいするほどの大おお騒そう動どうになっちゃったくせに」

「あれは別におれのせいじゃないだろうが。っていうか佐藤の嫁よめは、生粋きつすいの地球人で天使列も使えないのに、どうしてあんなに強いんだよ」

　生粋の地球人、という言葉が聖の胸に刺ささり、心の底に落ちた。それとは対極の言葉、侍女や見知らぬツアー客や、逃とう箱そう者しやのクラスメイト、荒星、様々な人から呼ばれた「王女」という響きが、心の壁かべに蘇よみがえる。強こわ張ばっていた感情が解ほどけ、聖の腕から力が抜ぬけて、直哉と手が離れた。

「……鞄かばん、車の中だっけ」

　空いた両方の手のひらに視線を落とし、聖はぼそりと呟いた。

「……困ったな。でも、別に困らなくてもいいのかな。異次元では必要なさそうなものしか入っていないんだし……。あ、でも君のブレザーが入れてあるんだった。今朝間ま違ちがえて持ってきちゃって。ごめんね」

　無理にでも笑おうとしたが、うまくいかなかった。聖は目を閉じて、手のひらに顔に押しつけた。手のひらにあたる自分の呼気が熱く、首筋を撫なでた夜風は、真冬のように冷たかった。

「……男の子のふりしてるんだから、外では絶対泣かないって決めてたのになあ」

「お前……」

　呼びかけてくる直哉に、聖は首を横に振って先に言った。

「さっきの女の人、すごい人だね。ぼくの今後の人生を全部決めてくれたよ。そう生きないと幸せになれないんだって、今のぼくは不自然な存在なんだって。そんなの、誰だれかに言われなくてもわかってたよ。こんな格好で毎日縮こまって、でもずっと頑がん張ばってたんだよ。だけどまわりと比べたら、ちっともしっかり生きてるようには見えないんだね。ラーメン屋さんをしている領長さんの方がぼくよりずっと楽しそうにしているし、十五年もこの街で暮らしたのに、あの迷子にいいところをひとつも教えてあげられなかった。ぼくの居場所はやっぱり地球にないのかな。そうだよね、会う人みんな、天箱園へ帰れって言うもの。だけど踏ふみ切れないのは、ぼくが弱いからなのかな。ぼくはどこへ行けばいいのかな。……もう、何もわからなくなっちゃったよ」

　言葉と肺の中身を全て吐き出すと、手のひらに呼気より熱い雫しずくが落ちた。真っ暗な冷たい闇やみの中でひとりきりだった。

　丸めた聖の背中に、誰かの手が触ふれる。聖が反射的に震ふるわせた肩にも、誰かの腕が強く押しつけられる。背中側だけでなく、額の辺りにも誰かの体温を感じ、全身に他人の存在を感じた。聖は数秒の時間を要し、直哉に抱だきしめられていると、このとんでもない状じよう況きようを理解した。

「ごめん。おれがちゃんと見ていなかったから、いやな目に遭あわせた」

　耳元で声が聞こえ、鼓こ膜まくを通して聖の中に温ぬくもりが沁しみた。

「『要よう塞さい』でお前の気持ちは一応確かめた。でももしかしたら地球に残りたいって言い出すんじゃないかって、ずっと気にはしていた。だけどお前から言えるわけないんだよな。おれから聞いてやるべきだったのに、なかなか言い出せなかった」

　声の響ひびきが冷えた体の芯しんまで伝わる。額の皮ひ膚ふが他人の心しん拍ぱくを受け取る。悲しくて止まりそうだった聖の鼓こ動どうが、数を増す。

「お前はどこに行ったっていい。まわりなんかと比べるな。行きたい場所で生きていい。もし天箱園に戻もどりたくないなら、おれが協力する。荒星だろうが侍じ女じよだろうが、全員はねのけてやる。だけど本当に生まれた場所に帰りたいと思ったなら、その時はおれが責任を持って、次元の道を開けてやる。泣いても迷ってもいい。この次元にいる間は、おれが絶対お前を守る。だからどこにいたいかは、自分で決めろ」

　聖は恐おそる恐る顔を上げた。すぐそばに他人の顔があった。他人の瞳ひとみに自分が映っていた。こんな至近距きよ離りは、昨日なら悲鳴を上げていた。一昨日おとといならきっと寝ねこんでいた。だが今、自分が何の嫌けん悪おも拒きよ絶ぜつも感じていないことを、聖は真っ白な頭で確かく認にんした。

「……どうして」

　聖は呟つぶやいた。そういえばこの騎き士しだけは、聖に対して一度も別れの言葉を述べてこなかった。誰も彼も、お元気でとかさようならだとか手を振ふり、無愛想な台城湖子でさえ「無事に帰ってほしい」と言ってきた。直哉が何も言わないのはがさつな性格だからだと、聖は心のどこかで勝手に思いこんでいた。

「……どうして、ぼくにそこまでしてくれるの？」

　聖の問いに、直哉がかすかに瞳を揺ゆらす。だが聖は自分から結論をつける。

「ああ、そうか……。これも騎士の仕事だからだよね……」

　何か反論でもあるのか、直哉が唇くちびるを開きかけた時。

　背後から、確固とした人の足音が聞こえてきた。直哉が剣けんを構えて立ち上がると、聖から温もりも離はなれた。







「わあ、すごいスクープ。生きていた第三王女と派は遣けん騎士が熱愛中だなんて」

　明るい声とともに夜桜の方から影かげがひとつ、聖たちの方へ歩いてくる。近づくにつれてはっきりとする人影は、風戸里高校の制服を着ていた。

　肩かたに届く髪かみとスカートの裾すそ、胸ポケットから垂らした学校指定の懐かい中ちゆう時計のチェーンが、足の動きに合わせて揺れる。聖と同じ一年七組、今日の昼休みには、幼い頃ころに異次元から移住してきたという過去をあっさり告げてきた女子生徒。──栗くり田た露つゆ美みが校外でも愛あい想そのよい笑えみを崩くずさずに、聖の数歩先で立ち止まる。聖はへたりこんだままの姿勢で目をしばたたいた。

「誰だ。逃とう箱そう者しやか」

　直哉が剣を少し下げて尋たずねる。肩の上にいる葉村が「なかなか可愛かわいい女子高生だねえ」と言うと、栗田は白い歯を見せた。

「こんばんは。仰おつしやる通りの逃箱者で、吉乃君──じゃなくて、第三王女様のクラスメイトよ。騎士さんだって学校に来れば、同じ教室の仲間じゃない？　逃箱者でもないのに、わざわざ苦労して高校生の学がく籍せきを取得したって、噂うわさで聞いたもの」

　栗田は首を傾かしげるようにして、直哉に顔を向けた。

「でもいくら名めい簿ぼ上では同じクラスでも、あの有名な騎士さんとこんな間近でお話しするなんて初めてだから、ちょっと緊きん張ちようするな。私って善良な逃箱者だったから、今まで派遣騎士にお世話になるようなことは一度もなかったんだ。ねえ、せっかくだから質問してもいい？　前から聞きたかったことがあるの」

「去年のボーナスの具体的な数字を聞くと泣き出すかもよ」と答えた葉村のスカーフを直哉が思いっきり引っ張ると、栗田は声を立てて笑う。

「騎士さんはさ、どうして鎧よろいを着ないの？　騎士っていえば甲かつ冑ちゆうじゃない？　天使列で武器を作れるように、鎧だってできるんでしょう？」

「よい子の質問教室なら、佐藤の方が向いてるんだけどな……」

　直哉は本格的に剣を下げ、面めん倒どう臭くさそうな呼気で返した。

「こんな平和な街で用もないのに鎧なんか着ていたら、目立つだろう。だから着ないだけだ。どこの『要塞』だって、派遣騎士はよほどの危ない事件でも起きなければ、完全武装なんかしない。鎧の粒りゆう子し変へん換かんは複雑で面倒だから、余計な体力も使うし」

「じゃあ、乗りものは？」

　好こう奇き心しんをあらわにした表情で、栗田は楽しそうに問い続ける。

「昨日第一王子が連れてきた第二部隊の鷲わしみたいに、何かに乗らないの？　私、騎士さんが自転車以外のものに乗ってるのって、見たことないんだけど」

「だったら何だよ、見せ物じゃないんだぞ。おれのことなんか気にしてないで、逃箱者は地球の青春を満まん喫きつしてろ。とっとと家に帰って飯食って宿題して長電話もして親にでも怒おこられとけ」

　直哉が剣の先で市街地の方向を指すと、栗田は「やだ、何その青春」とおかしそうに笑った。一見いつもと変わらない栗田の言動に、聖はなぜか不安な気分になる。どうして優等生で愛想のよい同級生が、こんなところに現れたのか。

「私、まだ帰らないからね」

　栗田がスカートの裾を押さえて川原にしゃがみこみ、地面に転がる無数の小石をのんびりと拾い始めた。

「いいものが見つかったんだ。手に入れるまで今夜は帰らないって、決めたんだから」

「何だよ、図工の材料でも探してるのか」

「騎士さん、高校では図工じゃなくて美術っていうのよ。ねえ、第三王女様」

　噴ふき出した栗田が、同意を求めて聖に笑いかける。聖が答えに困っていると、栗田は笑みの種類をやや悲しげなものに変えた。

「そっか、第三王女様はもう授業なんて関係ないのよね。私もそうなれたらな。私ね、美術も数学も……ううん、今の生活全てもう、別のものに変えちゃいたいんだ」

　拾った小石を手のひらの上に並べて、栗田が言う。どの石もそれほど水に流されていないのか、角の尖とがったものばかりだった。

「小さい頃に次元を移って、地球人の命めい壇だんを買って、ずっと平へい穏おんに暮らしてきたけど、この命壇に──地球人の生活に、正直飽あきちゃったのよ。命壇を買い換かえれば多少は変化もあるんだろうけど、業者が売ってるものは、せいぜい家庭環かん境きようや職種の違ちがいがあるだけ。結局は普ふ通つうの地球人でしょう。地球の生活は、もうたくさん味わったの」

「ずいぶん贅ぜい沢たくな悩なやみだな」と、直哉がため息で前髪を揺らす。

「普通の地球人になりたいからって、命壇を買うのに大おお騒さわぎしてる逃箱者は、山ほどいるのによ」

「うん、本当に贅沢よね」

　簡単に認めた栗田が、肩の髪を払はらって頷うなずく。

「端はたから見れば、私は恵めぐまれた逃箱者だったかな。『栗田露美』の身内からは不自由ない生活をさせてもらったし、高畑君と……あ、同じ逃箱者の男子なんだけど、彼とのいかにも地球人らしい男女交際も、まあまあ面おも白しろかったわ。でもそれだけ。それだけでちっとも満たされない。騎き士しさん、私は小さい頃ころに地球に来たって言ったけど、自分で望んだわけじゃないんだ。家庭の事情で仕方なく来たの。いつも心の片かた隅すみで、天箱園に戻もどりたいなって思っていた。だけど……」

　栗田が小石を全すべて地面に落とす。固い音が、連続して大地を打つ。

「一度地球に来た逃箱者は天箱園に戻ってはいけない、っていう規則があるでしょう？　強制送そう還かんされれば帰れるけれど、それじゃ嬉うれしくないし、違い法ほうをつくして次元の道を超こえたとしても、天箱園側に戸こ籍せきや住居がないから、後々苦労するのは目に見えている。どんなに望んでも私みたいな人間は、天箱園に帰れないのよね」

「可哀かわい相そうだけど、しょうがないよ」と、騎士の肩の上から葉村が言った。

「でも地球のいいところを見つけて、これからもっと楽しめばいいと思うよ。葉村もそうしてるし。何なら葉村主しゆ宰さいの『プリンっていいよね友の会』に入る？」

「ありがとう煉れん魂ごん受じゆ皿べい器きさん。でも私ね、思いついたんだ。今の私のままで地球から出られないなら、地球から出られる命壇に取り替かえればいいんだって。命壇の交こう換かんは地球人とだけじゃなくて、異次元人同士でだって可能なんだから、堂々と天箱園に戻れる立場の人から譲ゆずってもらえばいいのよ。派は遣けん騎士なら任期を終えたら帰れるし、次元間マスコミの人なんて、自由に両次元を往復しているわ。でもね、もっとぴったりのものが見つかったのよ」

　栗田が腰こしを浮うかし、聖の方を向いた。栗田の手が聖の足首に触ふれ、聖が驚おどろいて身を引くよりも先に、栗田の唇くちびるは言葉を紡つむき出す。

「──天使列『命壇』、全ぜん縒し方向点灯」

　薄うす暗ぐらい川原に、くすんだ琥こ珀はく色いろの光が溢あふれた。聖は目を見開き、自分の体の下に現れた光の輪を凝ぎよう視しする。栗田は両手を合わせて嬉しそうな声を上げた。

「よかった、吉きち乃の君の命壇、ちゃんと王族を示す属性文字がある。昔せき年ねん数すう十五、萎い縮しゆく度八十の波は紋もんもあるから、間違いなく宮きゆう廷てい内乱中に次元の道を通って逃にげているわね」

「お前、何してるんだ」

　直哉が声を荒あららげ、栗田と聖の間に立った。直哉が地面の石を乱暴に蹴け散ちらしたことで、地表で可視状態になっていた命壇は、光を散らして見えなくなる。それでも聖の心しん拍ぱくは跳はね上がったままで、聖は胸を押さえる。あのくすんだ色を他人にまた見られたことが、なぜか苦しかった。

「何って、命壇を読んだのよ？　すごいでしょう？」

　栗田がしゃがんだまま直哉を見上げ、屈くつ託たくのない笑えみを返す。

「私ね、資格はないけど業者の真ま似ねして天使列の練習をしていたから、他人の命壇を見たり扱あつかったりすることができるの。いくら天使列が遺伝していても、命壇の扱いは独特のセンスがないと、うまくいかないのよね」

「ふざけたことしてないで家に帰れ。地球人の青春してろって何度言ったらわかるんだ」

「私が帰りたいのは家じゃなくて天箱園よ。そのために第三王女の命壇がほしいの。胸を張ってしかも明日にでも天箱園へ帰れる命壇は、他ほかにないわよ。ねえ吉乃君、吉乃君の居場所、私にちょうだい？」

　栗田の穏おだやかで、そして奥深い視線が再び聖に定められる。

「いいでしょう？　さっき吉乃君、どこに行ったらいいかわからないって、泣いてたじゃない。私が代わりに第三王女になってあげる。吉乃君を助けてあげるよ」

　名案だと言わんばかりに、栗田の瞳ひとみが明るさを増す。笑っている相手に恐きよう怖ふしか感じられず、聖はへたりこんだ姿勢で後あと退ずさろうとした。

「吉乃君は地球に残ればいいわ」

　聖の感情を無視し、栗田は身を乗り出して友好的に顎あごを頷かせる。

「代わりに私が今まで使っていた命壇をあげるね。そうすれば、吉乃君は私の家族や人間関係を引き継つぐことができるでしょう？　私は地球上でかなり社交的に過ごしてきたから、友だちも多くて楽しいはずよ。吉乃君の命壇の色、寂さびしそうだったもんね。きっと今より快適になるんじゃないかな」

「いい加減にしろよ、女子高生」

　直哉が栗田の鼻先に剣けんを突つきつけて、声を上げた。

「承しよう認にん業者を通さない個人による命壇交換も、立派な違法だ。強制送還はいやなんじゃなかったのか」

「どうして怒おこるのよ？」

　栗田は剣と直哉の顔を見返し、子供のように唇を尖とがらせた。

「帰りたくても帰れない気持ち、騎士さんならわかってくれると思ったのに。……残念だな」

　顔を下げ、栗田が手のひらを地面に押しつける。──途と端たん、白い光がほとばしり、聖は網もう膜まくを炙あぶられて悲鳴を上げる。鮮せん烈れつな光の中、栗田の周辺にある無数の小石がうごめき、一いつ斉せいに宙へ浮かび上がるのが見えた。顔を上げた栗田は聖を見つめて目元を笑わせ、唇を動かした。

「天使列『地ち霊れい』、螺ら旋せん回帰」

　列式唱合が口にされた瞬しゆん間かん、宙を浮ふ遊ゆうしていた小石の群れが、団結した蜂はちのように動き出した。空気を裂さき、耳みみ障ざわりな音を鳴らして集つどった石は、すぐにひとつの輪りん郭かくを形成する。長さは十メートル近く、太さは柱数本分ほどもある石で作られた巨きよ大だいな蛇へびが、栗田を中心にして渦うずを巻いていた。頭部に当たる部分が、上空から聖を無機質な視線で見み据すえる。

「力ずくだけど許してね。どうしても吉乃君の命壇がほしいのよ」

　栗田が言うと同時に、石の大だい蛇じやが聖の頭上に襲おそいかかってきた。動けない聖の腕うでを直哉が引っ張り、川原の端はしまで跳とぶ。今さっき自分がいた地面に、大蛇が激げき突とつして土ど砂しやのごとく石を飛び散らせる様子を、聖は茫ぼう然ぜんと見つめた。

「直哉、あの女子高生、ただの逃とう箱そう者しやじゃないよ」

　直哉の肩かたで、葉村が珍めずらしく焦あせった声を発する。聖が見上げた葉村の体は、ちょうど真上から差す月の光を反射して美しく輝かがやいていた。

「『地霊』って、自然四大要素をじかに操あやつる支配級の天使列だよ。どうして普ふ通つうの逃箱者が使えるのさ」

「あ、気づいちゃった？」

　砕くだけた蛇の横から、栗田が口を挟はさんでくる。栗田はブレザーの裾すそを直しながら、世間話に近い口調で言う。

「確かに私は普通の逃箱者とは、ちょっと違ちがうかも。十五年前にね、吉乃君みたく宮廷内乱を避さけて、母と一いつ緒しよに地球に逃げてきたの。だから私の本来の身分は、国王と第二王おう妃ひから生まれた第二王女。吉乃君とは同じ王族で、半分血の繫つながった異母姉し妹まいってことになるのかな」

「姉妹……」
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　頰ほおを強こわ張ばらせる聖に、栗田は「ずっと同じ街に住んでいたのに、気づかないものよね」と朗ほがらかに笑った。一歩下がろうとした聖の踵かかとに、打ち寄せられた川の水が冷たく当たる。聖は我に返り、栗田に言い返した。

「で、でも、週刊誌には、内乱で王様の子供は、第一王子以外みんな亡なくなったって……」

「週刊誌にそう書いてあっても、実際吉乃君は地球で生きていたじゃない？　それと同じことよ。あ、それから私は高校一年で通してるけど、本当はあなたよりふたつ上だから。買った命壇が自分の実じつ年ねん齢れいと違った場合って、こういうことが起きちゃうのよね。留年したわけでもないのに、ちょっと不公平な気分」

　あくまで明るい栗田に、聖は絶句するしかない。聖の横で、直哉が表情を引き締しめた。

「第二王妃の出身は、山さん岳がく崇すう拝はいの神官一族だったな。その血を引いていれば、支配級の天使列も使えるわけか」

「嬉うれしい、私の母もわりと有名なのね」

　誇ほこらしげに歯を見せた栗田だが、「でもね」と演技がかった仕し種ぐさで肩を落とした。

「私の母は第三王妃の若葉様と違って、自分の子供が今でも地球で生きてる事実を公表するつもりが全くないの。かといって私が自分から第二王女であることを宣言したら、宮きゆう廷ていは当然母の行方ゆくえも調べるでしょう？　それはできれば避けたいのよね。母は今私のことも天箱園のこともすっかり忘れて、地球人の暮らしに浸ひたりきっているから。迷めい惑わくはかけたくないのよ」

　そう言う栗田の横では、分散した石が再び集まり、蛇の体を形作ろうとしている。直哉が目の光を強めて剣を構える。

「私の母は地球に来た時、自分用と私のために、命壇をふたつ買ったの。業者は親子用の組み合わせを薦すすめてくれたけど、母は全く繫がりのない他人同士の命壇を選んだわ。そうして今は新しい家族の中で幸せそうに暮らしている。新しい子供もいるみたい。そこは私が絶対に立ち入れない場所だけど、母が幸せなら別にいい、私も自分が幸せになれる場所へ行けばいいって決めた。だけどずっと方法が見つからなくて諦あきらめかけていたら、吉乃君の事件が起きたの。宮廷に戻もどれるなんて羨うらやましいなって思ったわ」

「でも、ぼくは……」

　聖の言葉を待たずに、大蛇の復元が終わる。石の帯が動き、聖の視界に巨大で鋭するどすぎる牙きばが、突とつ風ぷうとともに押し寄せてくる。

「私は地球で一生懸けん命めい生きようとした。人間関係も何もかも、ずっと努力したの」

　小石交じりの風が頰を叩たたき、栗田の声が耳を衝つく。聖は悲鳴を必死に堪こらえた。

「これだけやっても満たされなかったんだから、天箱園に戻ったっていいでしょう。吉乃君は地球では何もしていないくせに、侍じ女じよに支えられてあっさり玉座につくなんて、ずるいわよ」

　攻こう撃げき的な風の中、直哉が聖を抱かかえて空へ退たい避ひする。石の蛇も聖たちを追って高速で立ち上がる。両手で聖を抱えた直哉は剣が使えず、宙で身を捻ひねり、ぎりぎりのところで蛇の牙をかわす。敵の胴どう体たいの端を蹴けり、直哉は川原沿いに並ぶ夜桜へと飛んだ。直哉は一本の木の上に膝ひざを曲げて降りると、聖を枝の上に置いて言った。

「ここで見てろ、騒さわいで落ちるなよ」

「で、でも……」

「そんな顔するな、あいつは絶対止める。お前のことも絶対守る。そう言っただろう」

　荷物を預けるつもりかボディガードのつもりか、直哉は葉村を聖の手の中へ押しこむ。それだけ済ませると、スクールセーターの派は遣けん騎き士しは桜の花びらを散らし、風に近い速さで空に戻る。不安定すぎる足場で聖は身じろぎすらできず、葉村を抱だきしめて直哉の軌き道どうを見つめる。葉村は「直哉頑がん張ばれー」と前まえ脚あしを振ふり上げていた。

　騎士と大蛇が夜空の真ん中で、一直線にぶつかり合う。剣けんと石の塊かたまりが激突し、衝しよう撃げきが空間に裂さけ目を走らせる。切りこんだ直哉の剣を、大蛇は牙で食い止めた。

　だが止められたように見えたのは、ほんの数秒。次の瞬しゆん間かん、蛇の牙は剣に負け、砕け散ちって瓦が礫れきと化す。直哉はそのまま剣を振り、蛇の口こう腔こうから胴体にかけて斜ななめに切り下ろす。数メートルはある胴回りが一撃で断たたれ、断面図からこぼれた大量の石が、滝たきのように大地を打つ。しかし地上に落ちた無数の石はすぐに一定の方向へ動き出し、蛇の再生を開始してしまう。

　きりがない。聖が息をのんだ時、隣となりの桜が大きく揺ゆれて直哉が着地した。直哉は地上で再生中の敵だけを見つめ、一呼吸も休まずに足あし下もとの枝を蹴る。薄うす紅べに色いろの枝がしなり、騎士は先ほどの数段高速で地表を目指す。天使列の効果で飛び散った白い光が、後ろ姿に尾おを引く。その様子は、聖には翼つばさが生えたように見えた。

「すごい……」

　呟つぶやく聖の腕うでの中で、いつの間にかおとなしくなっていた葉村が「あんなもんじゃないのに」と、ぽつりと言った。

「本当は直哉は、もっと速く飛べるのに」

「え？」

　直哉が宙で剣を振り上げる。月光で刀身が鋭くきらめき、目ま映ばゆい光に後押しされるように、直哉の速度が急上じよう昇しようする。聖の視野から一瞬その姿が消え、今まさに再生を完かん了りようしようとしていた石の大だい蛇じやに、光と風と騎士の残像とが同時に斬きりかかった。衝撃波に近い風圧が聖のいる桜まで押し寄せ、聖は葉村を抱え、振り落とされないように必死で枝にしがみついた。

　歪ゆがむ景色の中、無意識にも騎士の姿ばかり捜さがしている自分に気づきながら。







　何秒かが経たち、川の方で魚の跳はねる音が聞こえた。風はやみ、光も消え、聖がゆっくりと目を開けると、不気味な物体は川原から消しよう滅めつしていた。

　小石ばかりが転がっていたはずの地面は、今や細かな砂のみに覆おおわれており、髪かみを乱した栗田がその真ん中に佇たたずんでいた。聖の位置からは栗田の背中しか確かく認にんできなかったが、その前方に立つ直哉は、少しだけ疲つかれた様子で息を吐はいていた。直哉が剣を下げ、ゆっくりと栗田の方へ歩き出す。

「聖、あんまり強く抱きしめられると、葉村はうっかり惚ほれちゃうかも」

　葉村の声で我に返った聖は、少し迷った末に直哉を真ま似ねて、猫ねこサイズのハムスターを肩かたの上に乗せた。葉村は見た目ほど重く感じなかった。

　木から降りるべく、聖は周囲を見回して、一番近い枝に手を伸のばした。だがそれだけの動作で体勢を大きく崩くずしてしまい、宙に身を放ほうり出しそうになった。葉村が「はむわー」と叫さけび、大おお慌あわてで枝にすがりつく聖の耳に、直哉の声が聞こえてきた。

「お前に事情があるのはわかった。帰りたい理由も、一応わかった」

　花びらまみれになった聖の視界の先、直哉は栗田と対たい峙じしていた。

「自分の居場所を売ったり換かえたりすることを、おれは別に否定しない。実際商売として成り立っちまってるし、中にはそれで幸せになれてるやつもいるみたいだからな。だけど命めい壇だんの強ごう奪だつは違い法ほうだ。『要よう塞さい』まで来てもらう。……『要塞』の下の階には互ご助じよ組織の本部があるから、替かえ玉以外に帰き還かん方法がないか、一応聞いといてやる」

「結構優やさしいのね、騎士さん」

　肩にかかる髪を払い、栗田が小さく背を揺らした。

「それに噂うわさで聞いていた通り、強いね。でもそのくらいの速さなら、私の勝ちかな」

「何だと？」

　直哉が眉まゆを寄せた時、風向きがふと変わった。葉村がぴくりとヒゲを揺らし、聖の頰ほおにもどこからか妙みような気配が伝わる。直哉に視線を定めていた聖は、直哉の遥はるか後方、空まで続く夜の闇やみの中に、一部分だけ濃のう度どの違ちがう箇か所しよが現れたことを偶ぐう然ぜんにも気がついた。目の錯さつ覚かくかと思われたそれが一秒後、大きな影かげとなって直哉の背後に急接近し、聖は叫ぶ。

「直哉、後ろ！」

　後方を振り返った騎士が、巨きよ大だいな影に対して反射的な動作で剣をかざす。剣と硬かたい何かのぶつかる音が響ひびいたが、黒い影は直哉の手前で夜空へ急上昇し、地上ではなく聖のいる桜を目指して飛んできた。

　逃にげて、と葉村が聖に怒ど鳴なった。しかしその時はすでにもう、聖の目の前で黒い物体が翼を広げていた。形は蝙蝠こうもりに似ているが、全体の大きさは人間の倍以上。赤黒い目を光らせて、異様な生物が巨大な翼を聖に叩たたきつけてくる。葉村がもう一度叫んだが、聖は身動きができなかった。

　黒い影と聖の間に、風と白い光が割りこんだ。蝙蝠の翼は聖ではなく、地上から跳とんできた直哉の背中を打ちつけた。骨に響くほどの鈍にぶい打だ撃げき音が、聖の耳にも届く。直哉は顔を一いつ瞬しゆん顰しかめただけですぐに聖を抱かかえ、桜を足場にして空へと跳ちよう躍やくする。

　蝙蝠が即そく座ざに横へ並び、風圧で騎き士しの軌き道どうを乱す。激しい風は聖と直哉を橋の方へ吹ふき飛ばしたが、橋はし桁げたに激げき突とつする前に、直哉は鉄骨の上で踏ふみ止とどまる。しかし聖たちの上空には、蝙蝠がもう待ち構えている。聖が直哉へ安否を問う暇ひますらもない、瞬間移動をしたのかと思うほど驚きよう異い的な速さだった。

「急に連れてきてごめんね」

　いつの間にか蝙蝠の背に乗っていた栗田が、月の下で微笑ほほえんできた。

「最初から一いつ緒しよに戦わせればよかったんだろうけど、騎士さんの強さを測る前に出したら、私の蝙蝠に怪け我がをさせちゃうかもしれないでしょう？」

　不気味な生物の頭部を、栗田は愛いとおしそうに撫なでた。橋の上には何台かの車が行き来していたが、上空で異次元人が睨にらみあっていることには、誰だれも気づいていないらしい。ヘッドライトの光が平へい穏おんに流れていった。

「昔母からもらった大事な蝙蝠だから、できれば傷つけたくないのよね」

「他人の体だって、昔他人が親からもらった大事なものなんだけどね」

　葉村が前歯を剝むいて言い返し、聖から直哉の肩へと移動する。

「だからできれば他人のことも傷つけない方がいいと、葉村は思うよ」

「その煉れん魂ごん受じゆ皿べい器き、さっきから結構まともなことを言うわよね」と栗田が目を見開き、大げさに感心を表現する。

「でも魂たましいだけの気楽で単純な存在に、生身で生きる人間の細かな感情だとかが、本当にわかるのかなあ？」

「わかるもん、葉村は繊せん細さいで精密で消費税の計算だって暗算できちゃうもん、ばかにすんな」

　喚わめく葉村に栗田は笑いながら、片方の手のひらを開く。握にぎられていた一ひと塊かたまりの砂が、さらさらとこぼれ出す。

「あのね騎士さん、お願いがあるの。私が第三王女の命壇をもらった後、私と吉乃君が入れ替わったことは、誰にも気づかれたくないんだ。もちろん命壇をきちんと調べられたら、他人と交こう換かんした痕こん跡せきはわかってしまうけど……」

　砂を眺ながめて、栗田が小さく列式唱合を口にする。砂が栗田の体にまとわりついて発光し、栗田の全身は漆しつ黒こく色をした西洋風の甲かつ冑ちゆうに包まれる。舌打ちする直哉に、栗田は優ゆう越えつ感を含ふくんだ視線を投げて言う。

「一いつ旦たん第三王女として宮きゆう廷ていに入れば、たとえ私のことを疑う人や真相を知っている人がいたとしても、もう私には近づけない。近づかせない自信もある。天箱園に戻もどるまでが、すごく大事なの」

　栗田の手元で余った砂が音もなく躍おどり出し、今度は長めの棍こん棒ぼうを形作る。つくりは簡素だが、充じゆう分ぶんに鈍どん器きといえる輪りん郭かくだ。栗田は武器の先せん端たんを直哉の方へ向け、穏おだやかに首を傾かしげてみせた。

「だからね、明日の朝、第一王子か侍じ女じよが私を迎むかえに来た時に、騎士さんには今夜のことを秘密にしておいてもらいたいのよ。いいかな？」

「いいわけないだろう、そんなことして誰が幸せになれるんだ」

　怒鳴り返す直哉に、栗田は微笑みを崩くずさない。

「じゃあ、喋しやべれないようにさせてね」

　蝙蝠が翼つばさを広げ、強風で橋が激しく揺ゆれる。黒い敵てき襲しゆうを避よけるべく、直哉は聖を抱えたまま宙へ跳ぶ。

　聖という荷物のある直哉は、全力で戦えない。一旦聖を避ひ難なんさせるためか、直哉は川原の方を目指した。痛いほどの風が耳を打ち、直哉が相当な速さで飛んでいることは聖にも全身で理解できた。だが蝙蝠は派は遣けん騎士を嘲あざ笑わらうかのように、あっさりと聖たちの前に回りこんでくる。

「遅おそいよ、騎士さん」

　栗田が唇くちびるを綻ほころばし、鎧よろいの肩かたを竦すくめた。

「そんなにゆっくり飛んでたら、地球人の目に留まって怪あやしまれちゃう。そうだ、地球人にわからないように、時間を止めようか？」

　棍棒を聖たちの方へ突つき出し、甲冑姿の女子高生は言う。

「天使列『全ぜん休きゆう符ふ』、螺ら旋せん回帰」

　原始的な武器の先端に、太陽が現れたかのような光が弾はじける。栗田は笑い声を滲にじませながら念押しのつもりか、同じ列式唱合を五回六回と繰くり返す。

　立て続けに溢あふれた光は、昨晩荒星が起こしたものの比ではなかった。まともに輝かがやきを食くらった聖の体にも、質量を感じさせる波動がざわつきながら通過する。悲鳴を堪こらえて目ま蓋ぶたを固く閉じた聖は、不意に自分の体が大きく傾かたむいたことに気づく。慌あわてて目を開けると、黒い水面みなもがすぐ真下に迫せまっていた。聖を抱かかえる騎士はどういうことか失速し、高度を急降下させていた。

「直哉！」

　葉村に名前を呼ばれ、直哉は歯を食いしばって、剣けんを水面へ振ふる。侍女の車から逃にげた時と同様に水柱を起こすつもりのようだったが、生じた圧力は前回の半分以下だ。それでも何とか数メートル上じよう昇しようし、間かん一いつ髪ぱつで落下を回避した直哉が唇を嚙かむ。その頰ほおには水すい滴てきが伝っていたが、ただの水みず飛沫しぶきではないことが聖にはわかった。昨晩街の薬局で荒星と対たい峙じした時のように、直哉の体調が急変していることもわかった。

「あーあ、疲つかれた。『全休符』やりすぎちゃった。騎士さんは大だい丈じよう夫ぶ？」

　強風とともに聖たちの前に移動してきた異形の背で、栗田がわざとらしいほど心配した表情を浮うかべる。

「何だか急に体調がおかしくなっちゃったみたいだけど、どうしたの？　地球の時間も止めたことだし、目立つ心配もないから、鎧を作って完全武装で臨のぞんだ方がいいんじゃない？　それにその速さじゃ、私から逃げるのも難しいと思うけど……。あ、騎き士しさんは『凜りん馬まの系けい譜ふ』なんだから、凜馬を呼べば？　あの綺き麗れいで気高い空飛ぶ馬。私も本当は蝙蝠こうもりじゃなくて凜馬がほしかったんだけど、あれは粒りゆう子し変へん換かんでは作れないし、特別な人間にしか懐なつかなくて乗りこなせないっていうから、駄だ目めだったんだ。騎士さんはその特別な一族の生まれなのよね？　羨うらやましいな、今度私も乗せてくれない？　海にでも連れて行ってよ」

「女子高生め、戦せん闘とう中にコンパみたいな会話をするな」

　直哉が聖のそばで強く言い返すが、その横顔には削けずり取られたように余よ裕ゆうがなくなっている。栗田は「ああ残念、デートのお誘さそい、断られちゃった」と舌を小さく出して笑い、長い棍棒を振った。

　直哉が栗田に背を向けて、聖の盾たてとなった。直哉の体越ごしに強い衝しよう撃げきが押し寄せ、聖たちは再度水面に向けて吹ふき飛ばされる。悲鳴を上げる聖の耳には、直哉が息を嚙み殺す音しか聞こえなかったが、聖の背中に回された指先は、痛みに耐たえるように強く震ふるえていた。確実に体調が悪化している。直哉はどうしてしまったのだろう。どうしたらいいのだろう。うろたえるしかない聖の後方に敵の気配が、前方にはざわめく水面が迫る。

「……逃げるんじゃ、ないからな」

　聖の耳元で、直哉が言った。

「逃げるんじゃなくて、距きよ離りを稼かせいで体勢を立て直すだけだ。──絶対負けるもんか」

　悔くやしそうに直哉が言い、聖を抱えた腕うでに力がこもる。聖の額がスクールセーターの胸へ押しつけられると、落下速度が急激に上がる。空気を切り裂さき、突き破るようにして水面下に落ち、聖の周囲で景色と酸素濃のう度どが一変する。

　泡あわや空き缶かんや、水上から差す月光の欠片かけらが、恐おそろしいほどの速さで流されていく。川の水は冷たすぎて、聖自身の意識さえも遠ざけた。
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　小学四年生の時、初めて泳いだ日のことを思い出した。

　暑い夏の昼下がりだった。仮け病びようによる見学で毎年水泳の授業を回避し続ける聖ひじりを、母親は不ふ憫びんに思ったらしい。母親の知人が経営するスポーツクラブの室内プールを、数時間だけ貸し切ってくれたことがあった。

　人目を気にせず水着になれた解放感と、初めて飛びこむ大きなプールを前にした興奮から、聖は準備運動を忘れた。その結果、水に入って二秒で足が攣つり、四秒後に沈ちん没ぼつした。

　幸い十秒後には母親によってプールサイドに引き上げられ、「聖のドジっ子」と怒おこられるだけで済んだ事件であった。あの時聖は心の底から死ぬかと思ったが、死にたくないとは特に意識して考えなかった。考える時間がなかっただけかもしれないが。

　つい最近、心の底から死にたくないと思った瞬しゆん間かんがあった。

　あの時、助けに来てくれたのは。







　土のにおいがした。草のにおいがし、鼻び孔こうに溜たまる水の臭しゆう気きと混ざり合い、聖にくしゃみをさせた。肺の空気が入れ替かわり、嗅きゆう覚かく以外の感覚が目を覚まし、全身に強きよう烈れつな寒気が沁しみ渡わたる。

　寒い、と聖はまず思った。半開きの瞳ひとみで確かく認にんすると、聖の体は草の生おい茂しげる場所で俯うつぶせになっていた。身に着けた制服はずぶ濡ぬれで、布地から滴したたり落ちた水が地面をぬかるませている。肩かたの上を往復する風が冷たい。頭上から、満月が冴さえきった光をこぼしている。近くで水の流れる音が聞こえる他ほかに、何も聞こえない。辺りは世界が終わったのかと勘かん違ちがいしてしまうほどに、しんと静まり返っていた。

　雑草だらけの視界へ緩かん慢まんに視線を漂ただよわせ、次に目に入ってきたものに、聖は体を跳はね起こす。聖の真横、手の届く距離に、果か月づき直哉が倒たおれていた。

　濡れた前まえ髪がみの下、直哉は静かに目ま蓋ぶたを閉とざしていた。寝ね顔がおに近い表情に苦痛の様子は見当たらないが、同時に生気も感じられない。昨日学校の裏庭で出会ってから数十時間、聖がさんざん見せられた強気な眼まな差ざしや活力溢あふれるオーラが、今はどこにも見つからなかった。

「噓うそ……、噓でしょう、ねえ、目を開けてよ、ねえ……！」

　激しい動どう揺ようから呼吸困難に陥おちいりつつ、聖は派は遣けん騎士の肩に手を伸のばす。指先がスクールセーターに触ふれた瞬間、直哉の体から真っ白な光が弾はじけ、聖の手には感電を思わせる強い痛みが駆かけ抜ぬけた。悲鳴を上げて尻しり餅もちをついた聖は、痺しびれた指先と、今の光でも全く目を覚まさない直哉を見比べる。

「な、何なの、これ……」

　直哉の体から放たれているものは、陽炎かげろうと稲いな光びかりが混ざったような白い輝かがやき。光には意思があるのか、聖の接せつ触しよくを確実に拒こばんで蠢うごめいている。聖は眉まゆを下げてつい謝ってしまう。

「ご、ごめんね、危害を加えようとしたんじゃなくて……ただ君が、心配で……」

　聖の涙なみだ声ごえに、刺とげ々とげしい光が不意に消しよう滅めつする。聖は目をしばたたき、恐る恐るもう一度、直哉に手を伸ばしてみる。肩に指を置くと、衣服から滲にじんだ水が爪つめを濡らした。それ以上のことは何も起こらず、さっきの電流は幻まぼろしだったのかと疑ってしまうほどだった。聖が肩を揺ゆすって呼びかけると、直哉はわずかに眉を動かし呻うめき声を漏もらすという反応を返したが、目蓋は開かなかった。

「……どうしよう……。救急車は……呼んだらまずいよね……。異次元人だもん……」

　聖の問いに返事はどこからもなく、葉は村むらの姿がないことにも、聖は今いま更さらながらに気がつく。途と方ほうに暮れて辺りを見回せば、聖たちがいる場所は、川に面した土手の中腹付近だった。川の広さと水面みなもの穏おだやかさに見覚えはあるが、橋やライトアップされた桜並木はない。車道や民家の気配もなく、土手の上には深い雑木林が続くだけ。風かざ戸と里り市の郊こう外がい辺りだろうと、聖は場所に大体の見当をつける。夜桜の名所から、すいぶんと流されてしまったらしい。

「……川に、落ちたのに」

　ぼんやりと呟つぶやき、聖は今いる位置と川との距きよ離りを目測する。自然に打ち上げられたと考えるよりも、誰だれかに運ばれたと推測する方が自然な距離だった。そしてその誰かとは隣となりにいる派遣騎き士し以外に考えられず、直哉が聖をここまで運んで力尽つきたのなら、溺おぼれて意識をなくしているという可能性は消えそうだった。聖が見る限り直哉の体に大きな外傷はないが、戦いの最中に見せた体調不良がひどく気にかかる。

　その時になって聖は栗田のことを思い出し、大おお慌あわてで上空に目をやった。空に巨きよ大だいな蝙蝠こうもりの影かげはなく、土手の上には通行人すら見当たらなかったが、栗田は当然聖たちを捜さがしているはずだ。

「……とりあえず、どこか安全そうな場所に移動して……あの林の中しかないかな……。それから、それから葉村を捜して……」

　自分に言い聞かすように声に出し、聖は直哉の体を起こした。酔よっぱらった母親を寝しん室しつに移動させる習慣で、人の運うん搬ぱんには慣れている。正体のない人間を運ぶ際のコツもわかっているので、何とかなりそうだった。だが直哉は母親よりも背が高いし、いくらスリムでも完全に気絶している人間はそれなりに重い。それでも無理だと投げ出すわけにもいかず、聖は自分の背中に相手の上半身をもたれかからせ、引きずるようにして一歩を踏ふみ出した。

　足あし下もとに銀色の長ちよう剣けんが見つかった。手を伸ばして拾い上げようとしたが、剣は想像以上の質量を有しており、落としてしまう。こんなものを振ふって戦っていたのかと思うと、別の重みで胸が軋きしむ。聖は剣にもう一度手を伸ばし、柄つかにしっかりと指を絡からませて持ち上げた。

　足下がぬかるみ、膝ひざが震ふるえた。ひとりであったら間違いなく転てん倒とうしている道を、聖は慎しん重ちように進んだ。背中には他人の命があった。







　雑木林に入り、落ち着く先を求めて迷っていると、プレハブ建ての小屋を見つけた。

　入り口には傾かたむいた看板が引っかかっていたが、長年風雨にさらされたと思われる文字は、聖には全く解読できなかった。壁かべは限界まで汚よごれて歪ゆがみ、窓まど枠わくは割れたガラスの代わりに枯かれ蔦つたと蜘蛛くもの巣が覆おおっているという、何とも恐おそろしい外観だ。何かの作業用に建てられ、用が済んだ後に解体を忘れられ、そのまま放置されている廃はい屋おくと思われた。

　そこだけは破損もなくしっかり閉とざされている入り口の扉とびらを見つめ、聖は大きく深呼吸する。見た目はホラー映画のセットだが、屋根も何もない場所に隠かくれるよりはましだと信じ、恐きよう怖ふ心しんに全力で蓋ふたをする。扉は聖の手ではびくともしなかったが、剣の柄で強めに叩たたいてみたら、あっさり開いた。半開きになった扉の間につま先を割りこませると、ガラスのない窓から差しこむ月光のせいで、教室半分ほどの室内は独特の明かりに満たされていた。

　あちこちに、机や棚たなが倒れていた。床ゆかの上には割れた瓶びんや小ぶりの刃は物ものが転がり、冷たい光を放っている。近くの壁には暗い赤色の染しみが散っていて、血液の変色を彷ほう彿ふつさせる。聖は入室三秒で早くも泣きたくなっていた。

　不気味な染みの走る壁かべ際ぎわに、横長の台があった。人がひとり横たわれるほどの大きさだ。聖は剣を壁に立てかけ、直哉の体をゆっくりと台の上へ安置した。直哉は少しだけ苦しげに頰ほおを動かしたが、意識はまだ戻もどらなかった。

「大だい丈じよう夫ぶなのかな……。どこか病気だとか……」

　呟いたと同時にくしゃみがこみ上げ、聖は改めてずぶ濡ぬれの体に不快感を覚えた。ズボンの右ポケットにハンカチがあるが、引っ張り出してみたところで、水分を含ふくみすぎて役に立たないことが判明しただけだ。左のポケットに指を入れると、硬かたく冷たいキーホルダーの手て触ざわりがあった。聖は頭かぶりを振って感情を払はらい、首にまとわりつくネクタイや、スクールセーターやズボンの裾すそから水気を絞しぼる作業に集中した。

　一通り済ませると、台の上にいる直哉の姿が目に入った。騎士から流れた水が、台の足下へ雫しずくを落としている。聖はかなりの間迷っていたが、頷うなずいた。

「濡れたままで風邪かぜ引いたら、困ると思うから……。それだけ、だから。理由は本当に、それだけなんだから……」

　震える指先を伸のばし、聖が騎士のネクタイに手をかけた時。小屋の外で忙せわしない羽音が響ひびいて、室内を照らす月光が一いつ瞬しゆん拡散された。聖は驚おどろき、台の側面につま先を強くぶつけた。「うぎゃっ」という悲鳴を全力でのみこみ、そのまま三十秒近く体を硬こう直ちよくさせて身構えたが、何も起こらない。どうやらフクロウか何かが、窓の外を通り過ぎただけのようだった。

「心臓が、壊こわれそうだよ……」

　長く息を吐はき出したところで、聖はふと気がつく。さっきまでは聞こえなかったはずの低い振しん動どう音おんが、すぐ近くから響いてくる。壊れかけの電気器具を思わせるその稼か働どう音おんは、直哉の寝ねている台の内部から発せられていた。そして先ほど聖がつま先をぶつけた側面には、偶ぐう然ぜんにもスイッチらしき突とつ起きがついていた。

「う、わ、ど、どうしよう」

　妙みような機械を動かしてしまったのではないかと、聖はうろたえる。スイッチを切ろうと屈かがみこもうとするが、近くの壁が突然明るく輝かがやいて更さらに聖を驚かす。台の一部にレンズのようなものがついており、そこから放出された光が壁を照らしていた。台は投映機、赤い染みが刻まれた壁は、スクリーンの役割を果たそうとしているようだった。

　そうして壁に映し出されたものは、直径一メートルほどの光の輪。時計回りの方向にゆっくりと回転し、表面に理解不能な文字を多数浮うかばせる円状の物質は、鮮あざやかな銀色に発光している。

「命めい壇だん……？」

　聖の呟つぶやきから逃のがれるように、壁を彩いろどる光の輪がふっと消える。暗転したスクリーンに「他者交こう換かん形けい跡せき、無。本人確定、百」という灰色の文字が走り、数秒後にまた消える。

　何の前置きもなく、次に景色が現れた。西洋風の大きな屋や敷しきと芝しば生ふの植えられた広い庭が、少し色いろ褪あせた色彩で映し出されていた。鳥の鳴く声や、芝生が風で揺ゆれている様子から、動きは少ないが、写真ではなく映像のようだ。映像の視点はしばらくの間、屋敷を見上げる角度で固定されていた。だが騒そう々ぞうしい物音と人の悲鳴が聞こえると、視点は右方向に動かされた。

　手に棒や綱つなを持った大勢の大人が、何かを取り囲んでいた。真っ白な毛色の仔こ馬うまだった。仔馬の背には一いつ対ついの綺き麗れいな翼つばさがあり、聖は子供の頃ころに絵本で見たペガサスを思い出す。翼を持った仔馬は人の囲いの中で首を前後左右に振り、足で地面をひっかいて、相当に暴れている様子だった。

『ああ、いたのか』

　軍服に似た黒い服を着ている壮そう年ねん男性が、こちらを見下ろす。男性はうんざりとした表情で言った。

『お前用につくらせた今年の凜りん馬まなんだが……先祖に神しん竜りゆうの血が入っているせいか、生まれてすぐに母馬が死んだせいか、どうにも気き性しようが荒あらすぎる。我々一族の力と反応させても鎮しずまらないようでは失敗作だが、まあ案ずるな。これを処分しても、すぐに第二の候補が……』

　映像の視点が、白い仔馬に向かって動き出す。軍服の男の横を通り、大おお騒さわぎしている人々をかきわけ、小さな手が暴れる仔馬の顔へ差し伸べられる。手が触ふれると、失敗作だと呼ばれた白馬は急速におとなしくなり、周囲の大人も静まり返る。仔馬のつぶらな瞳ひとみには、手と同様に小さな子供の顔が映っていた。

『こいつがいい。こいつに乗る』

　仔馬の瞳の中で、子供が口を動かした。子供っぽい声のわりには、きっぱりとした響きが伴ともなわれていた。

『生きてるうちに、失敗作だなんて決めるな』

　白馬が顔をすり寄せてきて、瞳の中で子供があどけなく笑う。軍服の男が口をぽかんと開き、そこで映像は別のものに切り替かわった。

　視点所有者は、教会風の講堂にいた。火の点ついた蠟ろう燭そくが無数に並ぶ屋内には、数十人の若者が集つどっていた。全員が真新しい鎧よろいとマントに身を包み、傷ひとつない兜かぶとを抱かかえ、大理石の床に片方の膝ひざをついている。厳おごそかな景色の中、視点所有者もどうやらまわりと同じ姿勢をとっているようだった。講堂の窓の外から、翼のある白馬がこちらを見ていた。白馬は立派に成長していた。

　鎧の集団が頭こうべを垂れている方向には、一段高くなっている場所があり、そこでは長ちよう髪はつの青年が何やら声こわ高だかに喋しやべっていた。声はドーム状の天てん井じように響き、詳くわしい内容は不明であったが、何やら自じ慢まんめいたことを長々と繰くり返している雰ふん囲い気きは、聖にも伝わってきた。集団が姿勢を正し、緊きん張ちようした面おも持もちで誰だれかの話を聴きかされている光景は、何となく高校の入学式にも似ている。

『──堪こらえて』

　視点所有者の隣となりから、誰かが小声で呼びかけてきた。綺麗に澄すんでいるくせに事務的なほど冷静なその声を、聖は最近どこかで聞いたことがあるような気がした。

『気持ちはわかるけれど、今日は叙じよ勲くん式で、相手は王位継けい承しよう者しやよ』

　聖が声の主を思い出すよりも先に、前方で熱弁中の青年がやはり聞き覚えのある声で、「将来有望な諸君よ、ぜひ少ない給料で馬車馬のように働き、しっかり王族に貢こう献けんしたまえ」と言った。途と端たん、鎧のつなぎ目が激しく鳴る音がして、視点所有者が立ち上がり、怒ど鳴なる。それもまた聖の知った声だった。

『祝辞が嫌いやみで長い！』

　青年とまわりの鎧が口をぽかんと開き、窓の外で白い馬が笑うように翼を広げた。そこでまた映像は切り替わったが、聖は確信する。これは間ま違ちがいなく、果月直哉の命壇の履り歴れきだ。

　壮そう麗れいな競技場を、白馬に乗って駆かけ抜ぬける映像があった。たくさんの拍はく手しゆが沸わいていた。

　荒あれはてた地を、白馬に乗って戦っている映像があった。たくさんの凱がい歌かが響ひびいていた。

　常に景色は清すが々すがしいまでの疾しつ走そう感に満ちていた。その視点には、限界も脆もろさも闇やみもない。これだけの強さに恵めぐまれていたら、何があってもきっと泣かずに済むのだろう。これだけの栄光を飾かざった故郷なら、異次元だろうとどこだろうと、何も躊躇ためらわずに帰れるのかもしれない。壁かべに映る他人の履歴に、聖は無気力な羨せん望ぼうを抱いだく。

　また、映像が切り替わった。視点所有者は長い渡わたり廊ろう下かを走っていた。半はん透とう明めいの素材を使った屋根の向こうから、いくつもの月が柔やわらかな光を投げている。だがその真下、渡り廊下の至るところが、激しく無む慈じ悲ひな炎ほのおに包まれている。火の粉の雨が降っていた。床ゆかに倒たおれた多数の人々が、無言でそれを受けていた。

　渡り廊下の先に、青銅色の鎧が立っていた。鎧は手に斧おのを握にぎっており、壁かべ際ぎわに追いつめた人ひと影かげに向けて振ふり下ろそうとしているところだった。斧は汚よごれた液体にまみれ、壁際にいる人影は美しい衣い装しように身を包んでいた。華きや奢しやな人影は斧に抵てい抗こうするすべを持っていないらしく、胸の前に何かを抱えこんだまま、その場に蹲うずくまろうとしていた。

　視点所有者が速度を上げ、強者と弱者の間に駆けこんでいく。凶器と空気が残ざん酷こくな摩ま擦さつ音おんを奏かなで、景色が大きく揺れる。何かがひび割れ、何かが砕くだけた。真っ赤な飛沫しぶきが散り、女の悲鳴が聞こえた。

『果月一級騎き士し！』

　視点所有者は急速に動きを鈍にぶらせながらも、長ちよう剣けんを振って青銅の鎧を撃げき退たいした。視点所有者が壁際の人物の腕うでを摑つかみ、渡り廊下を再度走り出す。女は生後間もないと思われる赤ん坊ぼうを抱えていた。赤ん坊は顔を真っ赤にして泣きじゃくっていたが、女も大おお粒つぶの涙なみだをこぼしていた。

『ごめんなさい、私がちゃんと、天使列を扱あつかえていれば──』

　泣きながら訴うつたえるその女を、聖は知っていた。正確には昨日、知った。黒くろ髪かみを綺き麗れいにまとめた女性は、聖が非ひ承しよう認にん業者の『水すい晶しよう』で見た美女と、明らかに同一人物だった。

　若い頃ころの第三王おう妃ひ若葉。彼女が抱えている赤ん坊は十中八九、生まれたばかりの夕ゆう凪なぎ姫ひめ──聖自身。戦火が波打つ場所は、恐おそらく十五年前の宮きゆう廷てい内乱。

「どうして君が、そこにいるの……」

　他人の過去へ、聖は尋たずねる。

　映像が暗転し、台の稼か働どう音おんが途と切ぎれて、光が途絶えた。







　小さな音が聞こえ、聖は我に返った。履歴を映す機械はぴたりと沈ちん黙もくしてしまい、壁には古い染しみだけが戻もどった。

　音のした方を見ると、プレハブ小屋の入り口で、髪の長い少女が外光に照らされて立っていた。その足あし下もとにいる猫ねこサイズのハムスターは、どこか悲しげにヒゲを動かしていた。

「聖、こんなところに隠かくれてたんだね」と、葉村は気を取り直したような声で言った。

「葉村は助けを呼びに行ってたんだけど、土手に戻ったら聖たちがいないから焦あせっちゃったよ。それにしてもすごい小屋だね。技術のある逃とう箱そう者しやが昔使ってた施し設せつってところかな。その履歴出力機もずいぶん古いけど、当時はいい品だったんだろうね」

　葉村が言い終わるのを待たずに、台だい城しろ湖こ子こが聖の方へ歩み寄ってくる。湖子の眼まな差ざしが険しいことと、自分が直哉のネクタイを握りしめたままでいることに気づき、聖は慌あわてて「ま、まだ何もしてません」と弁明する。湖子は何も言わずに、聖を台の前から押しのけようとした。湖子の冷たい手が、聖に触ふれた。

　ばちっ、と、電流を思わせる音が耳を打った。聖の腕から白い稲いな光びかりが立ちのぼり、光は天井まで達していた。聖自身に痛みは訪おとずれなかったが、驚おどろきで思わずのけぞってしまう。湖子は弾はじかれた手を押さえ、訝いぶかしげに眉まゆを寄せた。

「あ、湖子、言うの忘れてた。直哉は気絶する前に、聖のことも防ぼう御ぎよ光こうの範はん囲い内に設定したんだよ」

　葉村が湖子と聖の足下に寄ってきた。湖子は「そう」とだけ頷うなずくと、聖を避よけて台の前に立ち、直哉の首へ指を伸のばした。直哉の皮ひ膚ふと湖子の指の間で白い粒りゆう子しが飛び散ったが、稲光にまで発展しない。湖子は神しん妙みような面おも持もちで直哉の首筋に触れた。

「『全ぜん休きゆう符ふ』を六回も連発されたんだよ」

　葉村が台の上に飛び乗って、頰ほおをぷくりと膨ふくらませた。

「直哉は聖を抱かかえていたから、解除をする余よ裕ゆうがなかったんだ。あの女子高生、なかなか陰いん険けんな攻こう撃げきするよね。こうなったらこてんぱんに反撃しちゃうんだからね。こてんぱんって、何かちょっとパンぽくっておいしそうな響きだけどね。直哉、早く起きてよね」

「脈は正常、天使列の周波も回復してる」

　湖子が小さな息を漏もらし、直哉から指を放す。

「怪け我がもないみたいだし、多分もうすぐ目を覚ますと思う。……あなたが直哉を運んだの？」

　湖子が聖に目を向けて、尋ねてくる。直哉の安否を確認できたからか、湖子の表情から険しさは消えている。だが瞳ひとみには、どことなく不ふ穏おんな光が浮ういていた。

「あなたひとりで、よくできたわね」

「あ……は、はい。ぐったりしている人を運ぶのは、慣れてるので……」

「そうじゃなくて、防御光があるのによく触れられたという意味」

「防御光って……あの、すごい光のことですか？」

「そうよ」と、湖子が聖から目を逸そらし、台の上で目を閉じる派は遣けん騎士へ視線を移す。

「直哉は完全な昏こん睡すい状態に陥おちいると、無意識に天使列を使って身を守るための外がい殻かくを発生させる。あなたに対する設定は、意識的にやったようだけど」

「鎧よろいじゃなくて外殻……ですか」

　聖の問いに湖子が頷くと、長い髪が流れて湖子の白い横顔を隠した。

「ええ。鎧に比べれば紙みたいな防御力しかないけれど、外殻が発動している間は、敵はもちろん味方も簡単には触れられなくなる。触れる相手が直哉にとって害はないと防御光そのものが認識してくれなければ、接せつ触しよくは不可能。私もそれなりの時間がかかった。だけどあなたは、ずいぶん簡単に認められたみたい。直哉は第三王女のことを、心の底では恨うらんでいるんじゃないかと思っていたけれど」

「どういう、ことですか……」

　尋ねた聖に、湖子が髪かみを振ふって視線を戻してくる。声と表情は相変わらずの無色透とう明めいであったが、瞳の色だけは確実に濃こさを増していた。

「まだわからないの」

　乾かわききった声で、湖子は言った。

「直哉をこんな状態に──鎧も作れず、弱点を抱えた状態にしたのは、若葉王妃とあなたなのに」

「湖子、やめようよ」と、葉村が珍めずらしく弱々しい声で呼びかけたが、湖子はゆっくりと首を左右に振る。

「隠しても仕方がない。さっき第三王女は、直哉の履り歴れきを見ていた。今の直哉の年ねん齢れいは第三王女とほぼ同じ、命めい壇だんを替かえた痕こん跡せきもないのに、十五年前の宮廷内乱の時に直哉がもう騎き士しとして働いていたなんて、おかしいと思ったはず」

　湖子は聖に向き直り、語気を荒あらさずに続けた。

「直哉は十五年前から──あなたが赤ん坊ぼうの頃ころから、ほとんど年をとれていない。十五年で肉体年齢が一、二歳進んだ程度で、正常に時を刻めない。原因は、宮廷内乱で命に係かかわる大怪我を負ったから。王妃の日記を信じる人たちの間では、内乱の時、第三王妃若葉は王女をひとりで守ったと言われているけれど、実際は違ちがう。騎士の果月直哉がいたから、あなたたち親子は無事に地球へ渡わたれたの」

　聖の視界に赤い幻げん覚かくが走った。湖子は少しだけ呼吸を乱し、言った。

「当時の直哉は今いる第五部隊ではなく、宮廷で王族づきの第二部隊に所属していた。その時に内乱が起きた。直哉は第三王おう妃ひと夕凪姫ひめをかばって瀕ひん死しの重傷を負ったわ。専属の凜りん馬まも負傷した。直哉は若葉王妃たちを守って地球まで同行したけれど、王妃が頼たよった知人のもとで、それ以上動けなくなった。その知人が逃箱者の医師であったことは、本当に幸運だった。医師の処置により、直哉は損傷した内臓を他人の無傷な臓器と取とり替えることで、命を取り留めた。凜馬の方は魂たましいだけを煉れん魂ごん受じゆ皿べい器きという器うつわに移すことで、現世に留とどまれた」

　聖は台の上にいる葉村を見た。つぶらな瞳に、聖は翼つばさを持った白い仔こ馬うまを思い出した。葉村は聖を数秒見返し、スカーフの結び目を直す仕し種ぐさで黙だまって俯うつむいた。

「命は助かったけれど、凜馬は以前の形をとれなくなってしまったし、複雑な天てん箱そう園えんの医術は、直哉の肉体にも大きな傷きず跡あとを残したわ」

　湖子も視線を下げ、淡たん々たんと唇くちびるを動かした。

「消えない傷跡は、天使列の発動に一部影えい響きようを及およぼす。天使列で作る鎧は肉体に直接触ふれて作用するものだから、体に少しでも破損の形けい跡せきがあると、うまく発動できなくなる。でもそのくらいは騎士ならよくあることで、不幸ではない。怪我の危険と常に背中合わせの宮きゆう廷てい騎士は、無理な臓器移植を受けることも少なくない。そのせいで体内均きん衡こうが崩くずれ、肉体成長に異変を起こした騎士は、直哉以外にもいる。そんな症状を抱えても、現げん役えきで今も天箱園の戦場を駆かけている騎士はいる。だけど直哉の場合は、移植した臓器の持ち主が、同じ日に診しん療りよう所じよ付近で事故死した学生──地球人だったの」

　聖の制服に一度だけ視線を寄こし、湖子はまた瞳を伏ふせた。

「地球人と天箱園の人間は、体内構造にほとんど違いがない。そのおかげで直哉は生き延びることができた。けれど体の中に地球人の臓器が入ったことで、不運も背負い込むことになってしまったわ。地球の物質の時間を止める『全休符』の状じよう況きよう下では影響を受けてしまうし、何よりも二度と天箱園に戻もどれない体になった。あなたにも今朝話した通り、天箱園の大気環かん境きようは地球人の肉体では適応できなくて、死を強しいられる。害を受ける箇か所しよがたとえ体のごく一部であっても、それが生命中ちゆう枢すうを担になっている臓器であれば、助かる道はない。だから直哉は天使列で次元の扉とびらを開くことができても、扉の向こう側に一歩でも足を踏ふみ入れることはできない。この先一生、天箱園に帰ることはできないの」

　苦々しい感情の混ざり始めた語ご尾びを、湖子が唇とともに嚙かむ。聖はまばたきすらできず、ただ聞いていることしかできなかった。

「天箱園の外で騎士の仕事を続けたければ、派は遣けん騎士になる以外に道はないわ。直哉は『宮廷勤務に飽あきたから地球で働く』と、地球の診療所から騎士団へ異動願いを送ったわ。若葉王妃とあなたの件は、誰だれにも告げずに」

　ひと呼吸置き、若じやつ干かん落ち着きを取り戻した声で湖子は言った。

「もちろんそんな理由が許可されるはずはないけれど、宮廷や騎士団としても、直哉ほどの人材を免めん職しよくにすることはできない。宮廷に呼び戻す声も事実を問う声も、直哉は頑がんとして聞き入れなかった。だから天箱園ではいろいろな噂うわさが流れた。自分の不注意で怪け我がをして地球の名医を頼った結果、天箱園には帰れない体になったとか、事実に近いことを言い当てる人もいた。そのせいで嫌いやみな第一王子が余計なことをしてきたり、今日のように弱点を聞きかじった犯罪者が攻こう撃げきしてきたりすることもある。だけど直哉はもともと優ゆう秀しゆうだから、弱点を少し抱かかえた程度では派遣騎士の任務に支障はきたさなかった。直哉は傷と過去を隠かくして、地球で暮らし始めたの」

　湖子が壁かべ際ぎわに目をやった。天使列でつくられた長ちよう剣けんが、月の光を浴びて光っていた。

「私はそういう真相を、何年もかかって調べた。調べて、私の体の時計も壊こわして、直哉と時の流れを合わせて、直哉と同じ第五部隊へ異動願いを出してこの次元に来た。直哉は猛もう反はん対たいしたけれど、私の気持ちを貫つらぬき通すのにまた何年もかかった。私は直哉が好きだから、一生そばにいる。一生この次元で生きると決めた。あなたは、どうするの」

　問われても、聖には何も答えられなかった。昨日と今日の記き憶おくの断片が、脳の片かた隅すみで力なく揺ゆれていた。

『要よう塞さい』で異次元への扉が閉じた時、騎士の横顔は、どことなく寂さびしそうだった。

「派遣騎士は任期を終えたら天箱園に戻れるくせに」と喚わめく迷子の逃とう箱そう者しやを引きずって、大おお股またに歩いていた。

　この騎士は弱みも悩なやみもないから強くて元気なんだと、自転車の荷台で聖は思っていた。

「ぼくの、せいで……」

　膝ひざから力が抜ぬけて、聖は汚よごれた床ゆかの上にへたりこむ。葉村が「聖は何も悪くないよ」と台の上から身を乗り出してきた。

「本当のこと、黙っててごめんね。でも葉村も直哉も昔のことなんか全然気にしてないし、聖のことだって、これっぽっちも恨うらんでないよ。だから聖も気にしないでよ。葉村なんか凜馬の時は制限を受けて人間言語が喋しやべれなかったり、飼い主から固有名詞で呼ばれるのも禁じられたりしていたから、今の体になって毎日嬉うれしいし楽しいよ。聖や若葉王妃のことがなかったら今の葉村はないんだから、感謝してるくらいで……」

　せっせと言葉を紡つむぐ煉れん魂こん受じゆ皿べい器きの後ろで、前まえ触ぶれも音もなく、すらりとした上半身のシルエットが起き上がる。

　あの体にしがみついた時に聞こえた心臓の音が、聖の耳の奥に蘇よみがえる。







「葉村、どのくらい経たった」

　口を開いて、直哉がまず尋たずねた。目が覚めたばかりのせいか、その声はひどく平へい坦たんなものだった。

「んーと、葉村の体内時計で、気絶してから二十八分二十七秒」

　葉村が返すと直哉は悔くやしげに唸うなり、強く頭を搔かいた。

「最長記録更こう新しんじゃねえか。こんなもん更新してどうする。こうなったらリベンジ戦は最短記録で片をつけてやる」

　薄うす闇やみの中で、直哉の髪かみから水すい滴てきが散る。聖の傍かたわらで、湖子はそっと胸を上下させていた。

　直哉が意識と本来の調子を取り戻したことで、聖の喉のど元もとに安あん堵どと緊きん張ちようの塊かたまりが同時に駆け巡めぐった。直哉が台から足を下ろし、本格的に起き上がろうとしたところで、聖と目が合う。直哉は黒い瞳ひとみをかすかに揺らしたが、聖が感情を読み取る前に顔を伏せてしまった。葉村が小走りに騎き士しの肩かたへよじ上り、直哉は危なげな様子もなく立ち上がった。

　聖が口を開きかけた時、プレハブ小屋を激しい震しん動どうが襲おそった。壁が軋きしみ、揺れる天てん井じようから大量の砂すな埃ぼこりが舞まい落ちてくる。窓から差す月光の中を、巨きよ大だいな蝙蝠こうもりらしき影かげが高速で横切る。地震とは明らかに異なる衝しよう撃げきが、空間を揺らし続ける。

　直哉は壁際の剣を摑つかむと、出入り口の方へ勢いよく足を踏ふみ出した。聖は咄とつ嗟さに問いかけた。

「どこに行くの」

「あの女子高生をぶっ倒たおしに行くに決まってるだろう」

　肩越ごしに聖を振ふり返り、直哉が口早に答える。聖は直哉を見上げ、首を強く横へ振った。

「駄だ目めだよ、危ないよ。また同じ目に遭あっちゃう。向こうは君の弱点を知ってるんでしょう？　なのに……」

「だったら何だよ」

　直哉が不ふ機き嫌げんそうに眉まゆを寄せ、強く言い返してきた。

「『全ぜん休きゆう符ふ』を食くらったって死ぬわけじゃない。おれより敵の方が速くても、一晩中追いかけ回せばスタミナ切れで必ず捕つかまえられる。こっちが不利でどれだけダメージ食らったって、最終的に勝てばいいんだ。第二王女だろうが特急蝙蝠だろうが、おれに勝とうなんて百兆年早いんだよ」

「もうやめてよ。ぼくなんかのためにもう傷つかないでよ」

　叫さけぶ聖と呼応するように、小屋を揺らす震動も大きくなる。身を縮まらせながら、聖は必死で言い続けた。

「ぼくが生まれたせいで、まわりの人がみんな悲しい思いをしたんだ。第三王おう妃ひは苦労して、お母さんは騙だまされて、それに、君だって。ぼくのせいで誰だれかが苦しむのはもういやだ。ぼくの命めい壇だんを第二王女に渡わたせばいいんだ。ぼくが居場所を手放して、栗田さんの気が済んで、君にこれ以上迷めい惑わくをかけずに済むなら……」

「それがお前の答えか」

　直哉が聖の言葉を遮さえぎった。怒いかりも嘆なげきもなく感情を消しきった声と表情だったが、聖は気け圧おされるものを感じて、口を閉じるしかなかった。

「お前がそう決めたなら、おれは何も言わない。言う権利もない」

　聖に背を向けて、直哉は言った。

「命壇を手放したければ、承しよう認にん業者を通せ。居場所が気に入らないなら、好きにすればいい。だけど第二王女は止める。犯罪者を捕まえるのはおれの仕事だ。おれは自分の意志で派は遣けん騎士になるって決めた。誰かのせいで仕方なくそうしたんじゃない。勘かん違ちがいするな」

　剣けんを握にぎり直し、異次元の騎士が歩き出す。葉村は聖に何か言いたげな視線を送っていたが、直哉は葉村ごと小屋から出て行ってしまった。

「『あなたのせいだ』と言ったのは、私が先。悪かったわ」

　湖子が胸むな元もとからペンを出し、静かに言った。

「事実説明に私的な主観や感情をまじえるなんて、普ふ段だんはほとんどないのに。……どうしてかしら」

　独り言のように告げた湖子の手のひらから、白く目ま映ばゆい光が溢あふれ、ペンは鋭するどい槍やりへと変わる。長い髪とスカートの裾すそを揺ゆらし、足音が遠ざかり、湖子も聖の視界から姿を消す。

　屋外から戦いの音が聞こえ始めた。ひとりになった聖は、無音の涙なみだをこぼした。







「……ぼくのせいに、決まってるじゃないか」

　漏もらした声とともに、上半身を支える力が失うせた。近場にあった台の上に突つっ伏ぷし、聖は呻うめいた。

「そうするしかないじゃないか。ぼくがいたって誰も喜ばないよ。だったら……」

　台にすがりつくと、それまで沈ちん黙もくしていた投映機が、再び低い稼か働どう音おんを響ひびかせ始めた。上板全体から琥こ珀はく色いろの光が放出され、聖は緩かん慢まんに顔を上げる。壁に聖の命壇が映し出されていた。直哉と違い、どこまでもくすんだ色をした光の輪だった。

　命壇の全体図が消え、無機質な文字が走り、無む作さく為いに履り歴れきが映し出される。やや粗あらめの画質の中には聖の母親が──地球上での養い手がいた。現在いまよりも若い母親は、満面の笑えみを浮うかべてこちらを見ていた。

『はー、やっぱり苦労して産んだだけあるわ、泣いていてもめちゃくちゃ可愛かわいいわ。でもあまり私に似てないかな？　父親似かな……でもあの人にもあんまり似てないな……。まあいいか、どっちでも。外見なんてどうだって。この子が私のところに来てくれたことが嬉うれしいから。そんなわけで生まれてくれてありがとう、これからよろしく！』

　母親がピースサインを突き出して、消えた。




『あああ、全然泣きやまない。どうしよう、どうしよう』

　次に現れたのは、泣きそうな顔でこちらを見つめている天箱園の第三王妃だった。

『どうしてこの子、泣きやまないのかしら。もしかして私が母親なのが気に食わないとか、王家に生まれた運命を嘆いているとか……なっ、ちょっと今、何て言ったの？』

　王妃が背後を振り返る。王妃の後ろには明るく豪ごう華かな、いかにも金のかかった部屋が広がっていたが、王妃はそのどこかにいる誰かに向かい、何やら怒おこり出した。

『「そんな深いこと考えてるような顔してないだろ、単に腹が減ってるか眠ねむいんじゃねえか」って、何よそれ。私の子なんだから繊せん細さいにできてるに決まってるじゃない。大体あなた、もうちょっと上品に喋しやべれないの。そんな態度で部屋の警護をしているから、この子は恐こわがって泣いてるんじゃ──あ、待って待って出て行かないで、今のは噓うそです大噓です、泣きやむように協力して下さいどうぞお願いします！　ふう……何で私王妃なのに、騎き士しにへこへこしてるのかしら……。へ、子こ守もり歌？　でも私すごい音おん痴ちで……って、そんなに何度も頷うなずかないでよ。そうだ、この子の誕生祝いにもらったオルゴールがあったわ。確かこの辺に──ぎゃあ、壊こわれてる！　部品がずたぼろに食い散らかされてる……この歯形ってどう見てもあなたの凜りん馬まよね……こんなものまで食べるなんて……。……直せばいいって、私の天使列で？　あの力、苦手なのに……。ええと、ええと………………うぎゃあ失敗した！　あああ、また泣いちゃった』

　第三王妃が騒そう々ぞうしく頭を抱かかえ、消えた。




　そして履歴は次に、ひとりの騎士を映し出した。




　その騎士は右の頰ほおを暗い色の床ゆかにつけ、横に倒たおれた状態でこちらに弱い視線を投げていた。頭部に兜かぶとはなく、無造作に伸のびた前まえ髪がみが揺れていた。首から下を覆おおう鎧よろいは胸当てくらいまでが映っていたが、金の鎧はあちこちが砕くだけ、白いマントにも赤い染しみが広がっていた。

『……お前、それにしてもよく泣くな』

　視線同様に力がなく、それでいて呆あきれも含ふくんだ声で、騎士は言った。

『そんなに泣いて疲つかれないか？　おれはもうそんな体力ねえよ。ったく最悪だったぜ、宮きゆう廷てい内乱。残業代五百億くらい出せっての……』

　愚ぐ痴ちる口調も顔も、今とほとんど変わらない。聖は濡ぬれた瞳ひとみで、自分の履歴の中の果月直哉を見つめた。

　映像の手前に、とても小さな指先が現れた。赤ん坊ぼうの手と思われるそれは、騎士の胸当ての方へ伸び、何かを摑つかもうとしていた。

『何だよ、これが気になるのか？　家族にもらったんだ、おれはがさつだからこういうもんをつけて強ごう引いんにでも気品を出しとけって……ああ、泣くな泣くな、今やるから……ほらよ』

　騎士が赤く濡れた手を面めん倒どうそうに動かし、首から紐ひもで吊つるした何かを摑む。紐を千切り、輝かがやく装そう飾しよく品ひんを騎士はこちらへ突き出す。小さな手のひらの上に乗せられたものを見て、聖はポケットからキーホルダーを引っ張り出す。過去の映像と目の前の現実、その両方で、あまりにも見慣れた羽根形の飾かざりが光っていた。

　この飾りを母親のものだと勘かん違ちがいしていた聖に、第一王子荒あら星ぼしは言っていた。それは天箱園でしか採れない金属で作られていて、以前は身分の高い人の装飾品に使われたと。

　そして今朝『要よう塞さい』で、直哉が鍵かぎを拾ってくれた時の光景を、聖は呼吸を忘れて思い返す。

　──ほらよ。

『いきなり泣きやんだな……。変なやつ』

　履歴の中で、騎士が少しだけ口元を笑わせる。履歴を見つめる聖も、つられて同じ表情を作ってしまう。

「……君だって、変だよ。傷だらけなのに笑ってさ。つらい思いをさせられたのに。……生まれ育った次元に帰れなくなっちゃうのに。それなのに……変なやつ」

　聖は笑った。笑っているのに涙なみだがまた流れた。

『今お前のお袋ふくろが、偉えらそうな医者と相談してお前の未来を決めてる。おれの処置はもう決まったけど……』

　息を鈍にぶく途と切ぎれさせながら、騎士が告げた。

『……まあ、嘆なげいたって仕方ないし、お互たがい状じよう況きようを受け入れて地球で生きてやろうぜ。この次元も結構広いみたいだから、もう会えないかもしれないけどな。でもお前がこの先泣かないで済むように、安心して住めるように、おれが次元ごと守ってやる。だから、もう……』

　譫うわ言ごとのような言葉が途切れ、騎士が目ま蓋ぶたを閉じ、手が床へ落ちる。騎士の周囲に複数の足が慌あわただしく集まってきて、初めて聞く男性の声が何かを言うが、音声が乱れ、画像が粗あらさを増し、履り歴れきはやがて消えてしまう。投映機は本格的に壊れてしまったのか、それ以上何も教えてくれなくなる。だが聖には、もう充じゆう分ぶんだった。

「……覚えてないよ、こんなの。赤ちゃんだったんだ、覚えてるわけない」

　聖は笑顔で泣きながら、もう一度台に突つっ伏ぷした。数秒前まで稼か働どうしていた台は、熱を帯びて温かかった。全すべてを記録している命めい壇だん。愛されて生まれてきた事実。誰だれかに渡わたしてしまうのはいやだと、初めて思った。

　ふと床に落とした視線が、一本の刃は物ものをとらえた。異次元の異形を倒すには小さすぎる武器だが、自分の胸を刺さす程度ならば、充分な鋭えい角かくを備えていた。

　プレハブ小屋全体が、吹ふき飛ばされるほどの勢いで揺ゆれた。すがりついた台が床の上を数十センチ移動するほどの、凄すさまじい衝しよう撃げきだった。聖が顔を上げると、壁かべの一面がまるごと崩ほう壊かいしていた。筒つつ抜ぬけになった景色の向こう、雑木林の一部も崩くずれ、満月が聖の真正面で冷たく輝いていた。その月を覆うように、巨きよ大だいな蝙蝠こうもりのシルエットが翼つばさを広げて現れる。聖の居場所を奪うばおうとしている者が、微笑ほほえんでいる。

　直哉と湖子が駆かけてきて、それぞれの武器を手に聖の前に立つ。苦戦しているのか、直哉の肩かたにいる葉村を含めて、全員が険しい表情をしていた。

　聖は床の刃物を手にした。




「あれ？　そのナイフ、何に使うの？」

　蝙蝠の背で、栗田は楽しそうに首を傾かしげた。

「もしかして、私に命壇を奪われないように？　確かに死者から命壇は取り外せないから、そんなことされたら困るけど……。吉乃君にそういう思いきりがあるなんて、ちょっと意外だわ」

「おい、ばかなこと考えるなよ」

　直哉が肩かた越ごしに聖を振ふり返り、聖が今まで見た中で最も強い眼まな差ざしを向けてきた。

「そんなことしたら、三さん途ずの川まで追いかけるからな。川の水を全部抜ぬいて舟ふねが進めないようにしてやる。おれならきっとできる」

「直哉、結構壮そう大だいな脅おどしと自己信しん頼らいだとは思うけど、それじゃ歩いて渡れちゃうよ」

　葉村が刃物を止めるためか、直哉の肩から聖の方へ跳とんでくる。同時に上空で、栗田の蝙蝠も動く。

　葉村よりも先に、黒い影かげが目の前に迫せまる。聖は刃物を握にぎり、息をのんだ。恐きよう怖ふで泣き出しそうだったが、もうこれ以上涙は出ない。聖は力を振り絞しぼり、刃物を自分の胸へと突き刺した。刃先はまず派は遣けん騎き士しの施ほどこしてくれた防ぼう御ぎよ光を裂さき、次に聖の胸も裂いた。ガラスが砕くだけるような音が響ひびき渡った。

「聖！」

　直哉の声が耳を打つ。痛みはそれだけだった。

　開いた聖の皮ひ膚ふからは、血の代わりに大量の白い光が溢あふれた。月光の数百倍、太陽が破は裂れつしたほどの光の渦うずだ。光は聖の前でぶ厚い壁を築き、襲おそいかかってきた蝙蝠を上空まで弾はじき返した。壁はすぐに崩れて粒りゆう子しに戻もどり、巨大な螺ら旋せん構造を描えがきながら、聖の周辺で行く末を迷うように揺れ動く。天や地が、白い光で縦じゆう横おう無む尽じんに照らしつけられた。

「聖、天使列を使えたじゃん。すごいよ」

　光を避よけて地面に着地した葉村が、興奮気味にジャンプする。直哉と湖子も、啞あ然ぜんと聖を見つめていた。

「……履歴の中で、最後に医者みたいな人の声が聞こえたんだ。地球人として生活するのなら、天使列は封ふうじた方がいいだろうって……」

　身の回りを漂ただよう光の群れに半ば怯おびえつつ、聖は直哉たちに説明した。

「王族としては力が使えなくなるのは屈くつ辱じよく的だけど、地球人として生きるならそっちの方が幸せだろうって。それで、胸によほど大きな衝撃を受けなければ封印は解けないって言ってたから、衝撃を与あたえてみたんだけど……う、わ……！」
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　聖の傷口から、また光がほとばしる。同時に痛覚を伴ともなった波のような何かが、脳の中を渦うず状じように巡めぐっていくのを感じた。聖の中に、膨ぼう大だいな言語と莫ばく大だいなイメージが溢れ出す。試験前に暗記をしすぎて頭が痛くなった日より、何百倍も激しい目眩めまいが襲う。

「な、な、何これ、どうしたらいいの？」

　聖は右手で頭を押さえ、一番近くにいる直哉の肘ひじに左手を掛かけ、訴うつたえる。

「力になりたくて封印を解いたんだけど、どうしたらいいんだっけ？　列式唱合──列式──って、どの言葉？　どれを使えばいいの？　いっぱいあってわからないよ。……うわ、頭が、頭が痛い、痛い痛い、割れそう！」

「落ち着け、とりあえず落ち着け」

　直哉もだいぶ落ち着きを欠いた表情で、両手で聖の肩を強く摑つかんだ。

「前に言ったよな、天使列は目の前にあるものを基き礎そにして何かへ変える力だって。何かをもとにして、お前が今一番望むものへ変わるさまを、できるだけ明確に絞り込むんだ。必要な列式は自然に頭に浮うかんでくる」

「王家の血を引いてるなら、大きい現象も起こせるはずだよ」と、葉村が前まえ脚あしを上げて発言した。

「聖、さっき無意識に防御用の壁をつくったでしょ。あんな感じで盾たてとかつくってくれたら助かるよ」

「いいや、守りよりも攻せめだ。どでかい大たい砲ほうをどがどがと大量に変へん換かんして、どかんと派手に敵を撃うち落とせ」

　直哉が熱く反論すると、煉れん魂ごん受じゆ皿べい器きは大きく頰ほおを膨ふくらませた。

「直哉ってがさつ、幼よう稚ち園えん児じの戦争ごっご並みの戦略じゃん。だから天箱園にいた頃ころ、敵軍に『宮きゆう廷てい騎士の中に真っ直すぐ飛んでくることしか考えない砲ほう丸がんみたいなやつがいる』とか言われるんだよ。おかげで葉村まで『凜りん馬まのふりした猪いのしし？』って噂うわさされちゃってさ」

「何だよ回想ハムスター。さっきは聖に昔のことなんか気にしてないとか言ってたくせによ。プリンにこだわってるのだって、昔王おう妃ひに作ってもらったやつが忘れられないんだろうが」

「過去を引きずることと優すぐれた味を愛し続けることは別だもん。大体直哉だって、昨日門番のおかまちゃんに突つっこんだ話された時、ちょっと過去に訳ありなんですーって感じの顔したじゃん。だっさー」

「け、喧けん嘩かしないで……」

　聖が頭痛を堪こらえつつも騎士と煉魂受皿器の仲ちゆう裁さいに入ろうとした時、上空で黒い影が動く。栗田が再び蝙蝠こうもりを急降下させ始めていた。

　強風が吹ふき寄せ、倒たおれそうになった聖を直哉が支える。刃物を落としてしまった聖の手の中には、キーホルダーつきの鍵かぎしか残っていない。羽根の形の装そう飾しよく品を見つめ、次に直哉の顔を見上げ、聖は一番望んだことを口にした。

「ぼくは──君があの馬で飛んでるところを、もう一度見たいよ」

「何だと？」と、直哉が心底訝いぶかしげに眉まゆを寄せる。聖は首を振り、本心を伝えた。

「制限なんて全部壊こわして飛んでほしい、ぼくもそうなれたらって思えた。君みたいに強くはないけど、君と約束した通り、この次元で生きたいよ。いつも君を近くで見ていたいよ」

　脳の温度が上がり、自分でも何を言っているのかわからなくなる。精神の中に渦巻く言葉を聖はひとつだけ摑み取り、唱えた。

「天使列『代だい天てん照しよう』、螺ら旋せん回帰」

　手のひらに乗のせたキーホルダーが、聖自身から発せられる光にのまれて輪りん郭かくを失った。

　キーホルダーは光の粒つぶに変わり、聖の放つ輝かがやきと合わさって、これまでで一番目ま映ばゆい渦を描えがいた。光の波は再度蝙蝠の接近を阻はばんだ後、行く先を迷うことなく、聖の隣となりにいる直哉の全身を包みこんだ。近くにいた葉村が「はむひゃー」と叫さけんで直哉の足にしがみつき、一緒に光にくるまれる。

　螺旋の中で光の粒りゆう子しがぶつかり合い、不思議な音色が奏かなでられた。優やさしいオルゴールのような響ひびきが流れていった。音と光が止やんだ後に聖の横に立っていたのは、金色の鎧よろいを着たひとりの騎き士しと、翼つばさのある一頭の白馬。その華か麗れいな姿に聖は見み惚とれる。風に白いマントがはためいた。

「存在の歯車を回し、『欠け』をあるべき状態へ戻もどす特とく殊しゆな天使列……若葉王妃が持っていた力ね」

　槍やりを下げた湖子が呟つぶやき、「本人は得意ではなかったみたいだけれど」とつけ足した。

　凜りん馬まと呼ばれる天箱園の生物が、落ち着きなさそうに翼を揺ゆらした。鎧姿の直哉は複雑そうな表情で、自分自身と凜馬に戻った葉村を見比べていたが、やがて聖に向かって言った。

「こんなもんなくったって、絶対勝てるんだからな」

「あ……」

「でもまあ、リベンジ戦の最短記録は更こう新しんできそうだ。感謝する」

　不敵な笑えみを浮かべ、騎士が有ゆう翼よくの白馬に飛び乗る。凜馬がいなないて空へと飛ひ翔しようし、その影かげはすぐに光の風となる。

　光は宙で黒い風と激げき突とつし、闇やみを一直線に打ち砕くだいた。







　戦いは五秒で終わった。

　だが六秒後に、聖が発動させた天使列現象は突然崩ほう壊かいし、全すべては元の状態に戻ってしまった。光はキーホルダーへ、それに伴ともない金の鎧の騎士はスクールセーターを着た派は遣けん騎士へ、翼のある白馬はハムスター型の煉魂受皿器に。

　技術が未熟すぎるせいで、短時間しか現象を保てなかったのだろう。聖は焦あせりながら再度天使列を使おうとしたが、直哉本人に止められた。派遣騎士は「このままでいい」と言った。この体でこの場所で生きていくと決めたんだから、と。

　湖子が連れん絡らくしたらしく、異次元の物質収しゆう拾しゆうをする次元衛生館がまた呼ばれ、プレハブ小屋の前にトナカイの牽ひくトラックが現れた。運転席の館員は今日もコンパを抜けさせられたのか、気の毒なくらいに肩かたを落としていた。荷台に大型蝙蝠が載せられ、トラックが去り、栗田は湖子に連れられて雑木林を出て行った。最後に聖へ疲つかれたような微び笑しようを見せて。

　全てが去り、聖も疲ひ労ろうで地面にへたりこみそうになったが、傍かたわらに残っていた直哉に腕うでを摑つかんで止められた。まだ大事なことが残ってると、直哉は告げた。川に落ちた自転車と聖の鞄かばんの捜そう索さく、それからもっと大事なことが。

「お前、さっき何て言ったっけ？『いつも君を近くで見ていたいよ』、だったか？」

　直哉に言われ、聖は体の中で全身の血液が沸ふつ騰とうする音を聞いた気がした。視界に湯気の幻げん覚かくすら感じる聖を見て、直哉は口元を強気な形に笑わせて、言う。

「そこまで言うなら、こっちも本気を出してやる。今夜は眠ねむれると思うなよ」

「なっ……！」

　聖は顔から火か炎えんが噴ふき出すほどに赤面したが、葉村は「なになに？　何をするの？」ととても楽しそうに目を輝かせた。

　空では満月が傾かたむき、風に吹かれた桜の花びらが、いつまでも舞まっていた。




　　　　　＊＊＊




　風戸里『要よう塞さい』にある電話は昔ながらの黒電話であり、受話器は重かった。

「あ、もしもし、お母……さん？　うん、ぼく。ああその声、酔よってるね。旅行、楽しそうでよかった。え、ぼくは声が眠そう？　あ……学校で小テストがあるから、徹てつ夜やで勉強してたんだ。本当だよ。なっ、なな、何言うの、そんなことあるわけないじゃない、彼氏なんかできたら大変でしょう。……はあ……ああ、ええと、何だっけ。あ、そうだ。あのね、お裁さい縫ほうしてたら布と一いつ緒しよに間ま違ちがって制服も切っちゃって、だからブレザーを新調しないとならないんだけど、貯金をおろしてもいい？　ごめんね。うんそう、これまで通り男子用。まあ、こういうところを含ふくめて今のぼくだからね……ううん、こっちの話。あとそれから、もしもの話なんだけどね。もしぼくたちが、本当の親子じゃなかったらどう思う？……男装させて最初から別の子みたいに育てていたから、今いま更さら細かいことなんか気にしない？　そんな、思いっきりげらげら笑わなくても……。何でもないよ、本当に何でもない。じゃあ明日、気をつけて帰ってきてね。あ、お母さん。いつもありがとう。じゃあね」

　質量のある受話器を、置いた。
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　午前七時五分。風かざ戸と里り『要塞』の窓の外には、今日も晴天の春空が広がっている。窓の外からは電車の通過音がひっきりなしに響ひびき、部屋に差しこむ朝日を軽快に拡散させている。吉よし乃の聖ひじりは緊きん張ちようの汗あせを滲にじませながら、応接セットの椅い子すの上で膝ひざを揃そろえる。

「それにしても狭せま苦くるしい『要塞』だ。世界にこれほど雑然とした部屋が存在するなど、信じられん。こんな室内で呼吸をしなければならないなんて、誇ほこり高き王族にとっては、ちょっとした恥はじになるのではないかね」

　聖の真向かいに座った縦ロールヘアの男が、髪かみを揺ゆらして肩を竦すくめる。

　一昨日おとといと変わらず真っ白で派手な衣服に身を包み、脚あしを窮きゆう屈くつそうに組んでいるのは、天てん箱そう園えんの第一王子荒あら星ぼし。荒星の周囲には、輝かがやく甲かつ冑ちゆうに包まれた宮きゆう廷てい騎き士し団第二部隊の面々が十数人控ひかえており、今朝の『要塞』は酸欠になりそうなくらいに込みあっている。

　流し台の方から派遣騎士の台だい城しろ湖こ子こが、湯飲みを載のせたお盆ぼんを持って無表情にやってきた。湖子が湯飲みを応接テーブルの上に置くと、荒星は鼻の下を通常の六倍近く伸のばした。荒星が安そうな色の緑茶を大事そうに一口すすって「絶品だー」と叫さけぶと、宮廷騎士たちは盛さかんに拍はく手しゆをした。湖子は無言で壁かべ際ぎわへ戻もどった。

　聖の傍ら、その壁にすでに寄り掛かかっている果か月づき直なお哉やは、口元を隠かくしもせずに大きな欠伸あくびをしていた。肩の上で葉は村むらも同じく大口を開けているのを見て、聖もつられそうになるが、懸けん命めいに堪こらえる。荒星は商店街の名前の入った湯飲みを不気味な笑えみで撫なで回していたが、目め尻じりの涙なみだを拭ぬぐう聖を見ると、ぴくりと眉まゆを動かした。

「どうしたのだね、我が妹よ。よく見れば一いつ睡すいもしていないような目の赤さだ。異母兄たるこの私に会えなかったことで、一晩寂さびしく泣き明かしてしまったかね？」

「ち、違います」

「それでは夜通しでお別れ会でもしていたか。そういえば先ほど外の階段で、妙みよう齢れいの婦人とすれ違ったが、来らい賓ひんか？　どこかで見たことのあるような顔だったが」

「そ、その人は、第三王おう妃ひの元侍じ女じよです。ちょっと話があっただけで、もう済みました」

「ほう、では一体何を……。はっ、まさか、さっきから私の視界で無礼な派は遣けん騎士が非礼な大欠伸ばかりしているが……まさかまさかまさか！　思い出作りの一いつ環かんだとか言って、ふたりで一晩中あんなこととかこんなこととか！」

　叫んだ荒星に直哉が「うるさい黙だまれ脳のう味み噌そに響く」と言い、手近にあったぶ厚い電話帳を投げつけた。電話帳を顔で受けた荒星が湯飲みを落とし、派手な衣服に茶がこぼれる。荒星が飛び上がり、宮廷騎士たちが右往左往し、外で電車がまた一本、通り過ぎる。

「まあ、地球最後の夜に何があろうとどうでもよかろう。大切なのはこの先、天箱園での未来だ」

　レースのハンカチで茶を拭ふき終えた荒星は、気を取り直したように言って椅子に腰こしを下ろす。ブーツの高い踵かかとが床ゆかを打ち、聖は緊張の度合いを高め、膝に強く指をかける。

「では妹よ、そろそろ行くとするか。派遣騎士は第三王女の護衛、ご苦労であった。天箱園に帰き還かんする我々王族を、最敬礼で見送りたまえ」

　荒星が椅子から立ち上がると、宮廷騎士たちが足早に動き、応接セットのまわりをいちぶの隙すきもなく取り囲む。必然的に、聖と壁際にいる派遣騎士の間も人ひと垣がきで隔へだたれてしまったが、直哉は依い然ぜんとして欠伸を続けていた。

「妹よ、見たところ荷物はその学生鞄かばんひとつであり、服も安そうな制服のままであるが、それでいいのかね？」

　荒星が空っぽの湯飲みをさりげなく懐ふところにしまいながら、聖を見下ろす。

「宮きゆう廷ていでは今、そちの帰還を祝う大々的な催もよおしを準備させている。天箱園に帰ったら、着き替がえる暇ひまはなくすぐに宴うたげを開始させるぞ。王女直々のスピーチも予定しているから、臣下と民たみが涙にむせぶ感動的な言葉を用意しておくがよい」

　聖は喉のどを鳴らして息をのみ、椅子からゆっくりと立ち上がった。正面には縦ロールヘアの異母兄、周辺は三百六十度、甲冑の壁で囲まれている。右みぎ隣どなりの鎧よろいが立ち位置をずらしたため、聖の視界から直哉の姿は完全に見えなくなってしまう。聖はがちがちに緊張しながらも大きく息を吸い、口を開いた。

「──ぼくは、あなたと一いつ緒しよに天箱園には帰りません」

　聖の発言に、荒星は「ほう？」と、口元に余よ裕ゆうの詰つまった笑みを浮うかべる。聖は手のひらの汗を腿ももにこすりつけ、台詞せりふを続けた。

「い、いつかは必ず帰ります。贄にえの件も、きちんとあなたと決着をつけるつもりでいます。でも王族として、大勢の逃とう箱そう者しやが暮らす地球のことをもっと学んでから帰るのも、悪くないと考えたのです。それとこの次元で何かひとつでも、自分のできることを見つけてみたいとも思いました。そうじゃないと、天箱園に戻っても、王にも贄にも、何にもなれないと思うのです。もう少し地球に留とどまって、今まで自分を育はぐくんでくれた次元に恩返しをしてから、帰ります」

　息が続かなくなり、聖は一いつ旦たん言葉を切る。軽い息切れを起こしている聖を、荒星は嫌いやみな笑顔で見返した。

「なるほどなるほど。自らの境きよう遇ぐうを受け入れた上で、そこそこ立派で納なつ得とくのいきそうな主張を並べたか。一晩かけてうまい逃にげ道を用意したものだ。さすがは我が異い母ぼ妹まいといったところか」

　巻き毛を手の甲こうで払はらった後、第一王子はまわりの家臣へ鋭するどく目配せをした。第二部隊の宮廷騎士たちが一いつ斉せいに武器を構え、全すべての切っ先が聖の方へ集中する。震ふるえ上がる聖に、荒星は笑みの濃のう度どを上げた。

「そちの言い分はよくわかった。しかしそちの気持ちよりも、私の意見が上をいくということを忘れてはいかん。同じ父を持ち、同等の王位継けい承しよう権けんを持つ兄きよう妹だいであっても、そちよりも私の方が知力体力武力に迫はく力りよく、もひとつおまけに財力と、全てが勝まさっているのだ。そちが何と言おうと、私は第三王女を連れて帰……」

「てっ、天使列『楼ろう撃げき』、螺ら旋せん回帰！」

　聖はポケットからキーホルダーを引っ張り出し、舌をもつれさせるように列れつ式しき唱しよう合ごうを口にした。『要よう塞さい』中に白い光が溢あふれ、一晩中派遣騎士からスパルタとしかいいようのない特訓を受けたおかげで、キーホルダーは見事な武器へと変わった。

　柄つかを持って支える刃はではあるが、幅はばと刃は渡わたりはともに一メートル半以上、剣けんというよりも巨きよ大だいな金属柱といった趣おもむきの武器だ。聖が手を動かさなくても、広く鋭えい利りな刀身は宮きゆう廷てい騎き士しの武器を全て打ち払い、長い切っ先は、自然と荒星の喉のど元もとへ突つきつけられる。第一王子の顔色は、首まで見事に青ざめた。

「も、もしぼくを、無理に天箱園へ連れ戻もどそうとしたら……」

　聖は呼吸を忙せわしなく繰くり返して、言った。

「ふ、封ふう印いんを解いたこの天使列で、ぶ、ぶ……ぶっ飛ばす、です。ぼくに勝とうなんて、ひゃっ……百兆年早い、です」

　荒星は三十秒近く硬こう直ちよくしていたが、「覚えてろー」と一声喚わめき、宮廷騎士を引き連れて『要塞』から飛び出していった。

　入れ替かわりに、出前の岡おか持もちを持った津島領長が「王女様、格好いいですぜ」と叫さけびながら飛びこんできた。その後ろからは金きん髪ぱつアフロの異次元アナウンサーが続いてきて、「ダイサンプリンが荒星に勝っちゃったですよ。衝しよう撃げきの映像をこの小こ汚ぎたない『要塞』から独どく占せん生中継でござるよ」と自分で抱かかえたカメラへ喚いた。湖子が茶の零こぼれたテーブルを拭き、葉村が万ばん歳ざい三唱をする。聖の武器は昨日よりも少し長めな約六十秒後、限界を迎むかえて粒りゆう子しの形に分解し、羽根形の飾かざりへ戻った。

「……これまでの人生で、一番疲つかれた……」

　聖が椅い子すにへたりこむと、壁かべ際ぎわの騎士が小さく笑った。聖が見上げると、夜を徹てつして荒星の撃退作戦を一緒に考えてくれた直哉は、満足そうに腕うで組ぐみをしていた。

「おれが派手王子をぶっ飛ばしてもよかったんだけどな、やっぱりお前が直接やった方が効果的だったろう」

「そうだけど……最後の台詞は、ちょっと恥はずかしかったよ……」

「よく頑がん張ばったな」

　直哉が微笑ほほえんだ。徹夜明けのせいか何なのか、いつもの不敵な笑みとは違ちがって、妙みように優やさしい表情だった。

　目をしばたたかせる聖を残し、直哉がアナウンサーの方へ歩き出し、ものすごい音と金髪アフロの悲鳴が轟とどろく。また外で電車の音が通り過ぎ、聖は人知れず頰ほおを綻ほころばせた。

　津島領長の出前で騒そう々ぞうしい朝食が始まり、振ふり子時計はあっという間に八時を示した。聖は登校時間を思い出して腰こしを浮かしたが、聖が立ち上がるよりも先に直哉が「送ってやる」と言い、『要塞』を出て行ってしまう。葉村が「コンビニに寄ろうね、今日はおめでたい日だからいつもの十五倍は食べないとね、聖もご相しよう伴ばんに与あずかってね」とはしゃいで、後を追った。

「直哉は譲ゆずらないわ」

　湖子の横を通り過ぎる時、少女の姿をした騎士が温度のない声でそう言った。聖は一いつ瞬しゆん何を言われたのかわからなかったが、理解した途と端たん、荒星と対たい峙じした時以上の恐きよう怖ふが全身を襲おそった。流し台で鼻歌混じりに皿を洗っている津島には聞こえないように、聖は大急ぎで湖子に答える。

「あ、あの、昨夜のことは、ぼくはそんなつもりで言ったんじゃなくてですね……」

「でも直哉はあなたに再会できたおかげで、前よりももっと、この次元で生きることを楽しめるようになるかもしれない」

　聖の言い訳など聞いていない様子で、湖子が呟つぶやく。表情は相変わらず冷れい淡たんだったが、声にのみ、わずかに柔やわらかい感情のようなものが滲にじんでいる気がした。

「だから、一応、ありがとう」

「は……」

「行ってらっしゃい」

「行って、きます……」

『要塞』の外に出ると、透とう明めいな朝日が頭上から降り注いできた。外階段を地上まで下りると、サドルの後ろにビニール傘がさをさした自転車が堂々と聖を待ち構えていた。前カゴの中で葉村が跳はね、すでにペダルへ足をかけている直哉が、視線で聖に後ろへ乗るように促うながす。聖は恐おそる恐る荷台に腰を下ろした。

　自転車が走り出し、桜色の街並みが風に流されていく。ごみ捨て場の前で、地球人か逃とう箱そう者しやかは判断できないが、挨あい拶さつしあって笑う人たちがいる。路地裏を白衣の犬が二匹ひき、互たがいを小こ突づきあいながら二足歩行で去っていく。そんな光景を眺ながめながら聖ははっとなって、自転車の漕こぎ手へ尋たずねる。

「うっかり聞き忘れてたけど、もしかしてまた『多た翼よく道みち』を通っていくの……？」

「あったり前だろうが」と派は遣けん騎士が強く答え、猫ねこサイズのハムスターが「加速度アーップ」と陽気に前まえ脚あしを振り上げた。

　前輪に羽が生え、自転車が宙に浮うかんで青い空へと近づく。目の前の真っ直すぐな背中にしがみつき、果てしない道の先へ、聖は今日も叫んでいた。







　あとがき







　初めましての方、お会いできて光栄です。

　以前お会いしたことのある方、またお目にかかれて幸いです。

　どちらの方もこの本を手に取って頂きましてありがとうございます。椎野美由貴です。




　本作のタイトルは『螺旋のプリンセス』といいますが、私は勝手に螺ら旋せんプリンと略しています（笑）。そんな名前のお菓か子しが本当に売っていたら、ちょっと美味おいしそうな感じがしませんか、螺旋プリン。きっとカラメルソースとか生クリームとかがぐるぐると渦うずを巻いている気がするのですよ、食べたら美味しくて目も回るのですよ絶対（これまた勝手な妄もう想そう）。

　この小説も、読者のみなさまのお口に合うものであればいいなあと思いつつ、あとがきを書いております。




　さてこの螺旋プリン、実は私が大好きなものを盛りこんだ内容になっております。

　まずハムスター。小学生の時、歴代で四匹ひきほど飼っておりました。檻おりから脱だつ走そうして仏ぶつ壇だんの中を大冒ぼう険けんしたり、家からも脱走してドブにダイブする女の子だったり（しかもしっかり救助される運のよさ。笑）。「お年とし頃ごろだからお見合いさせよう」と姉の友人宅から異性を連れてきたものの、相手方のお気に召めさなくてぼっこぼこにされちゃった男の子だったり。その頃の私の日々は、ファミコンと本（当時はライトノベルという言葉がなくて、私のまわりでは「絵がついてる小説」と呼ばれていた気がします）とハムスターの三色で占しめられていたと思います。学校の作文でも、しょっちゅうハムスターのことを書いていました……って、何だか今と変わりませんね（笑）。

　それと、田舎いなかと都会の中間のような街。私は何げない住宅街とか路地裏とかがなぜか昔から大好きでして、旅行に行っても有名な建築物より道路沿いに見えたどなたかの家とか、街角に佇たたずむコンビニを見てじんわりとしてしまいます。この物語に出てくる風かざ戸と里り市は、独自にアレンジはしていますが、実在するＡ駅周辺をモデルにしております。私が作家になる前に勤めていた会社のある街でもあります。会社の窓から電車の高こう架か橋きようをぼへーと見上げて、何か書きたいなあ、と思ったから今があるのですね。心からありがとうです、Ｂ社。

　他ほかにも「ビニール傘がさのシンプルさ、ラブ」とか「甘いもの、我が命」とかいろいろありますが、こんな身近なものを作中に出したことによって、読者の方が日常を一層愛いとおしく感じて下されば、とても嬉うれしく思います。




　そんなこんなでありがたくも発売にいたった第一巻目でありますが、書いている間に大事件がありました。

　体重が増えました（笑）。いやあ、葉は村むらに引きずられて毎日美味しくぱくぱく食べていましたらね……って、ああっ、「あとがきから読んでみたけど、この本読んだら太りそう……」と本を閉じようとしているそこのあなた！　大だい丈じよう夫ぶ、大丈夫ですよ、食べてもその分消費すればいいんですからね。直なお哉やみたく日々がしがし動いていたら、きっといい感じだと思いますよ。かく言う私も原げん稿こうを書いている間、摂せつ取しゆカロリーは増えましたが、キャラクターに影えい響きようされて運動量も若じやつ干かん増えた気がします。若干も若干、自宅から仕事部屋への道を最短距きよ離りじゃなくて地味に数百メートル遠回りするとか、その程度なのですが（笑）。

　ちなみに今の体重は、デビュー時の体重とぴったり同じだったりします。なので「原点に戻もどったのね私」と言い訳をすることも可能だったりします。そういえば螺旋プリンの方向性である「元気で明るく綺き麗れいなファンタジーを書こう」は、投稿時代の目標でもありました。




　最後になりましたが、お世話になった方々へ感謝を。

　素す晴ばらしいイラストを描えがいて下さった瀬田ヒナコさん、ありがとうございます。打ち合わせの場で「このキャラ、あと一、二歳くらい幼い感じにできますか」と細かくも勝手な注文をしたら、本当にササッと変えてしまわれたり（一、二歳の差ですよ、すごすぎ！）、武器のデザインをその場で何通りもサラサラと描いて下さったり……てんこ盛りな才能に、ひたすら感激いたしました（ちなみに葉村のスカーフは、瀬田さんのアイデアです☆）。

　いつも賢かしこく爽さわやかな担当編集Ｓ本さんをはじめ、角川書店のみなさま。制作、出版、販はん売ばいに携たずさわって頂いた全すべてのみなさま。そして、読者さま。本当にありがとうございます。みなさまのおかげで、この本は今ここに存在できました。

　それではまたお会いできる日を祈いのりつつ、その日までどうぞお元気で！





二〇〇七年七月吉きち日じつ　　椎野　美由貴　　






追つい伸しん

　この物語には主人公たちが自転車の二人乗りをしたり、ハムスター（似の生物）が人間の食べ物を食べたりする描びよう写しやがありますが、これらはフィクション上での演出です。実際に行うと大変危険ですので、やらないで下さいねー（笑）。
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